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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第１章　美しすぎる女神の主従誓約




第２章　この日常が、幸せだと信じて




　あとがき
















これは、あたし達がずっと欲ほつしていたもの。

誰だれにも邪じや魔まはさせない──あたし達の幸せ。
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　主従誓約。

　それは主あるじと配下が至る事のできる究極の関係。

　配下の全すべてを完全に自分のものにする覚かく悟ごを決めた主と、己おのれの身も心も全てを主に捧ささげる事を誓ちかった配下だけが辿たどり着く事ができる最高にして最強の主従形態だ。

　果たす事ができれば次元の異なるような強さを手に入れられる反面、二度と解約する事はできない禁断の関係──この誓約へと至る事ができた者達は、これまで主従契けい約やく魔ま法ほうによって互たがいの魂たましいを結びつけた数多くの主と配下の中でもほとんどいない。

　そのため、現在では伝説やお伽とぎ話ばなしの類たぐいだと認にん識しきされてしまってさえいる。

　…──だが、主従誓約は確かに存在している。

　何故なぜならば長谷はせ川がわ千ち里さとは、その奇き跡せきのような主従誓約が果たされるのを見た。

　それも五つもだ。

　長谷川が作り出した虚きよ数すう次元空間内で、絶対の主となったのは東とう城じよう刃バ更サラ。

　完全な下げ僕ぼくとなったのは成なる瀬せ澪みお、成瀬万ま理り亜あ、野の中なか柚ゆ希き、野中胡桃くるみ、ゼストである。

　…──刃更達に主従誓約を勧すすめたのは長谷川だった。

　太古の昔──神界から放ほう逐ちくされた者達が魔族となり、神族への復ふく讐しゆうを誓った彼らが生み出したのが主と配下の力を増大させる主従契約魔法だ。

　神族である長谷川は、この主従契約の知識に明るくはなかった。

　しかし、刃更が澪と結んだ事を知って、長谷川は情報を集めていった。

　刃更は長谷川の──アフレイアの敬愛する従姉いとこ、ラファエリーネが十神の立場を剝はく奪だつされ、封ふう印いんされてしまう事を承知で産んだ子供だ。勇者の一族の迅じんと、先代魔ま王おうウィルベルトの妹のサフィア、十神のラファエリーネの三者によって生まれた奇跡。

　刃更のためならば、長谷川はどんな事でもすると決めている。

　長谷川千里にとって、東城刃更は掛かけ替がえのない存在なのだ。

　よって刃更達だけでは乗り越こえられない危険や強敵が迫せまっていた時は彼に加護を与あたえただけでなく、催さい淫いん状態の澪達を淫みだらに屈くつ服ぷくさせるだけで、自身の男としての欲よく望ぼうを必死に我が慢まんしている刃更が可愛かわいくて──そんな刃更を見たいという欲よつ求きゆうが抑おさえられなくて、長谷川はいけないと思いながらも刃更と入浴を共にした。

　ちょっとした悪戯いたずら心。しかし、刃更の背中を胸でいやらしく洗っていたら、男性経験はおろか恋れん愛あい感情すら抱いだいた事がなかったのに、長谷川は湧わき上がる興奮に堪たまらない気持ちになって……気が付いたら刃更にキスをしてしまっていた。

　そんなこちらに、刃更もまた理性を飛ばして……長谷川は刃更に求められるままに自分の躰からだを好きにさせてやり、さらには胸で刃更のモノを挟はさんでたっぷりと愛した。

　初めての経験だった。誰かを男として強く意識した事も。

　こんなにも自分が──女なのだと思い知った事も。

　激しく燃え上がった刃更への想おもいは、長谷川自身にも抑える事ができなくて。

　坂さか崎さき守まもるが──オルニスが引き起こした事件でのブリュンヒルドの暴走の件に加え、刃更達が魔界へと赴おもむかなければならない状じよう況きようにある事が解わかると、長谷川は刃更と秘密の男女関係になりたいと懇こん願がんした。そして女としての自分の気持ちを満たし、同時に刃更の性欲も解消してやりながら、長谷川はたっぷりと加護を与えていった。

　その甲か斐いもあってか、刃更は魔界で繰くり広げられた現魔王派との決戦を潜くぐり抜ぬけ、一段と逞たくましくなって長谷川の下もとへと帰ってきた。

　…──その裏に、これまで以上の暗い冷れい酷こくさを宿して。

　そんな刃更が心配で……だから長谷川は温泉旅行へと刃更を誘さそった。そこで刃更から、自身の出自の一いつ端たんや、長谷川の事についても知ったと告げられて──だから長谷川は全てを告白した。刃更がどのようにして生まれたのかも、長谷川自身の正体についても。

　ずっと黙だまっていた。ずっと騙だましていたのに、それでも刃更は優やさしくて。

　長谷川に感謝していると言ってくれた。そして──長谷川の事が大切だとも。

　もう我慢できなかった……だから長谷川は自身の力を分け与える神族の契約と、刃更の配下になる主従契約の両方を彼と結んだ。結界内の時間の流れを調整し、一年近くもの時を掛けて刃更の性せい奴ど隷れいへと淫らに堕おちてゆきながら。

　それにより刃更はさらに力を増し、長谷川は刃更の新たな切り札となる事ができた。

　…──だが、斯し波ば恭きよう一いちはそんな刃更をも上回ってきた。

　これから刃更達が倒たおすべき男は──斯波恭一とは、それ程ほどまでの強敵なのである。

　斯波は十神レギンレイヴを己の穢けがれの中へと取り込み、神器である『四神』によって構築した結界内で黄龍を顕けん現げんさせ、五行の相生によって己の力を増大させ続けている。

　そんな斯波に勝利するには、それこそ刃更達が主従誓約へと至っただけでも足りない。

　澪たち五人が、それぞれが担になう属性力を──五行へと変へん換かんした力を刃更の体内へと送り込み、刃更の中で相生を行なってようやく互ご角かくに戦える。そこまでしてようやく、戦術や戦略によって勝敗を左右できる状況へと持って行けるのである。

　分の悪い賭かけだった。既すでに状況を整えている斯波に対し、刃更達は五つもの奇跡を連続して起こさなくてはならないからだ。

　それでも──刃更達は見事に主従誓約へと至った。

　次々に奇跡が果たされてゆくのを、長谷川はその眼で目の当たりにした。

　そうして刃更達が新たな力を得られた事に喜びを感じた一方で、長谷川の胸に去来したのは、自分だけが置き去りにされたかのような切ない孤こ独どく感だった。

　…──何故なら、長谷川がここで刃更へ処女を捧げる事はできないからだ。

　長谷川の力が加わる事で、澪たち五人によって構築された刃更の中の五行相生の円えん環かんを崩くずすような事があってはならないのである。

　だから我慢しようと想っていた。我慢できると想っていた。

　だけど。

　澪達とのセックスで搔かいた汗あせを浴室で流した刃更と脱だつ衣い所で顔を合わせたら、湧き上がる想いを堪こらえる事ができなかった。

　主従誓約など結ばなくても──長谷川の刃更に対する想いは絶対だった。

　抑えられる筈はずなどないのだ。

　だから──長谷川千里は、どうかキスだけでもと刃更に唇くちびるを重ねた。

　そんな長谷川を刃更は許すと、こちらの腰こしに腕うでを回して抱だき寄せてくれて、

「はぁ……ん、ちゅ……んむ……あぁ……刃更、んちゅ……ちゅぷ♥」

　そして今──長谷川は刃更の腕の中で、淫らなキスに夢中になっていた。

　風ふ呂ろ上がりの刃更は裸はだか。長谷川も透すけるほど生地の薄うすいベビードール姿だ。

　よって互いの躰の感かん触しよくや体温が伝わり、いやらしく舌を絡からめ合っているだけで解る。

　澪達と主従誓約へ至った刃更の力は、今や長谷川を完全に上回るものになっていて、

　……凄すごい……刃更、お前はここまで……。

　変へん貌ぼうを遂とげた主の逞しさに、長谷川はキスをしながら感動の悦よろこびに打ち震ふるえる。

　すると──そんなこちらへ、刃更がある事をしてきた。

　キスをしながら、腰を抱いていた左手を下ろしてこちらの尻しりを、背中に回していた右手を前に持ってきて乳ち房ぶさをそっと揉もんできたのだ。

　キスだけでどうしようもなく感じて乳首を立たせていた長谷川は、

「んっ、あぁ……刃更、ちゅぷ……はぁ……駄だ目めだ……んぅ、あぁん♥」

　口にした窘たしなめの言葉を、どこまでも甘く濡ぬれたものにしてしまう。

　震える程いやらしい快感と共に、長谷川の中に淫らな幸福感が溢あふれて止まらない。

　完全に性奴隷へと堕ちた女に、主の愛あい撫ぶを受けて悦ぶなというのは無理な話だった。

　はしたなく腰をくねらせた拍ひよう子しに左の肩かた紐ひもが外れてしまうと、そのまま少しずつ長谷川の乳房が零こぼれるように見え始め……いやらしい形に勃ぼつ起きした乳首が露あらわになった。

　すると、

「先生────…」

　唇を離はなした刃更に、息が届く程の至近距きよ離りで見み詰つめられて、

「刃更……んっ、駄目だ……これ以上は……っ」

　堪らない気持ちになりながら、それでも制止しようした──その時だった。

　……え……。

　ふと、長谷川の股こ間かんを押してくる感覚があった。

　見れば、あれだけ澪達に射精した刃更のモノが、再び硬かたく張り詰めていた。

　だが、それは長谷川の知っている刃更のペニスではなかった。長谷川が手や口、胸を使っていやらしく奉ほう仕ししてきた刃更のモノとは、まるでサイズが違ちがっていて、

　……まさか……刃更、こんなに大きく……？

　澪達との主従誓約による副作用か、刃更のペニスはこれまで以上に凄すさまじいサイズになっていた。その圧あつ倒とう的な迫はく力りよくに、

「……………………っ」

　長谷川は思わずゴクリと喉のどを鳴らしたまま、眼が離せなくなる。

　刃更は興奮を昂ぶらせた彼のモノを、ビクンビクンと淫らに震わせていて、

「っ……待っててくれ。今、成瀬達を呼んで──…あっ」

　狼狽うろたえながら寝しん室しつへと踵きびすを返そうとした長谷川は、右の手首を刃更に摑つかまれた。

「…────先生」

　再びこちらを呼んだ刃更の眼差しは、明らかに長谷川の奉仕を望んでいて、刃更はそのまま摑んでいた長谷川の手を彼の股間へと導いてくる。

　そして──長谷川は、向かい合った体勢で刃更のペニスをいやらしく握にぎらされた。

　すると刃更の剛ごう直ちよくは、長谷川の手の中で熱く脈動していて、その逞しい雄おすの感触に、

「…………あ、あぁ……っ」

　長谷川はどうしようもなく屈くつしてしまう。これ以上は駄目だと解っているのに──刃更に求められたら、もう自分の気持ちを抑えられなかった。

　──だから、もう抵てい抗こうはできなかった。

　瞳ひとみを完全に官能にとろけさせた長谷川は、艶なまめかしい微笑ほほえみを浮うかべながら、

「こんなにして……これではお前も冷静に作戦を考えられないな」

　任せてくれ──そう告げると、ゆっくりと手を動かして刃更のモノをしごき始めた。

　──どうすれば刃更を気持ち良くできるかを、長谷川千里は熟知している。

　だから長谷川は、細い指を淫らに動かしながら手首を振ふるようにして刃更の竿さおから亀き頭とうに掛けてを手で擦こすり上げていった。すると、すぐに刃更はペニスの先せん端たんからカウパー腺せん液を溢れさせ始める。その粘ねん着ちやく質な透とう明めい液をいやらしいローションにして、長谷川は手による奉仕を淫らにした。すると膨ふくれ上がった刃更のペニスの硬さや、女の膣ちつを容よう赦しやなく貫つらぬく亀頭の形状、いやらしく浮き上がっている竿の血管の感触までハッキリと感じる事ができて、

　……凄い、こんなに……。

　サイズを増した事で、刃更のペニスの感触はより淫らなものになっていて、興奮を昂ぶらせた長谷川は思わず刃更に己おのれの唇を重ねた。すると刃更はねっとりとした舌使いで応こたえると、さらに露わになっていた長谷川の左胸をやわやわと揉んできて、

「っ、あぁ……ん、ちゅ……刃更……はぁ、ちゅぷ……んむぅ♥」

　官能の吐と息いきを漏もらした長谷川は、手の動きをさらに淫らなものにした。すると刃更のペニスはどんどん熱く大きくなってゆき、

「………………っ」

　キスの合間に漏らした刃更の吐息に快楽が混ざっているのを感じた長谷川は、一気に手の動きを激しくして、

「んっ……我慢しなくて良いい、このまま……いっぱい出してくれ……っ」

　興奮混じりに懇願すると、刃更はこちらへとしがみ付いてきて、

「ぅ……ぁ、イク……先生……っ」

　呻うめくようにそう言った直後、刃更のペニスがぶるりと大きく震えて──次の瞬しゆん間かん、長谷川の右手の中で、刃更のモノが盛大に快楽を極きわまらせた。吐はき出されたのは、怖こわいくらいに熱くて大量の精液。それは長谷川の手を熱く濡らしながら、ベビードールの前にべっとりと掛かかり、光こう沢たくのある生地をいやらしく濁にごった白色に汚よごして、

「ぁ……あぁ、んっ、ふふ……あんなに成瀬達に出したのに、凄いな……はぁ♥」

　長谷川はうっとりとしながら、少しずつ刃更の剛直をしごく手の動きと力を優しくすると、ペニスの脈動が治まった頃ころ合あいを見計らい、離した右手をそっと開いた。

　すると──指の先から手の平までたっぷりと掛かった精液は、いやらしく湯気を立てていて、そのまま手首の方へと零こぼれそうになり、

「…………ん」

　長谷川はそれをぺろりと舐なめた。数日ぶりに口にした刃更の精液は、これまでになく濃のう厚こうな味と強い匂においをしていて、長谷川の意識を一気に官能へと蕩とろけさせて、

「んっ……ちゅ、はぁ……ぺろっ、ん……ちゅる……れろ……んふ♥」

　長谷川は夢中になって、手に付いた刃更の精液を余す事なく舌で舐め取った。舌の上で躍おどらせながら飲み干すと、喉の奥から体内へと滑すべるように淫みだらな塊かたまりが落ちてゆき、

「んっ……は、あぁ……っ♥」

　そのいやらしい感覚に、長谷川は白い尻をぶるりと震わせる。

　……美味おいしい……。

　どうしようもなく陶とう酔すいした表情になって、ゴクリと喉を鳴らす。

　刃更の熱い精液がなくなると、途と端たんに口の中が寂さびしくなって……そんなこちらに、

「っ…………先生」

　刃更が何かを訴うつたえるように長谷川を呼んだ。

　見れば、射精を終えたにも拘かかわらず刃更の剛直は逞たくましく反り返ったままだった。

　巨きよ大だいなペニスは絶頂の余よ韻いんに気持ち良さそうにヒクヒクと震えていて、先端から裏筋にかけて、長谷川へと解き放った精液の残ざん滓しをいやらしく滴したたらせている。だから、

「ああ……任せてくれ」

　長谷川は蠱こ惑わく的に微笑むと、肩かたを抜ぬいて精液塗まみれのベビードールを脱ぬぎ去った。

　──一糸纏まとわぬ裸になったのだ。

　そして刃更の前に跪ひざまずく──するとすぐ眼めの前に、刃更の剛直がくる形になった。

　刃更のそこは、こちらにさらなる奉仕を求めていて、長谷川はそのまま淫らに舌を這はわせようと、濡れた唇を近付けていった。

　…──その時だった。長谷川千里は視界の端はしにあるものを捉とらえた。

　それは脱衣所の入り口に佇たたずむ裸の少女──刃更と最初に誓せい約やくを結んだ澪だ。

　こちらを見詰める澪の静かな瞳に、長谷川はサッと官能の熱を冷めさせて、

「す、すまない成瀬……刃更を前にしたら、どうしても我が慢まんができなくて……っ」

　刃更に望まれたとはいえ、長谷川がしかけた事は澪達が刃更にもたらした相生を壊こわしかねないものだ。だから長谷川は、慌あわてて刃更から離はなれようとして、

「いいえ、長谷川先生……そのまま続けて下さい」

　しかし──そんなこちらを、あろう事か澪は制止した。





２






　…──その瞬間、東城刃更は眉まゆを顰ひそめたものにした。

　澪が、刃更と長谷川の行こう為いを促うながすような事を言ってきたからだ。

　驚おどろきと共に刃更と長谷川が見ると──澪はさらに信じられない提案を口にする。

「ううん、それだけじゃない。長谷川先生……先生にも、お兄ちゃんと主従誓約を結んで貰もらいたいんです」

「澪────…？」

　突とつ然ぜんの提案に意図が読めず、何事かと怪け訝げんになったこちらへ澪はある表情を見せた。

　微び笑しようだ。そして、

「確かにあたし達は、主従誓約へと至る事で飛ひ躍やく的に力を上げる事ができた……でも」

　そこで言葉を区切ると、澪はこちらへした提案の真意を語り出す。

　真しん剣けんな表情になり、

「相手はあの斯波という男よ……きっと、あたし達が主従誓約を逆転の一手に選ぶ事だって、読んでいるに違いないわ。それに力を増したのはあたし達だけじゃない。向こうも四神からの属性力による相生を得ているし、黄龍の顕けん現げんだって進んでいる」

　そして。

「アイツは恐おそらく、まだ何か切り札を隠かくし持っている筈はずよ……お兄ちゃんだって、それは感じているんでしょ？」

「…………………………」

　澪の問い掛けに、刃更は無言の肯こう定ていを放った。

　澪が口にした可能性は、刃更も思っていたものだ。

　──先の戦いでは、刃更は斯波との読み合いに負けて敗北した。

　そして多分──いや間違いなく、あれが斯波の持つ力の全すべてではない。

　四神からの相生や、黄龍の顕現……そして斯波の『氣き』や彼の中にある『穢けがれ』。

　さらに、魔ま拳けんレギンレイヴ。

　それらを総合的に勘かん案あんすると、斯波にはまだ様々な切り札の可能性が考えられた。

　すると、

「成瀬の言う事は解わかる……だが刃更と私が主従誓約へ至った場合、新たな問題が出てきてしまう。元とはいえ、私は十神なんだ」

　だから、と長谷川。

「その私と主従誓約を結び、完全に従えるようになったら。神界は……神界の頂点に君臨している十神達は、間ま違ちがいなく刃更や私達に眼を付けるだろう。もし危険視されるような事になれば──最悪の場合、神族は総力をあげてこちらを潰つぶしに来る」

　先々を見み据すえたリスクを口にした長谷川に、それでも澪は譲ゆずらない。

「あの斯波って男……先生と同じ十神を取り込んで、力を自分のものにしているんでしょ？　ならこの戦いは既すでに、神界も行方ゆくえを注視している筈よ」

　現在の状じよう況きようはもう、長谷川の不安視するリスクの中にある──そう訴え、

「だとしたら……たとえ先生と主従誓約を結ばなくても、あの男を倒たおせばどのみち神界はあたし達に眼を付けると考えておくべきじゃないですか？」

　つまり。

「まずは眼の前の敵を……斯波恭一を何としても倒す事を考えないと」

　断固とした口調で告げられた澪の言葉は、尤もつともなものだった。

　──現状、刃更達はまだ斯波を倒しきる目算が立てられていない。

　この状況で、神族サイドのリスクに怯おびえて手を打たないのは本ほん末まつ転てん倒とうだ。

「…………斯波さんの狙ねらいは、《バチカン》と勇者の一族への復ふく讐しゆうだ。この五行結界も黄龍の顕現と共に斯波さん自身の力を増大させる目的で展開されている」

　だから、と刃更は言った。

「あの人の底知れなさを考えると、俺達が主従誓約に至って力を増すのを待っている可能性はある……俺達が態勢を整えて再び戦いを挑いどんだら、十神レギンレイヴを取り込んだ時と同じように、自分の中に吸収するつもりなのかもしれない」

「そして……あたし達がその狙いに気が付く事まで承知の上なのね」

「ああ。恐らくは、俺達がどれだけ予測し、どう動いたところで絶対に逃にげられないような方法か、そうした状況を作り出してくる筈だ……だから」

　刃更達は、斯波に吸収されてしまった場合の事を考えておく必要がある。

　──先の戦いでは、外側から叩たたき込まれただけで戦せん闘とう不能に陥おちいってしまった程ほどだ。

　斯波の中へと取り込まれ、直接『穢れ』に晒さらされるような事になれば一ひと溜たまりもない。

　そして──それを避さける手段は、恐らくないのだ。

　……でも。

　その絶望的な状況に対たい抗こうする手段が、刃更達にはあった。

　だから刃更は澪と共に長谷川を見る。すると、

「確かに……あの男の『穢れ』に対して、私の神しん霊れい力は対極にある。その力を刃更に与あたえてやる事ができれば、奴やつに吸収されたとしてもしばらくは耐たえられるだろう」

　だが。

「もし私と主従誓約を結んだら、刃更の中で構築された成瀬達の五行相生を崩くずしてしまいかねない。吸収された場合に備える事は必要かもしれないが……そのために既に得ている力を手放して、それこそあの男を追い詰つめる所まで行けなくなっては話にならない」

「そんな……」

　長谷川が口にしたリスクに、澪が愕がく然ぜんの呻うめきを漏らした。

　刃更と長谷川が主従誓約へと至る──それが、自分達が勝利するための最後の切り札になると本気で信じていたのだろう。そうした澪の様子に、

「…………………………」

　長谷川もまた、申し訳なさそうに瞳ひとみを伏ふせたものにする。

　重苦しい空気が、否いや応おうなく脱だつ衣い所を支配した。

　そんな暗い静せい寂じやくの中で。

「──────────」

　刃更だけは、前を──自分達が勝利するための道筋を見据えていた。

　それは行き止まりの壁かべを破は壊かいし、死路を活路へと変えるための視点。

　その微かすかな希望を──東城刃更は見つけ出す。

「…………俺と先生が主従誓約を結んでも、俺の中にある澪達の五行相生を崩さない方法が、全くない訳じゃない」

「えっ────…？」

「…────刃更？」

　驚いたようにこちらを見た澪と長谷川の視線を、刃更はしっかりと受け止めながら、

「それどころか……上手うまく行けば先生と誓約を結ぶ事で、俺の力をさらに引き上げる事ができるかもしれない」

　その方法を、東城刃更は口にした。

「今の俺は斯波さんと同じく、五行の相生によって力を増大させる流れを作り出している……それを『陰いん陽よう五行』へと昇しよう華かさせるんだ」

　それは、五行思想と陰陽思想が合わさってできた概がい念ねん。五行の『木』『火』『土』『金』『水』のそれぞれに、『陰』と『陽』──即すなわち『闇』と『光』の属性を付加したものだ。

「陰と陽は対極にあるが打ち消し合う訳じゃない。常に状態を変えて、互たがいに影えい響きようし合うんだ。だから陰陽五行に昇華させる事ができれば、各おの々おのの五行属性が重層化されて存在を強固にできるだけじゃなく、相生によって陰陽の力もさらに増大させられる」

　それは五行と陰陽──二元の軸じくを持った複合相生だ。

「そして魔族サイドの澪・万理亜・ゼストの三人が陰になるのに対し、陽は勇者の一族の血を引く柚希と胡桃の二人だけ。ここに先生を陽として加えれば……三対三になって、陰と陽のバランスを取る事ができる筈だ」

　そうすれば陰の『穢れ』に晒されてしまった時、耐たい性せいを持てるだけでなく、その闇に吞のみ込まれる事のないように陽の力が強く発動してくれるようにもなる。そして、

「斯波さんは自分の中にある『穢れ』を放出して攻こう撃げきに利用できる……つまり、あの人の内側と外は完全に閉じている訳じゃない。だったら、俺と澪や万理亜の重力波を互いに引き合うようにして発動させれば、斯波さんの中からだって抜け出せる筈だ」

「そ、それなら……！」

　と期待に眼を輝かがやかせた澪に、

「ただし……これは先生が俺と今すぐの誓約を望んでくれている事が大前提の話だ」

　刃更は、そもそもの問題を口にした。

「長谷川先生は、自分が主従誓約を結ぶ事で、俺達を危険に晒してしまうリスクを恐れている……今のままだと難しいだろう」
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「そんな……っ」

　刃更の放った言葉に、澪が愕然の声を上げたのを長谷川千里は聞いた。

　──だが、刃更や澪の表情は見えない。

　長谷川は苦い顔で俯うつむき、きつく唇くちびるを嚙かみ締しめていたからだ。

「……………………っ」

　それは──刃更の言った事が真実であると認める表情だった。

　…──刃更達は、十神について詳くわしくない。

　そして魔界では現魔王レオハルトだけでなく、魔神ケイオスとも戦って、長きに亘わたって魔界を支配してきた枢すう機き院いんも打だ倒とうしている。さらに柚希も胡桃も、勇者の一族から離はなれていて──全員が互いを失う以外に、恐れる事などなくなっている。

　しかし、

　……私は……。

　元十神の長谷川は、他の十神がどれほど強大な力を持っているかを知っている。

　彼らを敵に回せば、どれほど厄やつ介かいで恐ろしいかも。

　それこそ──その大半が、今回の敵である斯波をも上回る力の持ち主ばかりなのだ。

　よって斯波のせいで彼らの注意が向いているこの状況下で、自分まで刃更と主従誓せい約やくを結ぶ事に、長谷川はどうしても恐れを抱いだいてしまう。

　だから澪達だけに、主従誓約を勧すすめたのだ。

　──しかし、そうした刃更達への想いが、主従誓約を阻はばんでしまうのだろう。

　何があろうと構わない──お互いだけが全て。

　それこそが主従誓約へと臨のぞむために必要となる心構えだ。

　刃更が澪達と結ぶ事ができたのは、お互いにそれを絶対の意志で願えたから。

　よって、たとえ残る十神を全て敵に回しても、刃更に絶対の服従を永遠に誓ちかう──その覚かく悟ごが長谷川にない限り、刃更との誓約へと至る事はできないだろう。

　──もちろん、許されるならば長谷川だって刃更と主従誓約を結びたい。

　自分の全てを、刃更へ永遠に捧ささげる覚悟などとうにできている。

　刃更を慕したう気持ちだって、澪達と比べても劣おとる事など絶対にない。奇き跡せきの主従誓約に至る事も、不可能ではない筈だ。そうなる事ができれば、どれだけ幸せだろうと思う。

　……けれど。

　そのせいで刃更を失うかもしれない──そう思うとどうしようもなく怖こわかった。

　刃更がいない世界など、何の意味も価値もない。

　だから、刃更との誓約へと踏ふみ出せずに俯いたままでいた時だった。

「…────長谷川先生」

　長谷川千里は、優やさしい温ぬくもりに包まれた。

　だが──それは刃更による抱ほう擁ようではない。

「成瀬……？」

　長谷川を抱だき締めたのは澪だった。驚おどろきの声を上げたこちらに、

「先生……先生だからこそ見える未来の危険に、心を恐れさせてしまう気持ちは解わかります。あたしも、何かでお兄ちゃんを失うかもしれないと思うと怖くて堪たまらなかったから」

　澪は優しく語り掛かけてくる。それはかつて、自分のせいで刃更を現魔王派との戦いに巻き込んでしまった苦く悩のうを経験した者の告白だ。

「ううん、怖いのは今も同じ……もしここでお兄ちゃんが死ぬような事があったら、あたし達は絶対に後こう悔かいします。それも、決して抱かかえきれない程の強い後悔を。だから、そうならないためにも、出来る事は全すべてやりきりたいんです」

　だって。

「あたし達は、お兄ちゃんに全てを捧げて……お兄ちゃんは、あたし達の全てを受け止めてくれた。そんなお兄ちゃんが、あたし達の全てだから」

　そして、と澪。

「それは、先生も同じ筈はずです──そうでしょう？」

「………………ああ」

　長谷川は絞しぼり出すように肯こう定ていの呟つぶやきを漏もらした。

　東城刃更が自分の全て──それは紛まごう事のない長谷川千里の本心だった。

　すると、

「長谷川先生──…」

　刃更がふっとこちらへと微笑ほほえみ掛けてくる。

「勇気を出してくれなんて言いません……ただ、信じて欲しいんです。俺の事、澪達の事、そして──何よりも自分自身の事を」

　何故なぜならば。

「先生が俺の事をどれだけ大切に想おもってくれていたのかを、俺達はちゃんと知っています。そうしてこれまで、先生は何度も俺達を助けてくれたじゃないですか。それこそ、斯波さんにやられそうになっていた所からも」

　と、こちらへとやって来ながら刃更が言った。

　すると、

「大だい丈じよう夫ぶです……長谷川先生はこれからも、お兄ちゃんを助けていけます」

　長谷川を抱き締めてくれていた澪がスッと離れながらそう言って、

「お願いします……これからも俺達を助けて下さい。そして、もしも先生が……俺に自分の全てを捧げて良いいと思ってくれているのなら」

　そうこちらへ言った刃更はもう、長谷川のすぐ眼の前に立っていて、

「……あ……」

　驚きの声を漏らした時には──長谷川は刃更に抱き竦すくめられていた。

「いつかなんかじゃない……今ここで俺に絶対を誓って下さい。俺は先生と今、主従誓約を結びたい。今すぐ、先生を俺のものにしたいんです」

　そうこちらへ告げた刃更の両りよう腕うでが、既すでに長谷川を自分のものだとばかりにギュッと抱き締めて離さない。だから、

「んっ……東城、お前は解っているのか？　私と主従誓約を結んだら、どうなるのか」

「先生の全てが俺のものになる。悦よろこびも悲しみも、幸せも恐おそれも、身も心も魂たましいも全て」

　戸と惑まどいと共に尋たずねた長谷川に対し、刃更は既に誓約へと至る覚悟を完全に決めていて、




「それとも……先生は、俺と主従誓約を結ぶのは嫌いやですか？」




　そうこちらへ問い掛けを放ってくる。

　そんな刃更に、

「…………ずるいぞ。その問いに対する答えを、私が一つしか持っていない事は、お前が誰だれよりも知っているだろうに」

　長谷川千里は、切ない苦く笑しようを漏らしながら言った。

　刃更が全てを承知で、それでもなお誓約を望むなら、長谷川にそれを断る術すべなどない。

　長谷川はもう、とっくに刃更の下げ僕ぼくなのだ。

　──かつて長谷川は、ラファエリーネが封ふう印いんされる所を見ている事しかできなかった。

　姉と慕っていた彼女が残ざん酷こくに裁かれてしまうのを前に、何もできなかった。

　そんな自分を、完全に信じる事は不可能だ。

　また十神の力を制限されている今の自分が、どこまで刃更の役に立てるかも解らない。

　……だが。

　自分の事は信じられなくても──刃更の事は信じられる。

　長谷川を求め、望んでくれる。そうした彼の言葉と想いこそが絶対だ。

　だから、長谷川千里は己おのれの素直な想いを口にした。

　瞳ひとみの端はしに涙なみだを浮うかべて、まるで祈いのるように。

「刃更……どうか私の全てをお前のものにしてくれ」

　一息。

「それこそが──私がずっと前から抱いていた、本当の望みなのだから」





４






　そして──刃更と長谷川が、六つ目の主従誓約へと挑いどむ事が決定した。

　とはいえ黄龍の顕けん現げんが完全な状態になるまで、残された時間は限られている。

　そのため刃更達は寝しん室しつへ戻もどると、全員でまず斯波との最終決戦へどのように臨むかの戦略を考えていった。懸けん案あんはやはり、こちらが斯波を追い込んだ時、劣れつ勢せいになった向こうが五行結界を解いて、逆転配置した四神を暴走させてくる危険性だ。

　そうした斯波の切り札の一つに対して、刃更達が導き出した有効な対たい抗こう策は『ソロモンの五ご芒ぼう星せい』。澪たち五人によって、斯波の結界の上からさらに別の五行結界を展開する。

　外の通常空間の安全が確保できれば、刃更達は心置きなく戦えるようになる。

　後は刃更が、斯波との直接対決をどのようにして制するかだ。

　攻撃のための手札と切り札は既に用意できている。後はそれを実戦の中で、どのようにして使用するかで勝敗が決まる。

　──だから、後は防ぼう御ぎよの切り札。

　よって刃更は、これから長谷川との主従誓約に挑む。

　しかし、そのためには幾いくつかの問題をクリアしなければならない。

「まず最初に考えなくてはならないのは、長谷川先生がこの虚きよ数すう次元空間の結界を展開してくれている事ですね……」

　そう問題点を口にしたのは万理亜だ。

「あの斯波という男や、バルフレアという高位魔族に気付かれないようにするために、長谷川先生は現状、かなりの意識と力を結界のために割さいてしまっています」

「でも……そのままだと刃更と主従誓約は結べない」

　と静かな口調で柚希。

「他の事に気を逸そらしていては、主従誓約へと至るのは無理。刃更に自分の全てを捧げると、心の底から絶対の忠誠を誓わないと」

「つまり──長谷川先生が、この結界空間を展開している事自体が、刃更様との主従誓約へと至れない、状じよう況きよう的な欠けつ陥かんとなってしまっているのですね」

　思案顔になりながらゼストが言った。

「それに……仮に今の状態のまま誓約へと至れたとしても、もし長谷川先生が意識を完全に飛ばしてしまうような事があれば」

「この結界そのものが、解けちゃう危険性がある……って事だね」

　と厳しい表情になりながら胡桃。

「その瞬しゆん間かん……斯波さん達は、すぐにあたし達の居場所に気付く」

　もしそうなれば、刃更達は意識を失った状態の長谷川を抱えた状態で戦いに挑まなくてはならなくなる。その状況は、こちらにとって余りにも不利だ。

「…………………………」

　そうした刃更との主従誓約に挑む際のリスクを、長谷川は無言で聞いていた。

　しかし、その瞳に躊ちゆう躇ちよや迷いはない。リスクがあるのは承知の上だからだ。

　それでも刃更は長谷川との主従誓約を望んだし、長谷川もまたこちらに応こたえてくれた。

　よって──東城刃更は、何があっても長谷川との主従誓約を行なう。

　だから刃更は、一つの問いを放った。

「斯波さんは、『四神』を利用して五行の結界を展開している。その結界の中で、斯波さんに気付かれずに済んでいるという事は、先生もまたこの結界を五つの属性で──五行で展開しているんですよね？」

「ああ……そして、その五行の属性力は、成瀬達のものを利用させて貰もらっている」

　長谷川は、そうこちらへと頷きながら言った。

　先の斯波との戦いで、長谷川が刃更よりも先に澪達を救ったのは、澪達の命の危機が迫せまっていたからだけではなかった。刃更を救出した後、澪達の五行の力を利用して虚数次元空間を展開する事で、斯波の五行結界内に完全に溶とけ込ませるためでもあったのだ。

　だとしたら、

「つまり澪たち五人ならば、この結界の維い持じを引き受けられる……そういう事ですよね」

　それは発想の逆転だ。

　これまでの澪達なら、たとえ五人が力を合わせても結界の維持は難しかったかもしれない。しかし、今の澪達はもう刃更との主従誓せい約やくを果たしている。

　飛ひ躍やく的に──それこそ生まれ変わったかのように力を増している今の澪達が力を合わせれば、たとえ長谷川が展開したものであろうと充じゆう分ぶんに維持はできる筈だ。

　そうでなければ、斯波の結界の上からソロモンの五芒星による結界を重ねて、空間内の状態を留とどめる事など到とう底ていできないし、

「それに……ここでソロモンの五芒星に近いものを試しておく事は、ぶっつけ本番で構築するよりも確実性や強度の面でも有利に働いてくれる筈だ」

　実戦での失敗リスクを減らす事にも繫つなげられる。

「これなら──…」

　刃更と長谷川が主従誓約を結ぶ事で生じる支障に対応できる。

　そうなると、

「後は……黄龍の顕現が完全になる前に、お兄ちゃんと長谷川先生の誓約が間に合うか、ね」

　と、澪が残る最後の問題を口にした。

　──刃更が長谷川と主従契けい約やくを結んだ時は、一年近くの時を必要とした。

　今回は誓約だ。無論、あれから刃更は長谷川をずっと屈くつ服ぷくさせ続けてきた。

　一いち概がいに時間が掛かかるとは限らない。だが──掛からないとも限らないのだ。

　主従契約の時は加速結界内だった事もあり、実際には一晩しか経たっていなかったが、

「斯波さん達にバレないように溶け込ませているから、刃更兄ちゃんと先生が主従契約を結んだ時みたいに、時間の流れを加速させる事はできないんだよね……」

　でも、と胡桃。

「あたし達五人と誓約を結んだ事で、刃更兄ちゃんの力はこの中でも一番上がっているよね……って事は、そんな刃更兄ちゃんと主従契約を結んでいる先生の力も上がっている筈だよ。あたし達が結界の維持を引き受ければ、時の流れを加速させる事はできるんじゃないかな？」

「その可能性はあるが……ギャンブル的な側面が強すぎる。そのために意識を割かせる位なら、先生には俺と主従誓約を結ぶ事だけに集中して貰った方が良い」

　と刃更が難しい顔で言った時だった。




「では──ここは私の魔ま法ほうを使ってみませんか？」




　その言葉に、刃更達の視線が一いつ斉せいに集まった。

　声が発せられたのは刃更の右みぎ隣どなり。幼い外見をしたサキュバス──万理亜で、

「私の催さい眠みん魔法を長谷川先生にかけて、深層意識を解放させます……そして、その状態の先生と刃更さんをリンクさせるんです。これならば、心の奥底で抑よく圧あつされている願望が引き出されやすくなります」

　つまり──長谷川の心を丸まる裸はだかにできるという事だ。

　そうすれば絶対の屈服へと導きやすくなり、そのまま主従誓約へと繫がる。

「ですが……催眠という事は、つまりは夢なのですよね？　それでは刃更様達が実際に交わる事はできず、意味がないのではありませんか？」

　そうゼストが口にした疑問に、

「心配いりません。私達サキュバスはただ淫いん夢むを見せたり、夢の中へと潜もぐり込むだけでなく、実際に淫みだらな行こう為いをする事もできます。要は精神状態と認にん識しきを、夢を見ているような状態にするんです。見える景色は先生が心の奥底で望んでいる環かん境きようになり、感覚もその状況に準じゆん拠きよします」

　と自信たっぷりに万理亜。

「そして……そうなれば実際にこの空間も同じものへと変化する筈はずです。何せ、この空間の構成を行なったのは先生なんですから」

　確かに、この虚数次元空間は東城家と長谷川のマンションが組み合わさったものになっている。それは長谷川が、そのように空間を構築したからだ。よって長谷川の深層意識が解放されれば、長谷川の願望が表われたものへと変化するというのは道理だった。

「そして、その状態の長谷川先生の深層意識へと刃更さんをリンクさせれば、認識を共有できるようになります」

「つまり……意識だけじゃなく、実体のまま長谷川先生の夢の中へ入るようなものか」

　そこでは長谷川の深層意識の奥底にある、本人さえ自覚していない願望が露あらわとなる。

　また刃更が刺し激げきする事で、より潜せん在ざい的・本能的なものを引き出す事も可能だろう。

　……それなら。

　確かに万理亜の言うように、長谷川に誓約レベルの屈服をさせやすくなる。

　名案と言って良いいアイディアに、刃更が納なつ得とくを深めていると、

「ただし……深層下で行なう都合上、場合によっては長谷川先生の自己認識は非常に希き薄はくになります。或あるいは、自分がどのような状況にあるのか理解や把は握あくもできない可能性があります」

　よって。

「深層意識で行なうため、本能的に主従誓約へと至りやすい反面……そこまでの記き憶おくがおぼろげになってしまったり」

　一息。

「最悪の場合──後で何も覚えていないという事もあるかもしれません」

　と、万理亜は厳しい表情で言った。

　──主従誓約は、永遠に絶対を誓ちかうものだ。

　刃更は、澪ら一人一人といかにして臨のぞみ、どのようにして至ったかを生しよう涯がい忘れないだろう。それは澪達も同じ筈だ。たとえどれだけ淫らなものであろうと、主従誓約へと至るまでの事は、刃更達の心にしっかりと刻まれ、その記憶が色いろ褪あせる事はない。

　──だが夢の記憶は、時にあやふやになってしまう。

　たとえ──それがどれほど凄すごい奇き跡せきの瞬間であろうと。

　刃更との主従誓約の時の記憶を失うかもしれない──そのリスクは、既すでに誓約へと至っている澪達には許容できない事のようで、気持ちを同じものにした五人は重い沈ちん黙もくを放つ。そんな中、

「…………構わない。始めてくれ」

　それでも長谷川は、キッパリとした口調で言った。

「こうしている間にも、私達に残されている時間は減ってしまっている……だが、刃更と私の主従誓約が必要なら、絶対に果たす。だから頼たのむ、早く始めてくれ」

　そう万理亜に懇こん願がんする横顔には、強い決意が表われていた。

「それに……ようやく刃更と結ばれる事ができるんだ。その事実だけで私は充分だよ」

　そう微笑と共に断言した長谷川に、

「刃更さん──…」

　万理亜がこちらを見上げて、許可を求めてくる。

　──それで本当に構わないか、と。

　すると長谷川もこちらを見み詰つめて、

「刃更……やらせてくれ」

　懇願するように言ってくる。その心はもう、完全に決まっているようだった。

　──だとしたら、もうこれ以外に長谷川と主従誓約を結ぶ方法はない。

　刃更にできるのは、そんな長谷川を受け止め、その全すべてを自分のものにする事だけだ。

　だから、

「…………解わかりました」

　東城刃更は確かな頷うなずきを長谷川へと返した。

　そして己おのれの想おもいを告げる。

「頼む──やってくれ万理亜」







　…──それから数分後。

　刃更と長谷川が主従誓約へと臨む準備が整った。

　既に刃更に誓約を誓った五人は各おの々おのの相あい性しようも至高の領域にあり、澪達は長谷川の虚きよ数すう次元空間の結界の維持を難なく引き継つぐ事に成功。

　本番でのソロモンの五芒星による結界構築も、問題なく行なえる事を示してみせた。

　そして、皆みんなで確かな成果を収しゆう穫かくした後、

「では──始めます」

　そう言った万理亜と、東城刃更は寝しん室しつ空間の中央で向かい合った。

　隣となりには長谷川がいて、既に意識をリラックスさせるために両りよう眼めを瞑つぶっている。

　刃更は、そんな長谷川の手をしっかりと握にぎっていた。

　長谷川との精神リンクを構築するためだ。すると、

「────────」

　万理亜が詠えい唱しように入り始めた途と端たん、長谷川が淡あわい光を帯び始め……それが繫いでいる手を伝って刃更の事も包み込んでゆく。そんな柔やわらかい輝かがやきの中で、

　……いよいよ。

　東城刃更は、これから自分が為なすべき事を想った。

　──これから刃更は長谷川の深層意識へ入り込み、そこで彼女と主従誓約を結ぶ。

　不安はない。どんな事をしてでも、誓約へと至ってみせる。

　よって、長谷川の意識の中で彼女に何をしてやるべきかを考えていた刃更は、

「…………万理亜、ちょっと良いか？」

　ふと眼の前の幼いサキュバスへと呼び掛けた。

　思いついた事があったからだ。可能かどうか解らないため、長谷川には聞こえないようにそっと告げると、万理亜は驚おどろいたように小さく息を吞のんだ。

　そして、

「やっぱり……刃更さんは凄いですね」

　そう言って、幼いサキュバスはふっとこちらへと微笑ほほえんだ。











５






　覚かく醒せいした時の事は理解できても、見始めた瞬しゆん間かんの事は解らない。

　それが睡すい眠みん時に見る夢の特性だ。

　しかし今、長谷川千里は己の夢の始まりを認識する事ができていて、

「…………ここは」

　気が付いた時──長谷川は、先さき程ほどまでいた寝室空間ではなく、見覚えのある場所にいた。それは、普ふ段だんの養護教きよう諭ゆとしての職場。

　聖ひじりヶが坂さか学園の保健室だ。

　そして長谷川は、窓まど際ぎわに置いている自分のデスクの椅い子すに腰こし掛かけていた。

　格好は先程までの裸はだかや、その前に着ていたベビードールではなく、仕事着としてよく組み合わせる緑のタートルニットに、黒のタイトミニ、十じゆう字じ架かモチーフのガーターストッキングを穿はいた状態。

　その上から白衣を羽織ったその姿は、正に学校における普段の長谷川の格好だ。

　机の上にあるデジタル時計を見れば、午前の九時過ぎを表示している。

　──だが、室内は薄うす暗ぐらかった。

　時計が狂くるっている訳ではない。カーテンが全て引かれ、窓を覆おおってしまっているのだ。

　それでも僅わずかな隙すき間まからは陽ひの光が差し込んでいて、

『────────────』

　窓の向こうからは、体育の授業中と思おぼしき生徒達の明るい声が聞こえてくる。

　そうして、長谷川が自分の置かれている状じよう況きようを理解し始めていた時だった。




「…──ここが、先生の深層意識が俺との主従誓せい約やくのために選んだ場所ですか」




　ふと背後からした穏おだやかな声に、長谷川はハッと振ふり返った。

　──すると、そこには一人の少年が立っている。

　それは長谷川と同じく、普段の格好をした──制服姿の刃更で、

「…──良かった。ちゃんと状況を認識できていますね」

「刃更……これは一体」

　こちらへと微笑む刃更に対し、長谷川は立ち上がりながら戸と惑まどいを口にした。

　──万理亜の話では、自己認識が行なえないという話だった。

　夢を見ている事を自覚できる明めい晰せき夢むというものもあるが、あれは脳が半覚醒状態にある時に偶ぐう発はつ的に起こる状況だ。深層意識が解放された今の長谷川は、無意識下に近い状態のため、思考がぼんやりとしていたり、認識が抽ちゆう象しよう的になってしまう筈である。

　しかし今、長谷川は己の置かれている状況をハッキリと理解する事ができていた。

　そうして困こん惑わくしている長谷川に、

「…──実は、万理亜に頼んだんです」

　刃更はこちらへと歩み寄ってきながら言った。

「先生の深層意識とのリンクを俺とだけ結ぶんじゃなく……先生自身の表層意識とも繫つないでみて欲しいって」

「私自身を……？」

　驚きに眼を見張ったこちらに、刃更は言った。

「本能的な側面がある深層意識を解放すれば、表層的な意識は吞み込まれてしまいやすい……言わばトランス状態に陥おちいります。けど表層意識を保ったまま自分の深層意識と繫がる事ができれば、俺だけじゃなく先生自身も思考をきちんと保てますし」

　それに。

「自分でも気付いていなかったり、気付かないようにしていたりする抑よく圧あつされた願望を、自覚できるようになります。しかも本能的な深層意識の方が強力なため、そうした願望は先生自身では抑おさえられなくなる。俺との主従誓約が、ずっと結びやすくなる筈はずです」

　何よりも、と刃更。

「こうすれば……俺達がここでする事を先生もきちんと覚えていられるでしょう」

「っ──────…」

　笑みと共に告げてきた刃更に、長谷川はとっさに息を吞んだ。

　とにかく刃更と主従誓約を結べればそれで良い──そう本気で思っていた。

　だが刃更は、長谷川が納得していたもの以上の幸せを得られる方法を見つけ出してくれていて、

「先生は、たとえ覚えていなくても、俺達の力になるためにとにかく主従誓約を結べれば良いって思ってくれていたみたいですけど……」

　と長谷川へ言った刃更は、既にこちらの眼の前に立っていて、

「すみません勝手に……でも俺は、先生にもちゃんと覚えておいて欲しかったんです。自分が一体どうやって俺のものになったかを」

　至近距きよ離りで力強い瞳に見詰められたら、長谷川はもう己の気持ちを我が慢まんできなかった。

　深層意識と繫がっている今の長谷川は、自分の本能にどこまでも素す直なおになっていて。

　だから刃更の胸へ飛び込むように抱き付くと、奪うばうように唇くちびるを重ね合わせ、

「っ──刃更ぁ……んっ、はぁ……ちゅぷ……んむ、ちゅっ……あぁ……んちゅっ♥」

　長谷川は甘えるように、大きな胸がいやらしく潰つぶれる位に押し付けた。すると刃更は舌で応こたえてくれる。二人のキスは瞬またたく間に、互たがいの粘ねん膜まくを淫みだらに絡からませたものになり、

「あぁ……ちゅっ、んぅっ♥　はぁ……んっ、刃更……っ♥　ん、ちゅ……はぁあっ♥」

　刃更のねっとりとした舌使いに、漏もれる長谷川の吐と息いきがどんどん熱いものになった。

　そして、甘い声を漏らしながらピクンピクンと小刻みに躰からだを震ふるわせてゆく。

　その一つ一つが、軽い絶頂だ。長谷川はキスだけで何度も快楽を極きわまらせていた。

　だから股こ間かんの奥を怖こわいくらいに甘く疼うずかせてしまって、

　……凄い、こんなに……っ。

　かつてない興奮に、長谷川は信じられないほど己を昂ぶらせる。

　理性はもう完全に飛んでいて、長谷川は呼吸という概がい念ねんを忘れて刃更とのキスに夢中になった。そして肺の中にあった酸素を使いきったところで、ようやく唇を離はなす。

　それでも淫らな舌先は離れる事を拒きよ否ひ。ねっとりとした粘膜を絡め合わせたまま、

「れるっ……ぇあぁ、んっ……れろぉ……はぁ、あぇ……れちゅ……んぅ♥」

　いやらしい顔で舌だけのキスをしながら、長谷川は着ていた白衣を脱ぬごうとした。

　だが──そんな長谷川の手を刃更が摑つかんできて、

「駄だ目めですよ先生……まだ白衣を脱いじゃ」

「んっ……もう教師の真似まね事ごとは良いいだろう。早くお前の女にしてくれ……っ」

　そう言って養護教諭の象しよう徴ちようを捨て去ろうとした時だった。




「でも先生──だったら何故なぜ、白衣を着て保健室にいる状況になっているんです？」




　という刃更の問いに、

「…………え……？」

　長谷川は思わず呆ぼう然ぜんの声と共に動きを止めた。そんなこちらに、

「もし本当にただの女になりたいなら……先刻までいた寝室の空間で、裸のままでいても良かった筈です。そうでなくても、先生のマンションとか俺の家とか他ほかにも色々ある」

　だけど、と刃更。

「それでも先生の深層意識は、俺との主従誓約の場所にこの状況を作り出した。これは先生の深層意識が……奥底の願望が具現化したものなんです。学校の保健室なのも、先生が服や白衣を纏まとっているのも、俺が制服を着ているのも」

　そして。

「一時限目の授業中に──カーテンを全て閉め切っているという、この状態も」

「──────────」

　刃更の言葉に、長谷川はまだ言葉を失ったままだった。

　早く刃更のものになりたい。それは偽いつわりのない長谷川千里の真実だ。

　だが、

　……それだけじゃ、ない……？

　この状況が長谷川の深層意識が具現化したものならば──これは長谷川自身まだ気付けていない潜せん在ざい的な願望が形になって現われたという事だ。

　すると、

「これまでの固定観念を捨てて下さい……これは先生が望んだ事です」

　と刃更。

「俺達は最後の一線は越こえなくても、二人きりの時は完全に男と女の関係になっています。旅行先の温泉宿で展開した結界内にいた時……俺は先生との契約の儀と主従契約を成功させるために、先生を完全な性せい奴ど隷れいにしてしまっているんですから」

　よって。

「その関係は、たとえ俺が先生を抱いたとしてもこれ以上発展する事はない。この状況は、そう感じている先生の深層意識が生み出したものの筈です」

「そんな事……私は、お前に求められるだけで本当に」

「もちろん、俺との関係や行こう為いに先生は幸せを感じてくれていると思います。だけど、主従契約を結んだ事で先生は俺を満足させる事に悦よろこびを見み出いだすようになって、それが自分の満足にも繫がると考えるようになっていた」

　でも、と刃更は言った。

「それより前……クリスマスイブの時なんかは、先生は自分から積極的に俺を求めてくれましたよね？」

「それは────…」

　刃更の言う通りだった。

　あの頃ころの長谷川は今ほど淫らではなかったが……代わりに、もっと自分から刃更を求めていっていた。生徒会メンバーに招待されて参加したレストランでの打ち上げでは、テーブルの下で刃更に悪戯いたずらをし、終わった後はマンションへ一いつ緒しよに行くと、エレベーターに乗った瞬間、刃更の事を求めていって、部屋へ行くと『年上の女を滅め茶ちや苦く茶ちやにしてみないか？』と誘さそった。温泉宿に構築した加速結界内で一年近くを過ごした時も、刃更への想おもいを溢あふれさせた長谷川が、強ごう引いんなフェラチオをしたところから始まっている。

　しかし、

「主従契約を結んでからは、先生は自分を俺の好きなようにさせてくれたり、性せい奉ほう仕しを沢たく山さんしてくれてばかりで、自分から俺に何かを求めてくる事はしなくなっています」

　けれど、と刃更。

「その一方で、先生が俺に抱いてくれている想いはどんどん強くなっている……だとしたら、その奥底に俺にして欲しい欲よく望ぼうを密ひそかに溜ため込んでいるんじゃないですか？」

「して欲しい……欲望」

　とこちらがオウム返しに呟つぶやくと、

「先生は以前、よく俺に乱暴にして欲しいと望んでいましたね。『滅茶苦茶にしてみないか？』『乱暴にして……思い知らせてくれ』と」

「…………ああ」

　刃更の言葉を、長谷川は羞しゆう恥ちを得ながら肯こう定ていした。

　理性を飛ばした刃更に組み敷しかれ、乱暴に求められる……その欲望を受け止めている時だけが、長谷川千里にとって自分がただの女だと思い知る事ができる瞬しゆん間かんだった。

　神界最高位の十神としてではなく、一人の女として刃更に求められる──あの二人きりの淫らな時間は、長谷川にとって掛かけ替がえのない至福の一時だったのである。

　そして今──主従誓せい約やくへと臨のぞもうとしている長谷川は、刃更と二人きりでいる。

　けれど場所は学校の保健室であり、その服は教師と生徒のもので、

　……そして。

　窓のカーテンは全すべて閉め切られている。カーテンなどなくても力を使いさえすれば、一いつ般ぱん人の生徒や教師に見られたり気付かれたりしないようにする事は簡単なのにだ。

　──それが意味するものは一体何か？

「…………………………」

　これまで長谷川は、刃更と淫らな行為をする時は教師である事を忘れ、ただの女としていやらしく彼に屈くつ服ぷくしてきた。そして、今では完全な性奴隷になっている。

　だが──刃更の言うように、残念ながらその先はほぼ行き止まりだ。

　より淫らに堕おちる事はできても、それは現在の延長線上でしかなく、これまでにないような新たな感動を得る事はできないかもしれない。しかし、

　……もしも。

　教師のまま、刃更に屈服するような事があれば。

　生徒の刃更に、教師の身でありながら卑いやしく屈服するような真似ができれば。

　凄すさまじい背徳と共に、長谷川は全てにおいて刃更に上回られる事になる。

　それは正しく──絶対ともいうべき主従誓約の体現で、

　……そうか、私は……。

　長谷川は、ようやく深層意識の奥底にある己おのれの欲望を自覚する。

　自分は一体──刃更にどうされたいのかを。

　そうして改めて刃更と視線を合わせると、

「──────────」

　まるでこちらの全てを理解しているかのように、刃更は微び笑しようを浮うかべていた。

　──長谷川と同じく、刃更は長谷川の深層意識へとリンクしている。

　だから──表層意識が邪じや魔まをしてしまうこちらより先に、長谷川の真の欲望を感じ取る事ができていたのだろう。

「先生……先生の本当の望みは何ですか？」

　そっと真実の告白を促うながしてくる。そんな刃更に、

「…………酷ひどい奴やつだな、お前は」

　長谷川は蠱こ惑わく的な笑えみを浮かべながら言った。

　そして己の真実を口にする。




「お願いだ刃更。どうか私を──生徒として滅め茶ちや苦く茶ちやに犯おかしてくれ」




　澪達とのセックスを、立て続けに見せ付けられてしまったのだ。

　もう普ふ通つうに、ただ男と女として交わるだけでは心が満たされない。

　刃更によって滅茶苦茶に陵りよう辱じよくされたい。ひたすら本能のままに貪むさぼって欲しい。

　神族最高位の十神だったからこそ、誰だれよりも卑しい刃更の性奴隷になりたい。

　それもただの女としてだけでなく、教師としても。

　…──どこまでも淫らな、卑しいレイプ願望。

　それが、長谷川千里が己の深層意識の奥底にしまいこんでいた淫らな願望だった。

　そして──その真実が明らかになった今、二人ともするべき事を理解していた。

　だから、壁かべ際ぎわに置かれているベッドの上に移動すると、向かい合う体勢になり、

「…………先生、手を」

「ああ……」

　刃更に命じられた長谷川は、左右の手首の内側を付けた状態で両手を差し出した。

　すると──そんな長谷川の両手を、刃更があるもので縛しばり上げてくる。

　包帯だ。

　それは本来、傷や怪け我がの手当の際に使用されるもの。養護教きよう諭ゆにとっては大切な仕事道具だ。そんな包帯で、自分の手首がいやらしく拘こう束そくされてゆくのを見み詰つめている長谷川の瞳は、背徳感を得ていやらしく潤うるんでいて、

「…………ぁあ……ん……っ」

　自由を奪うばわれてしまう感覚に、長谷川が官能の熱が籠こもった吐と息いきを漏もらすと、

「嬉うれしそうですね……自分が今、何をされているか解わかってるんですか？」

　刃更は嗜し虐ぎやく的な笑みをこちらへ向けて言った。

「……先生は今、縛られているんですよ？」

「んっ……それは……あぁ……っ」

　ベッドの上で刃更に縛られている事実に、羞恥を得た長谷川が甘く躰からだをくねらせると、刃更はキュッとこちらの手首を蝶ちよう結むすびに縛り上げた。そして結び目の横で、包帯をハサミで切断して、

「これで……能力を使わない限り、先生の腕わん力りよくではこの拘束は解けない」

　だけど。

「俺との主従誓約に至れるまで、先生には自分の能力を使う事を禁止します。今の貴女あなたは十神アフレイアじゃない、養護教諭の長谷川千里だ……良いいですね？」

「……ああ。でも、お前はそれで良いのか？」

　と、両手を縛られた状態で長谷川は刃更に尋たずねた。

「アフレイアとしてではなく、長谷川千里として……教師としてお前に犯されて屈服したい。そして主従誓約に至りたいというのは、私の願望だ。だがお前にとって主従誓約を結ぶのであれば、十神としての私の方が良いんじゃないか？」

「……確かに、俺達が主従誓約に臨む事にしたのは、先生が十神だからです。でも、俺が先生を俺だけのものにしたいと思ったのは、先生が十神だからじゃない」

　と刃更。

「先生が先生だから……長谷川千里という女性が、俺にとって掛け替えのない存在だから、俺は貴女の全てを俺のものにしたいと思ったんです」

「────────…」

　思わず眼めを見開いたこちらに刃更は続ける。

「十神アフレイアと主従誓約へと至って、長谷川千里としての貴女も手に入れるんじゃない。先生と──長谷川千里と主従誓約を結んで、アフレイアとしての貴女も貰もらいたい。それが俺の望みです」

　その言葉は──長谷川の理性を粉々に破は壊かいする殺し文句で、

「…──ならば、そうしてくれ」

　長谷川千里は、己の淫みだらな欲望を口にした。

「お前の欲望のままに……私の全てを滅茶苦茶に奪ってくれ、刃更」
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　淫らな要求に応こたえる形で、東城刃更は長谷川との主従誓約へと進み始めた。

　そのためには、まず互たがいの着ている服が邪魔になる。

　──だが、いつものように普通に脱ぬがしても意味はない。

　長谷川がこちらへ求めているのは、どこまでも淫らな陵辱なのだから。

　よって刃更は、自分の手で乱暴に長谷川の服を引き千切ろうとして……しかし、その手を止めた。乱暴にする事だけが、女を犯す方法ではない。

　だから、刃更は『道具』を使う事にした。

　それは長谷川の手首を包帯で縛った時に使用したもの──ハサミだ。そのハサミに刃更は手を伸のばすと、持ち手の穴へ指を差し入れて二枚の刃はを開く。すると、

「…………あ……」

　刃更の手にある鋼鉄の刃に気が付いた長谷川は、ごくりと喉のどを鳴らした。自分がこれから何をされるか解ったのだろう。だから──刃更は、その通りにしてやった。

　長谷川のタイトミニのスカートには、深いスリットが入っていて──その両りよう端たんは、クロス状になっている布地で三箇か所しよほど繫つながっている。刃更は一番下のブリッジ部分を二枚の刃で挟はさむと、

「…………………………」

「…………………………」

　しばし長谷川と見つめ合い──そのまま、ゆっくりとハサミを閉じてゆく。

　そして刃が布地に触ふれたところで、グッと手に力を込めた。

　押し切る。すると──ジャキ、という切断音と共にハサミを持つ刃更の指が手応えを得ると、長谷川のスカートのスリットの両サイドに掛かっていた橋が一つなくなって、

「ぁ………あぁ………っ」

　自分のスカートをいやらしく裂さかれた切断音に、長谷川がぶるりと躰を震ふるわせる。

　そして──ひとたび刃を入れれば、刃更の手に躊躇ためらいはなかった。

　ジャキ、ジャキ、とわざと大きな切断音を立てながら、長谷川のスカートを割り開いてゆく。そしてスリットを繫いでいたブリッジを全すべて斬きり裂くと、長谷川の左の太ふと股ももが完全に露あらわになり、いやらしい格好になった。それでも、東城刃更は手を止めない。

　スリットの根元を刃で挟むと、そのまま切り開いていって、ウエストのところまで──長谷川のミニスカートを完全に切断した。

　その瞬間──スリットはおろか、スカートまでもが存在しなくなった。長谷川の腰こし回まわりを覆おおっているのは、もはやスカートだったものの残ざん骸がいで、

「──────────」

　刃更はその端を手で摑つかむと、そのまま大きく腕うでを横へと振ふり抜ぬいた。

　すると、黒のショーツが姿を現す。見れば、ショーツの股こ間かん一帯が黒を深いものにして艶つやめいている。長谷川は、深い黒の布地でも解るほどの愛液を分ぶん泌ぴつさせていた。クロッチの横から溢あふれた淫いん蜜みつは、もはや太股の付け根から尻しりにかけてまで濡ぬらしてしまうほどの量で、

「…………や……あぁ……っ」

　長谷川が腰こしをくねらせると、ショーツの脇わきからはさらに愛液が溢れ出た。自分のはしたない姿を刃更に見られて、その激しい羞しゆう恥ちに感じてしまっているのである。

「……………………」

　こんなに濡らしているのだ。このまま挿そう入にゆうしても全く問題ないだろう。

　いやらしく濡れたこのショーツを切り裂いてやれば、自分の秘裂がどれだけ淫らな状態になっているかを長谷川に教えてやる事ができる。しかし、刃更はそれをしなかった。

　代わりに刃更がハサミを入れたのは、長谷川の上半身──タートルネックのニットだ。

　まずは向かって右側の腰の辺りにハサミを入れる。細い毛糸で編まれた布地を切り裂く感かん触しよくをハサミ越ごしに得ながら、刃更は左上へと切り上げてゆく。すると斜ななめに切られて裾すそを失ったニットの下から現れたのは、長谷川の臍へそと艶っぽいガーターベルトだ。

　だが、こんなものは序の口だ。だから刃更は、長谷川の上半身にある豊かな膨ふくらみへとハサミを向けた。左胸……その膨らみの中ほど辺りにハサミを入れると、ゆっくりと刃を走らせるようにして円状に切り裂いてゆく。すると、ニットの下から見えてきたのは肌はだ色いろの色しき彩さいだ。そう──長谷川はノーブラで、

「……先生、どうしてブラジャーをしていないんです？」

　今は深層意識が具現化した状態である。つまり長谷川は──心の奥では、ノーブラでいたいと思っていたという事だ。すると、

「だって……この方が服の上からでも、胸の柔やわらかさが解るだろう？」

　切なげな表情で長谷川が口にしたのは、間ま違ちがいなく真実なのだろう。だが、

「…………俺のため、だけですか？」

　そう刃更は意地の悪い笑えみを浮かべながら尋ねた。自分の深層意識と繫がっている今の長谷川は、たとえそれがどれだけ恥はずかしい真実であろうと口にしてしまう。

　だから頰ほおを羞恥に紅潮させると、

「っ……服の上から触さわられた時に、この方が……お前に揉もまれている感覚を、強く感じられるんだ。だから──…」

　そう告白した長谷川の喉下には、主従契けい約やくの呪のろいによる首輪の痣あざが浮かんでいて、

「俺に胸を揉んで欲しくて、ノーブラだったんですね」

　刃更はふっと笑うと、右手はハサミを駆く使しして長谷川の左胸の辺りを切りながら、左手でニット越しに右胸を揉んでやった。長谷川の言うように、ブラジャーをしていないため乳ち房ぶさの柔らかい感触や温ぬくもりを感じられる。それは、こちらに揉まれている長谷川も同じで、

「んっ……あっ、はぁぁああっ♥」

　長谷川は甘い嬌きよう声せいを上げながら、いやらしく躰を震わせた。その表情は胸を揉まれる快感にとろけていて、口元には淫らな笑みが浮うかんでいる。

　──刃更に胸を揉まれて、長谷川は心の底から悦よろこんでいた。

　だから左手で胸を揉み続けてやりながら、右手のハサミを動かし続けた刃更は、とうとう長谷川の左胸の辺りを円状に切り取る。

「…………これ位で良いいか」

　セーターを切る時、刃更はその円を長谷川の胸の外周よりもかなり小さめに切っていて、乳房の中央辺りがぐるりと露わになった。そして──その中心にある長谷川の乳ち首くびは、すっかり淫らな形に張り詰つめていて、刃更にいやらしく吸われる事を待ち望んでいた。それは、刃更が抱いだいている欲よく望ぼうでもある。

　…──しかし、刃更にはその前にする事があった。

　刃更が、長谷川の胸よりも小さい円にセーターを切り抜いたのはわざとだった。

　その理由は明白だ──ニット生地は伸しん縮しゆくする。

　だから、刃更は両手の親指を、切り抜いた円の内側……左右の端と端へと差し込むと、

「───────っ」

　強ごう引いんに割り開くようにして、ぐっと奥へと押し込んだ。すると、

「やっ……ああぁぁんっ♥」

　長谷川が艶なまめかしい声を漏らすと同時──生地が伸びて広がった穴から、大きな左の乳房がぶるんと飛び出した。これまで刃更がたっぷりと調教してきた事で、ただでさえ巨きよ乳にゆうだった長谷川の胸は、今では刃更の顔よりも大きくなってしまっている。窮きゆう屈くつな穴からいやらしく左胸を飛び出させている長谷川の姿は最高に淫らで。

「先生────…っ」

　だからもう──刃更は我が慢まんできなかった。

　熱の篭こもった声で長谷川を呼ぶと、そのまま彼女の左の乳首にむしゃぶり付き、滅め茶ちや苦く茶ちやに吸い上げた。すると、途と端たんに刃更の口の中が温かい液体で満たされた。

　仄ほのかな甘みを持ったそれは、主従契約を結んだ時に初めて味わったもの。

　──処女の長谷川が溢れさせた、いやらしい母乳だ。

　そして刃更に乳首を吸われ、母乳を飲まれた長谷川は、

「やっ……そぁっ、はぁぁああぁぁぁあぁあぁぁぁ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ♥」

　激しく己おのれを極きわまらせながら、保健室の外にまで響ひびき渡わたるような嬌声を上げた。

　そして──ぶるぶると尻を震わせると、ショーツの脇から大量の熱い液体が溢れ出す。

　本気の快楽を極めた事によって秘裂から吹ふき出す、淫らな女のシャワーだ。

　それはショーツどころか、ベッドのシーツまでいやらしく濡らす。

　──だが、刃更は長谷川の乳首を吸う事を止やめなかった。

　それどころか、これまでで一番激しく吸い上げ続けた。

　主従誓せい約やくを望んでいるのは、長谷川だけではない──刃更もなのだ。

　長谷川が自分の全てを刃更に捧ささげたいと思っているように、刃更もまた長谷川の全てを自分のものにしたいと心の底から思っていた。だから止められない。

　溢れる処女母乳を求めて、刃更が滅茶苦茶に吸い上げると、

「はあぁっ♥　やぁん……んぅっ、はぁあっ♥　あぁん、刃更あぁっ……ふあぁんっ♥　こんなっ……あはぁっ、こんなぁっ♥　はぁあぁっ……やぁ、ぁはああぁあぁぁっ♥」

　こちらの喉の動きと連動するように──長谷川は淫らな授乳の快楽へと溺おぼれていった。

　刃更が激しくしゃぶっていると、官能の熱を帯びた長谷川の乳房はどんどん柔らかくとろけていって、やがて刃更が吸う度たびに口の中を埋うめ尽つくすように淫らに形を変え始める。すると母乳を吹いている長谷川の乳首が、やがて刃更の喉の一番奥を淫らにくすぐるようになり、

「────────っ！」

　それでも刃更は構わない。長谷川の乳首だけでなく、乳房そのものを滅茶苦茶にしゃぶってやる。すると絶頂級の快楽を積み重ね続けた長谷川は、

「…──────────[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ♥」

　白い喉を反らして、言葉にならない嬌声を上げながら激しく己を極まらせた。
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　…──長谷川千里は、東城刃更の性せい奴ど隷れいである。

　そんな彼女には、反射的に絶頂へと至ってしまう幾いくつかのスイッチがある。

　その一つが、刃更に乳首を──母乳を吸われてしまう事だ。

　しかも、現在の長谷川は本能が解放されやすくなっている。だから感覚も……性感も、普ふ段だんより遥はるかに強く得てしまっていた。

　そのため淫みだらな授乳は、長谷川千里にいつもより盛大な絶頂をもたらしていた。

　おまけに、深層意識とリンクしているため、どれだけ激しい快楽を刻まれても意識が飛んでしまう事はない。それどころか、普ふ通つうなら許容できない凄すさまじい絶頂感まで得られる状態になっていた。

　──そんな異次元の絶頂が一秒に一回、刃更に乳首を吸われる度に訪おとずれるのである。

　一度刻まれただけでも意識が飛んでしまいそうな程ほどの快感。それなのに──その状態が一分続き、二分が経たち、三分が過ぎて、四分を超こえ、そして五分を迎むかえた頃ころには、

「ん……はぁ……あぁ、ん……ぁ♥　はぁ……ん、ぁあ……んふぅ♥　あぁ……刃更、はぁ……刃更ぁ……っ♥　ふぁあ……んぅ、ぁ……はぁ……♥」

　三百回を超える異次元の快楽を刻まれ続けた長谷川は、もはや淫らに絶頂している状態が当たり前という官能の奈な落らくへと堕おちていた。

　すると、

「………………んっ、はぁ」

　ようやく刃更は、長谷川の左胸から口を離はなしてくれた。やっと絶頂の嵐あらしから解放され、

「ぁ…………あぁ、ん……はぁ……ぁ……♥」

　長谷川は無数の絶頂を刻まれ続けた事で、躰からだに溜たまっていた官能の熱を排はい気きするように、甘い深呼吸を行なう。すると刃更は再びハサミを手に取って、あるものを切った。

　それが自分の穿はいているショーツである事を理解した長谷川は、ほとんど無意識に両りよう脚あしを開いていって、

「…………あ……ぁあ……ん……」

　とろんとした瞳で、自分の秘裂が今どうなっているのかを見た。

　究極の絶頂に晒さらされ続けた長谷川のそこは、すっかり熱くとろけきっていて、淫らな湯気を立てていた。赤く充じゆう血けつした女の入り口の粘ねん膜まくは、いやらしく膨れて捲めくれ上がっていて、艶めいた愛液をとろりと溢れさせている。

　刃更を迎え入れる準備は、これ以上ないほど完全に整っていた。すると、

「──────────」

　そんな長谷川の淫らな姿に、刃更の瞳に興奮の色が宿った。そして服を脱ぬぎ始めると、あっという間に裸はだかになり、

　……あ……。

　長谷川千里は官能に思考をとろけさせながら見る。

　刃更もまた、既すでに長谷川を犯おかす準備を済ませていた。

　息を吞のんでしまうほど巨きよ大だいになったペニスを、臍の上まで逞たくましく反り返らせていて、

「先生……どうやって俺に犯されたいですか？」

　湧わき上がる興奮を昂たかぶらせながら、刃更がこちらへ尋たずねてくる。

　その問いに対する答えを、長谷川が口にする事はなかった。

　まだ異次元の絶頂の残ざん滓しが躰中を満たしていて、何かを言える状態ではなかった。

　否いや、何かを思う事さえ不可能だった。

　…──だが、ここは長谷川の深層意識が具現化された世界だ。

　よって、言葉はなくても良かった。思考さえも必要ではなかった。

　どうやって刃更に犯されたいか──その問いに、長谷川千里の本能が反応する。

　すると、深層意識の奥にある長谷川の願望がすぐに具現化された。

　それを目まの当たりにして、

「え──────…？」

　長谷川千里は、呆ぼう然ぜんの声を漏もらした。長谷川と刃更がいるベッドの周りを、取り囲んでいる者達がいる。

　全部で四人──その全員が裸で、そして刃更だった。

　それは長谷川の心の奥底にあった、長谷川自身ですら気付いていない淫らな願望。

　長谷川千里が抱いている本当の望み──それは刃更による輪りん姦かんだ。

　…──かつて、温泉宿で展開した加速結界の中で。

　長谷川は六人に分身した刃更に、徹てつ底てい的に快楽を刻まれ、性奴隷として調教された。

　通常空間よりも時の流れを加速させていたため、期間にして一年近く──ひたすら刃更との快楽に溺れる日々は、長谷川にとって最も幸せな思い出となっている。

　それが今、主従誓約を前にして再現されようとしていた。

　──だが、あの時と比べると刃更の分身が一人少ない。

　主従契約の先にある誓約に至るなら、それこそ分身の数は増えた方が良い。人数が多ければ多いほど、輪姦による陵りよう辱じよく度は増してゆくからだ。それなのに現在、刃更の数は本物も含ふくめて五人だった。深層意識に偶ぐう然ぜんはない──あるのは必然だけだ。

　ならば、刃更が五人である意味は何か？

　決まっている。刃更と既に誓約を結んだ少女の人数だ。

　澪、万理亜、胡桃、柚希、ゼスト。

　長谷川は、刃更と彼女ら五人がセックスしているところをずっと見ていた。

　いやらしく濡ぬれた膣ちつへと刃更のペニスを挿そう入にゆうされ、処しよ女じよ膜まくを貫つらぬかれ、中なか射だしされて激しく絶頂しながら主従誓約へと至る彼女達の姿を、立て続けに目の当たりにした。

　刃更と澪達の主従誓約は、長谷川が提案したものだ。だが自分だけは刃更に抱かれる事ができない状じよう況きようで、永遠の絆きずなを次々に手にしてゆく刃更と澪達のセックスを、長谷川は隣となりの空間でたった一人、淫らに己を慰なぐさめながら見ている事しかできなかった。

　刃更に抱かれる澪達に自分を重ね合わせて、最も感じてしまう処女膜を爪つめの先で擦こすりながら、長谷川は何度も何度も絶頂して──だけど、全く満たされなかった。

　浴室から出てきた刃更を前に、我慢できなくなってしまったのはそのためだ。

　…──けれど、もう辛しん抱ぼうする必要はない。

　長谷川はもう、刃更と主従誓約を結ぶ事を許されている。だから、

「腕うでを解ほどいてくれ、刃更……」

　そう長谷川がねだると、

「────────」

　刃更は黙だまってこちらの願いを聞いてくれた。そうして包帯を解いて自由になると、長谷川はベッドの上で仰あお向むけになり、両手を自分の股こ間かんへと持ってゆく。そして蠱こ惑わく的な笑みを浮かべながら、

「おいで……いやらしい養護教きよう諭ゆをレイプする時間だ」

　大量の愛液を溢あふれさせている己の秘裂をゆっくりと広げて。

　長谷川千里は──己の願望をどこまでも淫らに告げた。

「…………さあ、滅茶苦茶に犯してくれ」







　東城刃更は、長谷川千里が自身の秘裂を広げながら艶なまめかしく微笑ほほえむのを見た。

　教師の顔で、こちらに陵辱を促うながす長谷川の表情は凄せい絶ぜつに淫らで、

「────────」

　完全に魅み了りようされた刃更は、長谷川の膣口へと己の剛ごう直ちよくを押し当てる。

　禁断の果実のように真っ赤に充血した淫らな媚び肉にくは、授乳による絶頂ですっかり熱くとろけていて、いやらしい蜜みつ液えきが糸を引いている膣口は、刃更のペニスを簡単に吞み込んでしまいそうだった。

　──だが、東城刃更はすぐに腰こしを前に進める事はしなかった。

　膣口のすぐ奥には、処女膜がある──そこは長谷川の最大の性感帯だ。

　刃更のペニスが触ふれれば、盛大に絶頂してしまう可能性が高いし、

　……それに。

　それでは普通のセックスだ。そんな生易しい初めてを長谷川は求めていない。

　長谷川が刃更に求めているのは、どこまでも淫らな陵辱だ。完全な同意が結ばれていてもなお、滅め茶ちや苦く茶ちやにしてしまうようなレイプ──それを刃更は行なわなければならない。

　だから、

「……………………」

　刃更は、長谷川が生み出した自分の分身に心の中で命令を下した。すると、四体の分身達はそれぞれ長谷川の躰を押さえつけてベッドの上に磔はりつけにする。

「あんっ……はぁ……凄すごい、本当にお前に犯されるんだな……」

　官能の悦よろこびを昂ぶらせたのか、長谷川はゾクゾクと躰を震ふるわせていた。

　だが──まだ余よ裕ゆうがあった。だから、

「…………先生、お願いがあるんですが」

　東城刃更はそんな長谷川の余裕を奪うばう。




「俺のモノを……二本に増やして下さい」




　それは、長きに亘わたって魔ま界かいを支配してきた枢機院の盟主、ベルフェゴールのものと同じペニスだ。すると、

「…………初めてなのに、最初から前と後ろを一気に犯すつもりなのか？」

　こちらの意図を理解した長谷川が呆然と尋ねてきて、だから刃更は「ええ」と頷うなずいた。

　──初めての性交から双穴挿入を行なう。

　それが東城刃更の考えた、長谷川への最高のレイプだった。

「順番に前と後ろを犯しても、柚希にしてやったのと同じになる……それだと先生はきっと満足できませんよね。先に俺と主従誓せい約やくを結んだ澪達を越えたい……そう思っているから、俺の分身を生み出したんでしょう？」

　かといって、

「俺が前を犯して、後ろを分身にやらせるのは嫌いやなんです」

　何故なぜならば。

「先生の処女は全すべて俺が奪うべきものです。たとえ俺の分身だろうと、くれてやるつもりはない」

　そう宣言したこちらに、

「…………それは凄いな」

　長谷川は官能に瞳を潤うるませながら、「あぁ……」と艶めかしい吐と息いきを漏らして──次の瞬しゆん間かんにはもう、刃更のペニスは根元から二本に増えていた。

　横ではなく縦に双つ……それは膣とアナルを同時に犯せる形状だ。澪達と違ちがって、長谷川は東城家の食事を取っていないが、アナルセックスを行なう事にリスクはない。この保健室や白衣などを具現化した今の長谷川は、間違いなく自分の躰も変質させている。

　だから──長谷川を犯すのに最も相応ふさわしいペニスを手に入れた刃更は、それぞれの剛直の先せん端たんを膣とアナルの入り口へと押し当てた。すると、「くちゅっ♥」といやらしい水音が鳴った。長谷川は秘裂から溢れさせた愛液を、会え陰いん部ぶを伝ってアナルまでいやらしく濡らしていて、二本のペニスを淫らにコーティングされた刃更は、

「…………行きますよ」

　それだけを告げると、長谷川は艶めかしい笑みを浮うかべて、

「ああ……いっぱい犯してくれ」

　いやらしくこちらへと懇こん願がんした。

　──だから、刃更は長谷川へと応こたえた。

　澪達の時のように優やさしく挿入するのではなく、己おのれの欲よく望ぼうの赴おもむくままに乱暴に、二本のペニスを容よう赦しやなく膣とアナルへとブチ込んだ。刃更の亀き頭とうが一瞬で柔やわらかい襞ひだを貫くと、ねっとりとした粘膜が刃更のペニスを吞み込むように包み込んで──その瞬間、

「やっ────ぁああああぁあぁああぁぁあぁあぁぁああぁぁああっ♥」

　膣とアナルを同時に犯され、前と後ろの処女をまとめて奪われた長谷川は、最も弱い性感帯である処女膜を裂さかれ、さらに竿さおで擦っていやらしく捲り上げられた感覚に、狂くるったような嬌きよう声せいを上げながら一瞬で絶頂した。

　──だが、長谷川は逃にげる事はおろか、躰からだを仰のけ反らす事もできない。

　刃更の分身達が、躰を押さえつけているからだ。

「っ…………ぁ……かっ、はぁ………ぁあ…………っ♥」

　前と後ろの穴を同時に犯され、一気に二つの処女を失いながらいやらしく絶頂している長谷川の姿は最高に淫みだらだった。禁断の快楽に陶とう酔すいしきった顔の長谷川が、ピクンピクンと躰を震わせるのに合わせて、乳ち首くびから白はく濁だくの母乳がトクトクと溢れ出していて、

「……………………」

　本当なら刃更は、このまま畳たたみ掛かけるように、分身たち二人に左右の乳首を同時に吸わせて、一気に輪姦へと突とつ入にゆうするつもりだった。

　しかし、できなかった──双穴挿入は刃更にとっても初めての事だったからだ。

　さらに長谷川の膣とアナルは刃更の二本のペニスをしっかりと吞み込みながらも窮きゆう屈くつで、熱い粘ねん膜まくに蠢うごめくようにしゃぶられる感覚は想像していた以上に刃更を興奮させた。

　だが──次の動きへと移れなかった理由は、それ以上の興奮と驚おどろきがあったからだ。

　こちらのペニスをいやらしく根元まで吞み込み、キュッと食い締しめている長谷川の膣からは、愛液と血とが混ざった赤い雫しずくが竿の根元部分を咥くわえている入口の周りからじんわりと溢れてきていて……刃更が確かに長谷川の処女を奪った事を教えてくる。

　しかし、膣口の少し先──刃更の竿の太い部分を、膣ちつ壁へきとは異なる何かが、いやらしく締め付つけてきていた。

　……これって……。

　その正体を、刃更は呆ぼう然ぜんと共に理解する。

　最も感じてしまう性感帯の快楽を、まだ深層意識が強く望んでいて──長谷川の膣は、破れた筈はずの処女膜をいやらしく復元させていた。

　それだけではない。その淫らな食い締めは、アナルに挿入しているペニスの方でも感じられた。勘かん違ちがいではない。長谷川の尻しりの中に、確かに円えん環かん状の襞ができていて、

　……まさか、先生……。

　間違いない。双穴挿入で後ろの処女も同時に奪われる──その背徳の快楽を最大限のものにしたい長谷川の淫らな深層意識が、アナルにまで処女膜を生じさせていた。

　そんな、とても信じられないような淫らな状況に、刃更が思考を停止させていると、双穴挿入による処女喪そう失しつの激しい絶頂から、ようやく長谷川は降りてきて、

「…………ぁ……あぁ……ん、はぁ……あぁ……んっ♥」

　とろんとした状態で虚こ空くうを見み詰つめていた両りよう眼めが焦しよう点てんを取り戻もどすと、禁断の官能に潤んだ瞳ひとみがゆっくりと刃更を見た。そして──膣とアナルの両方で、二本に増えた刃更のペニスをしっかりと根元まで咥え込みながら、




「もっと滅茶苦茶に犯おかしてくれ……私はまだ処女だぞ」




　長谷川はそう言って、どこまでも艶めかしく刃更を促してくる。

　その言葉と表情は──刃更の理性を破は壊かいするには充じゆう分ぶんすぎるもので、

「──────────っ」

　激しく興奮を昂たかぶらせた刃更は、己の欲望の赴くままに激しく腰を前後させ、長谷川に挿そう入にゆうしている二本のペニスによる乱暴な抽ちゆう挿そうを開始した。と同時、母乳を溢れさせている乳首へとむしゃぶり付き、思いきり吸い上げてやると、

「やあぁっ♥　はぁっ……んぅっ、ぁあっ♥　あぁ……刃更っ、はぁっ……刃更ぁっ♥　もっと……はぁっ、もっと犯して……滅茶苦茶にぃ……はぁあぁぁっ♥」

　膣とアナル、二つの処しよ女じよ膜まくと粘膜をいやらしく擦られながら母乳を吸われる快感に、長谷川はあっという間に禁断の絶頂の渦うずに吞のみ込まれていった。

　しかし抽挿を行なう度たびに、長谷川の処女膜が破れては回復し、処女と非処女を繰くり返しながら刃更のペニスへとまとわりついてくる。膣や直腸の粘膜だけでなく、処女膜にもいやらしく剛直をしゃぶられた刃更は二本のペニスの両方で凄すさまじい快感を得て、

「っ、先生……まずは一回、出しますっ！」

　乳首から口を離はなして最初の射精を宣言すると、

「あぁ……っ、いっぱい出して、前と後ろに……両方ぉ……ぁはあぁあっ♥」

　長谷川は刃更の首に両りよう腕うでを回し、視線を合わせて射精をせがんでくる。

　そしてこちらの腰にいやらしく絡からめた両りよう脚あしにぐっと力を込めて、互たがいの密着度を限界まで高めた。それは奥に出される事を望む女の、淫らな中なか射だし要求だ。

　そんな長谷川に、

「っ……出るっ、ぅ……くぁあぁぁっ！」

　刃更は一気に射精感を高めると、我が慢まんする事なくそのまま解き放った。

　二本のペニスによる同時射精は、かつてない程ほどの絶頂感で、東城刃更は下半身が持って行かれそうな快感と共に、大量の精液を長谷川の中へと送り込む。その射精は一分近くも続いて、

「ぁあぁっ……やあぁっ、はぁぁぁあぁあぁぁあぁぁぁぁぁあぁぁぁぁ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ♥」

　膣と尻の一番奥に同時に射精を受けて、長谷川は再び盛大に達した。

　すると長谷川の膣と直腸が、まるで刃更の精液を美味おいしそうに飲み干すかのように蠢うごめいて、脈動しているこちらのペニスから最後の一滴まで搾しぼり取ってゆく。

　その感覚に刃更は先程以上に剛直を膨ふくれ上がらせると、

「…………続けますよ」

　ペニスを抜ぬく事なく、再び長谷川の膣とアナルを犯し始める。

　すると大量の精液がローションとなり、刃更の抽挿の速度が上がって、

「────────────っ♥」

　さらに激しさを増した双穴攻めの快感に、長谷川は言葉にならない嬌声を上げる。

　──そんな長谷川をもっと陵りよう辱じよくするために、刃更は心の中で分身達に命令した。

　複雑なものではない。命じたのは一言──『犯せ』とだけ。

　だが、それだけで充分だった。

『──────────』

　刃更の分身達は、ベッドの上で乱れている長谷川へと一いつ斉せいに群がっていった。





８






　そして──そこから長谷川千里は、本格的に五人の刃更に輪りん姦かんされていった。

　新たに四本のペニスと八本の手が加わった事で、長谷川は全身を滅茶苦茶に犯される。

　口の中へ乱暴にペニスを突つっ込まれ、左右の胸をそれぞれしゃぶられ、本体の刃更が双穴挿入を続けているのに秘ひ裂れつへ手を伸のばされてクリトリスをいじられて、皮まで剝むかれて敏びん感かんにされたところへ横から捻じ込まれた亀頭を擦こすりつけられる。

　何度も何度も射精された。膣にも、アナルにも、口にも、顔にも、全身に精液をかけられた。そして──それ以上に長谷川は五人の刃更によってイカされた。

　…──しかし、長谷川が複数の刃更を相手にするのはこれが初めてではなかった。

　よって輪姦が始まってから、体感で二時間が経過した頃ころには、両手も、胸も、艶つやめく長い黒くろ髪かみも、全てを射精へと導く淫らな道具にして、

「あぁ、ん……ちゅる……んふぅ♥　んむ、ふぅ……はぁ……ちゅぷっ♥」

　長谷川は、五人の刃更達による輪姦にひたすら夢中になっていた。

　──その頃にはもう、長谷川は刃更と分身とをそこまで区別しなくなった。

　こちらの膣とアナルへ五回連続で射精をした後──刃更はパイズリを求めてきて、長谷川は二本まとめて胸の谷間へと挟はさんで、たっぷり愛してあげたのだ。

　そして──その間、とうとう長谷川は分身達のペニスを己の膣とアナルに迎むかえ入れて、そうしてひたすら淫らに犯され続けた。

　──膣とアナル、それと口には常にペニスが入れられた。

　分身のものだろうと構わない。ペニスが眼の前にきたら当然のようにしゃぶった。

　挿入されたら、膣でもアナルでも必ず中射しさせた。

　乳首をしゃぶられている時は、左右の手でそれぞれ別のペニスを淫らにしごき、胸の谷間が使える時は、両手を用いてパイズリを行なった。

[image: ]

　そうして長谷川は、いつしか自ら五人の刃更を射精させていって──その度に中にも外にもたっぷりと精液を掛けられ、甘い絶頂を刻まれていった。

　そして──さらに一時間が経過すると、長谷川は分身を消して刃更のペニスを元通りにし、一対一の甘いセックスに溺おぼれていった。それは深い快楽を追求するもので、

「…────解わかりますか、先生」

　ベッドの上──騎き乗じよう位いの体勢で、下からこちらの膣の最さい奥おう部を突き上げてくる刃更に、

「んっ……はぁ……あぁ……解る……す、凄すごい……こんな……っ♥」

　長谷川は深い官能にとろけきった声を上げた。

　長谷川が開発されているのは、膣やクリトリスを上回る快感を得られる性感帯──ポルチオだ。たっぷりと至高の快楽を与あたえられ続けた事で、長谷川の子宮はすっかり降りてきていて──子宮の入り口近くにあるその場所を押し上げられるように突かれると、全身を意識ごと揺ゆさぶるような深い快楽が次々に湧わき上がってくる。

　それは閃せん光こうのような激しさのある絶頂よりも長く続くもので、長谷川はイッていないのにこれまでの絶頂以上の快感をひたすら感じさせられていた。

　すると──長谷川は、己の膣を埋うめ尽つくしながらポルチオを突いてくる刃更のペニスが、僅わずかに硬かたさと膨らみを増したのを感じた。

　それが間もなく射精が訪おとずれる合図である事を、長谷川はもう知っていた。

　だから、

「はあぁ……ふふっ、また出そうなんだな……良いいぞ、このまま奥に出してくれ」

　長谷川は蠱こ惑わく的な笑えみを浮かべると、刃更のペニスを己おのれの一番奥へと迎え入れようと白い尻を一層いやらしく上下に振ふり始めた。

　そして、とうとう刃更が射精する──その時だった。

　──自分の一番奥へと、刃更のペニスを迎え入れる。

　そんな長谷川の表層意識と深層意識が、図はからずも完全に一いつ致ちした結果──長谷川の体内で信じられないほど淫らな奇き跡せきが起きた。ぬぷっ、という感覚と共に刃更の亀き頭とうが膣のさらに奥へと侵しん入にゆうしてきて、

　……え……？

　長谷川千里は、これまでにない感覚に思わず腰こしの動きを止めた。

　自分の膣の奥で──もっと窮屈な何かが、刃更のカリ首の辺りを淫らに咥えていた。

　長谷川を含ふくめ六人の性せい奴ど隷れいを従える刃更も、その状態が理解できていないようだった。

　しかし、もはや射精寸前の刃更にそれ以上を考える事はできなかった。

　だが──養護教きよう諭ゆの長谷川はこれが何という状態なのかを理解していて、

　……まさか……。

　知っているのは言葉と知識だけ──だが確かに存在する現象。

　…──子宮内性交。

　己の状態を表すその単語を長谷川が思ったのと、刃更に限界が訪れたのは同時で──そのまま大量に射精された。刃更の精液のいやらしい味と熱を長谷川は子宮で味わって、

「っ──────────[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]♥」

　深層意識をも塗ぬり潰つぶすような凄まじい絶頂と共に、禁きん忌きの快楽を極きわまらせた。

　長谷川の首から主従契けい約やくの呪のろいの痣あざが消えたのは、その直後の事だった。
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　…──そして、長谷川千里は無事に、東城刃更との主従誓せい約やくを結ぶ事に成功した。

　その奇跡の瞬しゆん間かんに至った絶頂は、長谷川から身動きと思考の両方を奪うばっていた。

　子宮を犯される事で得られた快感の残ざん滓しは完全に意識をとろけさせ、現実感を喪失させる。しかし、

　……あ……。

　下腹部の奥に、甘い疼とう痛つうがあった。それは間ま違ちがいなく刃更に犯されたという事実を教えるもので、長谷川が淫みだらな幸福感を得てぶるりと身を震ふるわせていると、

「先生────…」

　永遠と絶対の忠誠を淫らに誓ちかった主あるじが、そっとこちらを抱だき締しめてくる。

　だから──長谷川はそんな刃更に甘えるように、ベッドの上で彼としばし抱き合った。

　時間がくれば、万理亜が起こしてくれる手て筈はずになっている。

　だから長谷川は刃更の腕うでに抱かれ、その逞たくましい胸に頰ほおを寄せながら、肌はだを重ねる事でゆっくりと互いの体温を同じにしてゆく。

　それはセックスとは異なる、穏おだやかな一体感をもたらすもので──思わず微睡まどろんでしまいそうなほど心地ここちの良い刃更の温ぬくもりに包まれながら、長谷川が幸せという言葉を思っていると、

「…──先生、一つ良いですか？」

　ふと、刃更が静かな口調で言った。

「この後の戦いの最終局面で、もしも俺が斯波さんを殺しかけたら……その時は先生の手であの人を助けて貰もらいたいんです」

「……どういう事だ？」

　身を起こしながら長谷川が問うと、刃更は意図を語り始めた。

　…──斯波を倒たおすために、刃更は今回得た切り札を使いきってしまう可能性がある。

　だが──斯波を倒しても全すべてが終わる訳ではない。

　今回の件で勇者の一族内が混乱する事は避さけられないし、魔族サイドとの新たな関係の構築の問題も残っている。

　そして──長谷川が恐おそれているように、神界が動き出してくる可能性だってあると。

「だから、そうした事態に備えて斯波さんを新たな切り札にしたいんです……澪達には、また秘密を作ってしまう事になりますけど」

　という刃更の言葉に、長谷川は己の想おもいを告げる。

「お前がそれを望むなら。…──だが、あの男は危険だぞ」

「ええ。だから、斯波さんとは主従契約を結ぶつもりです」

　こちらの心配に、刃更は静かな声こわ音ねで言った。

　どこまでも冷たい笑みを浮うかべて、

「もちろん……契約には俺の力を使って」

「──────────」

　刃更が口にした計画に、長谷川は思わず息を吞のんだ。

　万理亜の魔ま力りよくで発動した主従契約の呪いが、サキュバスの催さい淫いんであるように。

　主従契約の呪いは、詠えい唱しようのために用いた魔力の持ち主の能力特性に由来する。

　そして東城刃更の固有の能力特性は──《無次元のバニシング・執行シフト》。

　しかも今の刃更は、長谷川たち六人との主従誓約に至っている。

　そんな刃更を裏切る真似まねをして、もし主従契約の呪いが発動したら──斯波は一いつ瞬しゆんでゼロ次元の彼方かなたへと消し飛ばされる事になるだろう。

　……これから戦うというのに。

　長谷川千里が誓約した主は──東城刃更は眼めの前の事だけでなく、長谷川が恐れる未来を見み据すえてくれていて、斯波恭一という猛もう毒どくをも切り札にするという離はなれ業わざを思い付いただけでなく、それによって生じるリスクへの保険までしっかりと考こう慮りよしていた。

　それをわざわざ口にしたのは、長谷川との主従誓約が正しいものである事を、こちらへと教えてくれるため。長谷川の事を本当に大切に想ってくれているからだ。

　だから、

「すみません。神界を敵に回すリスクを増やす事になるかもしれませんが」

　瞳ひとみを伏ふせたものにした刃更に、長谷川はゆっくりと首を横に振った。

　そっと微笑ほほえむ。

「謝らないで良い……お前に従う事こそが私の幸せなんだから」

　だってそうだろう。

「私の全ては、刃更──お前のものだよ」

　長谷川千里はその幸せを告げるように、東城刃更へキスをした。

　そしてこの瞬間を、感じる温もりを、交かわした想いと言葉を、心へ深く刻みつける。




　…──自分達の中に、永遠も絶対も存在する事を信じて。

　それこそ二人で奇跡を起こした──この誓約のように。








第２章　この日常が、幸せだと信じて
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　…──とある深夜。

　セリス・レイドハートは、横になっていたベッドで眼めを覚ます羽目になった。

　寝ね苦ぐるしさにも似た暑さを感じてしまったからだ。

「ん…………」

　仕方なく身を起こし、ベッドの宮台にあるデジタル時計を見ると、夜中の二時だった。

　春とはいえ、夜明けにはまだしばらくある。早起きというには無理がある時間帯だ。

　もう一ひと眠ねむりするべきだろう。

　──そのためには、寝苦しさの原因を把は握あくする必要がある。

　セリスは、デジタル時計に時刻と共に表示されている部屋の温度と湿しつ度どを確かく認にんし、

「…………不快に感じる数字ではないですわね」

　どうやらエアコンを点つける必要はなさそうだ。

　恐おそらくは、掛かけ布ぶ団とんとセリスの体温感覚の相あい性しようの問題だろう。

　……まあ、こういう事もありますわよね。

　そもそも、セリス・レイドハートはまだあまり慣れていない。

　使用している寝しん具ぐにも──さらには、この部屋で寝る事自体にもだ。

　よってセリスは、着ているパジャマのズボンを脱ぬぎ、胸むな元もとのボタンの上三つを開けた。

　すると室内の空気がパジャマの中に流れ込み、得ていた暑さを和やわらげさせる。

　このまま横になれば眠れそうではある。だが、セリスはベッドから床ゆかへと降り立った。

　喉のどが渇かわいてしまっていたからだ。

　だから部屋を出ると、そっと階段を下りてゆき──リビングの扉とびらを開けたセリスは、中へと足を踏ふみ入れてキッチンへ。そして戸と棚だなから取り出したガラスのコップに、冷蔵庫の横にあるウォーターサーバーの水を注いで飲んだ。

　程ほどよく冷たい水が喉の奥を潤うるおしながら、食道を滑すべり落ちてゆくと、背筋が心地ここちの良い寒気を得て──そうしてコップの水を飲み干したセリスは、ふぅと嘆たん息そく。

　これでベッドに横になれば、朝までぐっすり眠る事ができる筈はずだ。

　そう思い、使用したコップをシンクで洗おうとした時だった。

　廊ろう下か側からリビングの扉が開けられ、中へと入ってきた者がいた。

　暗い室内に浮うかび上がるシルエットは、セリスの良く知る存在のもので、

「刃バ更サラ──…」

　深夜の偶ぐう然ぜんの遭そう遇ぐうに、セリスが軽く驚おどろきながら彼の名を口にすると、

「セリス……どうした、眠れないのか？」

　幼おさな馴な染じみにして、実質的なこの家の主である東とう城じよう刃更は、すぐにキッチンにいるこちらに気付いてやってきた。そんな彼に、

「刃更こそ、どうしたんですの……──っ？」

　放った問い掛けの最後で、セリスはとっさに息を吞のんだ。

　──刃更の格好が、ボクサーパンツ一枚だけだったからだ。

　鍛きたえ上げられた刃更の肉体は、男としての精せい悍かんな色気を備えている。

　さらに刃更の肉体からは、仄ほのかに湯気が立ち上っていた。

　たった今まで刃更がいったい何をしていたかは明白で、

「いや、下の冷蔵庫の飲み物がなくなっちまってさ……こっちに取りにきたんだ」

　そう言って、刃更がセリスのすぐ眼の前に立った。

　思わずこちらが顔を赤くすると、刃更はすぐにその理由に気が付いて、

「……っと、すまない。こんな格好のままで」

「い、いえ……刃更は悪くありませんわ。ここは貴方あなたの家なんですもの」

　気まずそうにした刃更に、セリスは慌あわてて首を横に振ふった。

　──セリスは、この東城家に居い候そうろうさせて貰もらっているのだ。

　しかも使わせて貰っているのは、元は刃更が使用していた部屋である。

　家主である刃更のプライベートでの過ごし方を咎とがめられる立場にはない。

　眼の前の刃更の身体からだから、仄かに湯気が立ち上っていて──それが風ふ呂ろ上あがりや鍛たん錬れん後だからではなく、どれだけ淫らな理由によるものだったとしても。

　……だって。

　東城刃更と、この家で暮らしている少女や女性らの関係は、セリスが居候する前から結ばれていたもので──さらに、彼らが生き延びるためには仕方のないものだった。

　ゼストの土系魔ま法ほうによって設けられた地下フロアにある巨きよ大だい寝室で、刃更達が毎晩何をしているのかをセリスは知っている。

　だが、そんな刃更達の関係を咎める事はできない。

　少なくともセリスは、あの斯し波ば恭きよう一いちにはまるで歯が立たなくて──そんな恭一を、刃更達は打ち倒たおし、この世界を脅きよう威いから救ってみせたのだから。

　セリスは改めて眼の前の刃更を見て、

　……凄すごい……。

　こうして刃更と相対しているだけで、今の彼がどれほど凄すさまじい強さを得ているのかが解わかる。そして、それは刃更だけではない。彼と生しよう涯がいを共にする事を決めた少女達もまた、セリスでは遠く及およばないような強さへと至っているのだ。

　感心する一方──眼の前で、まるで香こう水すいのような甘い女の匂においを放っている刃更と相対していると、いけないと思いながらも胸の鼓こ動どうが速くなってしまうのを止められずに、

「………………っ」

　セリスは思わず、ごくりと喉を鳴らした。

　…──この家に住み始めた日の夜。

　セリスは、《里》の露ろ天てん風ぶ呂ろで澪みおから注意されていた洗礼を受けた。

　サキュバスである万ま理り亜あの「相そう互ご理解のため」という口車に乗せられて、文字通りに彼女の『洗礼』を浴びてしまったのである。

　かつては胡桃くるみも使われた事があったという話だが、当時と現在とでは万理亜の力は比べものにならないほど上がっている。よってセリスは、主従誓せい約やくに匹ひつ敵てきする程の凄まじい催さい淫いん状態へと陥おちいってしまい──その結果、刃更に助けて貰う羽目になった。

　刃更に屈くつ服ぷくしてきた澪達の感覚を、たっぷりと味わったのである。それはセリスの正気を奪うばい、これまでの価値観を揺ゆるがしてしまうには充じゆう分ぶんすぎるほど強きよう烈れつなものだった。

　一度味わえば永遠に忘れる事のできないような異次元の快楽──それを、セリスはどこまでも深く刻まれながら、刃更達の前で激しい絶頂を数え切れないほど極きわめていった。

　流石さすがに最後の一線までは越こえる事はなかったが──それでも思い出す度たびに、恥はずかしくておかしくなりそうになってしまう。何故なぜなら、

　……あの時は、私だけじゃなくて……っ。

　セリスにだけ恥ずかしい想おもいをさせないために──さらにセリスに耐たい性せいと免めん疫えきを付けるため、万理亜の提案で刃更は澪達ともっと淫らな行こう為いをしてみせた。

　澪達全員を、滅茶苦茶に抱きまくったのだ。

　そして──その一部始終を、セリスは絶頂の余よ韻いんで思考を蕩とろけさせながら見た。

　セリスと刃更との間にある一線をあっさり越えて淫らに乱れる澪達は、刃更に抱だかれる事に明らかな悦よろこびを得て、いやらしい嬌きよう声せいを上げながら艶なまめかしい笑えみを浮かべていた。

　それこそ──本物の性せい奴ど隷れいのように。

　あの時の事は、今でもまだ夢だったのではないかと思う。

　刃更に万理亜の『洗礼』から楽にして貰った事や、刃更に抱かれて幸せそうにしている澪達が──ではない。

　初めて得た絶頂があまりに凄まじかったせいか、甘い感覚に思考を支配されたセリスは、刃更に抱かれて悦びの表情を浮かべている澪達を見て──羨ましいと思ってしまった。

　あんなに互たがいの本能を滅茶苦茶にぶつけ合い、まるで貪むさぼるように快楽を与あたえ合っているのに……その淫らな行為と感情が絆きずなとなり、セリスがどれだけ強く願っても得られないような強さを刃更達に与えている。

　だったら自分も──そう思わずにはいられなかった。

　とはいえ、正気に戻もどった翌朝には激しい羞しゆう恥ちが沸わき上がり、あの時の憧どう憬けいにも似た感情は、官能で理性を蕩けさせた状態の錯さつ覚かくだったと思う事にしたのだが、

　……でも……。

　そんなセリスの決意を揺さぶるように、刃更達は毎日のように求め合い続けている。

　斯波との一件が収束した事で、彼らが得たのは平へい穏おんと──それを手にするために至った強さと、どこまでも淫らな関係だ。

　官能を極めるようなあの性交は、命いのち懸がけの戦いを経て東城家に訪おとずれた日常なのだろう。

　──よってセリスは、刃更達の淫らな関係や行為を認める事にした。

　しかし、だからといって平気になった訳では断じてない。こうして、たった今まで澪達を抱いていたであろう刃更を前にすると、どうしようもなく羞恥と動どう揺ようを得てしまう。

「…………と、とにかく気にしないで下さい。ここは刃更の家なのですから、刃更の好きにすれば良いんですのよ。それにほら、私だってこんなにはしたない格好を──…」

　狼狽うろたえながら言ったセリスは、そこで固まった。今の自分はパジャマの上はボタンを三つも外して胸元を大きく開けて谷間を露ろ出しゆつしており、下は脱いでショーツだけの状態で。

　さらに、ここは刃更の家なのだから彼の好きにすれば良いとまで言ってしまった。

　──地下室で、刃更が澪達と何をしていたのか知っているというのに。

　誘さそっている──そう思われても仕方ない姿と言動をしてしまったこちらに、

「セリス──…」

　刃更はその通りの意味に取ったようだった。

　無理もない。今の刃更はまだ、地下室で澪達を相手にしていた時の興奮が収まっていないのだろう。そんな刃更に、セリスは己おのれを許すような事を言ってしまったのだ。

「ま、待って下さい刃更──…んぅっ？」

　慌てて制止しようとしたが遅おそかった。

　刃更の逞たくましい腕うでが腰こしへと回されて。

　グッと抱き寄せられた時にはもう──セリスは強ごう引いんに唇くちびるを奪われていた。
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　──同居初日の晩、セリスを万理亜の『洗礼』の催淫状態から解放してくれた時。

　刃更はセリスの胸や尻しりを滅茶苦茶に揉もみ、乳ち首くびをいやらしくしゃぶり、ショーツの中に手を入れてセリスの股こ間かんを指先で淫らに擦こすり上げながらも、キスだけはしてこなかった。

　その事に寂さびしさや切なさ、物足りなさといった感情を抱いだく事はなかった。

　刃更がそうしたのは、きっとセリスの事を大切にしてくれたからだ。

　そう想うと、セリスはどうしようもなく堪たまらない気持ちになる。

　…──秘密を告白する。

　セリスは──セリス・レイドハートは、東城刃更の事が好きだ。

　かつて人材交流で《里》を訪れていた時に出会った時から、ずっと彼に恋こいしていた。

　幼い頃ころにありがちな一時の感情ではなく、今でもその想いが変わる事はない。

　遠く海を隔へだてて暮らしてきたが、一人の男性としてずっと刃更の事を想ってきた。

　──とはいえ、それは刃更が知る由よしのない事だ。

　恐らく刃更は、セリスを大切な幼馴染みとして想ってくれているのだろう。

　だから刃更と生涯を共にする事を誓ちかっている澪達と違ちがい──セリスには他ほかの未来を選ぶ可能性があると考えて、戯たわむれに唇を奪うような真似まねはしなかった。

　最後の一線だけでなく、最初の一線も越える事はせずに避さけてくれたのだ。

　けれど──刃更は今、セリスにキスをしてきていた。

　…──深夜のキッチンで、乱暴に奪われるように。

　それがセリス・レイドハートの、ファーストキスだった。

　心の底から好きな人が、自分を相手に理性を飛ばしてくれたのだ。

　だから突とつ然ぜんの事に混乱した驚きと同時に、どうしようもなく得てしまった悦びは、セリスの躰からだから抵てい抗こうする力を優やさしく奪い去り、

「んっ……ちゅ、ぁ……ん……はぁ……刃更……あぁ……ん……ちゅっ♥」

　いけないと解っているのに、セリスはどうしようもなく刃更を受け入れてしまう。

　──すると、こちらが完全に許した事を感じた刃更は、さらに大だい胆たんな行動に出た。

　キスを続けながら、セリスがボタンを外していたため開いてしまっているパジャマの胸むな元もと──そこへ両手を掛かけると、強引に左右へと割り開く事で、刃更は閉まっていたボタンを一気に外したのだ。

　乱暴に引き千切るように、上半身の前を全開にされた──そう思った時には、下半分のボタンを失ったパジャマは、肩かたを避けるようにして一気に引き摺ずり下ろされていて、

「…──んっ、刃更っ……待っ──んふぅっ!?」

　思わず唇を離はなして、戸と惑まどいの声を上げた瞬しゆん間かん──再び唇を奪われると、今度はもうそれだけでは済まなかった。驚きの声を発する際に口を開いていたセリスは、唇同士が触ふれるよりも先に、己の口内にねっとりと熱く濡ぬれた刃更の舌の侵しん入にゆうを許してしまっていて、

「やっ……はぁあぁっ……ちゅぷ、んちゅ……はぁ……んっ、れちゅ……んぅ♥」

　あっという間に舌を絡からめ取られると、いよいよ刃更とキスをしている実感が強烈にきて、セリスの思考を一気にとろけさせる。

　すると手首の辺りまでパジャマを摺り下ろされた事で、完全に露出してしまっていた柔やわらかな膨ふくらみ。そんなセリスの乳ち房ぶさを、刃更の両手がやわやわと揉んできて──その瞬間、

「んっ、はぁ──ふああぁぁぁぁああぁぁぁぁんっ♥」

　セリスは胸の奥から背筋へと抜ぬけるようにして駆かけ抜けた甘い感覚に、ビクンと躰をいやらしく跳はねさせてしまい、

　……う、噓うそ……どうして……？

　セリス・レイドハートは信じられない。

　異性に──刃更に胸を触れられたのは同居初日の晩だけ。

　それなのにセリスは今、恐こわいくらいに強い快感を得てしまっていた。

　それは、あの時──数え切れないほど刻まれた凄まじい絶頂によるもの。

　そうした究極の絶頂は、たった一晩でセリスの躰を開発してしまうには充分すぎるものだった。よって、たとえ万理亜の『洗礼』による催淫はなくても、たっぷりと官能の味を覚えているセリスの躰は、震ふるえるような快楽を得る事が可能になってしまっていた。

　だから──その先はもう必然だった。

　胸を揉まれる度にセリスは敏びん感かんに躰を仰け反らせ、淫らに腰を震わせる。すると刃更は左手をセリスの背後へ回すと、こちらの尻をぐっと鷲わし摑づかみするように揉んできて、

「はあっ、やぁん……刃更ぁ……ふぁあんっ、あぁ……はあぁぁあぁっ♥」

　胸と尻を同時に滅茶苦茶に揉みしだかれたセリスは、とろけるような嬌声を上げながらどんどん官能を深めていった。

　全身を襲おそう甘い感覚に、快楽で火ほ照てった躰が淫らな薄うす紅べに色いろへと染め上げられてゆく。

　だから手首に引っ掛かっていたパジャマを床ゆかに落とし、両手を刃更の首の後ろへと回して自分から抱き付いて──脚あしをいやらしく絡め合いながら腰から下の密着を強めると、

　……あ……。

　セリスの臍へその辺りに、太く硬かたい感かん触しよくが押し当てられた。軽く顎あごを引くように視線を下ろせば、ボクサーパンツに覆おおわれた刃更の股間部分が大きく膨れ上がっているのが見えて、

　……刃更……私でこんなに興奮を……。

　思わず沸き上がってくるのは、激しい羞恥と──それを遥はるかに上回る程ほどの悦びだ。

　あんなに魅み力りよく的な少女達がいるのに……それでも刃更は、セリスに欲よく情じようしていた。

「──────っ」

　だからセリスは、もう自分の気持ちを抑おさえられなかった。

　刃更がこんなにも自分を求めてくれている。その事実に理性が飛んだ。

　すると刃更は、そんなセリスを抱かかえ上げてシンク横のキッチン台の上へと腰こし掛かけさせると、そのままキスをしてきた──だが唇にではない。

　──キッチン台に腰掛けた状態のセリスが、刃更の口と高さを同じにしていたのは胸。

　セリスの乳首はぷっくりと張り詰つめていて、夏よりも熱い官能にとろけて柔らかさを増した乳房の中で、そこだけは淫らな春が終わらずに、はしたない蕾つぼみを芽め吹ぶかせていた。

　そんなセリスの乳首に、刃更がしてきたのは淫らな口付けだ。愛いとおしむように乳輪をそっと口に含ふくまれ、いやらしく吸い上げられたセリスは、刃更の頭を搔かき抱きながら、

「あぁっ、刃更ぁ……はぁあっ、刃更ぁ……っあぁぁあぁっ♥」

　胸を吸われる悦びに躰を甘く震わせて──そのまま激しく絶頂した。

　……っ、す、凄すごい──…これが……っ。

　セリス・レイドハートは、改めて思い知る。

　それは澪達があんなにも刃更に屈くつ服ぷくし、彼のくれる快楽に溺おぼれてしまう理由。

　──これならば、絶対服従を誓ってしまうのも当然だった。

　大好きな人から、こんなに凄すさまじい快楽を刻み続けて貰もらっていては無理もない。

　視界を真っ白に染める程の快感が下腹部の奥で弾はじけた結果、セリスの一番恥はずかしい場所からは女の蜜みつ液が一気に溢あふれ出していて──熱く濡れて透すけたショーツからは、クロッチ部分では吸収しきれなかった淫らな分ぶん泌ぴつ液が溢れて、太ふと股ももの付け根から尻へと何本もの雫しずくがいやらしく伝ってしまっている。

　それは最も早はや、決して言い訳のできないような盛大な絶頂だ。

　だから、

「や……はぁ……ん、ふぅ……あぁ……♥」

　ようやく極きわまった官能から降りてきて、甘い吐と息いきをたっぷりと漏もらしたセリスが──凄まじい絶頂に心と躰を支配され、一時的に快楽の虜とりこになったのは無理もなかった。

　先程まで羞恥を得ていた理性を根こそぎ奪うばわれれば、残るのは奥底にある本能だけ。

　──東城刃更がどこまでも好きで、彼と一つになりたい。

　そんな一人の少女としての本能だけだ。

「…………っ……はぁ、刃更……私……っ」

　完全に想おもいが伝わってしまうような、官能に潤うるんだ瞳ひとみでセリスが見み詰つめると、

「ああ、解わかってる──…」

　刃更はセリスの腰へと手を伸のばして──そしてこちらのショーツに手を掛けると、ゆっくりと脱ぬがし始めた。そんな刃更に、セリスは自らの腰を軽く浮うかせて、脱がしやすくする事で応こたえる。そして、ショーツを脱がされて完全に裸はだかになったセリスに対し、

「────────」

　刃更は無言のまま、左手の親指でウエストのゴムに引っ掛けるようにしてパンツを下ろし、右手で彼のモノを取り出した。

　──そしてセリス・レイドハートは、東城刃更のペニスを見た。

　性的な興奮を得て完全に勃ぼつ起きした刃更のそこは、限界まで反り返り、先せん端たんが臍にまで届くほど巨きよ大だいになっていて、まるでセリスを求めるように淫らに脈動していた。

　絶対的なその存在感に、セリスは眼めが離せなくなる。

　すると、

「セリス──…」

　刃更が真しん剣けんな瞳でこちらを見詰めながら、低い声でセリスを呼んできた。

　──セリスは既すでに裸だ。これ以上はもう脱げるものはない。

　それでも、セリスは刃更に応えた。刃更が何を求めているかは明白だった。

　そして──それはセリスの願いでもあった。

「……………………」

　セリス・レイドハートは、キッチン台に腰掛けた状態で──刃更を見詰めたまま、ゆっくりと両脚を開いていった。最も恥ずかしい場所を淫らに晒さらしたのだ。

　そんなこちらへ刃更はゆっくり近付いて来ると、セリスの入り口へ狙ねらいを定めるようにペニスの先端の位置を整えた。すると互たがいの一番いやらしい粘ねん膜まくが触れるか触れないかギリギリにきて、

「んっ……あ……あぁ……♥」

　どちらかが少しでも腰を前に出せば性交となってしまうその状じよう況きように、おかしくなりそうなほどの背徳的な興奮を得てセリスは打ち震えた。

　もう限界だった。セリスだけでなく──それは刃更も同じで、

「…──セリス、入れるぞ」

　確かく認にんではなく宣言の言葉を放ってきた刃更に、

「はい刃更……どうか私の初めてを奪って下さい」

　セリスは淫らな笑えみを浮かべながら言って──そして、とうとう二人は一つになった。

　──だが、その先が行なわれる事はなかった。

　そこで眼が覚めたからだ。

「え────…？」

　セリスは思わず呆ぼう然ぜんの声を漏らした。

　視線の先にあったのは刃更の姿ではなく、ベッドの真上の天てん井じようだ。

「……………………」

　セリスは身を起こすと、ベッドの宮台の時計を見た。

　時刻は五時前。早朝ながら既に日が昇のぼっている時間帯である。

　よってセリス・レイドハートは理解する──全すべては夢の中の出来事だったのだと。

　その瞬間ハッとなって、

「…──さては、また貴女あなたですのね万理亜っ？」

　セリスは、ガバッと掛け布ぶ団とんを捲まくった。

　同居初日の夜に、『洗礼』によって強きよう烈れつな催淫状態にされただけではない。

　東城家で暮らし始めてからというもの、東城家が誇ほこるロリエロサキュバスは、セリスが寝ねている間にベッドへと侵入してきては、淫らな夢を何度となく見せてきていた。

　しかし、

「…………え？」

　セリスは再び呆然の声を漏らしていた。

　布団の中に、万理亜の姿はなかった。つまり、あの夢はロリエロサキュバスの悪戯いたずらによる淫いん夢むではなく、セリス自身が見たものという事で──だから次の瞬間、

「っ──────…」

　セリス・レイドハートは、どうしようもなく赤面した。





３






「…………何という事ですの」

　セリスは思わず打ちひしがれた。

　勇者の一族の中でも、選ばれた者だけがなる事を許される聖せい騎き士したる自分が、あんなにも淫らな夢を見てしまうだなんて。

　……おまけに。

　セリスは自分の状態を確認した。上半身、パジャマのボタンは上三つが開いて胸むな元もとがはだけていて、下半身はショーツだけの格好。だが、これは問題ない。

　夢の中では夜中にセリスがボタンを外して、ズボンも脱いでいたが、実際は楽だからという理由で、ベッドで横になる前から既にこの状態だったからだ。

　しかし──セリスには、別の問題が生じてしまっていた。

　──それは、凄まじく淫らな夢を見てしまった女の生理反応。

　セリスの躰からだは、淫らな夢のせいで熱く火照り、さらに夢の中と同様にショーツはすっかり淫らに濡ぬれてしまっていて、

「…………ん」

　恐おそる恐るショーツの中に手を入れてそこに触ふれると、くちゅっと淫らな音が生まれた。

　セリスの股こ間かんは、すっかりいやらしく濡れていて──だから間ま違ちがいない。

　──刃更に抱だかれる夢を見て、セリスは達していたのだ。

　決して言い訳できないその状況に、

　……私の躰、もうこんなになってるんですのね……。

　セリス・レイドハートは、官能に火照ったままの己おのれの躰をそっと抱き締しめた。

　…──セリスが東城家で暮らし始めて、間もなく一ヶ月半になる。

　刃更が斯波を撃げき退たいした後──《バチカン》では、勇者の一族のトップである聖王アルバレオスが行方ゆくえ不明になっていた。他地区からは、重大な使命放ほう棄きとの誹りを受け、責任を追つい及きゆうされた《バチカン》は、早急に新たな聖王の擁よう立りつを進めようとしているが、候補になっている枢すう機き卿きようたちは、いずれも及および腰ごしになっている。

　もしここで聖王になれば、先代のアルバレオスが行方不明になった責任を負わされた上に、混乱した《バチカン》の立て直しまで任される羽目になる。アルバレオスのように、長期に亘わたって絶対的な権力を手にし続けるには、今回は見送った方が得策なのだ。

　……何より。

　アルバレオスが、十じゆつ神しんレギンレイヴと共に進めていた研究実験や、斯波がどのようにして生まれたかなど、《バチカン》や《里》が秘ひ匿とくしていた禁きん忌きの数々などの問題もある。

　刃更との取り引きによって、それらが詳つまびらかにされる事はなくなったが、代わりに刃更達の要求を聞かなければならなくなっているのが現状だ。

　この混乱した状況下で、セリスが東城家へと来る事ができたのも、刃更達がセリスを寄よ越こすように要求したのを、《バチカン》サイドが吞のんだからだった。

　斯波との決戦の際、セリスは刃更達を助けに行くために強ごう引いんに必要性をでっち上げ、《バチカン》からの最終的な了りよう承しようは得ないまま、彼らの下へと駆かけ付けて共に戦った。

　よって本国へ戻もどった後、セリスは独断行動による処しよ罰ばつを受けなければならない筈はずだった。

　それこそ《バチカン》の上層部には、現場に異い端たん審しん問もん官として派は遣けんされていたセリスに、今回の件の責任の大半を負わせて、自分達の保身を図はかろうとしている者達もいたくらいだ。

　同行していたクレオ・アンゼルスが、いつの間にか魔ま族ぞくに取って代わられていた事を見み抜ぬけず、斯波に叛はん逆ぎやくを許すきっかけを作ってしまったというのがその理由だった。

　だが──そんなセリスを助けてくれたのが刃更達だった。もし、セリスに不当な責任を負わせ、処罰するような真似まねをすれば、他地区の勇者の一族に全てを公表すると釘くぎを刺さし、当初の予定通り、セリスを新たな勇者の一族からの監かん視し役として、刃更達の下へと派遣するように言ったのだ。お陰かげでセリスは身み柄がらだけでなく、立場についても守られた。現在、セリスは東城家に居い候そうろうしながら、刃更達と同じ聖ひじりヶが坂さか学園に留学生として通っている。

　だから、セリス・レイドハートには感謝しかない。

　この恩は、これから刃更達の役に立つ事で返してゆこうと思っている。

　──そして、その第一歩が今夜にも行なわれる事になっていた。

　そう──今日はとても大事な日なのである。

　それなのに、

「はしたない夢を見た挙げ句、下着までこんなにして──…」

　この一ヶ月、万理亜に様々な悪戯をされてきたツケがこんな形で回ってくるとは。

　見れば下着だけでなく、ベッドシーツにまでいやらしい染しみができてしまっていた。

　ショーツだけなら、洗せん濯たく機きは回さずにこっそり浴室で手洗いしたものを、この部屋でバレないように乾かわかす事もできたかもしれない。しかし、ベッドシーツは流石さすがに無理だ。

　このシーツの濡れ具合から考えると、マットレスにまで染みてしまっているだろう。

　セリスは、居候としてこの部屋を使わせて貰っている身であり、元を辿たどればこれは刃更のベッドなのだ。いくら恥ずかしいからといって、このまま放置する訳にはいかない。

　そして綺き麗れいにするなら、少しでも早く手を打った方が良かった。

　──特別な魔法剣けん士しであるセリスは、元素系の四大魔法は一通り使う事ができる。

　よって水系魔法で洗せん浄じようし、風系魔法で乾かん燥そうさせる事は不可能ではない。

　だが──室内で魔法を使えば、その魔力反応は刃更達に筒つつ抜ぬけになる。

　何事かと驚おどろかせたり、不必要に心配させるような真似は避さけるべきだろう。

　幸か不幸か、東城家では毎日必ず全てのベッドシーツが交こう換かんされ、マットレスも清潔な状態へと復元されている。刃更達の関係を見み越こして、万理亜の姉であるルキアというサキュバスが、魔力を注ぎ込むと浄じよう化か効果が発動する特とく殊しゆな魔力石を持たせてくれていたらしい。穏おん健けん派のメイドが、城内に無数にあるベッドを綺麗にするために使用している優すぐれ物だそうで、魔界から戻って以降の東城家では、すっかり必ひつ需じゆ品になっているそうだ。

　ただしルキアは、穏健派のメイドを束ねる立場の存在だ。そのため、魔力石については万理亜とゼスト──東城家の家事を取り仕切る魔族両名にしか使えないように、霊れい子しパターンを記き憶おくさせたロックを施ほどこしてあるらしい。

　……それと。

　刃更も、外で性的な興奮を催もよおしてしまった時用にシェーラから同じものを貰もらっていると聞いているが、とはいえ刃更にだけは頼たのむ訳にはいかない。

　よって、

「また、二人のどちらかにお願いするしかないですわね……やっぱり」

　セリスがいやらしくベッドを濡らしてしまったのは、何も今日が初めてではない。

　万理亜の悪戯で淫夢を見せられた時には、やはり似たような状態にしてしまっており、それを綺麗にして貰っている。初めて淫夢を見せられた翌朝は、あまりの恥はずかしさに万理亜を部屋から追い出してしまったが、代わりにやって来たゼストは優やさしくセリスを気き遣づかってくれて、刃更達にはバレないようにこっそりとベッドを綺麗にしてくれた。

　また万理亜にしても、様々なサキュバス流の悪戯をしてくるものの、それによってセリスが恥ずかしい状態に陥おちいってしまった場合は、他ほかの皆みなには秘密にしてこっそり処理してくれる程度のデリカシーは持っていた。

　そして──そうした事がきっかけで、セリスは純じゆん粋すいな魔族である彼女達とも、すぐに打ち解ける事ができたのである。

　……それに。

　そもそも刃更が今も無事にいられるのは、万理亜やゼストがいたからでもある。

　澪達と共に、これまで二人は何度となく刃更を助けてきた。

　それは──これまで遠く離はなれていたセリスにはできなかった事だ。

　何より、彼女達は刃更の大切な『家族』である。

　刃更が大切にしているものを守るためにできる事をする──それが今の自分の使命だ。

　勇者の一族としてではなく、セリス・レイドハートという一人の人間としての。

　そして万理亜とゼストは、セリスを勇者の一族としてではなく、刃更の幼おさな馴な染じみとして迎むかえ入れてくれた。だからセリスも、二人を魔族ではなく、刃更の家族として良い関係を築いていこうと思っている。

　……まあ。

　万理亜には、色々と弱みを握にぎられてしまっているような気もするが。

　──だが、この程度の事は日常茶さ飯はん事じとして受け入れなければいけないのだろう。

　誰だれもがショーツをはしたなく濡らし、ベッドをいやらしく濡らしてしまっている。

　それは──現在の東城家における『日常』なのだ。
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　いつまでも羞しゆう恥ちを抱かかえたまま、悩なやんでいても仕方がない。

　だからセリスは、状じよう況きようを改善するために寝しん室しつを出て一階へ向かった。

　時刻はまだ早朝五時前──刃更達はまだ地下の巨きよ大だい寝室にいる筈だ。

　よって、

　……今の内に。

　ベッドやシーツについてはどうしようもないが、それ以外ならセリス自身でも何とかできる。浴室でシャワーを浴びて寝ね汗あせを流し、ついでにショーツを洗ってしまう事にした。

　そうして一階へと降りたセリスは、廊ろう下かに漂ただよう良い匂においに気が付いた。

「…………これは」

　もしや、と思い向かった先は東城家のリビングだ。すると入り口の扉とびらは少しだけ開いていて──中からは、微かすかな調理音と共に食しよく欲よくをそそる匂いが漏もれてきていた。

　セリスがそっと扉を開けて中を覗のぞき込むと、リビングと隣りん接せつしているキッチンに、調理を行なっている二人の姿があった。

　今朝の朝食担当の、柚ゆ希きとゼストだ。

　東城家の食事は、万理亜とゼストのどちらかがメインとして担当し、サポートとして澪・柚希・胡桃・長谷はせ川がわが順番に入るという二人態勢で作られている。

「────────」「────────」

　穏おだやかな笑えみを浮うかべ、仲良く会話をしながら料理をしている二人を見て、彼女達がかつて敵対していた勇者の一族と魔族だと言っても、信じる者はいないだろう。

　事実を知っているセリスの眼めにも、二人は姉妹か何かのようにしか見えない。

　それは、刃更を介かいして生まれた揺ゆるぎない絆きずなによるもの。

　そして──セリスにはまだ得られていないものだ。

　そんな二人との距きよ離りに、

「……………………」

　セリスがリビングへ入る事に躊躇ためらいを得ていると、向こうがこちらへと気が付き、

「セリス……お早う」

「お早うございます、セリスさん」

　そう言って、柚希とゼストは微笑ほほえみと共にセリスを迎えてくれる。

　だから、

「ええ……お早うですわ」

　セリスもまた笑みを返した時だった。

　とっさに今の自分の状態を思い出し、

「──────っ」

　しまった、とばかりに足を止めた。まだシャワーを浴びていない。

　万理亜にゴミ箱を漁あさられる可能性があるため、ティッシュで拭ふく事はできなかったし、かといって穿はき替かえたら、新しいショーツまで濡らしてしまう危険性があった。

　とはいえ、ノーパンで家の中を歩くような勇気はない。よってセリスは替えを持ってきてはいるものの、股間もショーツもまだ濡れたままの状態だった。

　思わず固まったこちらに、

「？　セリス、どうかした？」

　キッチンの柚希が、キョトンと小首を傾かしげなら問い掛かけてきて、

「い、いえ……」

　こういう所で恥ずかしがってしまうから、先さき程ほどみたいに距離を感じてしまうというのに。

　それでも、どうしても羞恥が勝ってしまい、セリスは言葉を濁にごした。

　──セリスがショーツやベッドシーツを淫みだらに濡ぬらした事があるのを、柚希は知らない。

　セリスの恥ずかしい秘密を知っているのは、万理亜とゼストだけだ。

　無論、それを知ったところで柚希は変にこちらをからかったり、おかしな気を遣つかってくるような真似はしないだろう。しかし、彼女は幼馴染みなのだ。互たがいをよく知る相手だからこそ、余計に恥ずかしい事もある。

「えっと、ゼスト……ちょっと来ていただけます？」

　セリスが頰ほおを赤くしながら頼むと、彼女は「はい」と頷うなずいて料理の手をいったん止め、こちらへとやって来てくれた。

　そして、

「……どうかしましたか？」

　問い掛けの言葉と共に改めてこちらを見たゼストは、

「────────」

　セリスが彼女を呼んだ理由に──はしたない姿にすぐに気が付いたようだった。

「あの……ごめんなさい、私……また」

　消え入りそうな声でセリスが告白しようとすると、

「…──大だい丈じよう夫ぶです。任せて下さい」

　全すべてを悟さとったゼストはこちらへそっと微笑むと、自身の背後へと振ふり返り、

「すみません柚希さん……ちょっと私の料理の方も見ていていただけますか？」

　そう告げると、柚希は何も聞かずに、

「うん……解わかった。任せて」

　コクンと頷いて、調理へと戻もどった。するとゼストは囁ささやくように、

「では、寝室の方は私が綺麗にしておきます……ショーツの方はどうしますか？　何でしたら、そちらも今ここでお預かりしますが」

「い、いえ……これは自分で洗いますわ」

　恥ずかしげに左右の内うち股ももを擦こすり合わせたこちらに、ゼストは微笑すると、

「解りました……それではセリスさん、シャワーを浴びられたらで構いませんので、万理亜を呼んできていただけますか？」

「…………万理亜を？」

　キョトンとなったセリスに、ゼストは「はい」と頷いて──そして言った。

「彼女と少し相談しておきたい事があるんです……今晩の件の準備について」
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　ゼストに寝室の処理を任せた後──セリスは、その足で浴室へと向かった。

　脱だつ衣い所にある液体の洗濯用洗剤を持ち込み、ショーツを揉もみ洗いして綺麗にして。

　ついでに身体をシャワーのお湯で流すと、ようやく人心地つく事ができた。

　そのまま浴よく槽そうにお湯を張ってリラックスしたい気持ちもあったが、

　……でも。

　セリスはシャワーだけに留とどめて浴室を出た。

　万理亜を呼んでくるようにと、ゼストに頼たのまれていたからだ。

　裸はだかの身体からだを包むようにして柔やわらかいバスタオルを胸の上で結び、浴室で洗ったショーツは洗濯へと回すランドリーボックスに入れる。既すでに綺麗になっているが、掃そう除じや洗濯はゼストや万理亜が自分達の仕事と位置付けている家事だ。セリスが行なったのは、あくまで彼女達に洗濯して貰もらっても恥はずかしくない状態にするというもの。このあと再び洗濯するか、そのまま干して乾かわかすかは、セリスではなくゼストと万理亜が判断するだろう。

　代わりに──セリスにはすべき事があった。

　しかし、

「………………っ」

　万理亜を呼んでくる──それがどういう事かを思い、セリスは微かすかに身を震ふるわせた。

　──昨夜は確か、澪と胡桃が刃更の相手を務める事になっていた。

　そして柚希とゼストは、朝食と昼の弁当作りを担当。

　残る万理亜と長谷川は、昨夜から今朝にかけては普ふ通つうに過ごす事になってはいる。

　……ですが。

　万理亜については、澪と胡桃に混ざって参加している可能性があった。

　──その原因は、斯波との決戦における死し闘とうだ。

　あの戦いで、四神の長たる黄龍との激闘を強しいられた万理亜は、限界以上の力を発揮するために、自らの生命力を燃焼するという無茶をやっている。刃更達が性的な行こう為いを多くしているのは、減少した万理亜の生命力を回復させるためでもあるらしい。

　淫みだらな行為こそが、サキュバスの力の源であり生命力となるという話だからだ。

　よって──恐おそらく今、万理亜は地下にいるのだろう。

　セリスは新しいショーツへ片方ずつ足を入れ、

「………………ん」

　キュッと引き上げて尻しりを収めた拍ひよう子しに、無意識に吐と息いきにも似た声を漏もらした。

　そして、

　……あ……。

　そこでセリスはふと気が付く。

　濡ぬらしてしまったショーツを洗ったらすぐに部屋へ戻もどるつもりだったため、新しいショーツ以外の着替えは持って来ていなかった。

　上は着ていたパジャマがあるが、ズボンはない。

　いったん部屋へ戻るという選せん択たく肢しもあるが、

　……もしかしたら。

　シーツなどこちらの寝室の処理を任せたゼストと遭そう遇ぐうする可能性がある。

　いやらしい染みを綺麗にして貰ったばかりで再び顔を合わせるのは恥ずかしかった。

　だから、

「──────────」

　セリスは着て来たパジャマを羽織ると、ボタンを留めていった。

　夢の事があるため、一番上──喉のど元もとまで完全に閉じる。そして、

「…………大丈夫、ですわよね」

　鏡に映る自分を見ながらそっと呟つぶやくと、セリスは脱衣所を後にした。

　──その足で向かったのは、セリスが基本的に足を踏ふみ入れる事のない領域。

　ゼストの土系魔法によって構築された東城家の地下フロアだ。

　ゆっくりと階段を下りてゆくと、分厚い扉とびらがこちらを迎むかえて、

「……………………っ」

　セリスはごくりと喉を鳴らすと、ドアノブへと手を伸のばした。

　力を込めて、そっと押し開く──と同時、

『ぁあぁっ♥　はぁっ、ん……あぁあっ、お兄ちゃっ、はぁああぁああぁっ♥』

　東城家の秘密の地下フロアに反はん響きようしていた淫らな声が聞こえ始めて、

「っ──────…」

　セリスは慌あわてて中へ入ると、声が外へ漏れないように扉を閉じる。

　扉の向こうに続いていたのは、薄うす暗ぐらい廊ろう下かだった。

　まるで深い夜のようなその雰ふん囲い気きに、一いつ瞬しゆん時間の感覚があやふやになる。

　──とはいえ、セリスはこれまでにも何回かはこの地下へと足を踏み入れた事があった。

　よって廊下の左は壁かべで、右側はガラス張りになっている事も知っていた。

　そのガラス窓の向こうが、どういう場所なのかも。

　だから、

「───────っ」

　セリス・レイドハートは、勇気を振ふり絞しぼってガラス窓の向こうへと視線を向けた。

　セリスが見たもの──それは東城家の地下に設けられた巨大な寝しん室しつだ。

　ソファやカウンターだけでなく、大型テレビも存在するリビングのような空間。

　その中で、最も眼めを引くのが円形の巨きよ大だいベッドだ。

　そして──そのベッドの上では、セリスが想定していた通りの事が行なわれていた。

　──それは、今朝のセリスの淫らな夢の原因。

　東城家で繰くり広げられている、淫らな日常。

　東城刃更、成なる瀬せ澪、野の中なか胡桃の三人が、いやらしく交わっている。

　リングでパーツを繫つないだビキニタイプの黒いボンテージを身に纏まとっている胡桃も艶つやっぽいが、それ以上に淫らな姿を晒ｓらしていたのが澪だ。
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　オープンタイプのビスチェからは大きな乳房が完全に露出しており、レースの装飾が施されたドレス手袋にガーターベルトも着けていた。それなのに頭には可愛かわいらしい猫耳のカチューシャをしていて、尻には尻尾まで生やしている。

　だが──その尻尾からは、いやらしくコードが伸びていて、澪のストッキングの履き口の所へ捻ねじ込まれている小型のリモコンへと繫がっていた。根元がシリコンビーズになっているそれが何か、セリスは東城家で最初に見た時は全く解らなかった。

　しかし、今はもうその答えを知っている。ローターを内蔵しているアナルビーズだ。

　…──澪は今、世界で最も淫らな雌めす猫ねこになっていた。

　どうやら今は澪が攻せめられているところらしく、刃更に騎き乗じよう位の体勢で下から貫つらぬかれている澪は、自らもいやらしく胸を揺ゆらしながら淫らに腰こしを振っていて、

『やあぁんっ♥　んっ、ぁはぁっ……お兄ちゃん、もっと……ふあぁああぁんっ♥』

　挿そう入にゆうにより快楽を強めながら、澪は刃更にそれ以上の官能をねだっている。

　そして胡桃は、そんな澪を背後から抱き竦すくめるようにして彼女の胸を揉みしだいていた。

　刃更のくれる快楽に夢中になっている澪の淫らな表情を、胡桃は艶なまめかしい笑えみを浮うかべて見み詰つめていて、澪の尻に入れられているアナルビーズの尻尾を右手で摑んでいやらしく抜き差ししながら、

『んふっ……澪、すごく気持ち良さそう。刃更兄ちゃん、もっと激しくしてあげて』

『…………ああ』

　胡桃のおねだりに、刃更は応じるように下から乱暴に突つき上げ始めて、

『きゃあぁっ♥　ぁああぁっ、お兄ちゃんっ、お兄ちゃぁあぁああぁ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]んっ♥』

　腰の動きを激しくされた事で一気に快楽を膨ふくれ上がらせた澪は、驚おどろきと悦よろこびが入り交じった嬌きよう声せいを上げながら、刃更と胡桃による双穴挿入のセックスに淫らに溺おぼれてゆく。

　そんな三人の淫らな姿に、

「っ──────…」

　セリスは顔を真っ赤にしながら、立ち尽つくす事しかできない。

　とはいえ──向こうはまだ、セリスの事には気が付いていなかった。

　しかし探している万理亜の姿は、ベッドはおろか寝室にも見当たらない。

　……となると、きっと浴室ですわね。

　セリスは視線をベッドから横へ──寝室の隣に設けられている脱衣所に続く扉へ。

　そして──その先にあるのは、東城家が誇ほこる地下の大型浴室だ。

　恐らく万理亜は、刃更達のために入浴の準備を行なっているのだろう。

　……不幸中の幸いですわね。

　もし万理亜が刃更達のセックスに参加していたら、セリスはベッドにいる彼らに声を掛かけなければならなかった。ゼストに頼まれた時はその覚かく悟ごを決めていたのだが……想定していたよりも、状況は少しだけセリスに味方してくれているらしい。

　とはいえ──浴室へと通じている脱衣所の扉は寝室にある。

　そこへ行くには刃更達が淫らに交わっている寝室を通らなくてはならない。だから、

「……………………っ」

　セリスは廊下の奥を見た。視線の先にあるのは、右のガラス張りの壁の終わり。

　扉を持たずに開放された構造になっている寝室の入り口だ。

　行くしかない。シーツの件でフォローを引き受けてくれたゼストにお願いされている。

　そして自分は、代わりにゼストの頼みを引き受けたのだ。

　だから──セリス・レイドハートはゆっくりと歩を進め始めて、

「っ──────…！」

　そして、意を決して刃更達が淫らに交わっている寝室へと足を踏み入れた瞬間だった。

　刃更に抱だかれている澪と眼が合ったのは。







　成瀬澪は、セリスが自分達のいる地下寝室へと入ってきたのを見た。

　セリスがこの地下フロアを訪おとずれる事は珍めずらしい。

　それこそ、彼女からやって来たのは初めてかもしれない位だ。

　何か急用だろうか。しかし、セリスは入り口まで来た所で立ち尽くしている。

　そして──その頰ほおは真っ赤になっていて、潤うるんだ瞳ひとみでこちらを見詰めていた。

　──セリスは大切な客人であり、そして新たな友人である。

　しかし──澪はセリスに声を掛ける事ができなかった。

　そんな余よ裕ゆうなどなかったからだ。

　今の澪はセリスに朝の挨あい拶さつをしたり、彼女がこの地下へとやって来た理由を問うよりも遥はるかに大切な事をしている最中で──刃更の極ごく太ぶとのペニスで膣ちつ全体をいやらしく擦こすられ、子宮口を激しく突かれると、灼やけるような快楽が下腹部の奥で膨れ上がり、

「はあぁぁっ……あぁ、お兄ちゃ……んぅっ、凄すごい……はぁあぁっ、凄いよぉ……っ♥」

　頭の中からセリスの存在を消し去り、再び刃更と刃更のくれる快楽に夢中になる。

　すると、同じく淫らな興奮を昂たかぶらせた胡桃がこちらの左ひだり肩かたに顎あごを乗せてきて、

「ふふっ、刃更兄ちゃんに抱かれている時の澪って、すっかり性せい奴ど隷れいの顔だよね」

　艶めかしい笑みを含ふくんだ声で、尻尾のアナルビーズをぐっと奥まで押し込まれ、

「やあぁっ、そんな……あぁ……んっ、はぁあ……っ♥」

　ビーズに内蔵されたローターに尻の入り口から直腸の深くまでを淫らに震わされた澪は、いやらしい悦びに躰からだを震わせる。

　──主従誓せい約やくへと至った事で、澪達と刃更の間にはもうセックスに何の障害もない。

　よって斯波との決戦以降──澪達は毎日、滅め茶ちや苦く茶ちやに刃更に抱かれ続けている。

　──だから、胡桃が言ったのは紛まがう事のない真実だった。

　成瀬澪はもう、東城刃更の性奴隷なのだ。

　そして──そんな澪の膣内で刃更の剛ごう直ちよくが徐じよ々じよに膨れ上がり始めた。

　それが射精の前兆である事を、成瀬澪は知っている。

　もはや数え切れないほど、刃更に膣内で中なか射だしされているからだ。よって己おのれの膣内で刃更が快感を高まらせた事に、澪は淫らな幸福感を一気に膨れ上がらせながら、

「ぁは……凄ぉい……お兄ちゃんの、大きくなったぁ……はぁ、んっ……またイクの？」

　刃更の腰の上でいやらしく腰を振りながら、澪が潤んだ瞳で嬉うれしそうに問い掛けると、

「っ……ああ、そろそろ……出すぞっ」

　刃更はそう言うと、こちらの腰の横をグッと両手で摑つかんで抽ちゆう挿そうをさらに激しくしてきて、二人の結合部から漏れるジュプっ、ジュプっという淫らな水音がさらに大きさを増し、

「はぁあぁあぁっ……あぁんっ、出してぇ……お兄ちゃんの、いっぱい……あたしの奥に、ぁはぁあぁんっ♥」

　澪は長い髪かみを振り乱しながら尻をいやらしく振って、歓かん喜きの瞬間を自ら迎えにゆく。

　そして、

「っ……澪、澪っ……出すぞ────っ！」

　刃更がそう言いながらグッと腰を突き上げてきた瞬間──澪の膣内で、刃更のペニスが熱い精液を大量にぶちまけた。まるで暴れ回るかのように脈動する刃更の剛直の感覚に、

「はあぁあああぁぁあっ、出てる……出てるぅ……ぁはぁあぁあぁあぁぁああぁぁっ♥」

　澪も官能を一気に昂ぶらせ、刃更の上でいやらしく尻を震わせながら激しく絶頂した。
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　…──成瀬澪は現在、妊にん娠しん初期である。

　澪だけではない。刃更と主従誓約を結んでいる全員が妊娠していた。

　身み籠ごもっているのは無論、刃更の子供だ。

　しかし、十神の力を取り戻した長谷川の力によって、妊娠している澪達の子宮内にいる胎たい児じは加護を得ている。

　よって、刃更にどれだけ激しく抱かれても澪達の躰は問題ないようになっていた。

　やろうと思えば、つわりや陣じん痛つうも完全に抑おさえられるらしく、澪達は出産直前まで──それこそ破水して子宮口が拡大した状態でセックスをしても、母子共に問題なくなっている。

　──長谷川の話では、最初に妊娠したのは澪・柚希・ゼスト・長谷川の四人だった。

　その事実を知った時──当然ながら全員が出産する事を選せん択たくした。

　そして、今後の事を改めて話し合った結果、刃更と主従誓約を結んだ者同士、全員同じになりたいという結論となり、万理亜と胡桃はサキュバスの秘薬の強制排卵薬を使用。

　そして刃更も特別な強壮薬のカクテルを飲んで、万理亜と胡桃に大量に中射した。

　その結果──二人もしっかりと刃更の子供を孕はらみ、無事に六人全員が妊娠を果たした。

　出産予定日は冬だ。

　長谷川がその気になれば自然に任せ産むだけでなく、結界内の時間の流れを調整して子供の成長を合わせたり、母体の状態をリンクさせて陣痛の間隔を共有し、同時に出産させるような真似まねも可能だという。

　──澪と万理亜は、母親は異なるものの先代魔ま王おうウィルベルトの娘である。

　これは変えようのない事実だ。よって、産まれてくる子は魔王の血を引く事になり、魔族達の間では出産した順番に政治的な立場の順位付けを行なうだろう。

　そうした事態によって将来的に生じるリスクのある面めん倒どうを避さけるために、六人全員で秘密裏りに……しかも同時に出産するのも手という話になっている。

　ただし、この事はまだ結論が出ていない。

　澪達としては、刃更が決めた事に従うつもりでいるのだが──刃更はまだしばらく考えてから決めたいとの事だった。

　──ただ、産む事は間違いないのだ。

　だから、澪達はもう構わない。

　これで自分達は、刃更とより家族の絆きずなを深められるのだから。

　よって、

「は……あぁ……ん、ぅ……はぁ……ん……っ♥」

　刃更に大量に中射しされ、膣内から子宮までを熱い快感で満たされた澪は、ゆっくりと躰を前に倒すと、仰あお向むけに寝ている刃更の上に倒れ込んだ。

　澪の膣内へ挿入されたままの刃更のペニスは、大量の射精をしてもなお大きさと硬かたさを保ったままで、澪の中で気持ちよさそうに脈動を続けている。そんな淫みだらな状態で──刃更の逞たくましい胸むな板いたに頰を寄せながら、成瀬澪は改めてこれまでの関係の変へん遷せんを思った。

　──最初は、養父母を殺したゾルギアに復ふく讐しゆうするための拠きよ点てんを得るために騙だましていた。

　けれど、そうして噓うその再さい婚こん話で裏切った澪達を、それでも刃更は助けて、もう一度家族として受け入れてくれた。そして、場合によっては勇者の一族とも──かつての仲間達と争う決意までしてくれた。

　──主従契けい約やくを結んだばかりの頃は、とにかく催さい淫いん状態に陥おちいる事に抵てい抗こうがあった。

　性的な行こう為いの経験なんてなかったし、何よりも主従契約の呪のろいを発動している状態の自分を刃更に見られる事が恥はずかしかった。

　……けれど。

　柚希に負けたくない気持ちや、何よりも強くなるために……澪は刃更といやらしい行為を重ねて、彼にどんどん屈くつ服ぷくしていった。さらに刃更への恋こい心ごころを──彼への明確な好意を自覚してからは、刃更にいやらしい行為をされる事や、それによって得られる快楽に対して恥ずかしさはあっても、抵抗感はまるでなくなって。

　それから──魔界へと赴おもむいた際に、とうとう刃更へ性奉ほう仕しを行なうようになり、自分達だけが気持ち良くなるのではなく、刃更の事も気持ち良くしてあげられるようになると、澪達は一気に淫らになっていった。そして──斯波との決戦に勝つために処女を捧ささげ、刃更との主従誓約へと至った今ではもう、澪は悦びしか感じない。

　刃更がこちらへ欲情する事で誓約の呪いが働き、躰の奥が甘く疼うずく度たびに、刃更の事が愛いとおしくて堪たまらなくなる。そのままいやらしく犯おかされると震ふるえるような悦びを感じるし、たっぷりと射精されると絶頂よりも淫らな幸福感でいっぱいに満たされる。

　そして──澪は今、刃更の胸に右の頰を置きながら、たっぷりと中射しをされた幸福感を味わっていて、

　……あ……。

　そこでふと──横向きの視界の中、寝室の入り口にいる少女の存在に改めて気が付いた。

　──セリス・レイドハートだ。

　先の斯波との決戦の際に、セリスは勇者の一族や《バチカン》の聖せい騎き士しという自身の肩書きを無視して、刃更や澪達のために駆かけ付けてくれた。

　澪達が今、こうして刃更と幸せな日常を送れているのは、彼女の助けもあったからだ。

　だから──澪としては、セリスともっと仲良くなりたいと思っている。

　……でも。

　現在、セリスはとある問題を抱かかえていた。それは澪達や刃更も大きく関かかわる問題だ。

　澪としては、何としてもその問題を解決してあげたかった。

　──だから、成瀬澪はそんなセリスの助けとなる事を行なう。

　躰を起こして、眼めの前の刃更に向かって艶めかしく微笑ほほえみながら、

「お兄ちゃん、お願い……もっとして……♥」

　セリスに見せるようにして、淫らに懇こん願がんした。

　すると、挿入されたままの刃更のペニスが澪の膣内でピクンと反応して、

「んっ……ほら、お兄ちゃんのも……まだ、あたしの膣なかに出したいって言ってる……♥」

　そう言いながらキュッと膣に力を入れて刃更のペニスをいやらしく締しめてあげると、

「ああ……そうだな」

　刃更は静かに頷うなずいて──と同時、

「ぁ……やぁ、んっ……あぁ、またぁ……はぁっ♥」

　途と端たんに誓約の催淫が発動し、淫らな性奴隷の顔になりながら澪が甘い声を漏もらすと、

「そうだ……ふふっ、刃更兄ちゃん……良かったらこれ使って」

　胡桃がふと、枕まくらの下からあるものを取り出した。

　赤いハート形のピルケースだ。そして中から紫むらさき色いろの錠じよう剤ざいを出すと、刃更に手て渡わたした。

　その錠剤は澪も見覚えのあるもので、

「んぅ……胡桃ちゃん、もしかしてそれって……」

「うん。あたしと万理亜を妊娠させる時に、刃更兄ちゃんが使った万理亜特製の射精特化型強壮剤だよ。残ってないか万理亜に聞いてみたら、一つだけまだあったのをくれたの」

　と頷きながら胡桃。

「刃更兄ちゃんには、あたしとしている時に使って貰もらおうと思っていたんだけど……良いよ、澪に譲ってあげる。あたしは一度、その薬を使った時の刃更兄ちゃんにして貰った事があるし……今度また、万理亜に作って貰うから」

　だから。

「刃更兄ちゃん……あたしと万理亜を妊娠させてくれた時に、あたし達がどんなに凄い感覚だったのか澪に教えてあげて」

　と胡桃が告げると、

「…────解わかった」

　刃更は紫色の錠剤を口の中へ入れ、ガリッと嚙かみ砕くだくとそのまま飲み下した。

　だから澪は、刃更が胡桃と万理亜を孕ませた時の事を思い出そうとして──しかし、できなかった。忘れてしまったのではない。澪の思考を遮さえぎる事態が起きたのだ。

　澪の中へ挿入されたままの刃更のペニスが、一回り──否いな、二回りほど膨ふくれ上がって、

「やっ……はぁあっ、噓……お兄ちゃんの……凄く大きくなって……はぁあぁっ♥」

　サイズを増した刃更の剛ごう直ちよくによって、澪は己の膣ちつが内側からいやらしく拡張されてしまうのをハッキリと感じた。

　と、その瞬しゆん間かんだった。

「っ…………あぁああぁあっ！」

　叫さけび声と共に、刃更がペニスから熱い液体を溢あふれさせ始めた。

　それが精液である事を、澪のいやらしい膣と子宮は知っていて、

「ぁあっ、はぁああぁっ、で、出てるぅ……ど、どうしてぇ……ぁはぁああぁぁっ♥」

　突とつ然ぜんの事に戸と惑まどいながらも、澪は激しく快楽を極きわまらせた。澪はもう、主従誓せい約やくの催淫が発動している時は、刃更に中射しされると反射的にイッてしまう躰からだになっているのだ。

　すると、

「何を驚おどろいてるの澪……ちゃんと見てたでしょ？　あたし達が妊娠するところ」

　と胡桃が艶っぽく笑った。

「先刻の薬は特別で、刃更兄ちゃんは十分以上も射精したままの状態になるの。精子も急速製造され続けて、量にしたら５Ｌリツトルは出るんだって」

　だから。

「良かったね……もっと刃更兄ちゃんに中射しして欲しかったんでしょ？　これなら澪もお腹なかいっぱいにして貰えるから、絶対に満足できるよ」

　という胡桃の言葉を、澪は聞く事ができなかった。

　刃更が射精を開始した時から、澪もまたずっと絶頂状態に陥おちいっていて、

「あぁっ、はあぁあぁっ♥　やあぁっ、んはぁあんっ♥　はぁっ、やぁあっ、ああぁっ♥　んっ、ふぁあぁんっ♥　ぁはぁっ、あぁっ、ぁあぁぁあぁああぁぁぁ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ♥」

　誓約によって得られるようになった究極の絶頂を、ひたすらに刻まれ続ける状況に、澪は快楽をどんどん増ぞう幅ふくさせていってしまう。

　だが──そうして既すでに官能の奈な落らくへと溺おぼれた澪に、刃更はさらなる攻せめを行なった。

　射精状態のペニスで、澪の膣内を擦こするように抽ちゆう挿そうを開始してきて、

「やぁっ、そっ……はあぁあぁああぁぁあああぁぁあ──────っ♥」

　中なか射だしされながら、膣ちつ壁へきを擦られて巨きよ大だいなペニスで子宮口を押し込まれる──決して踏ふみ込んではならない禁断の淫らな感覚に、

「やぁ、ぁはあぁっ……はぁああぁっ♥　な、何これぇ……んあぁっ、お兄ちゃん……お兄ちゃぁあん、凄い……こんな、射精しながら、なんてぇ……ふぁああぁあんっ♥」

　澪はさらなる絶頂の高みを極まらせていった。







　…──そして。

　そうした凄すさまじい絶頂状態のまま、十分以上が経過した頃。

　結合部から洪こう水ずいのように大量の精液をいやらしく溢れさせ続けた澪は、

「あぁ……んっ、はぁ……あぁっ♥　やぁん……はあっ、ぁあぁあぁぁあぁ……♥」

　完全に異次元の中射しによる快楽の虜とりこになっていた。

　──そんな澪のお腹は、少しだけ膨らんでいる。

　膨れ上がった刃更のペニスが栓せんの役割を果たしてしまい、引いた時に結合部から漏れ出る量よりも、押し入れた時に膣内へと注がれる量の方が圧倒的に多く、子宮が僅わずかに拡張してしまっているのだ。そうした澪のいやらしい姿に、

「ふふ、凄くエッチだよ……澪、もう立派な妊にん婦ぷさんみたい♥」

　胡桃が横からこちらの頰ほおをぺろっと舐なめてきて、

「やぁ……はぁ、ん……ぁあはぁぁ……♥」

　妊婦という言葉に反応した澪は、官能に潤うるんだ瞳ひとみで喜き悦えつの声を漏らした。

　…──もう、自分が何をしているのかも解らない。

　ただ──中射しされ続ける感覚はこの上なく幸せで、躰の奥が震えてしまうほど気持ち良くて、澪はずっとこのままでいたかった。

　──だが、何事にも永遠不変はない。

　こちらの胸をいやらしく揉んでいた胡桃が、

「澪……もうすぐ刃更兄ちゃんの薬が切れるよ」

　そう言った途端──まるで噓のようにピタリと刃更の射精が止まって、

「んっ……はぁ……ん、あぁ……んぅ……はぁ……ぁあ……っ♥」

　ようやく中射しによる絶頂も収まり、ペニスの抽挿による快感だけになった事で、澪が熱い吐と息いきを漏らした──その時だった。

「まだ気を抜ぬいちゃ駄だ目めだよ、澪……終わる時が一番凄いんだから」

　これまで以上に官能を昂たかぶらせた様子で、胡桃がこちらへ言ってきた。

　──その言葉の意味を、成瀬澪は頭ではなく己おのれの膣で理解した。

　こちらの膣内で抽挿を行なっていた刃更のペニスが、ぶるぶると震え始めたのだ。

　躰の奥をいやらしく揺さぶられて、

「やぁん……はぁ……な、何……これ……んぅ♥」

　甘い戸惑いの声を漏らしながらも、澪はこれから起こる事を本能的に悟さとっていた。

　──それは性せい奴ど隷れいへと堕おちた淫らな少女の本能。

　薬による刃更の射精は終わった訳ではない。

　今──止まっているのは、溜ため込んでいるのだ。

　その確信と共に刃更を見れば、向こうもまたこちらを穏おだやかな瞳で見み詰つめていて、

「…────澪、良いいか？」

　そう短く尋ねてくる。

　その問いが、こちらへ淫らな止とどめを刺さす許可を求めている事を、澪は理解していた。

　そして──それを許せば、この時間が終わってしまう事も。

　──しかし、成瀬澪は東城刃更の下げ僕ぼくであり、いやらしい性奴隷である。

　よって答えは一つしかなかった。

　だから澪は、どこまでも淫らな微び笑しようを浮うかべて、

「うん……良いよ、お兄ちゃん。いっぱい出して……♥」

　そう告げた直後──その瞬間は訪おとずれた。

「ぐっ────あぁぁああぁああっ！」

　まるで獣けものの咆ほう哮こうのような声を上げた瞬間、もはや液体というよりも塊かたまりのような熱の奔ほん流りゆうが刃更のペニスからこちらの膣奥へとぶちまけられて、

「っ──────────[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]…♥」

　己の膣と子宮を大量の精液に熱く犯されて、成瀬澪はさらなる究極の快楽を極まらせた。
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　たっぷりと膣ちつ内ないへと射精された澪が、幸せを得て意識をとろけさせた後。

　澪の膣から、ずるり……と刃更のペニスが抜ぬかれるのをセリスは見た。

「………………っ」

　刃更の剛ごう直ちよくは、凄すさまじい量の精液を放出してもなお、凄まじい大きさを保ったままになっていて──その先せん端たんからは、澪の膣内を満たした白はく濁だく液をいやらしく滴したたらせていた。

　……凄すごい……。

　夢で見た時とは比べものにならないほど圧あつ倒とう的な存在感と物量感。あんなモノでいやらしく膣内を擦られたら、ひとたまりもなく官能の渦うずへと溺おぼれてしまうだろう。

　澪達を屈くつ服ぷくさせるために、刃更は万理亜やシェーラから貰ったサキュバスの秘薬を乱用してきた。それこそ斯波との決戦前には、澪・万理亜・胡桃・柚希・ゼスト・長谷川と、六人連続で主従誓せい約やくを果たすという、信じられないような偉い業ぎようを達成している。

　──刃更達は、サキュバスの催淫特性で主従契けい約やくを結んでいた。

　よって伝説と言われる主従誓約へと至るには、刃更は激しい官能によって澪らを魂たましいの底から屈服させ、完全な性せい奴ど隷れいへと堕おとす必要があった。

　そして──六つの主従誓約は果たされた。

　それは、澪達が永遠に己おのれの全てを刃更に捧ささげられると認められただけではない。

　刃更もまた、永遠に澪達の絶対的な主となれると認められたという事だ。

　六人もの性奴隷を、完全に支配し続けられるだけの力がある──と。

　すると、

「もう……澪ってば、自分だけ気持ち良くなっちゃって……ほら起きて、ちゃんと最後までしないと駄だ目めじゃない」

　窘めるように言った胡桃に、刃更は苦く笑しようして、

「勘かん弁べんしてやってくれ。かなり激しくイカせたからな。少し休ませてやらないと」

「もう……刃更兄ちゃんは、そうやってすぐに甘やかすんだから」

　そう言って、胡桃は艶つやっぽい微笑を浮かべると、

「じゃあ、澪の代わりにあたしが綺き麗れいにしたげるね」

「ああ……そうしてくれ」

　淫らな提案に、刃更は自然な頷きを返して──そして、淫らな口淫が始まった。

　すっかりフェラチオ慣れした胡桃は、瞬またたく間に彼女の舌で刃更のペニスを綺麗にする。

　──だが、それで終わる事はない。

　己のモノをしゃぶられた刃更が、胡桃にも性的な興奮を得るのは必然だ。

　だから、

「胡桃────…」

　刃更がそう低い声で呼ぶと、主が抱いだいた欲よつ求きゆうに、誓約の性奴隷の一人である胡桃は即そく座ざの反応を見せた。刃更を受け入れるため、激しい催淫状態へと陥おちいったのだ。

「んっ……はぁあぁ♥　まだ、こんなに元気なんだもん……良いよ刃更兄ちゃん、あたしでもいっぱい気持ち良くなって」

　そう言った時にはもう、胡桃は股こ間かんから大量の淫らな蜜みつ液を垂れ流していた。

　そして刃更にベッドの上で胡座あぐらをかかせると、胡桃は刃更のペニスに手を添そえて、そのまま跨またがる形で彼女の秘所へと導いた。

　己の蜜みつ壺つぼで刃更のペニスを根元まで咥くわえこんだ胡桃は、刃更が腰こしの抽ちゆう挿そうを開始すると、すぐに先程までの澪と同じく、淫らに乱れ始めた。

　小刻みに揺れる巨きよ大だいなベッドの上で、

「あぁっ♥　やぁん……んぅっ、はぁあん♥　刃更兄ちゃっ、んふぅっ……凄い、あはぁっ……凄ぉおい……ふぁああぁああぁっ♥」

　対面座位でいやらしく腰を振り合う二人は、最大の快楽を与あたえ合う淫らなダンスに夢中になっていた。二人の結合部からは互いに溢あふれさせた分ぶん泌ぴつ液が混ざり合い、腰を振る度たびに「くちゅ♥　くちゅ♥」という淫らな水音が生まれているのが、少し離はなれた場所にいるセリスにも解る。そんな刃更達の官能的な交わりを、

「………………っ」

　セリス・レイドハートは、息を吞のみながら見み詰つめる事しかできない。

　たとえどれだけ淫らであろうと──刃更達にとってはあれこそが正しい在り方なのだ。

　そう自分を納なつ得とくさせていた時だった。




「…──すみません、私のパンツこっちに落ちてませんか～？」




　巨大寝しん室しつと隣接している地下の大型浴室へと通じる脱だつ衣い所から、幼い少女が出てきた。

　一糸纏まとわぬ裸はだかの少女は、すぐにセリスに気が付いて、

「あっ、セリスさん。お早うございますっ。地下の方へいらっしゃるとは珍めずらしいですね」

　刃更達が淫らなセックスに夢中になっているのが噓うそのような、明るい笑顔で、東城家が誇ほこるロリエロサキュバスは、こちらへ朝の挨あい拶さつを告げた。

　風ふ呂ろ上あがりなのか長い髪かみは濡れており、幼いながらも確かな色気を備えた躰には水すい滴てきがついている。

　そして、

「どうしたんです？　そんな所に座って」

　そんな万理亜が、こちらを見下ろしながら指し摘てきしてきて、

「……あ……」

　そこでセリスは、ようやく己の状態に気が付いた。

　──セリスは床ゆかにへたり込んでいた。

　恐おそらく、刃更と澪の激しいセックスを目まの当たりにして、自分でも気付かない内に腰を抜かしてしまったのだろう。

　だから、

「い、いいえ……何でも……っ」

　顔を赤くして、とっさにしどろもどろな返事をしながらセリスはどうにか立ち上がると、

「貴女あなたを呼びに来ましたの。ゼストが、少し相談したい事があると言っていましたわ」

「ゼストさんが？　解りました、わざわざありがとうございます」

　と言って幼いサキュバスが一階へ向かおうとすると、

「万理亜……そのまま行くと床が濡れてしまう。せめてバスタオルくらいは巻いていけ」

　まるで濡れたような色気に満ちた声が、どこまでも穏おだやかに制止した。

　それは万理亜に続いて脱衣所から出てきた美しい女性によるもの。

　女をこれでもかと主張する肢し体たいに、扇せん情じよう的なベビードールを纏った長谷川だ。

　そんな長谷川に、

「お、お早うございます……っ」

　セリスは反射的に、かしこまった口調になった。

　──セリス・レイドハートは既すでに、長谷川千ち里さとの正体を聞いている。

　かつて神界にいた頃ころ、彼女は最高位である十神にその名を連ねていた。

　アフレイア──それが長谷川の本来の名だ。

　──《バチカン》は、勇者の一族の中でも特に神族に対する敬意が強い組織だ。

　そのため《バチカン》に所属している者は独自の洗礼を受け、一いつ般ぱんの教徒とは一部異なる信しん仰こうを持っている。だからこそ神族という存在を信じ、認める事ができているのだ。

　そして──《バチカン》の聖せい騎き士しだったセリスもまた、この信仰に準じている。

　よって神族＝神という訳ではなく、また魔ま族ぞく＝悪魔という単純な図式でもない。

　だからこそ、勇者の一族は魔族と休戦協定を結ぶような事もできているのである。

《バチカン》の勇者の一族においては、神族は神の使い──すなわち天使として位置付けられている。つまり神族＝神属という訳だ。これは日本語で同音語なだけでなく、英語においてもどちらもGod Groupと表記される。

　最高位の十神である長谷川は、それこそ最も位の高い神の使い──熾し天てん使しとなる。

　そして実際に神族を見る事が可能な勇者の一族は、一般の教徒と信仰が多少異なってはいても、信心深さにおいては比ひ較かくにはならない。

　だからこそセリスは──長谷川に対して崇すう敬けいの念を抱かずにはいられない。

　しかし、そうしたセリスの信仰も、ロリエロサキュバスには全く関係ないもので、

「ああ、どうもです千里さん。じゃあ、行ってきますね」

　万理亜は受け取ったバスタオルを躰からだに巻くと、てててっと軽かろやかな足取りで寝室を抜けて一階への階段を上っていった。

　そんな万理亜の後ろ姿を見送ったセリスは、

「さてセリス……どうだ、良かったら私の朝あさ風ぶ呂ろに付き合わないか？」

「えっ？　あ、はい……でも、私ちょうど今シャワーを上で浴びてきたばかりで」

　予想外の誘さそいを長谷川から受け、狼ろう狽ばいしながら答えると、

「ああ、そのようだな……しかし、それでももう一度入った方が良いだろう」

　長谷川は優やさしく苦笑しながら、目線をセリスの瞳ひとみから下の方へと落として言った。

「下着をそんな状態にしてしまっているのに、そのまま上に戻るつもりか？」

「……え……？」

　見れば、いつの間にかセリスは新しいショーツの股間部分を濡ぬらしてしまっていて、

「─────っ、これは……っ！」

　シャワーを浴びたばかりなのに、もう新しいショーツを駄目にしてしまっていた事に、真っ赤になりながら慌あわてて股間を手で隠かくしたこちらに、

「恥はずかしがらなくて良い……ああやって刃更達がしている姿を見てしまったら、誰だれだってそうなってしまうよ」

　長谷川は艶っぽい笑えみを浮うかべると、「ほら……」と言いながら、着ているベビードールの裾すそをゆっくりと両手で捲まくり上げていった。

　すると、少しずつ淫みだらな装そう飾しよくが施ほどこされた長谷川の秘部が露あらわになっていって、

「────────」

　そしてセリスは、長谷川のそこが自分より遥はるかに濡れてしまっているのを見た。

　長谷川の秘ひ裂れつからは、淫らに溢れた愛液が左右の内うち股またを伝うように垂れている。

　それでもセリスの眼めには、信仰崇拝の対象である長谷川は、そんな淫らな姿であろうとも美しくて──背徳的なその姿に、どうしようもなく見み惚とれたこちらへ、

「さあ、来い……いやらしく股またを濡らしてしまった女同士、一いつ緒しよに風呂に入ろう」

　そう長谷川は言ってきて──もはやセリスに、断る術はなかった。





８






　そして──セリス・レイドハートは、長谷川千里と入浴を共にした。

　激しく官能的な刃更達のセックスを目の当たりにして得てしまった興奮は、セリスの股間をいやらしく濡らしただけでなく、全身にしっとりとした汗あせを搔かかせていた。

　それは同じものを見ていた長谷川も同じようで、セリスはまず彼女と共に洗い場へ。

　刃更と主従誓約を結んでいないセリスは、普ふ段だんは一階にあるこの家本来の浴室を使用させて貰もらっている。たまに刃更がいない時などに、澪達に誘われてこちらへ入る事もあるが、

　……いつ見ても、個人宅としては規格外のバスルームですわね。

　浴室内を見み渡わたしながら、セリスは改めてその凄すさまじさを思った。

　──この地下の大型浴室は、万理亜のこだわりがふんだんに盛り込まれたものだという。

　目玉はやはり、定員七人を誇る巨大なジェットバス。壁かべには大型テレビが掛かけられ、洗い場には蛇じや口ぐちが二つ。さらにはシャワーも二つ備えられている。

　床面積も広く、空間にもたっぷりと余よ裕ゆうを持たせたラグジュアリーなこの浴室は、東城家の全員が同時に入っても、ゆったりとくつろげる造りになっていた。

「────────」

　長谷川に続く形で、並んで洗い場へと腰を下ろしたセリスは、まずは温かいシャワーで己の全身を濡らしていった。そして、そこからは長谷川に倣ならう形で壁かべ際ぎわに並べられているボトルの中から、右端のものへ手を伸のばしてポンプを数回プッシュ。天然海綿のスポンジに濃こい乳白色のボディーソープを馴な染じませると、ゆっくりと泡あわ立だてていった。

　そうして作ったきめの細かい泡で躰を洗い始めたセリスは、ちらりと隣となりを見た。

　──長谷川もまた、泡立てた天然海綿を滑すべらせるようにして美しい肢体を洗っていた。

　胸から腰、そして尻しりにかけてのいやらしい曲線をなぞるようにしてスポンジが行き来する度、長谷川の躰は純白の泡あわ化げ粧しようにより艶なまめかしさを増していて、

「……………………」

　セリスが思わず見惚れていると、

「そんなに熱の籠こもった瞳をして……人が躰を洗っている姿がそんなに珍しいか？」

　こちらへ視線を寄よ越こした長谷川がフッと笑いながら言ってきて、

「も、申し訳ありません……その、二人だけでお風呂をご一緒させていただくというのは初めてでしたので、つい」

「ああ、そういえば確かに……私達はこちらでしか入浴しないが、反対にお前は地下へはあまり来ないからな。刃更がいない時に、私達が誘って皆で入ったくらいか」

「はい……」

　とはいえ、刃更が東城家を不在にする事はほとんどなく、セリスがこの浴室を使用したのは今回で四度目。そして、セリスが長谷川と一緒に入浴するのはこれが二度目だった。

　その時も東城家の女子全員で入ったため、長谷川だけを見た訳ではなかった。

　否いや、見る事もできたのだが──どうしても躊躇ためらわれてしまった。

　……だって。

　神界の最高位である十神とは本来、セリスがおいそれと話して良い相手ではないのだ。

　もちろん長谷川は元十神だし、今ではどこまでも刃更に従順な配下でもある。

　その立場は澪達と同格。だから長谷川からも刃更達からも、必要以上にかしこまる必要はないと言われているのだが、

　……それでも。

　やはり、まだふとした瞬しゆん間かんに長谷川の存在感に圧あつ倒とうされてしまうのが現状だ。

「しかし、もうすぐ一緒に暮らし始めて一ヶ月半になるんだ……そろそろ慣れてくれると嬉うれしいんだがな」

「も、申し訳ありませ──い、いえ、すみません」

　慌てて言い直したこちらに長谷川は苦く笑しよう。

「冗じよう談だんだ……そうやって真ま面じ目めなところは、お前の美徳でもある。私との関係については、これから少しずつ慣れていってくれれば良い」

「……………………」

　発せられた言葉に込められた意味を想おもい、セリスが沈ちん黙もくを返すと、

「…………どうした？　今夜の事で緊きん張ちようしているのか？」

　長谷川が静かにこちらへ問い掛けてきて、

「──いいえ、そのような事は決して」

　だから、セリス・レイドハートは首を横に振ふって言った。

「刃更との主従契約については──よく考えて決めた事ですから」

　そう。満月を迎むかえる今夜、セリスは刃更と主従契約を結ぶ事になっている。

　──その目的は、今後何らかの事態が生じた場合に備えるため。

　魔界の問題を一段落させ、斯波を撃げき退たいもした──だが、それでも刃更達を取り巻く情勢はまだ不ふ透とう明めいだ。魔族サイドで言えば、巨きよ大だいな穏おん健けん派・現魔王派連合内に刃更達を危険視したり、逆に利用しようとしている者はまだいるという話だし、それこそ魔界には他ほかにも幾いくつかの勢力がある。勇者の一族にしても、《里》や《バチカン》はもうこれ以上おかしな手出しをしてくるような事はないだろうが、他の地区が今後動かないという保証はない。

　──アルバレオスを擁ようしていた《バチカン》が、密ひそかに後ろ暗い野望を抱いだいていたのだ。

　他の地区の一族が、同じ事をしていないと言い切る事は難しい。

　よって──万が一の事態とリスクに備えて、刃更と相そう互ごの位置把は握あくを可能にしておくべきという判断の下、セリスの方から刃更との主従契約を訴うつたえ出たのである。

　刃更達に伝えたのは昨夜だが、セリスの中で決意したのは一ヶ月近くも前だ。

　とうに覚かく悟ごはできている。

　そして──そんなセリスの決意を、刃更達は受け入れてくれたのだ。

　だから揺ゆらぐ事はない。

「そうか……なら良いんだ」

「……はい。ご心配をお掛けしてすみません」

　躰を洗い終えたセリスは、洗面器に溜ためたお湯を肩かたからかけて泡を流しながら言った。

　──今のセリスでは、戦せん闘とう面において刃更達の足あし手で纏まといになってしまいかねない。

　だから位置把握以外に、セリスは主従契約を結ぶ事で戦闘力の向上を図はかろうとしていた。

　別に、セリスは弱いという訳ではない。大たい抵ていの相手なら、問題なく対処する事が可能だ。

　……でも。

　それでもセリスは、斯波との戦いでは大した役には立てなかった。

　柚希のサポートと、結界の維い持じというバックアップを辛かろうじてこなしたくらいだ。

　無論、斯波のような化け物はそうそういない。そして、そんな斯波を撃退した刃更達におかしな手出しをしてくる敵はほとんどいない筈はずだ。

　だからこそ──もしまた刃更達に危害を及およぼそうとするような敵が現われたら、それはあの斯波以上の存在という危険性を孕はらんでいる。

　……そして。

　澪達は今、妊にん娠しん中なのだ。長谷川の神しん霊れい術の力で守られているとはいえ、戦闘は可能な限り避さけるべきだろう。それが危険な相手であれば尚なお更さらだ。

　よって──今こそセリスは、刃更達の役に立たなければならなかった。

　そのために必要な力を得られるのならば、主従契約を結ぶ事も厭いとわない。

　……とはいえ。

　セリスは、澪達のようにサキュバスの催淫特性で刃更と主従契約を結ぶ事はしない。

　主従契けい約やく魔ま法ほうの詠えい唱しようには、セリス自身の魔力を使用するつもりだ。

　強くなるのは役立たずの自分を変えるため。

　ならば──そんな己おのれを律するのもまた自分の能力特性であるべきという判断だった。

　……これで、今夜には私も。

　東城家の皆の役に立てるようになる──そんな想いと共にグッと拳こぶしを握にぎった時だった。

　浴室の扉とびらが開き、中へ入ってきた者がいたのは。

　だからセリスは入り口の方を見て、

「──────────」

「──────────」

　やって来た者と視線を合わせた瞬間──そのまま固まった。

　──入ってきたのは刃更だった。

　恐おそらくは胡桃とのセックスを終えたのだろう。そして激しい快楽を刻んだ澪と胡桃の二人をベッドへ休ませて、自身は先に汗を流しにきたのだ。

　どうしてその可能性を考えなかったのか。

「──────っ」

　思わず胸と股こ間かんを左右の手で隠かくしたこちらに、

「っ────…ごめん、俺っ」

　澪達を抱だく事に夢中になっていた刃更は、セリスがこっちの浴室を使っている事はおろか、地下フロアに来ているとさえ知らなかったのだろう。

　顔を赤くしながら、急いで浴室を出て行こうとする。

　だから慌あわてて、

「あ、貴方あなたが出て行く必要はありませんわ刃更。私、もう上がるところですからっ」

「い、いやしかし……」

　と狼狽うろたえている刃更に。

「本当に気にしないで下さい。で、では失礼しますっ」

　セリスは長谷川に一礼すると、逃にげるように浴室を後にした。

　そして後ろ手に浴室の扉を閉めると、

「………………っ」

　刃更に裸はだかを見られてしまった。さらに彼の裸も間近で見てしまった。

　その事実を想い、脱だつ衣い所で顔を真っ赤にしたセリスは、

　……あ……でも──…。

　まさかのハプニングに、セリスだけでなく刃更も驚おどろいていたようだった。

　恐らく刃更はもう、何度となく長谷川と入浴を共にしていた。裸も見慣れているだろう。

　しかし──先さき程ほどの刃更は間ま違ちがいなく驚き、そして焦あせっていた。

　何故なぜか。

　……私がいたから……？

　東城家の女の子達は全員が魅み力りよく的である。そして催淫によって刃更に屈くつ服ぷくし、主従誓せい約やくの果てに性せい奴ど隷れいとなった彼女達は凄まじい色気を放っており、女としての魅力という意味ではセリスは及ばない。それでも、刃更は裸のセリスを見て狼ろう狽ばいしていた。

　だから、

「…………………………」

　セリスの中で、仄ほのかに嬉しさが沸わき上がってくる。

　あんなに魅力的な澪達がいるのに。それこそ元十神の長谷川までいるというのに。

　それでも刃更は──ちゃんとセリスを魅力的な女の子として意識してくれていた。

　セリスの夢の中で、刃更はこちらを求めてきた……それが本当に起こりうるかもしれないのだ。そう思ったら、セリスもまたどうしようもなく刃更の事を意識してしまって、

　……私、こんな……っ。

　胸の動どう悸きが治まらない。扉を隔へだてて浴室の中にいる刃更もそうしているのだろうか。

　そう思いながらバスタオルを躰からだに巻いていった──その時だった。

『んっ♥　はぁ……んっ、刃更……あぁ刃更……はあぁあぁっ♥』

　浴室の中から、長谷川の淫みだらに甘えた声が聞こえてきた。

「っ────…!?」

　思わずセリスは息を吞のみ、慌てて背後を──浴室の扉を振り返った。

　磨すりガラスの向こうを見通す事はできない。だが、中で何が起きているかは明白だった。

　──長谷川の艶めかしさには、同じ女のセリスでさえいけない気持ちになってしまう。

　たとえどれだけ見慣れていようと、男である刃更が我が慢まんできる筈がない。

　そして──刃更と長谷川は主従誓約を結んでいるのだ。

　よって主である刃更が性的な興奮を得れば、配下である長谷川はそんな刃更の欲よく望ぼうを受け入れられるように激しい催淫状態に陥おちいる。そんな刃更と長谷川が、浴室という密室に裸で二人だけになれば、どうなってしまうかなど火を見るより明らかだろう。

　同居初日の晩、万理亜の洗礼を浴びたセリスは、楽にして貰もらうために刃更によって淫らな事をされ──その一部始終を澪達に見られた。するとセリス一人が羞しゆう恥ちを得る事のないよう、澪達はもっと激しく刃更に屈服する姿を晒さらす事でセリスと羞恥を共有してくれた。

　その中には長谷川も含ふくまれていて──だからセリスは、刃更と彼女が淫らに交わっている姿を見ている。

　……でも。

　激しい絶頂の余よ韻いんに思考を甘くとろけさせていたあの時の事は、薄うっすらとしか覚えていない。だが今は違ちがう──興奮はしていても、セリスの意識はきちんとしている。

「………………っ」

　磨りガラス一枚を隔てた向こうに長谷川の乱れた姿がある事に、セリスは背徳的な興奮を募つのらせた。長谷川が元十神であると聞いた時には驚いたが、刃更がそんな長谷川とも主従誓約を結び、彼女を性奴隷にしていると聞いた時にはもっと驚いた。

　……本当に、あの向こうで……？

　思わずゴクリと喉のどが鳴った。先程、刃更が澪や胡桃を抱いているところを見たセリスは、淫らに股間を濡ぬらしながら腰こしを抜ぬかしてしまっている。

　──そんな自分が、快楽に溺おぼれている長谷川の姿を見たら一体どうなってしまうのか。

　セリスと魔族である万理亜とゼストとの距きよ離りを縮めたのは、淫らな自分を助けて貰った事がきっかけだった。ならば、十神だった事を過去にして、ただの女に──いやらしい性奴隷になっている長谷川を見たら。もしかしたら、もっと長谷川を身近に感じられるようになれるのだろうか。

　だから──セリスは、まるで吸い寄せられるように浴室の方へと戻もどっていった。

　そして、磨りガラスの扉にそっと触ふれようとして、

「…………………………」

　しかし、自分のしようとしている事の背徳さに、伸のばした手を下ろしかけた時だった。




「────おや、止めてしまうんですか？」




　不意に耳元でした悪魔のような甘い囁ささやきに、

「──────っ!?」

　ギョッとなったセリスは反射的に悲鳴を上げかけて、

「おっと……駄だ目めですよ騒さわいじゃ」

　こちらが叫さけぶより先に、小さな手の平が開きかけた口を覆おおうようにして塞ふさいだ。

　見れば、艶つやっぽい笑えみを浮うかべた万理亜がそこにいて──セリスはその手を退けると、

「ど、どうして……っ？」

　まだ収まらない驚きよう愕がくに動悸を激しいものにしながら問うと、

「ゼストさんとの話が終わったので、セリスさんの替かえのパンツを持ってきたんです。折せつ角かくお風ふ呂ろに入ったのに、いやらしく濡れているものをもう一度穿はかせる訳にはいかないですからね」

「き、気付いてましたのっ？」

「そりゃもちろん。サキュバスを嘗なめて貰っては困りますよ。はいどうぞ」

「………………っ」

　差し出された新しいショーツをセリスが真っ赤になりながら受け取ると、

「しかし、真ま面じ目めなセリスさんが覗のぞきとは……でも、気持ちはよく解わかります。刃更さんと千里さんがしているところを初めて見た時は、私もすっごく興奮しちゃいましたから」

「そ、そんな事……っ」

「まあまあ、恥はずかしがらずに……そういう事でしたらお力になれると思います」

　狼狽えるセリスに、万理亜は笑いながら壁かべに備え付けられている照明のスイッチカバーに手を伸ばし、そして上にスライドした。すると、カバーの下にはもう一つ別のスイッチがあって、万理亜がそれを押した瞬しゆん間かん──浴室の扉の磨りガラスが一瞬で透とう明めいになった。

「────────っ？」

　浴室の中が丸見えになると、壁に両手をついていやらしく尻しりを上げている長谷川の後ろから、刃更が彼の剛ごう直ちよくをいやらしく突つき入れている光景がセリスの眼めに飛び込んで来た。

　ガラスが透すけたら、こちらが見ている事も気付かれてしまう。

「万理亜……っ」

　たまらずセリスが止めるように万理亜を見ると、

「大だい丈じよう夫ぶですよ、これは覗き専用のマジックミラーモードです。向こうからこちらは見えません」

「そ、そんな機能が……」

　軽く戦せん慄りつしたこちらに、万理亜はふふっと笑みを浮かべて、

「それよりもホラ、見て下さい」

　という促うながしの言葉に、セリスは万理亜と視線を同じものにすると、

『んっ……ああっ……はぁ♥　あぁ、刃更ぁ……っ、はぁあっ♥　んっ、あぁ……はぁああっ、刃更ぁあぁぁあ……っああぁあん♥』

　刃更が腰を打ち付ける度たびに、長谷川は大きな胸をぶるんぶるんと淫らに震ふるわせ、艶なまめいた尻をいやらしく振ふっていた。その表情は快楽の官能にすっかり酔よいしれていて、

「…………………………」

　長谷川の淫らな乱れ方に、思わず釘くぎ付づけになっていると、

「ふふっ、驚いちゃいますよね……ああして滅め茶ちや苦く茶ちやに乱れてしまっている人が、元とはいえ神界最高位の十神なんて」

　艶っぽい笑みを浮かべた万理亜の囁きに、セリスは何も言えなかった。

　万理亜の言う通りだったからだ。

　刃更に抱かれている長谷川は凄せい絶ぜつなまでに背徳的で──それ以上に官能的だった。

　そうして刃更のくれる快楽の虜とりこになっている長谷川から眼が離はなせずにいるこちらに、

「どうですか……幸せそうでしょう？」

　万理亜が甘く囁くように言ってきた。

「もしセリスさんが望むなら──あんな風になる事もできるんですよ」

　その言葉が何を意味しているかは明白だ。

　だからセリスは、冗じよう談だんじゃないとばかりに、

「っ……私にも刃更の性奴隷になれ、というんですの……？」

　毅き然ぜんとした口調で言った──その筈はずなのに、どうしようもなく声が震えてしまう。

　躰は芯しんまですっかり熱くなり、瞳ひとみは潤うるんだものになっていた。

　そんなこちらに、

「まさか、誤解させてしまったのならすみません。私達のために、刃更さんと主従契けい約やくを結ぶ事を決めてくれたセリスさんには本当に感謝しているんです」

　万理亜はそう言うと、壁のスイッチをもう一度押してマジックミラーモードを解除。

　すると浴室の扉とびらが磨りガラスの状態へと戻っただけでなく、先程まで浴室内からしていた長谷川の嬌きよう声せいが聞こえなくなった。

　恐らくは、プライバシーを優先したモードに切り替えたのだろう。

　そして、

「ですが本来、主従契約とは命いのち懸がけのものです。互たがいの位置を把は握あくできるようになり、主従の絆きずなが深まれば戦せん闘とう力が上じよう昇しようする……そんな都合の良い効果をもたらすものが、何のリスクもなしに得られる訳がないでしょう」

　よって。

「このまま刃更さんとの主従契約を結ぶ際に、セリスさんの魔ま力りよくを使用すれば……何かで呪のろいが発動してしまった時に負う事になるダメージのリスクが高すぎます」

　セリスは、四大属性全すべてを操あやつる神しん剣けんゲオルギウスの使い手として選ばれた聖せい騎き士しだ。

　そして神剣の名の由来であるゲオルギウスは『農夫』の意を持つ聖人である──そんな存在の名を冠かんする神剣の使い手にセリスが選ばれたのは、元来セリスが土系統の魔法に秀ひいでていたからだ。よって、もし主従契約の呪いが発動すれば、それは土系統のものとなる。

　恐おそらくは石化だろう。

　だが、

「その危険性については、恐らく対処可能な筈ですわ」

　まず主従契約の呪いは、主に対する裏切りの感情によって生じるものであり、その想おもいが強ければ強いほど、呪いの効果も比例して強大なものとなる。

　しかし、セリスが命の危険が生じるレベルの強い裏切りの感情を刃更に対して抱いだく事はまずない。もし危険なレベルで発動した場合、死への恐きよう怖ふによって刃更への忠誠は強まる筈だ。そもそも──主従契約魔法とは、死への恐怖で縛しばる事によって配下を従わせるものなのだから、これが本来の在り方だろう。

　そして軽い呪いであれば、自制すればすぐに石化は収まる。

　もしセリスの手に余るようなレベルの呪いが発動した場合も問題はない。

　その時は刃更がセリスを屈くつ服ぷくさせれば済む話だし、それに長谷川もいる。十神の力を取り戻した長谷川ならば、主従契約の呪いくらい簡単に打ち消す事が可能な筈だ。

　もちろん、だからといってリスクが完全になくなった訳ではない。

　それでも、セリスが自分の魔力を用いて刃更と主従契約を結びたいと告げると、刃更は条件付きだが承しよう諾だくしてくれた。恐らく刃更は、今後新たに敵対してくる存在が現われた時に、セリスが人ひと質じちにされてしまって──その際に居場所を把握できないような事態だけは避さけたかったのだろう。そして、他ほかの皆みなと同じようにサキュバスである万理亜の魔力を使用して主従契約魔法を発動させろとは言わなかった。

　そもそも、刃更と澪がサキュバスの魔力で主従契約を結んだのは、万理亜が詳くわしい説明をしていなかったからだ。そして、柚希は澪と同じ立場・関係になりたいと望んでいたし、ゼストはシェーラの提案によって緊きん急きゆう避ひ難なん的に主従契約を結ぶ必要があり、他に選せん択たく肢しがなかった。長谷川は刃更に力を与あたえる『契約の儀ぎ』を成功させるため──そしてやはり、澪達と同じになりたいという願望を抱いていたし、斯波との決戦で主従契約から主従誓せい約やくまで一気に結んだ胡桃にしても、姉である柚希や澪らと同じになりたいと願っていた。

　サキュバスである万理亜に至っては、それこそ性的な行ないを好んでいる。

　刃更が、これまで主従契約魔法にサキュバスの能力特性を使用する事を認めてきたのは、いずれもそうした理由があったからだ。だから、セリスに他の皆と同じように主従契約魔法に万理亜の魔力を使用しろとは言ってこなかったのだろう。

　もしそれを言えば──望んでいない淫みだらな関係をセリスに強しいる事になるからだ。

　そして、万理亜以外で考えれば、最もリスクが少ないのはセリスの能力特性だった。

《無次元のバニシング・執行シフト》を使える刃更、ウィルベルトから重力魔法を受け継ついだ澪、十神という巨きよ大だいな力を持つ長谷川は論外。胡桃の魔力を用いて、主従契約の呪いに胡桃と関係のある精せい霊れいが絡からんできてしまうような事態は回かい避ひすべき。『咲さく耶や』と契約している柚希も同様だ。ゼストの能力特性はセリスと同じ土系統だが、同じならばセリス自身のを使えば良い話だろう。自分の能力の方がまだ耐たい性せいがあるし、対処もしやすい。

「まあ……サキュバスである貴女あなたは、私が刃更と淫らな関係になった方が、色々と楽しいのでしょうけれど」

「その事は否定しませんけど……でも、一番の理由はそれじゃありませんよ」

　セリスの言葉に、万理亜は「だって」と前置きをして、

「先ほど言ったように、主従契約魔法は命に関かかわるものです。君主と臣下の関係ならば構いませんが……もしも互いに相手の事を想って結ぶのなら、出来るだけ幸せな関係を選ばなければ不幸を招いてしまいます。だから、従うべき感情は建て前ではなく本音であるべきです。主従契約の呪いは、嫉しつ妬とによっても発動してしまうのですから」

　よって。

「セリスさんが、本当にご自身の能力特性で刃更さんと主従契約を結びたいのであれば何の問題もありません。刃更さんも、セリスさんが本当に望んでいる方法でなら主従契約を結ぶ事に異論はないと言っていましたしね。ですが、もしそうじゃないなら……秘ひめている想いや感情があるのなら、怖こわがらずにその気持ちに素す直なおになるべきです」

　だって。

「セリスさんが不幸になったら刃更さんが悲しみます……それは私達にとっての悲しみでもあるんです。反対にセリスさんが幸せになってくれたら、刃更さんも私達も幸せになれます。大切な存在とは──家族とはそういうものです」

　そして、と万理亜。

「私は……セリスさんとも家族になりたいと思っています」

「………………………………………………」

　万理亜の言葉に、セリスは長い沈ちん黙もくを返した。

　すると万理亜はふっと穏おだやかな笑えみを見せて、

「もちろん強制するつもりはありません。私達と刃更さんの関係は、あくまで私達が自分で決めた生き方ですから。幸い私達には、今の関係になるまでにも時間がありました。刃更さんと男女の関係に近い行ないも、随ずい分ぶんしてきていましたしね。そうじゃないセリスさんに、同じ生き方を強制するつもりはありません」

　ただ、

「もしセリスさんが、私達と同じくらい強くなりたいと願っているなら……私の魔力を使うべきだと忠告しておきます。これまで数多くの主従契約が行なわれてきた中で、誓約へと至れたのはごく僅わずか……それこそ伝承のレベルです」

　それは何故なぜか。

「これは恐らく、死の危険によって縛られた主従関係の忠誠には限界があるからです。私達が誓約を結ぶ事ができたのは、恋れん愛あい感情を活いかせる形で主従関係を結んでいたからです」

　だから、と万理亜。

「夜までまだ時間があります。もう少しだけご自分の気持ちと向き合ってみて下さい。その上でセリスさんが出した結論ならば、どのようなものであろうと私達は受け入れます。ですが、主従契約を結べば刃更さんとの関係が変化する事は避けられません。だから」

　どうか後こう悔かいのないように……そう万理亜はこちらへ言い残すと、浴室へと入っていった。

　──すると扉が開いていた一いつ瞬しゆんだけ、垣かい間ま見みる事ができたものがあった。

　刃更に抱だかれて甘い嬌声を上げながら悦よろこんでいる、長谷川の淫らな横顔だ。

　それは──自分の感情に素直になった者だけに許された幸せの表情だった。

　しかし、すぐに扉は閉まり、脱だつ衣い所には静せい寂じやくだけが残されて、

「───────」

　セリス・レイドハートはただ立ち尽つくす。

　──浴室の中で、何が行なわれているかを知る術は自分にはない。

　刃更と男女の関係にならないのなら、それは知る必要のないものだ。

　だから、

「…………解わかっていますわ」

　力のない声でポツリと呟つぶやくと、セリスは棚たなのバスタオルを手に取って躰からだに巻いていった。

　洗面台の鏡に映る自分がどんな顔をしているのかは──あえて見ないようにしながら。





９






　澪と胡桃に続く形で、地下の大型浴室において刃更が長谷川を満足ゆくまで抱いた後。

　全員揃そろって朝食を取って──そして東城家の面々は、全員で聖ヶ坂学園へと登校した。

　刃更・澪・柚希の三名は二年Ｆ組で、万理亜・胡桃の両名は一年Ｆ組でそれぞれ勉学に励はげみ。長谷川はこれまで同様、養護教きよう諭ゆとして保健室で勤務。

　そして──セリスも現在、留学生として聖ヶ坂学園に通っている。

　クラスについては、刃更が自分達のクラス分けの時に密ひそかに操作を行なったのと同じ手段で二年Ｆ組へと編入させた。このＦ組には、他にも関係性の都合や監かん視しのしやすさなどから、橘たちばな七なな緒おと滝たき川がわ八や尋ひろも所属しており、澪や柚希と仲の良い相あい川かわ志し保ほ、榊さかき千ち佳かの二人を加えた七人のグループが自然と構築されている。

　そんな中、英語の非常勤講師ゼスト・Ｂ・スチュアートとして、二年生の授業を受け持つゼストは、四時限目終しゆう了りようのチャイムが鳴るタイミングを見計らって教科書を閉じると、

「…──それでは、本日はここまでにしましょう。Everyone, See you next time.」

　一いつ斉せいに起立をして頭を下げたＤ組の生徒達へ、ふっと穏やかな微び笑しようを返した。

　と同時、授業を終えた教室が一気に騒さわがしいものになる。

　昼休みになったからだ。食堂や購こう買ばいへと急ぎたい何人かの男子が、急ぎ足で教室を出てゆき、残った生徒達も仲の良い者同士で集まるなど、昼食の準備を始めている。

　そんな賑にぎやかな教室を後にしようとしたところで、

「ねえねえゼスト先生、たまには一いつ緒しよにお昼食べようよ～」

　数名の女子生徒が、お弁当の入った袋ふくろを手に追い掛かけてきた。

　Ｄ組の中でも、特にゼストに懐なついてくれている女子達だ。

　そんな彼女達に、ゼストは穏やかな表情になりながら、

「ありがとう……でも、ごめんなさい。教頭先生にも確かく認にんを取ってみたのですが、授業以外では、生徒とあまり積極的に関わらないようにと言われてしまっているんです」

　そう言ったこちらへ「え～っ」と残念そうにする少女達に、ゼストは小さく苦く笑しようした。

　──ゼストが聖ヶ坂学園と結んだ非常勤契けい約やくは、授業一コマ五千円というものである。

　そして、それ以外の生徒指導など正規教員が行なうような通常業務は一いつ切さい行なわない。

　もし休み時間に生徒と接していて、そこで何か問題が起きてしまった時に責任が取れないからだ。無論、他に教員がいない時には、遅ち刻こくしてきた生徒の対応などを行なう事もあるが、それはあくまで例外のケースである。基本的には授業と、授業のための準備──それがゼストに許されている仕事だった。

　そして──そうした縛りは、ゼストにとってはありがたい。

　ゼストが非常勤講師として働いているのは金銭のためではなく、あくまで刃更達の傍そばにいるため。よって可能な限り、他の生徒とは関わりを持たないようにしている。

　……それでも。

　教師として自分を慕したってくれる生徒達がいる事は、純じゆん粋すいに嬉うれしいものだ。

　だから、

「授業だけの関係なのは残念ですが、ルール違い反はんをしてしまえば私の契約は取り消されてしまうかもしれません。少しでも長く一緒に過ごせるように、皆さんにも協力して貰もらえると嬉しいです」

　そう優やさしく告げると、女子生徒達は「は～い」と渋しぶ々しぶながら言う事を聞いてくれた。

「良い子ですね……」

　ゼストは彼女達の頭をそっと撫なでると、今度こそＤ組の教室を出た。

　そして教材を置くために、非常勤講師用の第二職員室へ。そこで自分のデスクに教材を置いたところで、

「あ、スチュアート先生。さっき、森もり野の先生が探していましたよ？」

　ゼストと同じ非常勤採用の年配女性講師が言った。

「森野先生が、私を……？」

　ゼストは小さく小首を傾かしげた。

　森野美み希き──一年Ｆ組の担任教師だ。

　新卒ながら副担任を経ずにいきなり担任を任されている事から、学校側の期待はかなり高いようだ。高校生のような幼さの残る可愛かわいらしい顔に、明るい性格、そして健康的でバランスの良いプロポーションとあって、男子女子を問わず生徒からの人気はかなり高い。

　ちなみに、万理亜と胡桃のクラス担任でもある。

　……何か問題でもあったのでしょうか？

　ゼストは内線番号表を見ながら、机の上にある電話で森野のデスクを鳴らしてみたが、出たのは代わりに内線を取った別の男性教諭で、森野は職員室にはいないとの事だった。

　念のため、携けい帯たいの通話アプリで万理亜と胡桃に何かあったかメッセージを送ってみたが、二人からはすぐに「特に問題ないです」「心当たりはないよ」との返信があったため、とりあえずのところは心配する必要はなさそうだ。

　もし何か大切な用事なら、向こうからまた言ってくるだろう。

　よってゼストは、トートバッグの中からお弁当を取り出すと、第二職員室を出て『ある場所』へと向かった。それはゼストがいつも昼食を取る場所で、

「…──失礼します」

　軽いノックと共に声掛けをした後、扉とびらを開けて中へと入った。

　すると──まず感じたのは春の木こ漏もれ日よりも柔やわらかな空気で、

「ああ、ゼスト……待っていたよ」

　そしてゼストを笑顔で迎むかえてくれたのは、白衣に身を包んだ美しい女性。

　長谷川千里だ。そんな彼女に、

「はい千里さん……今、お茶を淹いれますね」

　ゼストもまた笑みを返すと、洗面台横に置かれた棚からアールグレイの缶かんを取り出した。

　慣れた手付きで、茶葉をスプーンで掬すくってガラス製のティーポットの中へ入れ、保温機能のある電気ケトルからお湯を注ぐ。すると、その間に長谷川はマグカップを二つ準備してくれていて──だからゼストがティーポットを持ってゆけば準備は完かん了りようだ。

　部屋の中央にあるテーブルの椅い子すに二人並んで腰こし掛かけて、

「それでは、いただくとしようか」

「ええ……」

　長谷川の言葉にゼストは頷うなずきを返して──そして昼食が始まった。

　──ゼストは、生徒と昼食を取れない。

　それは即すなわち、刃更達とも食べられないという事だ。

　無論、魔ま法ほうで姿を隠かくして周囲に気付かれないように昼食を共にする事は不可能ではないし、特別な日にはそうやって集まる事にしている。しかし、毎日みんなで一緒に昼食を取っていては東城家にいるのと大差がなく、わざわざ学校にいる意味がない。

　……せっかく手にした日常なのですから。

　学校にいる時は、学校にいる時にしかできない事をする──それが皆で相談して出した結論だった。最近では、刃更は滝川だけでなく、男子の友人と昼休みを共にする事が増えたし、澪と柚希は一年の時から一緒だった相川や榊とどんどん友情を深めていっている。

　万理亜と胡桃も、同じクラスの女子達と過ごす事が多いようだ。

　そしてゼストはというと──生徒との不必要な接せつ触しよくは控ひかえるように言われているが、教職員同士での交流は許されている。そこで、養護教諭として備えていなければならない長谷川が一人にならずに済むよう、ゼストも保健室で昼食を取るようになっていた。

　──ゼストにとって長谷川は、学校へ教師として上手うまく溶とけ込んでいる先せん輩ぱいだ。

　本来なら、長谷川ほどの美び貌ぼうがあれば、男子生徒や男性教諭が群がってきてもおかしくはない。それこそ去年までの澪や柚希には、それぞれ熱ねつ狂きよう的なファンがおり、二人の事を姫ひめと呼んで騒いでいた。しかし、長谷川に言い寄る者はいなかった。

　それは長谷川が、周囲の存在が望ましくない形で自分への興味を必要以上に抱いだかないよう、神しん霊れい術によって無意識下へと働きかけていたからだ。

　刃更だけは例外で、再会を果たすとどうしても気持ちが抑おさえられなくなり、正体を隠しながらも自分から積極的に関かかわっていったらしいが、澪や柚希だけでなく、あの滝川ですら──ラースですら長谷川の正体に気付けなかったのは、そういう理由からだった。

　その話を聞いたゼストは長谷川に頼たのみ、男子生徒や男性教諭らが自分へ興味を抱いてこないようにして貰った。澪・柚希・万理亜・胡桃の四人が、先にそれを頼んだからだ。

　──ゼスト達は、刃更だけのものである。

　他ほかの男に興味はないし、彼らから過か剰じように性的な眼めで見られる事は不快でしかない。

　それこそ強ごう引いんに言い寄ってきたり、誘さそおうとしてくるなど以もつての外だ。

　よって長谷川のお陰かげで、現在ゼスト達は快適な学校生活を送れるようになっていた。

　そして昼食を終えると、

「ところで──…」

　とゼストは切り出すように口を開いた。

　──普ふ段だん、ゼストと長谷川が昼食を共にすると、話題にするのは刃更の事ばかりである。

　しかし──この日は違ちがっていた。

「今夜の事ですが……千里さんはどう思われていますか？」

　というこちらの問い掛けに、

「セリスの事か……」

　長谷川がスッと眼を細めた。

　ゼストが懸け念ねんを抱いているのは、セリスが刃更と結ぼうとしている主従契約についてだ。

　──別に、主従契約を結ぶ事自体に反対している訳ではない。

　ゼストがセリスと顔を合わせたのは、斯波との戦いが終わった後──付き合いとしてはまだごく僅わずかしかない間あいだ柄がらだ。

　それでも、彼女と相対すれば信用して良い相手かどうかは解る。

　幼おさな馴な染じみである刃更に柚希、胡桃の危機に、《バチカン》の利益や思おも惑わくを後回しにして駆かけ付け、力を貸してくれただけではない。セリスは先代魔王の娘むすめである澪はおろか、万理亜やゼストにも──魔族であるこちらにも、きちんと敬意を持って接してくれた。

　そこに隠された裏の思惑は感じ取れない。もしそうなら、今朝のような恥はずかしい状じよう況きように陥おちいってしまった時、ゼストを頼たよるような事はしないだろう。

　間違いない。セリス・レイドハートは充じゆう分ぶん信しん頼らいに足る存在だ。

　彼女が刃更と主従契約を結んでくれるというなら、これ以上に心強いものはない。

　……ですが。

　セリスは、ゼスト達のようにサキュバスの催淫特性ではなく、あくまで自分の魔力を使用して主従契約魔法を発動させる事に固こ執しゆうしている。

　確かに──ゼスト達がそうだからといって、セリスまで催淫特性にこだわる必要はない。

　──しかしセリスは今朝、刃更にされる夢を見て、寝ねながら絶頂へと至っていた。

　恐おそらく本人に自覚はないだろうが、セリスの本質は──その本ほん性しようは否定しようもない程ほどに淫みだらなものだ。そして彼女は刃更と遠く離はなれていた事で、ずっと想おもいを募つのらせてもいた。

　同じ主従契約を結ぶなら、刃更と淫らな関係になれた方がセリスにとっても幸せな筈はずだ。

　……何より。

　セリスの能力特性で主従契約を結べば、何かあった時に生じる呪のろいは『石化』なのだ。

　それによって沸わき上がる恐きよう怖ふは、確かに刃更に対する屈くつ服ぷく度を上げ、忠誠へと繫つながるかもしれないが──それが刃更とセリスにとって、良きものになるとは思えない。

　──たとえば柚希と胡桃は、セリスと同じく刃更の幼馴染みである。

　そんな彼女達が、刃更と主従契約を結び──誓せい約やくへと至ってもなお幼馴染みという関係を崩くずさずにいられるのは、催淫特性で主従契約を結んだからだ。

　刃更に対して恋れん愛あい感情を抱いていた柚希と胡桃にとって、性的な屈服は、好意の延長線上にある行ないである。そうして男女の関係へと進んでゆけたからこそ、家族同然の幼馴染みから、本当の家族へと変わってゆけたのだ。確かに、主従誓約へと至った事で性せい奴ど隷れいとしての側面が出てきてしまっている事は否定できないが、それでも刃更・柚希・胡桃の三人の関係は、幼馴染みというベースがなくなる事はない。

　澪にしてもそうだ。刃更と主従契約を結び、そして誓約へと至っているが、その関係は妹であり、家族がベースで──それが深まっていった結果として、主従誓約を結べたのだ。

　サキュバスの催淫特性で屈服していった結果、確かに澪達は刃更への服従を強めていったが──彼女達はそれ以上に、刃更への恋愛感情を強めていった。

　そうした幸せな主従関係だったからこそ、奇き跡せきのような誓約を果たせたのである。

　しかし、

「セリスさんが刃更様との主従契約を申し出てきたのは、刃更様や私達を大切に想ってくれているからですが……それだけではありません」

「ああ。私達のためであると同時に……その根底には、セリスの中にある抱かかえきれないような『後こう悔かい』が渦うず巻まいている」

　セリスが抱いている悲痛な想いを慮おもんぱかった長谷川が、ふっと瞳ひとみを伏ふせたものにする。

「神しん剣けんゲオルギウスを奪うばわれてしまった事で、斯波恭一にあそこまでの叛はん逆ぎやくを許してしまった事への責任。そして、その尻しり拭ぬぐいを刃更や私達にさせてしまいながら、自身はそこまで役に立てなかった事への悔かい恨こん。それらの後悔を、刃更と主従契けい約やくを結び、より役に立てる存在になる事で雪そそごうとしているんだろう」

「ですが……恐怖に直結するような呪いが生じてしまう主従契約を結べば、セリスさんにとって刃更様は、幼馴染みから畏い怖ふの対象へと変わっていってしまう危険性があります」

　それは、本来の主従契約として考えれば正しいのかもしれないが──刃更とセリスに当て嵌はめて良いものではないだろう。主従契約によって、刃更とセリスの幼馴染みという関係が破は壊かいされてしまう。そんなものは、誰だれも望んではいない。

　それこそ、セリス自身もだ。

　何故なぜなら、

「セリスさんは刃更様の事を幼馴染みとしてだけでなく、間違いなく一人の男性として慕したっているのですから」

　ゼストは絶対の確信と共に断言した。

　そして、そんなセリスの想いの尊さは、ゼスト達と比べて劣おとるようなものではない。

　よって、

「私としては……可能であればセリスさんにも、私達と同じサキュバスの催淫特性で刃更様と主従を結んでいただくのが良いのではと思うんです」

　別に悪戯いたずらに、刃更のハーレムを拡大しようという訳ではない。

　だが刃更にとって、セリスは間違いなくゼスト達と同じ──絶対に譲ゆずれない存在である。

　ゼスト達も、セリスならば自分達と同じ存在になる事に異論はない。

　彼女はそういう存在だ。

　しかし──セリスは後悔と責任感から、己おのれを犠ぎ牲せいにしようとしている。

　それは避さけるべきだろう。

「なので今朝、セリスさんの考えを変えられないか万理亜に頼んでみたんです。セリスさんの心の底には、私達のようになりたいという願望があると思いましたので」

　と告げると、

「同感だな……万理亜の話では、私が地下浴室で刃更に抱だかれているところを、たまらなそうな眼で見み詰つめていたそうだ。その前にも、刃更がベッドで澪と胡桃と三人でしている時も、ずっと眼が離せずにいたらしい。セリスが本当は何を望んでいるかは明白だよ」

　まあ。

「それを言ったところで、セリス自身は認めはしないだろうがな」

「ええ……そうですね」

　肩かたを竦すくめて苦く笑しようした長谷川に、ゼストも苦笑を返した。

　真ま面じ目めなセリスの性格や価値観では、ゼスト達と同じようになりたいなどとは口が裂さけても言えないだろう。だからこそ問題なのだ。

「では……刃更様は、どうお考えだと思いますか？」

　と改まった口調でゼスト。

　今回──刃更と主従契約を結びたいというセリスの訴うつたえが、そのまま通った訳ではない。

　刃更もゼスト達も、それが自分達にとって本当に必要な事か、正しい判断を行なうために話し合った。その結果、

「刃更様は、セリスさんの望む形でなら……という条件付きで、今回の事をお認めになり、その結果としてセリスさんとの主従契約魔法には、彼女自身の魔力を使用する事が決まりました」

　しかし。

「刃更様は鈍どん感かんな方ではありません。むしろこの手の機き微びに非常に敏びん感かんです。そうでなければ、私達をここまで──主従誓約に至れるまで屈服させる事などできる筈がありませんから。刃更様は間違いなく、セリスさんの本心に気が付かれています」

　それなのに、とゼスト。

「なぜ刃更様は、ご自分とセリスさんとの関係を壊こわしかねない方法で進める事を許されたのでしょう……恐らく、何かお考えがあっての事だとは思うのですが」

　ゼスト達は、別に心配はしていない。

　刃更はセリスを不幸にするような事だけは絶対にしない──そう確信できているからだ。

「きっと、刃更様に任せておけば何も問題はないのだと思います……それでも、私は欲よく張ばりですね。刃更様に教わる事なく、あの方のお考えに思い至り、理解できるようになりたいのです。それができれば、今以上に刃更様のお役に立てるようになれますから」

　とゼストが告げると、

「そうか……ただのメイドであれば、主の命に従順であり、余計な私見を挟はさまない事が美徳となるが、逆に言えばそれが凡ぼん百ぴやくのメイドの限界でもある。お前はもう、それでは嫌いやなんだな」

「はい。差し出がましい真似まねをするつもりはありません。ただ、刃更様をどこまでも理解できるようになりたいのです」

　そう己の想いを伝えると、

「解わかった……では、あくまで私個人の推測だが」

　と前置きをして長谷川。

「恐らく刃更は──セリスにとって最も良い形で主従契約を結ぼうとしているんだろう。そのためには結果だけでなく、過程も大切にしなければならない」

「過程……ですか」

　オウム返しに呟つぶやいたこちらに、長谷川は「ああ」と頷うなずいて、

「刃更の主従契約は、澪と結んだものから始まった……そして柚希、ゼスト、私の順で結び、斯波恭一との戦いでは万理亜と胡桃の二人とも一気に契約から誓約にまで至った」

　しかし。

「これまで刃更は、自分から主従の契約や誓約を行ないたいと言った事は一度もない。いつだって私達に頼たのまれ、望まれて──その願いを叶かなえる形で結んできた」

「…………はい」

　ゼストは納なつ得とくの頷きを行なった。

　最初に澪と結んだ時は、敵の動きが読めない中で、位置把は握あくが行なえるようにするためと万理亜に唆そそのかされる形で行なわれた。柚希の時は、澪と同じになりたいという柚希自身の願いと、滝川からゾルギアが動き出すという警告を受けていた事があった。

　……私の時は。

　ゼストが穏おん健けん派にいる事で生じるリスクについてシェーラから聞かされ、ゼストを守るために主従契約を結んでくれた。さらに魔ま界かいで自分の生おい立ちについて知っただけでなく、現魔王派や枢すう機き院との戦いで切り札を使い果たした刃更の力になりたいと長谷川が強く望み……そんな彼女に応こたえる形で長谷川との『契約の儀』と主従契約へと臨のぞんだ。

　……そして。

　斯波との戦いで、誓約による五行相生に至るために、万理亜と胡桃とも主従契約を結んだが、あれも長谷川から主従誓約について聞かされたゼスト達が、刃更にそれを求めたからだ。その結果として全員が主従誓約へと至った訳だが──刃更が言い出した形で結ばれた主従関係は一つもない。

「だから、セリスさんが羞しゆう恥ちや倫りん理り観に邪じや魔まされて本心を言えずに、自分の魔力で主従契約を結びたいと言ってしまっていても、今はそれを尊重されている……と」

「ああ。セリスに対し、本当は性的に屈服したいのだろうと指し摘てきして、強ごう引いんにサキュバスの催淫特性で結ぶことはできる。だが、その事実をセリスに認めさせるために乱暴な真似をすれば、それはレイプと同じだからな」

　そもそも、と長谷川。

「恐らく刃更にとっては、私達との主従の契約や誓約についても、本意だったという訳ではないのだろう。もちろん、後悔をしているとは思わない。誓約にまで至れているという事は、心の底から私達の全すべてを奪い続けたいと想ったという事だからな。ただ私達の事を大切に想っているからこそ、主と配下の関係になる事は避けたかったんだろうと思う」

　何せ。

「刃更が結んだサキュバスの催淫特性による主従契約は、淫みだらな行こう為いと快楽で縛しばる事によって絆きずなが深まり、強さを増してゆくものだ……そのために刃更は、私達を性的に屈くつ服ぷくさせる事を求められてきた。それは私達にとっては幸せをもたらしたが、一方で刃更が望んでいた、『普ふ通つうの家族の関係』からはかけ離はなれたものだ。可能ならば、主従契約などに頼たよる事なく切り抜ぬけたかっただろう」

「ですが……」

　と口を挟んだゼストに、

「ああ……だが状じよう況きようは、そんな刃更の願いを許してくれるほど甘いものではなかった。差し迫せまっている危機や強敵に対して、いつだって他ほかの選せん択たく肢しなどなかったんだ」

　まあ、と長谷川。

「幸いな事に、私達は刃更に対して絶対的なまでの好意を抱いだくようになっていたし、刃更も単に私達の事を大切に想おもってくれるだけでなく、安っぽい正義感や倫理観に縛られる事なく私達全員を自分のものにする事を決めてくれたからな」

「はい……本当に幸せです、私達は」

　主従誓せい約やくを結ぶため、ゼスト達は永遠に刃更の性奴隷へと堕おちた。

　──だが堕ちたのはゼストだけではない。

　誰かを性奴隷へと堕とした時、堕とした側もまた鬼き畜ちくへと堕ちる事になるからだ。

　刃更はゼスト達の全てを自分のものとして受け入れ、共に堕ちてくれたのである。

　そんな刃更だからこそ、ゼスト達も彼との主従誓約を望んだのだ。

　だから、たとえ未み来らい永えい劫ごう、淫らな性せい奴ど隷れいへと堕ちる事になろうとも応え続けてゆく。

　そして──そうした自分達の選択に、ゼスト達は微み塵じんも後こう悔かいはない。

「…──しかし、今回は違ちがう」

　と長谷川。

「セリスと主従契約を結ぶ事で得られるメリットはあるが、それがなければ絶対に乗り切れないような具体的な危機が迫っている訳ではない。だから刃更は、最善の選択を取る事を優先しているのだろう」

　ちなみに。

「ゼスト……お前自身は、刃更との主従誓約へと至り、結果としてアイツの子を身み籠ごもれたが、そのために刃更の性奴隷のようになった事についてはどう思っている？」

　と長谷川は尋たずねてきた。

　その問い掛かけに──ゼストは胸の前で両りよう腕うでを交差させるようにして、軽く己の躰からだを抱き締しめながら、

「そうですね……誇ほこらしい、と思っています」

　ここまで刃更を想い、彼に全てを捧ささげられる者は自分達しかいない。

　その一員でいる事実と自負は、ゼストにとって最高の栄えい誉よだ。

　すると、長谷川はふっと苦笑して、

「ゼスト……自分が今、どんな顔をしているか気付いているか？」

「え────…？」

　ゼストは疑問の声を上げながら、壁かべに掛けられている姿見へと顔を向けた。

　すると──そこには薄うっすらと陶とう酔すいの笑えみを浮うかべている、淫らな性奴隷の姿があった。

　想像を遥はるかに超こえた艶なまめかしい自分の表情に、ゼストが思わず言葉を失っていると、

「驚おどろく必要はない……私も同じだ。刃更の性奴隷になれた事を思うと、震ふるえるような感動すら沸わき上がってしまう。恐おそらく澪達も同じだろう」

　そうこちらへ言った長谷川は、ゼストと同じ淫らで官能的な笑みを浮かべていて、

「だから、仮に刃更がセリスとサキュバスの催淫特性で主従契けい約やくを結びたいと言ったら、私達は反対しないし──絶対にあり得ない事だが、もし刃更がセリスを性奴隷にしたいと望んだら、私達はそれを叶えてしまうだろう。たとえセリスが、どれだけ嫌がろうともな」

　解るか。

「これが、私達の淫らな主従誓約の功罪だ。私達は静かに、少しずつ狂くるっていっている。だが、その原因は主従誓約へと至ったからじゃない。そもそもは、催淫特性で主従契約を結んだ事がきっかけだ」

　もちろん、と長谷川。

「私達は今、とても幸せだ……性奴隷として刃更に奉ほう仕ししていると心が満たされるし、アイツの性せい欲よくの捌はけ口にされると悦よろこびを感じてしまう。そして、刃更も主としての悦びを得てくれている筈はずだ。そうでなければ、ここまで私達の事を求めてくれはしないだろう」

「はい……」

　ゼストは心の底から同意の頷きを返した。

「私達の関係を、自分達の常識に縛られている連中にどうこう言われる筋合いはありません。彼らの眼めに、私達がどれだけ異常に映ろうと、私達はこの関係に至れていなければ、今こうしてここにいる事もできていないかもしれないのですから」

　というこちらに、長谷川は「そうだ」と首しゆ肯こうして、

「だが、それでも私達が特とく殊しゆである事は間違いない。そしてセリスは、あの《バチカン》で聖せい騎き士しにまで上り詰つめていたんだ。私達の中では誰だれよりも、官能や性的な快楽からは離れて生きてきた。もちろん、この一ヶ月半で多少の免めん疫えきや耐たい性せいは得られただろうが、それでも今の刃更や私達の『普通』は、セリスにとっては強すぎる」

　何せ、と長谷川。

「今の私達が、当たり前のようにしている事は……刃更と澪が主従契約を結んだ時とは比べものにならない、考えられないほど淫らなものなんだからな。そうした私達の幸せや悦びを、セリスに押し付けるのは可哀かわい想そうだよ」

　だが。

「困った事に、刃更も私達もセリスを非常に好ましく思っているからな……このままだと入れ込みすぎてしまう可能性がある。それはセリスにとっての最善にはならない。だから刃更は、ギリギリまで見定めようとしているんだろう」

「セリスさんにとっての最善を……ですか」

　と呟くように言ったこちらに、

「いいや──私達全員にとっての、さ」

　そう言った長谷川の顔には、確信を感じさせる笑みが浮かんでいた。
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　そして──セリスについての話を一通り終えた後。

「そういえば……『彼女』の方は大だい丈じよう夫ぶなのですか？」

　ふとゼストが放ってきた問い掛けに、長谷川千里は「ああ」と頷いて、

「アイツの事なら大丈夫だよ……何せこれまで、刃更と私で随ずい分ぶんと慣らしてきたからな」

　そう告げた時だった。

　ノックと共に保健室の扉とびらが開けられた。

　そして、やって来たのは長谷川とゼストの愛する青年で、

「刃更様……」

「どうしたんだ？」

　軽い驚きと共に長谷川達が問うと、

「いや……近くを通り掛かったんで寄ってみたんです」

　そうこちらへ告げた刃更に、

「ふふっ……また女子から告白されたんだろう」

「あら、そうなのですか刃更様？」

　長谷川が言い当てると、ゼストがふっと笑みを浮かべながら尋ねる。

　すると、

「さあ、どうだろうな……」

　刃更は肩かたを竦すくめて苦く笑しようした。それはこちらの指摘を肯こう定ていする反応だ。

　長谷川たち女性陣じんは、男子生徒や男性教きよう諭ゆから言い寄られたり、いやらしい眼で見られたりしないよう、長谷川の神しん霊れい術によって異性の興味から外れるようにしている。

　しかし、刃更には同じものを掛けていない──というより、掛けられないと言った方が正しい。刃更と主従誓約を果たした事で、長谷川は刃更の完全な下位存在となっているからだ。そのため、刃更の栄誉や権利を侵しん害がいしてしまう事に繫つながってしまうらしく、刃更へと向かう異性からの興味や好意を逸そらす事はできないのである。

　そして──体育祭の前あたりから、刃更に興味を持つ女子生徒は増え始めていた。

　何せ、去年までは姫ひめと慕したわれていた澪と柚希が取り合い、さらに同居までしているのだ。

　おまけに、今年度になってからは、万理亜・胡桃という年下の二人が入学して彼女達も一いつ緒しよに暮らしている事が判明し、

　……それに。

　長谷川とゼストの二人も、東城家で暮らしている事も公表した。

　そして──対外的には、刃更は誰とも付き合っていない事になっている。

　全員が刃更の女だと言う訳にはいかないし、かといって体面を優先して誰か一人と付き合っている事にすれば不公平になってしまうからだ。

　そのため、ならば自分がと考えてしまう女子達が出てきてしまうのは必然で──週に一、二回のペースで、刃更への告白が行なわれているのが現状である。刃更は、今は誰とも付き合うつもりはないと断り続けているのだが、今のところ告白者は後を絶たない。

　長谷川千里は、改めて刃更を見ながら思う。

　……まあ、これで惚ほれるなというのも無理があるな。

　長谷川達と主従誓約を結んだ副次効果だろう。最近の刃更は、いよいよ同年代はおろか、成人した者ですら得られないような男としての色気が溢あふれてきている。言うなれば刃更は、女性を強きよう烈れつに吸い寄せてしまう強烈なフェロモンを放ってしまっているのだ。

　そして──長谷川達がいながら、それでも刃更へ告白を行なう女子達は、いずれも外見に自信を持っている者ばかり。

　だが刃更は、彼女達を傷付けないように断り続けている。

　刃更には、既すでに長谷川達がいるからだ。

　だから、

「…──ゼスト」

　そうこちらが呼び掛けると、

「はい──…」

　隣となりのゼストは全すべてを理解しているように頷うなずいて。

　そして次の瞬しゆん間かん──長谷川とゼストは、二人で同じ行動を取った。

　着ていた服を、ゆっくりと脱ぬぎ始めたのだ。
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　東城刃更は、眼の前の長谷川とゼストが着ていた服を途中まで脱いだのを見た。

　二人が脱いだ服の下から姿を現したのは、扇せん情じよう的な下着を纏まとった艶なまめかしい躰だ。

　刃更と誓約を結んでいる中で、長谷川とゼストは最も大人の色気を備えた二人である。

　刃更が滅め茶ちや苦く茶ちやに揉もんでやった事で、ただでさえ大きかった二人の乳ち房ぶさはさらなる成長を遂とげ、尻しりの形もよりいやらしい曲線のものへと変へん貌ぼうした。

　そんな全すべての男を虜とりこにする魔ま性しようの肢し躰たいを晒さらした長谷川とゼストに、

「…──どうして、そんな真似まねを？」

　刃更が軽い驚きと戸惑いを得ながら問うと、

「我が慢まんは身体からだに毒だからな……」

　と長谷川は艶めかしい笑みを浮かべながら言った。

「私達はお前の下げ僕ぼくなんだ……主あるじであるお前にそんな真似をさせる訳にはいかないよ」

「それは、どういう事──…」

「主従誓せい約やくを成し遂げた事で、刃更様と私達は膨ぼう大だいな力を手に入れる事ができました」

　ですが、とゼスト。

「私達の誓約の属性は……サキュバスの催さい淫いん特性です」

「…──とはいえ、配下である私達が結んだ誓約は、お前との一つだけだ」

　と長谷川。

「しかし、それだけでもお前の欲望にいつでも応こたえられるように、これまで以上に淫みだらな存在になっている。それこそ、本当の性奴隷のように」

「そして刃更様は……そんな私たち六人全員と主従誓約を結ばれています」

　ですから、とゼストは言った。

「六つもの誓約級の催淫の力です……もちろん主である刃更様に、呪いが生じる事はないでしょう」

「しかし……それでも性衝しよう動どうは、以前よりも遥はるかに強まってしまっている筈はずだ」

　そうだろう、と長谷川に指し摘てきされ、

「…………やっぱり、気が付きますよね」

　刃更は嘆たん息そくしながら天井を仰あおいだ。

　──長谷川が言った推測は事実だった。

　彼女達と主従誓約を結んでからというもの、刃更の中では常にドス黒い淫欲が渦うず巻まき、ふとした瞬間にそれが暴走してしまいそうになっている。

　既に妊にん娠しんしているというのに、それでも毎晩のように彼女達を激しく求めて獣のようなセックスに溺おぼれてしまっているのはそのためだ。

「すみません、先生達には迷惑をかけてしまって……」

「これは私達が望んだ誓約の結果だ……お前が謝る必要はないよ」

「お気になさらないで下さい。私達は刃更様に求めていただけて幸せなのですから」

　申し訳なさそうに瞳ひとみを伏ふせたこちらに、いやらしい下着姿の長谷川とゼストは、穏おだやかな笑みと共にゆっくりと歩み寄ってきて、

「私達が同居している事を知りながら、それでもお前に告白してくるくらいだ。いずれも容姿の優すぐれている娘むすめばかりなのだろう？」

「そんな彼女らが頰を赤らめ、瞳を潤うるませて好意を告白してくる……それこそ誘さそっているようにしか見えない筈です」

　それなのに、とゼスト。

「刃更様はご立派ですね……常に優やさしく、紳しん士し的にお断りになって」

「きっと持ち前の強きよう靱じんな精神力で、性衝動を抑おさえ込んでいるんだろうが……」

　と長谷川。

「とはいえ、かなりの苦しさの筈だ……お前は無理をしているよ」

「……………………」

　刃更の無言は、長谷川の言葉を肯定してしまうものだった。

　すると──甘い匂においを伴う、柔やわらかくて淫らな温ぬくもりがそっと刃更を包み込んだ。

　長谷川とゼストが寄り添そうように、こちらへと身を寄せてきていて、

「言っただろう？　私達はお前の所有物だ……気遣いや我慢など必要ない」

「刃更様はもっと本能の赴おもむくままに、戯たわむれに私達を犯おかされても良いんです」

　吐と息いきが触れる程ほどの距きよ離りで、二人はいやらしく濡ぬれた声こわ音ねで囁ささやいてくる。

　他ほかに人がいる場所で長谷川達が見せるのは、大人としての……教師としての顔である。

　──だが、今の二人の表情はそれとは真逆のものだった。

　こちらへ全てを許し、淫らに犯される事を望んでいる性奴隷の顔をしていて、

「欲よく望ぼうに素す直なおになってくれ……お前も辛つらくなったから、私達の所へ来たのだろう？」

「刃更様のその苦しさを──どうか私達に癒いやさせて下さい」

　そう二人に艶めかしく言われた瞬間、

「──────────」

　東城刃更は彼女達の言葉に甘えて、己おのれの理性を手放した。

　必死に抑え込んでいた性欲を解放し、それを長谷川とゼストの二人へと向ける。

　すると──途と端たんに主従誓約の催淫が発動し、

「あぁ……んっ、はぁ……刃更様……ぁ♥」

「んっ……ぁはぁっ♥　ふふっ……ほら、こっちへ」

　完全に瞳を淫欲でとろけさせた長谷川とゼストの二人に、刃更はベッドへと誘われた。

「……脱がしても構わないか？」

「ええ……お願いします」

　長谷川の問い掛かけに頷くと、刃更は彼女とゼストの二人によってあっという間に着ている服を脱がされる。そうしてボクサーパンツ一枚にされた刃更に、

「あぁ……刃更様、凄すごいです……もうこんなに大きくして」

　うっとりとした瞳でゼストが言った。その視線は刃更の股こ間かんへと注がれている。

　ゼストの言うように、刃更の股間はパンツが破けてしまいそうな程に膨ふくらんでいた。

　そして──刃更は長谷川とゼストと共にベッドへと上がった。

　本来は一人用のベッドは、三人で乗るとギシッと軋きしんだ音を立てる。

　しかし、それでも刃更達の重みをしっかりと受け止めてくれていて、

「さあ刃更……私のここへ頭を」

　ベッドの枕まくらをどかして乙女おとめ座りになった長谷川が、彼女の太ふと股ももへとこちらを導いた。

　膝ひざ枕まくらだ。その誘いに甘える形で刃更が彼女の太股へ頭を乗せると、極ごく上じようの柔らかさが刃更の後頭部を受け止める。

　すると仰あお向むけになった刃更の視界を、長谷川の大きな乳房が埋うめ尽つくす状態になって、

「昼食を食べた後だ。喉のどが渇かわいているだろう……」

　艶めかしい笑えみを浮うかべた長谷川は、上半身をこちらへ傾かたむけた。

　すると刃更の口元へ、長谷川の左胸の乳首が近付けられる格好になり、

「────────」

　催淫状態の長谷川の乳首は、限界までいやらしく張り詰つめていた。

　それどころか長谷川の心臓の鼓こ動どうに合わせて、ヒクンヒクンと小刻みに震ふるえている。

　そして──その先端からは、白い液体が零こぼれ落ちそうになっていた。

　その液体が何なのかを刃更は知っていた。

　だから刃更もまた長谷川のいやらしい乳首へと唇くちびるを寄せて、

「………………んっ、ちゅっ」

　口に含ふくんで吸い上げた。すると長谷川の乳首からいやらしいミルクが大量に溢あふれ出し、刃更の口の中いっぱいに広がる。それを喉を鳴らしながら飲み干すこちらに、

「んぅ……はぁあっ、ん……そうだ刃更……もっと、飲んでくれ……ぁはあぁっ♥」

　長谷川は乳首を吸われる快感と、淫らな授乳の悦よろこびに、はしたなく躰からだを震わせ始める。

　その時には刃更は既に、ゼストによってボクサーパンツを脱がされていた。

　そしてゼストは、官能の熱が籠こもった眼まな差ざしで刃更のペニスを見詰めていて、

「それでは、私は刃更様のおちんぽミルクをいただきますね……」

　そう言うと褐かつ色しよくの深い胸の谷間に刃更の剛ごう直ちよくを挟はさみ、上下に揺ゆするようにして柔らかい乳房で擦こすりながら、亀き頭とうへといやらしく舌を這はわせ始める。

「あぁ……ん、ちゅっ……刃更様ぁ……れろ、んぅ……ちゅるっ♥」

　そうしたゼストの淫らなパイフェラに快感を得た刃更は、とっさに長谷川の乳首を強く吸い上げてしまい、

「やぁっ……そんな、強く……ぁはぁあぁぁああん♥」

　途端に膨れ上がった快楽に、長谷川がビクンと躰を震わせながら甘い嬌きよう声せいを上げた。

　と同時、刃更が吸っていた左胸だけでなく、右胸からも長谷川のミルクがいやらしく噴ふき出す。それは母乳を蓄たくわえている女が、淫らな絶頂を極きわまらせた際の反応だ。

　そして絶頂感が過ぎた事で噴出が収まった長谷川の胸から刃更が口を離すと、彼女の乳首の先からはいやらしく母乳が垂れていて、

「あ……はぁ……あぁ……んっ♥」

　甘く幸せな余よ韻いんに、長谷川は恍こう惚こつの表情を浮かべている。

　すると、そんな長谷川の痴ち態たいを見たゼストが官能を昂たかぶらせたのか、

「はぁ、む……んぅっ♥　ちゅぷ………れろっ、んちゅっ……ちゅぷ……んんっ♥」

　パイズリをしながら、刃更の亀頭を完全に口へ含み、舌を這わせるだけだったフェラチオを一気に激しいものへと変化させた。

　とろりとした唾だ液えきをたっぷりと絡からませるように口の中で余すところなく舌で舐なめ上げつつ、ゼストは顔を上下させながら刃更のペニスをいやらしく吸い上げてゆく。

　淫らな主従誓約によって、ゼスト達は躰全体が刃更を射精に導きやすいものへと変化している。よって膣ちつやアナルだけでなく、もはや口の中まで立派な性器になっていて、

「っ……ゼスト……出すぞっ、ぅ……ぁ……あぁっ！」

　あっという間に快感を高めた刃更は、そのままゼストの口の中へ射精した。

「んふぅ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ♥　んっ、んっ……んふぅぅっ♥」

　一いつ滴てきも零すまいと必死に刃更の精液を飲んでいたゼストだったが、主従誓約によって刃更の射精量は異次元のようなレベルにまで到とう達たつしている。

　よって刃更はゼストが精液で溺れてしまわないように、右手でゼストの顎あごを摑つかんで顔を上げさせ、彼女の口からペニスを抜ぬいてやった。

　それでも主従誓約を経てさらに従順で淫らなメイドとして成長したゼストは、刃更の剛直が口から抜かれた瞬しゆん間かん──まだ続いていた射精を彼女の顔と乳房で全て受け止めて、

「んっ、んっ……ちゅぷ、あぁっ────はぁあぁあぁんっ♥」

　刃更の精液をたっぷりと浴びたゼストは、己の褐色の肌をいやらしい白色に汚された悦びに、陶とう酔すいしきった声を漏もらしながら躰を小刻みに震わせていた。

　その淫らな姿に、刃更はペニスをさらに膨れ上がらせていて、

「ふふっ……凄いです、刃更様……射精されたのに、もっと大きくなって……んちゅ♥」

　顔を刃更の精液でドロドロにしながら、うっとりとした表情で言ったゼストが、刃更のペニスの先端にいやらしく口付けをした時だった。

　ふと電子音が保健室に響ひびき渡った。

　見れば長谷川のデスクの上に置かれている内線電話が鳴っていて、

「やれやれ、無ぶ粋すいなタイミングだな……」

　嘆息しながらベッドを下りようとした長谷川に、

「…──いえ、千里さんはそのままで。ここは私が」

　雑務はメイドの役目とばかりに、ゼストが先にデスクへと向かった。

　ただ普ふ通つうに歩いているのに、素足で床ゆかを踏ふみながら、自然といやらしく尻しりを振ふるゼストの後ろ姿は最高に淫らで、

「────────」

　後を追い掛けて、電話中のゼストへ挿そう入にゆうしてやりたい……そう刃更が欲望を沸わき上がらせていると、

「ふふっ……言った筈だぞ刃更、もっと欲望に素直になれと」

　長谷川が背後から、こちらの耳へそっと唇を付けながら言ってきた。

　こちらの理性を殺す声音で、

「お前の好きなようにしてやれ。ゼストもそれを望んでいる」







　ゼストは、長谷川のデスクの上にある内線電話の受話器を手に取った。

　そして己の耳元へと持ってゆき、

「…──はい、保健室です」

『あれ……長谷川先生ですか？』

　こちらの応答に電話の向こうで困惑の声が発せられた。

　それはゼストの知っている女性のもので、

「森野先生……ですよね？　お疲つかれ様です、スチュアートです」

『え？　ああ、スチュアート先生ですか。どうもです』

　こちらを認にん識しきし、納なつ得とくの声を上げたのは一年Ｆ組の担任の森野美希だ。ゼストがよく、保健室で長谷川と昼食を共にしている事は、多くの生徒や教師が知っていて、

『あの、そちらに長谷川先生っていらっしゃいます？』

「千里さんでしたら、今はちょっと……」

　森野の問い掛けに、笑みと共に後ろを振り返ったゼストは、

「っ──────…」

　とっさに思わず息を吞のんだ。

　ベッドにいると思っていた刃更と長谷川が、こちらのすぐ背後に立っていて、

『そういえば、先ほど内線をいただいたんですよね？　すみませんでした。用があったのは私の方なので、また後でこちらからお掛けしようと思って一いつ旦たん席を外していまして』

　と電話の向こうの森野が先程ゼストを探して行き違ちがいになっていた事を謝ってくる中、

「────────」

　刃更はジッとこちらと視線を合わせて──そのままゼストの腰こしへと左ひだり腕うでを回してきた。

　そして抱だき寄せられたと思った時には、ゼストは刃更にいやらしく胸を揉もまれていて、

「やっ───はぁ……あぁ……んっ♥」

　たまらず甘い声を漏らしたゼストが、手から受話器を落とした。

　しかし、床へ落ちるよりも先に長谷川がキャッチして、再びゼストの耳元へと受話器が宛あてがわれる。

『スチュアート先生？　どうかしました？』

　問い掛けが来る中、長谷川が背後から受話器とは逆の耳へと口を寄せてきて、

「（ゼスト、刃更が電話中のお前を抱きたいそうだ……そのまま話し続けろ）」

　その囁きに、ゼストは驚おどろきと共に眼めの前の刃更を見る。

　刃更は──長谷川の口にした言葉が真実だと教える顔をしていた。

　だからゼストは、ゆっくりと一つの表情を作った。

　艶なまめかしく笑ったのだ。そして、

「森野先生……少しだけ待って下さい」

　そうゼストは電話の向こうの森野に告げると、刃更と受話器や電話の本体を持った長谷川と共にソファへと向かった。電話のコードは途と中ちゆうで足りなくなったが、本体のジャックから抜けても長谷川の能力によって森野との通話が切れる事はなくて、

「すみません、お待たせしました……何のお話だったでしょうか？」

『あ、はい……実はウチのクラスの成瀬さん、成瀬万理亜さんの事なんですけど』

　森野との通話を再開した時──ゼストはソファの上で、前と後ろを刃更と長谷川によって挟まれた状態になっていて、

「（…………はい、どうぞ）」

　ゼストが両りよう脚あしを開いて、己おのれの股間をいやらしく晒さらすと、

「────────」

　正面の刃更は、淫みだらに濡ぬれているゼストの秘ひ裂れつへ、ガチガチに勃ぼつ起きしているペニスの先せん端たんをグイグイと押し付けてくる。すると刃更に求められている事で一気に催さい淫いんが強まり、

『授業中に使用していたタブレットＰＣで、彼女がその……エッチな動画を』

「っ……あぁ……エッチな動画、ですか……んっ♥」

　さらに背後の長谷川からもいやらしく胸を揉まれたゼストが、滅め茶ちや苦く茶ちやに感じながらも必死に嬌きよう声せいを我が慢まんして問うと、とうとう刃更が彼のペニスをこちらの膣ちつへと挿入し始めて、

『そうなんです……それで昼休みに職員室に来るように言ったんですが、彼女全然来なくてですね。仕方ないから教室に行ったら、どこかへ行ってしまっているみたいでして』

「それは……ぁっ、はぁああぁあぁあぁ────っ♥」

『ど、どうしましたっ？』

　突とつ然ぜんの事に驚いた森野の声を、しかしゼストは聞いていなかった。

　背徳的なシチュエーションに官能が深まっていたせいで、刃更のペニスを根元まで挿入された拍ひよう子しに激しくイッてしまったのだ。すると、

「（ゼスト、刃更はまだ満足していない……最低でも刃更がイクまで続けろ）」

　できるな？　と長谷川に問われたゼストは、

「あ、あぁ……はぁ……っ……す、すみません……森野先生ぇ……いま、背後で何か物音がしたような気がして……んぅ♥」

　官能に潤うるんだ瞳ひとみで刃更を見詰めながら言った。

「ですから……どうぞ、そのまま気にせずに続けて下さい……♥」

　とこちらが促うながすと、

「────────」

　刃更は無言のまま、一気に抽ちゆう挿そうを開始した。

　…──そして。

　それからゼストは、刃更とセックスしている事を誤ご魔ま化かしながら森野との通話を続けた。

　刃更の極ごく太ぶとペニスで催淫状態の膣ちつ壁へきをいやらしく擦られながら、

『成瀬さんはよく保健室にも行っていますが、今日は来ていませんか？』

『明るくて本当に良いい娘こなんですけどね……家ではどうしてます？』

『二年の東城君とも一いつ緒しよに暮らしているんですよね、おかしな事とかしてません？』

　と次々に話を振られては、

「んっ……そ、それは……それはぁ……あぁあぁっ♥」

　刃更と長谷川がもたらす快楽に思考をとろけさせながら、それでもどうにか一つ一つ答えてゆく。

　そうして健けな気げに森野との通話を続けていたこちらに、刃更も快楽を高めたのか、ゼストの膣内に挿入されている刃更のペニスがさらに膨ふくれ上がり、

「（…………ゼスト、もう少しだ。そろそろ出すぞ……っ！）」

　そう刃更が、射精が迫せまっている事を伝えてくる。

「あぁ……ど、どうぞ……お願いします……っ♥」

『え？　何ですか急に……？』

　一瞬、電話の事を忘れて声に出してしまったこちらの言葉は会話の脈みやく絡らくから完全に外れたものになっていて、受話器の向こうで困惑したように言った森野に、

「い、いえ……何でも……はぁ……んっ♥」

　必死に誤魔化すように言った声は、すっかり濡れたものになっていた。

『…………スチュアート先生、先刻から気になっていたんですけど』

　もしかして。

『体調が悪くて保健室に？　すみません……長々と。辛つらいなら無理せずにベッドを使わせて貰もらって、どうか横になって休んで下さい』

　という森野の提案に、受話器から漏れる彼女の声を聞いた長谷川が、

「（どうする？　彼女の言うように、横になって休むか？）」

　悪戯いたずらっぽい笑えみを含ふくんだ声で囁ささやくと、刃更もジッとこちらを見てくる。

　だから、

「い、いいえ……私は大だい丈じよう夫ぶです、んっ……だから、どうかこのまま……っ♥」

　そう懇こん願がんすると、刃更はその直後──ゼストにしっかりと応こたえてくれた。

　こちらの膣奥まで挿入したタイミングで大量に中なか射だしをしたのだ。

　──開いていた子宮口に火傷やけどしそうな程ほどの熱い精液のシャワーを浴びせられた。

　その甘美な感覚で至る絶頂は、とてもではないが声を抑おさえられるようなものではなくて、

「あぁっ、はああぁあぁあぁぁぁあぁ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ♥」

　ゼストはいやらしく己を極きわまらせながら、淫いん悦えつに満ちた嬌声を喉のどの奥から迸ほとばしらせた。







　長谷川千里は、眼めの前のゼストが凄すさまじい絶頂へと至ったのを見た。

　そして、

『もしもし、どうしましたスチュアート先生？　大丈夫ですかっ!?』

　心配そうに呼び掛かける声が漏もれている受話器を自分の耳元へと持っていって、

「もしもし、森野先生か……長谷川だ。今戻ったところなんだが、ゼストが電話をしていたので近寄って肩かたに手を置いたら、驚かせてしまったみたいでな」

『長谷川先生？　そ、そうなんですか？　大丈夫なんですか、スチュアート先生は？』

「ああ、大丈夫だ……」

　長谷川はそう言うと、改めてゼストを見た。

　すると、

「……ぁ……んっ、は……あぁ……んぅ……♥」

　絶頂を極めているゼストは、中射しされている悦よろこびに躰をいやらしく打ち震ふるわせていた。

　官能にとろけきった瞳は、もはや完全に焦しよう点てんを失っていて、

「意識を飛ばしてしまっているようだが……少し休めばじきに気が付くだろう」

　そう長谷川が言った時だった。

　刃更が、ゼストの膣からずるりとペニスを抜ぬいた。

　すると、二度の大量射精を経てもなお刃更のそこはまだ興奮で張り詰めていて、

「──────────」

　そして──そんな刃更が、ゆっくりとこちらを見た。

　と同時、膣から子宮にかけて甘い疼うずきを湧わき上がらせた長谷川は、

「んっ……ぁ、はぁ……ぁ……ふふっ♥」

　己の秘裂を淫らに濡らしながら艶つやっぽく微笑ほほえんだ。

　誓せい約やくの催淫が生じたという事は、刃更は長谷川を抱きたいと思っている。

　そして──そうなったら長谷川には、刃更に抱かれる以外の選せん択たく肢しなどありえない。

　……それに。

　誓約の催淫など必要ない。眼の前で行なわれた刃更とゼストのセックスを目まの当たりにした事で、長谷川もまたどうしようもなく官能を昂たかぶらせてしまっていた。

　だから、長谷川は胸をいやらしく高鳴らせながら、

「あぁ……んぅ……それで、内線を鳴らしたという事は、私に何か用か？」

『いえ……そちらにウチのクラスの娘がお邪じや魔ましてないかと思ったのですが』

「一年Ｆ組の生徒か……誰だ？」

　と電話で話しながら、ベッドへと移動した。

　ゼストが横になっているため、このままでは刃更の求めに応えられないからだ。

　すると、

『成瀬万理亜さんです。よく保健室に行っていると思うんですが』

「ああ。だが今日は見ていないな……万理亜がどうかしたのか？」

『いえ、ちょっと……あ、でもそういえば、長谷川先生も彼女と一緒に暮らしているんですよね？』

「ああ……この四月からだがな」

『……お家うちだと、彼女ってどうですか？』

「ふふっ……何か気になる事でも？」

　森野との会話を続けながら、長谷川は移動したベッドの上でそっと両脚を開いた。

　そして──熱くとろけきっている己の淫らな秘裂を晒す。

『気になるというか、悪い娘ではないんですけど、ちょっと……その、エッチな事に興味がありすぎるというか』

　と森野が恥はずかしそうに言う中、

「────────」

　刃更は、そっとゼストをソファに寝ねかせてやると、こちらへとやってきた。

　雄お々おしくそそり立っているペニスからは、ゼストに中射しした精液を滴したたらせていて、刃更が歩くのに合わせて白い雫しずくが落ち、保健室の床をいやらしく汚よごしてゆく。

　そして、

『もちろん、あの年とし頃ごろの子がそういう事に興味を持つのは自然だとは思います。でも、流石さすがにちょっと度が過ぎるというか……』

　と森野が口くち籠ごもりながら言ったのと、長谷川の眼の前に刃更が立ったのは同時だった。

　そして刃更は、ペニスの先端をこちらの秘裂へと押し当ててきて、

「んぅっ……森野先生、この後に何か急ぎの用事は……っ？」

　たまらず躰からだをピクンと震わせながら、それでも長谷川が口にしたもの。

　それは重要な問い掛けで、

『？　いいえ……五時限目は授業がないので、急ぎのものとかは特に』

　という森野の答えに、長谷川は心の中で淫らな歓かん喜きを覚えながら、

「なら……まだ色々と溜たまっているだろうし、クラスでの万理亜の事を教えてくれ。その後で、私の知っている話をしよう。家庭内の事が解わかれば、何か役に立つかもしれない」

『本当ですか？　ありがとうございます、助かります』

「構わないよ……だが実は私も、ゼストと同じでかなり敏びん感かんなんだ。だから、何かの拍子におかしな声を上げてしまうかもしれないが、驚おどろいて電話を切ったりはしないでくれ」

『？　はあ……解りました』

　少しキョトンとしながらも、森野はこちらの要望を承しよう諾だくした。

　──よって、全すべての準備が整った。

　長谷川千里は受話器を耳と肩で挟はさんで固定すると、両手を刃更の首の後ろへと回した。

　そして──眼の前の絶対的な主あるじを潤んだ瞳で見み詰つめながら告げる。

「っ……さあ、私にも……たっぷりと溜まっているモノを吐き出してくれ……♥」

　淫らな性せい奴ど隷れいの顔に──どこまでも艶なまめかしい笑みを浮かべながら。
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　午後の授業が全て終わり、帰りのＨＲまで行なわれる事で訪おとずれるものがある。

　生徒達が、正規のカリキュラムから解き放たれる放課後だ。

　文化祭の開かい催さいへ向けて、間もなく準備の追い込み期間へと突とつ入にゆうしつつあるこの日。

　実行委員会が終わった後も、成なる瀬せ澪は生徒会室で事務作業に取り掛かっていた。

　澪が行なっているのは、今日の議事録のまとめを見ながら、各部署のタスク状じよう況きようを更こう新しんし、全体のスケジュール進行に問題がないかの確かく認にんだ。

　タブレットＰＣの画面に表示されているのは、事務系ソフトで作られたスケジュール表。

　これには部署ごとのタスクが一いつ括かつでまとめられていて、項こう目もくごとに達成状況に応じた色分けが行なわれている。

　キーボードとマウスを駆く使しして作業を行なっていた澪は、

「…………よし、これで完かん了りようっと」

　今日付けの状況の更新を終え、ファイルの保存を行なった。

　日付別にシートを作成する事で、各日の進行具合を比ひ較かくできるようにしており、さらに万が一の事態に備えて、日付ごとのバックアップを行なう事も忘れない。

　すると、

「…──お疲つかれ様、成瀬さん。どんな感じかしら？」

　澪の隣へとやってきた少女が、横から画面を覗のぞき込みながら言った。

　艶つやのある黒くろ髪かみの三つ編みが、彼女のトレードマーク。

　気の強そうな瞳ひとみに、しっかりとした佇まいが凜とした雰ふん囲い気きを醸かもし出している。

　聖ヶ坂学園の生徒会会長──梶かじ浦うら立りつ華かだ。

「そうですね、かなり良いと思いますよ……ほら」

　澪はそう言うと、立華に最新の進行状況のデータを見せた。

　──今年度から、澪は生徒会メンバーとなった。

　生徒会長になった梶浦立華からの誘さそいを、刃更が正式に受けたからだ。

　そして刃更が生徒会へ入るなら、澪達が行動を共にするのは必然で──刃更・澪・柚希の三人は、『総務』という役職に就ついている。これは通常の庶しよ務むと区別するためで、役員に次ぐ責任と権限を与あたえるために立華が創設したものである。かといって、庶務という職がなくなった訳ではなく、一年生である万理亜と胡桃は庶務として働いている。

　また生徒会顧こ問もんには長谷川が就き、ゼストはサポートを行なう特別補ほ佐さとなった。

　養護教諭が生徒会執しつ行こう部ぶの顧問になるのは珍めずらしいケースらしいのだが、職員会で長谷川が立候補したところ特に反対する者はいなかったらしい。一いつ般ぱん的な部活動と同じく、時間外手当や負担などの問題もあり、多くの教師は可能ならば面めん倒どう事ごとは避さけたいからだろう。

　そのため非常勤講師のゼストが参加する事も、より日本に慣れるためという大義名分と、あくまで手当の発生しない自主的なボランティアである事から問題視されなかった。

　まあ、たとえ問題になったところで、その時は何をしてでも押し通していたが。

　そして──留学生のセリスも、特別枠わくの協力スタッフとして生徒会に参加している。

　現在、刃更・柚希・万理亜の三人は、副会長となった加か納のう三さん太たと共に卒業アルバム制作委員と写真部との合同打ち合わせへ。胡桃は、七緒・セリスと共に放送部へと赴おもむき、文化祭での音おん響きよう回りの器具一式の扱あつかいや、用よう途とリストなどの書類を届けに行っている。

　長谷川とゼストは職員会議があるとの事で、今日は顔を出せないと言っていた。

　よって現在、生徒会室にいるのは澪の他ほかには立華と、今年から書記へと昇しよう進しんした武たけ井い瞳とう子この三人だけである。

　──これまでは帰宅部だった澪達にとって、生徒会の仕事は新しん鮮せんだった。

　個人としてしか見ていなかった学校を、全体で捉とらえるようになると、これまで見えていなかった新たなものが見えてくる──そうして視野を大きく持つ経験は、これから刃更と共に各勢力と渡わたり合っていく上でもそれなりに役立てられる筈はずだ。

　……何よりも。

　これまで澪達はずっと帰宅部で、放課後はすぐに帰宅していた。

　だが斯波の一件が収束した事で、ようやく魔ま族ぞくや勇者の一族から狙ねらわれずに済むようになり、ずっと体験できなかった高校生としての青春をようやく味わえるようになった。

　部活動への参加は生徒に保証された権利で、二年生になってから入部する事も可能ではあるが、場合によっては迷めい惑わくとなる可能性もあるし、何より運動部は男女で分かれているものがほとんどだ。かといって、刃更と一緒になりたいからと興味のない文化部に無理に入れば、やはり迷惑になってしまう。人数的に新たな部を作るという選せん択たく肢しもあったが、

　……でも。

　そうするとどうしても自分達にとって都合の良い活動内容のものとなり、結局は家にいる時とそう大差がなくなってしまう。それならば、以前から誘われていた生徒会へと入るのが一番だという事になった。

　そうした自分達の判断は、間ま違ちがっていなかったと澪は思っている。

　戦いのない平へい穏おんの中で、忙いそがしい毎日を送れる──それは確かな青春の充じゆう実じつだ。

　そして、予定より四十％以上も早く準備が進んでいる事を示したデータを見て、

「凄すごいわね……順調すぎて、何だか逆に恐こわいくらい」

　驚おどろきの言葉と共に、少しだけ不安そうに言った立華に、

「会長……それ昨日も言ってましたよ」

　そう苦笑混じりに言ったのは瞳子だ。

「まあ、心配になる気持ちは解わからなくはないですけど……何せ体育祭の時は、色々とトラブル続きでしたし」

　という瞳子の言葉に、

「そうね……先せん輩ぱい、あの時は本当にご迷惑をお掛かけしました」

　澪が謝罪の言葉を口にすると、

「いいえ、謝る必要はないわ。あの時の事は、成瀬さん達が悪かった訳じゃないもの」

　少し慌あわてたように、立華がこちらの責任を否定した。

　そして、

「ごめんね成瀬さん……あたし、そんなつもりじゃなくて」

　申し訳なさそうに謝ってくる瞳子に、

「うん、大だい丈じよう夫ぶ……解ってる。でも、堂どの上うえ先輩達が色々と暴走したのは、やっぱりあたし達が原因だったと思うから」

　去年まで、澪と柚希は一部の男子から熱ねつ狂きよう的な支持を受けていた。

　中でも、今年の春に卒業した堂上翔しよう平へいと穂ほ積づみ海かい司じは、それぞれ澪派と柚希派のトップで、他のファンの男子達を従えていた存在だ。以前は勝手に騒さわいでいるだけだったが、刃更が転入してきて澪や柚希との関係が公おおやけになると、彼らは刃更に絡からむようになった。

　そして澪と柚希が、刃更と共に体育祭実行委員になると、本来は資格を持たない三年生でありながら強ごう引いんに委員会へと参加し、勝手な行動を取っては面倒事を巻き起こしたりした挙げ句、最終的には坂さか崎ざきに──オルニスに操あやつられて体育祭本番を混乱に陥おとしいれた。

　幸い、怪け我が人などはなく、体育祭自体も中止になるような事はなかったが、当時は副会長ながらまだ二年生だった立華は、横暴を働く上級生の堂上達に毅き然ぜんと立ち向かう姿勢を見せていたが、彼らが聞く耳を持つ事はなかった。

　……それに。

　後になって──体育祭実行委員のトップとして全体を統とう括かつする立場にありながら、現場をまとめられない無念さに、立華が人のいない場所で一人泣いていたという話を聞いた。

　普ふ通つうの生徒にとっては、学校行事は本番だけが思い出となるが、生徒会メンバーはその準備期間からが既に本番だ。真ま面じ目めで責任感の強い立華にしてみれば、堂上達の横暴は耐たえがたい苦痛だっただろう。それでも彼女は自分の仕事を投げ出さず、眼めの前の困難からも逃にげ出す事なく最後まで戦い続け、無事に体育祭を成功させてみせた。

　刃更が立華の誘いを受けて生徒会へ入ったのは、単に自分達の日常を──学校生活をより豊かなものにするためだけではない。立華を尊敬し、彼女を支えたいと思ったからだ。

　それは澪達も同じだった。

　だから、

「あの時の罪つみ滅ほろぼしじゃないけど……今回の文化祭は、絶対に成功させてみせるわ」

　立華と加納の生徒会活動の集大成である今度の文化祭を、皆にとって忘れられない素す敵てきな思い出にする──それが刃更と澪達が掲かかげている最優先の目標だった。

　すると、

「ありがとう……本当に心強いわ」

　と立華が言った。

「こんなに順調に進んでいるのも、成瀬さん達や、東城君が入ってくれたお陰かげよ」

「そんな事は……今こうして上手うまく行っているのは、会長達や武井さんら去年からのメンバーが、冬休みの頃ころからずっと準備を進めていたからですよ。堂上先輩たちみたいな、会長の言う事を聞かない上級生はもういないですし」

　それと、と澪。

「何だかんだいっても、長谷川先生のお陰なんだと思います」

　多た岐きに亘わたる業務を抱かかえる生徒会運営を滞とどこおりなく行なうためには、こちらでまとめた議題を学校側に通す必要がある。それぞれの案件によって、認めさせる相手は学年主任から教頭、校長までと様々だ。また職員会議で多数決を採る場合に備えて、普通の教員達への根回しも必要になってくる。

　……それなのに。

　今年の春に生徒会顧問へ就任した長谷川は、立華政権の生徒会の議題や要望を百％学校側に認めさせていた。長谷川の話では、意識操作は特に行なっていないらしいのだが、長谷川は刃更のためなら手段を選ばないところがある。

　……他の先生達には気の毒だけど。

　神界最高位の十神の力を取り戻もどした長谷川が、無言の圧力を放ったら──それはもはや未来の確定だ。普通の人間に反対などできる筈もない。

　こういう時の長谷川ほど、頼たのもしい存在はいなかった。

「確かに長谷川先生にも凄く助けられているけれど……でも、成瀬さん達の力も本当に大きいと思うよ」

　と言ったのは瞳子だ。

「私達が冬休みの頃から進めていた準備はあくまで計画だもん。それが実際に動き出せば、人がする事である以上、様々な問題が生き物のように発生しちゃうものだし」

「ええ……関かかわる人が増えれば尚なお更さらにね」

　立華はそう頷うなずきながら、

「だけど、成瀬さん達や東城君は、そうしたトラブルが起こる前に先回りして問題の芽を潰つぶしてくれるし、突とつ発ぱつ的な難題が生じても臨機応変に対応して解決してくれるでしょ。私達だけだったら、とてもじゃないけどこうはいかなかったと思う」

「ですねー。何ていうか、成瀬さん達ってみんな凄く肝きもが据すわってるよね」

「あはは……確かに、それはあたし達の取り柄えの一つかも」

　刻々と変わる状じよう況きようにリアルタイムで反応し、可能な限り最善の対応を取る──命いのち懸がけの戦せん闘とうに身を置いてきた澪達にはそれが備わっている。そうした実戦と生徒会の事務仕事は、一いち概がいに同列に語る事はできないが、それでもどんな苦境や苦難に陥おちいろうと、決して諦あきらめる事なく戦い抜ぬいてきた澪達にとっては、学校内で起こり得るトラブルなど可愛かわいいものだ。

「だけど──それを言ったら、あたし達の中で一番凄いのは間違いなくお兄ちゃんよ」

　澪は熱の篭こもった瞳で、己おのれの全すべてを捧ささげると誓ちかった主の事を想おもった。

　刃更は常に状況の先の先の果てまで見通し、あらゆる可能性を考こう慮りよした上で、その結末まで見み据すえて動いている。それこそ澪達とは見えているものの次元が完全に違っており、そこには歴然とも言うべき差がある。しかも刃更は状況を完かん璧ぺきにコントロールするものの、自身はあくまでサポートに徹てつしていて、前面に立って主導する立場の立華が生徒会長として仕事がしやすいように立ち回っているのだ。

　……だから。

　澪達はそんな刃更をサポートし、彼がしたい事を実現できるように努める。

　家族として、配下として、恋こい人びととして──未来の妻として。

　ただ性的に満たすだけではなく、刃更が望む全てを叶かなえるために。

　それが澪達の役目であり、存在意義なのだ。

　……うん。

　成瀬澪は、自分が何者であるかを正しく理解できている。

　──そして、東城刃更がどれだけ特別であるかも。

　だから──澪は誇ほこらしげに断言する。

「絶対に上手く行くわ……だってお兄ちゃんがいるんだもの」







　眼の前で、刃更への絶対とも言うべき信しん頼らいを口にした澪を見て、

「────────」

　梶浦立華は、とっさに息を吞のんでいた。

　澪が見せた笑えみが、あまりにも艶なまめかしかったからだ。

　それは普通の女子高生に──否いや、普通の人間に浮うかべられるような表情ではなくて、

「っ────…」

　立華は思わず頰ほおを赤くすると、左右の内うち股ももを擦こすり合わせた。

　すると、

　……あ……。

　ふと見れば、瞳子も立華と同じく澪の蠱こ惑わく的な表情に眼を奪うばわれていて、

「……………………」

　立華と視線を合わせた瞳子の眼は、困こん惑わくしながらも潤うるんだものになっていた。

　澪の艶めかしさに当てられてしまった事を理解できていないのだ。

　すると、そんな立華達の様子に澪が気付いて、

「？　どうかしましたか？」

「い、いいえ……何でもないの」

　無自覚に尋たずねられ、慌てて首を横に振ふりながら、

「ただ……最近、成瀬さん達って……その何ていうか、凄く雰ふん囲い気きが変わったなって」

　そう言って、立華は改めて眼の前の成瀬澪という少女を見み詰つめた。

　──かつて多くの男子が姫ひめと呼び、熱狂的に入れ込んでいた学校きっての美少女。

　澪達の容姿が桁けた違ちがいのものだとは、立華も前々から思っていた。

　そして──どんどん大人びて、色っぽくなっているとも。

　……でも。

　最近また急に綺き麗れいになったというか──異常なくらいに艶っぽくなった。

　新年度が始まった四月に顔を合わせた時には既すでに、以前と大分印象が違ってしまっているような気はしていた。それは澪だけでなく、柚希や長谷川にも言える事で、

　……そして。

　何よりも──刃更の雰囲気が変わっていた。

　前から精せい悍かんな佇まいをしていたが、久しぶりに会った刃更は不思議な貫かん禄ろくを感じさせるようになっていた。そして──刃更達と共に生徒会を手伝ってくれる事になった、万理亜や胡桃、ゼストらも、澪達と同じ雰囲気を纏まとっていた。

　東城家で暮らしている女の子達に共通している印象に、

　……きっと。

　梶浦立華は確信する──間違いなく、春休みに決定的な何かがあったのだろうと。

　──しかし、彼らが変わっていったのはむしろそこからだった。

　始業式と入学式があった初日以降──澪達は日増しに艶めかしさを強めていて。

　刃更も、これまでになかった迫はく力りよくというか、凄みのようなものさえ出てきていた。

　そして──例年よりも長いＧＷが明けると、澪達はさらなる変へん貌ぼうを遂とげていた。

　──雰囲気だけでなく、躰からだつきまで変わっていたのである。

　胸のサイズがどことなく大きくなり、腰こしから尻しりにかけてのラインは女性らしさを増していた。特に以前から人並み外れて大きな胸をしていた澪・長谷川・ゼストの三人は、とんでもないサイズになっていて、

　……それと。

　何よりも──澪に至っては刃更の事を「お兄ちゃん」と呼ぶようになっていた。

　──聞けば家にいる時などには、以前からそう呼ぶ事があったらしい。

　だが学校など周囲の眼がある外では恥はずかしくて呼べなかったのだが……心境の変化があったらしく、今後は皆の前でも呼ぶ事にしたという話だった。

　……でも。

　兄妹きようだいという間あいだ柄がらを感じさせるのに──澪が口にする「お兄ちゃん」という呼び方には、明らかに性的かつ背徳的な艶めかしさがあって、

「……………………」

　立華と瞳子が思わず見てしまっていると、

「…──すみません。やっぱり目立ちますよね」

　澪は恥ずかしげに苦く笑しようすると、一段と大きくなった胸にそっと両手で触ふれた。

「ご、ごめんなさい……つい」

「で、でも成瀬さん……そんなに大きいと下着選びも大変なんでしょ？」

　立華と同じく顔を赤くしながら瞳子が尋ねると、

「うん、そればっかりはね……けれど、サイズの大きい下着の事は長谷川先生が詳くわしいから、最近あたし達は同じところで買っているの」

　と澪。

「まあ、どれも凄すごくエッチなデザインのものばかりで、可愛いヤツはないんだけどね」

「そ、そうよね……やっぱり」

　当然だとばかりに立華は頷いた。

　ある程度、服装の自由が利きく教員の長谷川やゼストと違い、澪は制服の着用を義務づけられている。ところが、澪のスタイルは普ふ通つうの制服を着られるようなものではなくなっていて──もはや胸当てが留められず、谷間がすっかり露ろ出しゆつした状態になっている。

　学校側は特例措そ置ちとして制服の改造許可についても検討したそうだが、そもそも割と校則は緩ゆるめで、制服の着き崩くずしなどにも寛かん容ようだった事もあったのと、以前から長谷川がガーターベルトを穿はくなど扇せん情じよう的な格好をしても問題にしていなかった事。

　さらに男子の間では刃更と付き合っていると確実視されているのか、それとも堂上ら影えい響きよう力のある者達が卒業したからか──今年度になってから、男子達が何故なぜか澪らに全く興味を示さなくなった事もあって、最終的には澪の現状を看過した。

　──すると、他ほかの女子生徒の間でも制服の着崩しが一気に加速。

　聖ヶ坂学園の女子のスカート丈たけは、平均で十㎝以上も短くなってしまった。

　そして──生徒会長でありながら、立華はそうした女子達に注意はできずにいた。

　立華もまた、以前よりもスカートを上げて穿くようになってしまっていたからだ。

　そうして短くしたスカートの裾すそを両手で摑つかみながら、

　……どうして、私……。

　立華は周囲に流されるような人間ではない。

　どちらかというと堅かた物ぶつで真ま面じ目めすぎると言われ、一部の生徒からは煙けむたがられていた。

　……それなのに。

　体育祭実行委員会に参加した生徒会メンバーに、刃更と長谷川を加えて打ち上げを行なったクリスマス以降、立華は少しずつ変わっていった。

　そんな事がある筈はずはないのに──刃更に滅め茶ちや苦く茶ちやに胸を揉もまれて、何度も何度も絶頂してしまう夢を、毎晩のように見てしまったからだ。さらに三学期の終業式後は、七緒が本当は女の子で、刃更と生徒会室で淫みだらな事をしている夢まで見るようになってしまった。

　──自分の中にそんないやらしい本ほん性しようがあった事に、立華は激しく困惑した。

　だから長谷川に悩なやみ相談としてこっそり打ち明けると、立華くらいの年とし頃ごろの時には珍めずらしくない現象だと教えられた。また立華のように普段は真面目一いつ徹てつでいると、抑よく圧あつされた性的な願望が夢に出てしまう事もあるらしい。

　そして『そうした自分も認めてやれ』という長谷川のアドバイスに従い、その第一歩として立華は長谷川が普段利用しているという通つう販はんサイトで、扇情的なデザインの下着を購こう入にゆうした。恐おそらく──先ほど澪が言っていたのと同じサイトだ。

　──そして、立華は自分の部屋でこっそりそれらを身に着け、鏡の前に立ってみた。

　姿見に映し出された、いやらしい下着を纏った自分の姿は──頭がおかしくなりそうな程ほどの恥ずかしさと共に、怖こわいくらいの昂こう揚よう感を立華にもたらした。その時、鏡に映った立華の顔は、優等生と言われているのが噓うそのように艶めかしい表情だった。

　それは──間違いなく、澪達と同じ顔だった。

　──そんな自分を己の眼めで目まの当たりにした瞬しゆん間かん、立華は本能的に理解した。

　刃更は、同居している澪達のうち特定の誰だれかと付き合うなどの恋れん愛あい関係にはないと言っていて、澪達もそれを認めているが、

　……きっと。

　刃更は全員と付き合っている──否、それ以上の事をしているのだろう。

　同い年の澪や柚希、一つ下の万理亜や胡桃はもちろん、教師である長谷川やゼストとも。

　唯ゆい一いつ、セリスだけは違っているようだが、

　……でも。

　恐らく彼女も、そう遠くない内に澪達と同じになるに違いない。

　一いつ緒しよに暮らしているセリスなら、刃更達が本当はどういう関係かは知っている筈だ。

　にも拘かかわらず、刃更を見詰める時のセリスの瞳は切なげで──それは間違いなく、恋こいする少女の眼まな差ざしだった。だから、恐らく時間の問題なのだろう。

　そうした刃更達の関係に立華は気が付いて──そうしたら、自然とスカートの丈を短くするようになっていた。それどころか今日、とうとう立華は淫らな下着をつけて学校へ来てしまっていた。今の立華は……短くしたスカートの下に、誰にも言えないような淫らなショーツを穿いている。

　……東城君……。

　立華がこんな下着を穿いている事を刃更が知ったら──一体どうなってしまうのだろう。

　刃更は、女の子なら手当たり次し第だいに手を出すような真似まねをする訳ではない。

　告白してくる女子達を丁てい重ちように断り、最後まで優やさしく扱あつかっている事からも明らかだ。

　……だけど。

　もしも、刃更が自分にも何かを求めてきたら。

　その時の事を想像した立華は、

「………………っ」

　背筋に走った心地ここちの良い寒気に、ぶるりと躰を震ふるわせる。

　すると澪が、

「…──会長、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　立華の様子がおかしい事に、どうかしたのかとこちらの顔を覗のぞき込んできて、

「え、ええ……大丈夫。ちょっと解わかってしまった事があっただけだから」

　言い訳になっていないような事を口にしながら、立華はある事を思い知っていた。

　……きっと、私は……。

　刃更を拒こばむ自分が、まるで思い浮うかばなかった。

　それは決して言い訳のできない──今の梶浦立華にとっての真実だ。

　──真面目な立華の中には、思いもよらない淫らな願望が眠ねむっていた。

　ならば紳しん士し的な刃更の中にも、別の顔があってもおかしくはない。現に刃更は恐らく、一緒に暮らしている澪たち六人全員を自分のものにして、それを彼女らに納なつ得とくさせている。

　……そう……。

　何もおかしい事はない。柚希と万理亜と一緒に出で掛かけている今だって。

　どこか人のいない場所で──彼女達と何かしている可能性は充じゆう分ぶんに有り得るのだ。
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　…──立華の想像は当たっていた。

　卒業アルバム制作委員と写真部との合同打ち合わせを終えた後。

　刃更は柚希と万理亜の二人と共に、誰もいない空き教室を使って性せい行こう為いに耽ふけっていた。

　──茜あかね色いろの夕日が差し込み、長い影が生まれている部屋の中央の席。

　椅い子すに腰こし掛かけている刃更の膝ひざの上には、向かい合う体勢で柚希が跨またがっていた。

　刃更は制服姿のままである。

　しかし、そんな刃更の首の後ろに両手を回している柚希は、前を全開にされたセーラー服を途と中ちゆうまで脱ぬがされ、肘ひじの辺りで羽織っているような状態で、露出してしまっている両りよう肩かたにはブラジャーのストラップは見当たらない──否いな、胸を隠かくしてさえいなかった。

　この空き教室に入ってすぐに、刃更が万理亜と共に脱がしたのだ。

　──そもそもの始まりは、合同打ち合わせの最中だった。

　すぐ傍そばに人がいる状況にありながら、刃更の左右に座っていた万理亜と柚希が、机の下で刃更の股こ間かんへと手を伸のばして、淫らな悪戯いたずらをしてきた。

　万理亜が刃更のズボンのファスナーを開けると、柚希が中へ手を滑すべり込ませてきて、ボクサーパンツの前を開いて刃更のペニスを取り出し、いやらしく手でしごき始めたのだ。

　バレれば一巻の終わり──しかし、刃更は柚希と万理亜の行為を許した。

　柚希は今朝、ゼストと共に朝食と昼のお弁当作りを担当していた。

　──ゼストについては、刃更は昼休みに訪おとずれた保健室で長谷川と共に抱だいてやれている。

　しかし柚希だけは、今日はまだ一度も抱いてあげる事ができていなかった。恐おそらく、柚希は何かのタイミングに、昼休みの刃更とゼストの事を聞いていたに違ちがいない。

　放課後に皆みんなで生徒会室へ行く時から、柚希は瞳ひとみをどことなく艶なまめかしく潤うるませていた。

　万理亜は、そんな柚希の様子に気が付いていたのだろう。だから副会長の加納と共に打ち合わせへ参加するメンバーに立候補し、刃更・柚希にも付いてくるよう頼たのんできたのだ。

　そして──自分が切っ掛けを作る事で、万理亜は柚希が積極的になれるようにした。

　そんな柚希の気持ちと、万理亜の気き遣づかいを理解した刃更は、柚希の好きにさせてやった。

　とはいえ、刃更が性的な興奮を得れば、その対象となっている柚希には催さい淫いんが発動してしまう。柚希は周りに気付かれないように必死に声を押し殺そうとしていたが、誓せい約やくの催淫は主従契けい約やくの呪のろいとは比べものにならないほど強力だ。柚希は、打ち合わせ後の軽い雑談まで頑がん張ばって──それでも、刃更はそこでドクターストップを掛けた。そのままだと室内に柚希の女の匂においが広がって、加納らに気付かれてしまうからだ。よって催淫で顔を赤くしてフラフラの柚希の体調不良を理由に、刃更達は雑談を切り上げた。

　さらに保健室へ連れて行くと偽いつわって加納と別れると、他の利用者がいる可能性のある保健室には向かわずに、途中にあった空き教室へと柚希を連れ込んだのである。

　──室内へ入ってすぐに、刃更は結界を展開。

　無関係の第三者に気付かれたり、見られたりする事のないようにした。

　そして──それから三十分後。

　半はん裸らにされている柚希のスカートは既すでに床ゆかに落ちていて、片方の足首に引っ掛かっているショーツも、今にも落ちてしまいそうな位にゆらゆらと揺ゆれ続けている。

　それは刃更と柚希の淫らな腰の動きによるもの。

　制服を着ている刃更は、ズボンのファスナーを開けていて、そこから己おのれの剛ごう直ちよくを出していた。だが──刃更のペニスは今、とろけそうな程の熱に包まれている。

　それは柚希が、彼女の秘ひ裂れつの奥まで刃更のモノを吞のみ込んでいるからで、

「っ……はあっ……あぁ……んっ、やぁ……ぁはああぁあぁああんっ♥」

　既に刃更は三度射精し、柚希はその三倍もの絶頂を極きわめていて──刃更の制服のズボンは、二人の精液と愛液がいやらしく混ざった性のカクテルで濡ぬれてしまっている。

　しかし問題はない。刃更もまた、ルキアから貰もらった衣類浄じよう化か用の魔ま力りよく石を持っている。

　だから──刃更達は心置きなく、ひたすら淫らなセックスに夢中になる。

「あぁっ……んふぅっ、刃更ぁ……はぁっ、もっと……刃更ぁああぁぁあぁぁっ♥」

　官能にとろけきった顔をしながら柚希が淫らな動きで腰を振ふる度たびに、刃更達の結合部からは「ジュプっ、ジュプっ」といやらしい水音が生まれていた。

　──だが、柚希からは他にも音がしていた。

　それは柚希の背後──艶めかしい表情で彼女を見る幼いサキュバスによるもので、

「ふふっ、柚希さん……前と後ろの両方を同時にされる気分はどうです？」

　興奮に瞳を潤ませ、嗜し虐ぎやく的な笑えみを浮うかべた万理亜は、右手にあるものを握にぎっていた。

　柚希が最近付けるようになった楕だ円えん形の真しん珠じゆをまとめたブレスレットである。

　しかし──それは本物の真珠ではない。サキュバス特製のアナルビーズだ。

　アナルへ挿そう入にゆうされ分ぶん泌ぴつされた腸液に触ふれると反応し、抽ちゆう挿そうによって性感が高まる事で直腸内の温度が上じよう昇しようすると、その形を変化。

　最初は一㎝程のサイズのビーズは、徐じよ々じよにキジバトの卵ほどになり、鶏けい卵らんと同じになり、最終的には刃更のペニスの太さとほぼ同サイズにまで巨きよ大だい化する。

　万理亜はそれを柚希の尻しりへと挿入し、いやらしい抽挿を行なっていて、

「やぁっ……万理亜ぁ、んっ……はあぁっ……凄すごい……、これ凄いぃ……っ♥」

　肩越しに背後を振り返りながら、柚希は淫らな顔で涙を溢あふれさせて甘く悶もだえた。

　直腸の温度で巨大化したアナルビーズをいやらしく出し入れされている柚希は、淫らに産卵しているかのような己の状態に、背徳的な官能を昂たかぶらせていた。

　そんな柚希の姿に、刃更もまた興奮を得て一気に射精感を高めて、

「っ……ぁ、柚希……また出すぞっ！」

　そう告げるなり、そのまま柚希の膣ちつ内ないへ躊躇ためらう事なく射精した。

　すると、膣奥から子宮に熱いシャワーをぶちまけられた柚希もまた快楽を極めて、

「やっ、あぁっ、ぁはああぁぁぁああぁああぁああ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ♥」

　刃更の膝の上でビクンと躰からだを仰のけ反らせながら絶頂した──その時だった。

　パシャッというシャッター音と共に、フラッシュが焚たかれた。

　何事かと見れば、万理亜がいつの間にかカメラを構えていて、

「おい、それって……」

「はい。先ほど写真部の方が貸してくれたデジタル一眼レフです」

　こちらの問いに、万理亜は満面の笑みを浮かべながら言った。

　万理亜が手にしているカメラは、文化祭準備における生徒会の活動記録用に貸し出されたものだ。本番でも、写真部とは異なる視点で舞ぶ台たい裏などを色々と撮さつ影えいし、良いい写真については卒業アルバムにも掲けい載さいする事になっている。

「…………万理亜、解わかっていると思うが」

「はい。これは、あくまで私達だけのプライベートなものです」

　万理亜はそう言うと、激しい快楽に意識をとろけさせ、完全に刃更へ躰を預けてきている柚希の絶頂後の表情を撮とりながら、

「良い顔ですよ柚希さん……これもきっと、文化祭の準備中の良い思い出になります。まあ、卒業アルバムには載のせられませんし、写真部にもデータは渡わたせませんけど」

　と言って楽しそうに笑ってから、

「そうそう……後で会長さんの事も撮ってあげなくてはいけませんね」

「？　何だって立華先せん輩ぱいを撮るんだ？」

　思わずキョトンとしたこちらに、

「うふふ……実は今日の会長さん、もの凄くいやらしい下着を付けているんです」

　サキュバスの観察眼からか、万理亜が艶めかしい顔で言った。

「恐らく、千里さんが教えた通つう販はんサイトで買ったランジェリーです。家でこっそり着けているだけじゃ満足できなくなって、学校まで着てきちゃったんですよ、きっと」

「まさか……あの立華先輩が？」

　刃更が驚おどろきを露あらわにしていると、

「そりゃあ仕方がないですよ……何せ、真ま面じ目めな会長さんが初めて自覚した恋こいの相手は、会長さんよりも遥はるかに色気を持った娘達と一緒に暮らしていて、他の女子から告白されても全員お断りしてしまっているんですから」

　と意地の悪い笑みを浮かべながら万理亜。

「それでも、自分の事も見て欲しい……見て貰えるような存在になりたい。そうして少しでも自分を変えようと、いやらしい下着を買ったんだと思いますよ」

　ですから。

「生徒会室へ戻もどったら二人きりになれるようにしますから、見てあげてはどうですか刃更さん。刃更さんだって、会長さんの気持ちには気が付いているんでしょう？」

「………………………………」

　万理亜の問い掛けに、刃更は無言を返した。

　──確かに、立華の気持ちについては気が付いていた。

　梶浦立華は魅み力りよく的な少女である。先輩として頼たよりになる面と、年上なのに可愛かわいらしい面の両方を備えていて、男慣れしていない部分も含ふくめて放ほうっておけないところがある。

　だが──これ以上先に進んでしまったら、刃更も立華も後戻りできなくなってしまう。

　昼休みに、長谷川とゼストが言っていた事は真実だ。

　告白してくれる娘達に対して、刃更は何も感じる事なく断っている訳ではない。

　好意を寄せられる事は素す直なおに嬉うれしいし──性的な欲よく望ぼうを抱いだく事もある。澪達を性せい奴ど隷れいにした事で、刃更もまた性的な衝しよう動どうが強まり、理性の箍たがが外れやすくなっているからだ。

　それこそ──その相手が立華であれば尚なお更さらである。

　……先輩……。

　立華の唇くちびるを突とつ然ぜん強ごう引いんに奪うばって、彼女が穿はいているタイツを乱暴に破って、ショーツを引き摺ずり下ろして、滅め茶ちや苦く茶ちやに犯おかしてやりたいと思った事は一度や二度ではない。

　そして──恐らくは立華もそれを望んでいる。

　しかし、それをする訳にはいかなかった。恐らく澪達は、刃更が望めば誰だれを抱こうが構わないだろう。澪達にとって、刃更は既にそういう存在になっているからだ。

　それでも、刃更は不要に澪達を裏切るような事はしたくない。

　……それに。

　一般人の立華は、澪達よりも遥かに精神面の耐たい性せいが低い。よって今の刃更が欲望の赴おもむくままに犯すような真似まねをすれば、よくて性奴隷──最悪の場合は精神が壊こわれてしまう危険性がある。そんな事態だけは避さけなければならないだろう。

　すると、

「刃更さんの気持ちは解ります。会長さんを大切に想おもっている……だからこそ、今以上に距きよ離りを縮めてしまう事は避けるべきだと考えているんですよね」

　でも、と万理亜。

「それだと、既に抑おさえられない程の気持ちを抱かかえてしまっている会長さんはどうなるんです？　私の予想ですと、生徒会活動の集大成となる文化祭が終わったら、会長さんは何らかのアクションを起こすと思いますよ」

　もしも。

「会長さんがどうしても、刃更さんとの思い出が欲しいと懇こん願がんしてきたらどうします？」

「それは──…」

「告白してきている他の娘達のように、優やさしく断りますか？　でも、それで会長さんが刃更さんへの切ない想いを余計に募つのらせて、結果として受験勉強が手に付かないような事になってしまったらどうします？」

　と万理亜。

「たとえ成じよう就じゆできない恋で、たった一度きりの事であろうと……他の誰にも迷めい惑わくをかけず、その時の事を自分だけの大切な思い出にして幸せに生きてゆける人もいます。そして、恐らく会長さんはそういう人でしょう。やりすぎてしまう事が怖こわいなら、私や千里さんが力になる事もできます」

　だから。

「少しだけ……会長さんの事も、考えてあげて下さい」

「…………………………」

　万理亜の言葉に、刃更が長い沈ちん黙もくを保っていると、

「…………すみません、今する話じゃなかったですね。今夜の事もあるのに」

　そう申し訳なさそうに万理亜が言った時だった。

　ようやく柚希が、激しい絶頂から下りてきて、

「刃更────…」

　と潤うるんだ瞳ひとみでこちらを見み詰つめてくる。

　その眼めは官能に貪どん欲よくで──こちらへ続きを求めていた。

　そして刃更もまだ、満足していなかった。柚希の膣内へと挿入したままのペニスは、盛大な射精を経てもなお、その硬かたさと大きさを保ち続けている。

　だから、

「ああ、任せてくれ……柚希」

　刃更はそう告げると、柚希の尻へと右手を伸のばした。

　そして秘裂に挿入したままのペニスで再び柚希の膣内を突つき上げながら、アナルビーズで彼女の尻奥をいやらしく擦こすってやろうとすると、

「…──ああ刃更さん、ちょっとお待ちを」

　ふと万理亜がこちらを制止した。

「柚希さんのお尻は私がたっぷりと虐いじめますので、刃更さんはアナルビーズではなく、こっちを使って下さい」

　そうして差し出してきたのは、デジタル一眼レフカメラ。

「私が撮れる写真や動画は、皆みんなが刃更さんや刃更さんのくれる快楽に夢中になっている姿です。私としては、そういう官能や女の本能に溺おぼれている姿はとても好きなのですが」

　万理亜はそこまでを言うと、柚希へねっとりとした視線を向けて、

「被ひ写しや体たいはカメラマンによって表情を変えるものです。もし刃更さんが撮影すれば……間ま違ちがいなくカメラで撮られる事も意識します。私達を最も魅力的に、そして淫みだらに撮れるのは間違いなく刃更さんですよ」

　何よりも。

「夕日が差し込む、誰もいない放課後の空き教室なんて、最高のハメ撮りシチュエーションの一つです。どうか、いやらしい柚希さんを素敵に撮ってあげて下さい」

「…………………………」

　刃更はカメラを受け取ると、そのままレンズを柚希の方へと向けた。

　すると、

「…………や、あぁ……刃更……ん……っ♥」

　刃更の眼の前で、柚希がいやらしく躰をくねらせた。

　その姿は万理亜の言った通り──凄せい絶ぜつに淫らで、綺き麗れいだった。

　だから、

「──────────」

　刃更は柚希へ向かってシャッターを切った──すると、パシャッという機械音が生じ、

「やっ、ぁあぁあん……っ♥」

　途と端たんに刃更のペニスを吞のみ込んだままの柚希の膣ちつ壁へきがキュッといやらしく締しまって、膣内を大量の愛液で満たした。突然の反応に、

「っ…────柚希」

　刃更はゴクリと喉のどを鳴らして、改めて柚希を見た。
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　間違いない──柚希は、刃更にハメ撮りされて感じていた。

　すると、

「ぁ……はぁ……ん、違う……ちゃうの……ウチ、こんな……はぁあぁっ♥」

　自分でも信じられないとばかりに、柚希は羞しゆう恥ちに全身を打ち震ふるわせていて、

「いいえ、何も違いませんよ……さあ柚希さん、たっぷりと感じて下さい」

　そう万理亜は官能の熱が籠こもった瞳で見詰めながら告げると、柚希の尻しりに入れられているアナルビーズの、ホックに隣りん接せつしている玉を横方向へと回転させた。

　するとカチッと何かの音が鳴り、

「んぅっ……何か出て……っ、はぁ……何これ、あぁっ……ぁはぁああぁあっ♥」

　途端に柚希の発する嬌きよう声せいが甘さを増した。

「アナルビーズに仕込んで置いた、私の……サキュバスの愛液を使った至高の催さい淫いん剤ざいです。刃更さんとの主従誓せい約やくの催淫と掛かけ合わせて、柚希さんを官能の奈な落らくへと堕おとして差し上げますからね」

　行きますよ、と言うなり万理亜は先さき程ほどよりも激しくアナルビーズの抽ちゆう挿そうを開始した。

　そのサイズは最も早はや、ビーズではない──卵だ。

　腸液でヌラヌラになった淫卵がいやらしく出し入れされる度たびに、

「やっ……はあぁっ、あぁ♥　んっ……ふあぁあんっ、はぁっ♥　ぁはあっっ、やぁあっ、馬ば鹿かになっちゃうっ……ウチのお尻、馬鹿になっちゃうぅ……はぁあぁああぁあっ♥」

　柚希が両りよう頰ほおを手で押さえながら、これまでに見せた事のないような乱れ方を始めて、

「さあ、刃更さん準備して下さい……最高のシャッターチャンスですよ」

　すると万理亜はさらに隣となりのビーズを回転させた。

　と同時、今度は柚希のアナルの中でバイブ機能がＯＮになり、

「やぁっ？　きゃああぁああぁあぁぁあぁぁぁぁあ─────っ♥」

　突とつ然ぜんの激しい快楽に、柚希は官能よりも驚きよう愕がくが勝る悦よろこびの声を上げる。

　その時には、刃更は既にカメラを連写モードに切り替かえ、柚希へと向けていた。

　そして、

「…──綺麗だよ、柚希」

　そう告げると同時──東城刃更は容よう赦しやなくシャッターボタンを長押しした。

　連続する激しいシャッター音と同時に、無数のフラッシュが焚たかれ。

「ぁああぁぁあぁあぁあぁぁあぁぁぁあぁぁあぁぁあぁぁ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ♥」

　刃更の腰こしの上で、最高に淫らな被写体となった柚希が異次元の絶頂を極きわまらせた。
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　そんな空き教室で行なわれている刃更達の淫らな性交を、外から覗いている者がいた。

　生徒会の仕事で、放送部に書類を届けに行っていた野の中なか胡桃だ。

　放送部の部室を出た後──胡桃は生徒会室へと戻もどる途と中ちゆうに刃更達の気配を感じ、奥まった場所にあるこの空き教室へと辿たどり着いていた。

　刃更達の様子は、扉とびらのガラス部分から覗き見る事ができ──さらに室内の声も丸聞こえになっていて、

『やっ……はあっ……あぁ、刃更ぁ……♥　あっ、はぁ……っぁああっっ、万理亜ぁ♥　あんっ、はぁあっ……やああぁあっ♥』

　前の穴には刃更のモノを、後ろの穴にはブレスレット型のアナルビーズのバイブを万理亜に捻じ込まれている柚希は、いつもより激しく乱れていた。

「凄い……お姉ねえ、本気で感じちゃってる……」

　胡桃は興奮と羨せん望ぼうが入り交じった呟つぶやきを漏もらした。

　──だが、最近の胡桃達にとってはもう、双穴挿そう入にゆうはそこまで特別なものではない。

　アナルの開発は、尻が弱点の柚希が一番進んでいるが、胡桃達も普通に行なっている。

　胡桃達は、刃更と淫らな主従誓せい約やくを結んだのだ。よって前の処女だけでなく、後ろの処女も捧ささげるのは当然の事で、そうなれば双穴挿入へと発展してゆくのはごく自然な流れだ。

　今では全員のアナルが刃更のモノを受け入れられるようになっているし、万理亜やシェーラによるサキュバス特性の様々な器具も使用されている。柚希の尻しりに入れられている、あのアナルビーズのバイブも、全員が色いろ違ちがいのモノを持っている。

　流石さすがに学校へ着けてきているのは柚希くらいだが。

　……でも、あそこまで乱れているのは少し珍しいかも。

　最近は、刃更から求められるだけでなく、胡桃達の方が我が慢まんできなくなってしまう事も多々あり、自宅以外でも刃更とセックスする機会が増えてきている。

　空き教室で双穴挿入というシチュエーションだけが理由ではないだろう。

　また性せい行こう為いを撮さつ影えいされる事にしても、これまで万理亜に何度となくやられている事だ。

　では何が原因か？

「ああ、そっか……刃更兄ちゃんに撮られるのは初めてだもんね」

　胡桃は淫らな笑えみと共に納得の呟きを放った。

　いやらしい串くし刺ざしにされている自分の姿を、刃更に撮影されているというシチュエーションが、これまでにない背徳感を柚希に与あたえ、とびきりの官能をもたらしているのだろう。

　そんな淫らな柚希の姿を扉の外から見ていた胡桃は、携けい帯たいのカメラを起動すると、ズームにして写真を撮影した。

　すると、携帯の画面に表示された柚希の顔は陶とう酔すいを深め、瞳ひとみはとろけきっていて──官能に溺おぼれたその口元には、はしたない笑みが浮かんでいた。

「ふふっ……お姉ってば、すっかり悦よろこんじゃって」

　胡桃は興奮にペロッと唇くちびるを舐なめると、携帯を懐ふところにしまった。

　──普段なら、このあと胡桃も室内へと入って参加する。

　別に、柚希の邪じや魔まをするつもりはない。

　胡桃は既すでに、昨夜から今朝にかけてたっぷりと刃更に抱だかれているからだ。

　その間、柚希はゼストと共に朝食と昼のお弁当を作ってくれていた。

　よって、今は柚希が幸せになる番である。刃更が柚希に欲よく情じようしたにせよ、我慢できなくなってしまった柚希に刃更が応こたえたにせよ、それを邪魔する事はしない。

　──だが柚希は今、刃更にハメ撮どりされる事で得た激しい羞しゆう恥ちに快楽を強めている。

　だったら妹の胡桃に見られていると教えてやれば、柚希はもっと乱れるに違いない。

　そうした柚希の姿は、刃更や万理亜にとっても興奮材料になる──もちろん、胡桃にとってもだ。そして柚希が意識を飛ばした後は、万理亜と共に刃更と３Ｐに突とつ入にゆうする。

　しかし今、胡桃は室内へと入る事はしなかった。

　他にやらなければならない事があったからだ。

　だから胡桃は、視線を室内の刃更達から己おのれの隣となりへと移した。

　すると、

「……………………」「……………………」

　そこには胡桃と同じものを見て、官能的すぎる光景に立ち尽つくしている少女達がいた。

　胡桃と一緒に放送部へと赴おもむいていたセリスと七緒だ。

　二人の頰ほおはすっかり紅潮し、その瞳は官能の興奮を得て潤うるんだものになっていた。

　本来、セリスと七緒の性格なら覗きは良くないと胡桃を窘め、立ち去ろうとする筈だ。

　しかし二人は今、胡桃の横にいて──刃更達のセックスから眼を離はなせずにいる。

　……無理もないかな。

　刃更達の生セックスの迫はく力りよくと、ハメ撮りという普ふ通つうなら有り得ないような淫らな行為。

　その二つが合わさった衝しよう撃げき的な光景に、セリスと七緒は普通の判断を行なう正常な思考を奪うばわれてしまっているのだろう。

　そんな二人の横顔を艶つやめいた笑みと共に見み詰つめながら、

　……もう少しかな。

　そうセリスと七緒の状態を判断した。

　──よって、野中胡桃は『ある事』を実行した。

　それは今朝──登校した後に教室で万理亜から頼たのまれていた事だ。

　だから、気付かれないようにセリスの背後へ移動すると、抱き竦すくめるように腕うでを前へと回して彼女の胸をそっと揉み始めた。セーラー服越ごし──さらにはブラの上からだというのに、胡桃の手の平が温かくて柔やわらかな感かん触しよくでいっぱいになり、

「やっ、胡桃？　な、何を……んぅっ♥」

　驚おどろきと共にこちらを振ふり返ったセリスの抗こう議ぎの声は、すぐに甘いものになった。刃更達の淫らな性交を見た興奮で、性感を昂ぶらせて躰からだが敏びん感かんになってしまっているのだ。

　そんなセリスの胸を揉んでいるこちらに、

「あ、あの……胡桃ちゃんどうしたの？」

　戸と惑まどいの声を上げたのは逆隣にいる七緒だ。

　彼女もまた、セリスと同様に胡桃の突とつ然ぜんの行動が理解できずにいる。

　だから、

「ごめん七緒先せん輩ぱい……今夜の事で、ちょっとセリス姉には教えてあげなきゃいけない事があって」

　その言葉に、

「…………そ、そうなの？」

「うん。先輩は、そのまま刃更兄ちゃん達を見ていて。色々と参考にもなると思うから」

「う、うん……そういう事なら」

　七緒は戸惑いながらも頷うなずくと、こちらの言葉に素す直なおに従った。

　刃更と柚希のセックスを、官能に潤んだ瞳で見詰める。

　──今夜、刃更と主従契けい約やくを結ぶのはセリスだけではない。

　ヴァンパイアハーフの橘七緒もまた、刃更と主従の契ちぎりを結ぶのである。

　そうでなければ、胡桃は七緒をこの場所へ連れてくるような真似はしない。

　……そもそも。

　今夜、刃更と主従契約を結ぶ話が出たのは七緒の方が先なのだ。

　今後の対各勢力とのリスクを勘かん案あんした刃更は、七緒と相談した上で、彼女の素す性じようや秘密の関係について胡桃達に話してくれた。

　驚きがなかったと言えば噓うそになるが、胡桃達には幸い前例による免めん疫えきがあった。

　長谷川だ。

　……それに。

　七緒もまた刃更に強い恋こい心ごころを──刃更がいなければ生きていけないような感情を抱いだいていて、彼女は魔界に続いて斯波との戦いでも役に立てなかった事を後こう悔かいしていた。

　そして今後、自身が刃更のウィークポイントになる危険性を知った七緒は、刃更との主従契約を望んだ。自分のためではなく──刃更の足あし手で纏まといにならないために。

　……それに。

　長谷川の話では、刃更は七緒の性別を女に確定させ、さらに首筋を嚙かむ事で、気が付かない内に彼女とヴァンパイアとしての主従関係を築いていたのだという。

　そうした刃更との関係や、七緒の生おい立ちや事情──何よりも彼女の気持ちを聞いた結果、胡桃達は刃更と七緒の主従契約に賛成した。

　──そして当然、主従契約魔法で用いるのはサキュバスの魔力だ。

　よって七緒については問題ない。

　問題なのは──未いまだに自分の魔力を使用すると言って聞かないこっちの頑がん固こ者ものだ。

「く、胡桃……？」

　憤いきどおりにも近い感情に表情を歪ゆがめたこちらに気付き、セリスが不安そうに見てきた。

　──野中胡桃は、セリス・レイドハートを「セリス姉」と呼んでいる。

　それは刃更の事を「刃更兄ちゃん」と呼ぶのと同じ理由。

　一いつ緒しよに過ごした期間こそ短いが──セリスを本当の姉のように慕したっているからだ。

　同じ女でありながら、セリスは同年代の勇者の一族の中で抜ぬきん出た強さを持っていた。

　そして、その強さを決してひけらかしたりはせず、優やさしさをもって幼い胡桃を可愛かわいがってくれた。胡桃にとって、そんなセリスは特別な存在だった。まだ幼かった当時は、自分が抱くその感情を正確に理解できなかったけれど、今はもうはっきりと解わかる。

　──憧あこがれだ。

　そして《里》で再会を果たした時──主従契約もなしに、自分一人の力であそこまでの強さへと至っていたセリスに対して改めて尊敬の念を抱いた。だからこそ、セリスが刃更との主従契約に自身の魔力を使うと言った時、胡桃は皆みなの中で最も強く反対した。

　当然である。

　……やっと全部終わって、皆で笑い合えるようになったのに……。

　斯波の一件での自分の失態を許せないセリスは、自分から壁かべを作り、関係を壊こわして、距きよ離りを作ろうとしている。そんな真似まね、断じてさせる訳にはいかなかった。

　刃更が、条件付きで認めたため仕方なく引き下がったが──それでも胡桃は納なつ得とくできていなかった。だから、セリスに自分の本当の気持ちを認めさせようというゼストの発案に、万理亜と共に乗る事にしたのだ。これには澪や長谷川も賛同しているし、

　……それに。

　当然のように柚希も乗ってくれている。

　柚希が空き教室で刃更に抱かれているのも、全すべてはセリスに見せて解らせるため。

　そして胡桃の仕事は、セリスの本心を刺し激げきして──彼女の気持ちを揺ゆさぶる事。

　──それはかつて、万理亜やゼストが胡桃に対してしてくれた事である。

　あれから時は巡めぐって──今度は胡桃が、セリスを導く役となったのだ。

　だから胡桃は、こちらの腕から逃のがれようとしているセリスに、彼女の抵てい抗こうを奪う魔法の言葉を放った。いやらしい手の動きで胸を揉もんでやりながら、

「騒さわがないでセリス姉……大きな声を出したら、刃更兄ちゃん達を邪魔しちゃうよ？」

　すると、

「そんな事……んっ……ぁ……あぁ……っ」

　途と端たんにセリスの抵抗が弱まった。

　──胡桃達がセックス依い存そん症しようのような状態になっているのは、主従誓せい約やくの副作用だ。

　だが、勇者の一族の誰だれもが手出しできない禁断の箱のような存在だった斯波に勝利できたのは主従誓約のお陰かげだ。よってセリスは、刃更や胡桃達がどれだけ淫みだらな行為をしようが、咎とがめる事はもちろん邪魔する事もしないようにしている。

　よって胡桃は、そんなセリスの気持ちを利用する。

「っ……あぁ……胡桃、どうしてこんな……んぅ」

　こちらの意図が理解できずに、沸わき上がる快楽に翻ほん弄ろうされている年上の幼おさな馴な染じみに、

　……ごめんね、セリス姉。でも……これはセリス姉のためだから。

　心の中で謝りながら、それでも相手が解らず屋なら、こちらも手段は選ばないとばかりに胡桃は手を緩ゆるめる事なく、

「あたしも、向こうの邪魔はしたくないの……でも、ちょっと我慢できなくなったから、セリス姉で解消させてよ──良いでしょ？」

　だって、と追い打ちを掛かけるように告げる。

「今朝──あたしが、刃更兄ちゃんに抱かれているところを見せてあげたんだから」

「そっ、それは……ゼストに頼まれて……っ」

「ゼストが？　あたし達のセックスを見ろって言ったの？」

　わざと意地の悪い声こわ音ねで言いながら、胡桃はセリスのセーラー服のスカーフを解き、両手で前ファスナーを降ろして胸の前を開いてゆくと、

「ち、違いますわ……私は、万理亜を呼んでくるようにと……だから」

「だから、あたしや澪が刃更に抱かれている一部始終を見て、千里先生がされているところまで全部見ちゃった？」

　胡桃はふふっと笑いながら、セリスの前ファスナーを一番下まで降ろしきると、そのまま彼女のブラジャーのフロントホックを外した。そしてセーラー服とまとめて一気に両りよう肩かたから肘ひじの辺りにまではだけさせ、半はん脱ぬぎの状態にして上半身の動きを拘こう束そくする。

　すると、露あらわになったセリスの胸の先せん端たんはすっかり張り詰つめていて、

「ほら……セリス姉、もうこんなに乳ち首くびを立たせてる」

　嗜虐的な笑えみと共に胡桃がそっと指先で撫なでてやると、

「やぁっ……お願い胡桃、待って……こんな所を誰かに見られては……っ」

　激しい羞恥と共にビクンと身をよじらせたセリスに、

「大だい丈じよう夫ぶだよ。知ってるでしょ？　刃更兄ちゃんがあたし達の誰かを屈くつ服ぷくさせている時は、周囲に人ひと避よけの効果を持った不可視結界が展開されるって」

　それは、六つもの主従誓約を果たした刃更が得た副次能力だった。

　その効果は、刃更達の声が一いつ般ぱん人の聴ちよう覚かくで聞き取れる範はん囲い全体に及およぶ。

　これにより誰かに見られる心配はなくなり、外だろうと心置きなく性せい行こう為いに及べる。

「ですが、あの魔ま族ぞくが……滝川と名乗っている彼になら、見られてしまう可能性も……」

「心配ないよ。刃更兄ちゃんが、そんなリスクを残しておく訳ないでしょ？」

　セリスの口にした心配を、胡桃は笑みと共に一いつ蹴しゆうした。

「今の刃更兄ちゃんの結界は、《四種の混血》と陰いん陽よう五行の力が合わさって発動している。

　結界内に入れるのは、刃更兄ちゃんと主従誓約を結んでいるあたし達と……あたし達の誰かに招き入れられた存在だけだよ」

　胡桃はセリスのスカートの中に両手を差し入れていて──そのまま彼女のショーツを膝ひざの辺りまで引き摺ずり下ろし、下半身の自由まで奪い去った。

　そして腰こしのホックを外してファスナーを降ろせば、必然のようにセリスのスカートが床ゆかへと落ちる。

　するとセリスの金色の淫毛が、いやらしく煌きらめきながら色いろ艶つやを増していた。

　刃更と柚希のセックスを見ながら、胡桃に胸を揉まれた事で、セリスは淫らに股こ間かんを濡ぬらしてしまっていて、

「やっ……ち、違ちがいますの、これは……っ」

　セリスは慌あわてて股間を手で覆おおい隠かくした。しかしセリスのそこは彼女が想像しているよりも遥はるかにいやらしく濡れてしまっていて、「ちゅぷっ」と音が鳴ってしまい、

「セリス姉……何が違うの？」

「…………あ、あぁ……っ」

　意地の悪い笑みを含ふくんだこちらの問いに、セリスは消え入りそうな声を漏もらすと、とうとう胡桃の腕うでの中で完全に躰からだの力を抜いた。

　もう言い訳はできず、逃にげる事も抵抗する事も無理だと悟さとったのだ。

　だから胡桃は、セリスの胸をやわやわと揉みしだいてやりながら、

「ほらセリス姉……ちゃんと見て」

　刃更と柚希のセックスをしっかり見るように促うながした。

　すると、

「……………………」

　セリスは空き教室内の刃更と柚希へと視線を向けた。

　無言ではあるものの、その瞳ひとみは既すでに官能に潤うるんでいる。

　そんなセリスの様子に、

　……やっぱり。

　胡桃は自分の中にあった、とある確信を強めた。

　──セリスが動どう揺ようしながらも、どうしても興奮を抑おさえられない原因。

　それは刃更に抱だかれているのが柚希だからだ。

　純じゆん粋すいな魔族である万理亜とゼスト。

　人に育てられたが魔族の血を引き、魔王の血脈に連なる存在の澪。

　既にセリスは、あの三人に対してわだかまりの類たぐいは抱いていないが、それでも澪達が刃更と主従誓約を交かわして性せい奴ど隷れいとなったのは、魔族だからという言い訳ができる。

　神族である長谷川をセリスは崇すう敬けいしているようだが、元十神の長谷川を自身と同一視はできないため、やはり自分とは違う存在だという認にん識しきを持てる。よって刃更と淫らに交わっているところを見ても、どこかで他人ひと事ごととして捉とらえる事ができるのだろう。

　──だが、胡桃と柚希は違う。

　同じ人間だし、さらに勇者の一族という生い立ちまで一いつ致ちしている。

　それでも胡桃は、年下であり妹のような存在だ。

　よって道を誤っても仕方ないと思い込んで、精神的な逃げ道を作れるかもしれない。

　……でも、お姉だけは違う。

　柚希はセリスと年も同じだ。セリスも、自分へと置き換かえやすい。だから胡桃は、刃更との淫らなセックスに溺おぼれている姉の姿を、頑かたくななセリスへの突とつ破ぱ口こうに利用する。

　刃更にハメ撮どりされ、万理亜に後ろの穴を攻せめられて嬌きよう声せいを上げる柚希を見せながら、

「…──どう、凄すごいでしょ？　あれが刃更兄ちゃんに自分の全てを捧ささげると誓ちかって、永遠の主従誓約を交わしたお姉だよ」

　セリスの赤くなった耳に唇くちびるを軽く触ふれさせながら語り掛ける。

「ほら、よく見て……お姉のあの表情を。あんなにいやらしい事をされているのに、陶とう酔すいしきった顔をして……本当に幸せそうでしょ？」

　胡桃の言葉通り、視線の先の柚希は間違いなく悦よろこんでいた。

　すっかり甘えきった声を上げながら、刃更達がくれる快楽に表情をとろけさせている。

　それは誰の目にも否定できない事実で、

「んっ……え、ええ……でも、教室であんな事をするなんて……」

　瞳をとろんとさせながら、それでもまだ理性に縛しばられているセリスに、

「うん、そうだね……そう思うのが普ふ通つう。でも、別に刃更兄ちゃんとお姉が特別異常っていうのは絶対に違うよ。だって学校の中でああいう事をしているのは、何も世界であの二人だけって訳じゃないんだから」

　それに、と胡桃。

「二人のセックスを覗のぞきながら、ここであたしにされて感じてるセリス姉に──人の事は言えないでしょ」

「っ……それは…………んっ、あぁぁああっ♥」

　キュッと乳首を摘つまんでやると──セリスはピクンと躰を震ふるわせて甘い声を漏らした。







　その瞬しゆん間かん──股間を覆っていたセリスの手の隙すき間まから、淫らな蜜みつ液がとくんと溢あふれた。

　そして、そのまま雫しずくとなって内うち股ももを伝ってゆき、

　……あ……。

　セリスは自分に起きた出来事を理解した。自分は今、軽く達してしまったのだと。

　──だが、一度沸き上がった官能の熱はその程度の小さな絶頂で収まるものではない。

　むしろ、不完全燃焼となって余計に甘い感覚を募つのらせる事になり、

「んっ……はぁ……あ、あぁ……♥」

　セリスは完全に瞳を潤ませ、切なげに内股を擦こすり合わせる。

　すると背後の胡桃が、不意にこちらからスッと身を離はなした。

「…………胡桃……？」

　セリスが振ふり返ると、胡桃はこちらを見み詰つめていた。

　今にも泣き出しそうな顔で、

「あたしは別に……セリス姉が本当に望んでいるなら、自分の魔力を使って刃更と主従契けい約やくを結べば良いと思う。あたしだけじゃない……刃更兄ちゃんや他ほかの皆みなもきっとそう」

　と胡桃。

「この後、刃更兄ちゃんは用があるから、主従契約を結ぶのにはまだ時間があると思う。だから、それまでもう一度よく考えてみて……セリス姉の本当の気持ち」

「…………私の、本当の気持ち」

　とオウム返しに呟つぶやいたこちらに、「それに」と胡桃は言った。

　呟くように、

「別に今の誓約関係だけじゃないの……あたし達の中には、最初に結んだ主従契約を刃更兄ちゃんとの大切な絆きずなとして今でも大事に思っている人もいるんだよ」

　そうして発せられた言葉は、重みのあるものだった。

　思わず言葉を失ったセリスに、胡桃は静かに言った。

「だからお願い──絶対に噓うそだけは吐つかないで」











15






　放課後の空き教室で、東城刃更は貪むさぼるように野中柚希を抱きまくった。

　万理亜と共に強きよう烈れつな絶頂を刻み続けてしまった結果、柚希は完全に意識を蕩とろけさせていて──今朝の澪や胡桃、昼休みのゼストと同じく、しばしの回復が必要となった。

　──とはいえ、いつまでも戻もどらないと立華達の迷めい惑わくとなってしまう。

　よって刃更は柚希の事を万理亜に任せると、自分は先に生徒会室へと戻って、下校時間ギリギリまで文化祭準備の仕事を行なった。

　そして今日の仕事を終えて、みんなで校舎を出て校門の前まで来たところで、刃更は家へと帰る澪達と別れて、電車通学の立華・加納・瞳子の三人と共に駅へと向かった。

　駅の改札を入った辺りで立華達と別れ、刃更は都心へと向かう上りの二番ホームへ。

　タイミング良く到とう着ちやくした特急電車に乗り込み、三十分近く揺ゆられれば、一日の平均乗降者数でギネス世界記録を持っているターミナル駅へと到着する。

　人波に流されるように西口の改札を抜ぬけ、地上へと出た刃更が足を向けた方角は北。

　途と中ちゆうで横断歩道を渡わたりながら、さらに北進するとすぐに大きな交差点にぶつかった。

　そして交差点の角にあるビルを見上げた刃更は、

「…──あった、ここだな」

　目当てのテナントの看板を確認すると、エレベーターへと乗り込んだ。

　そして六階で降りると、受付にいた店員とすぐに眼めが合った。

　だから刃更がそちらへと足を向けると、店員はこちらを客と認識。

「いらっしゃいませ。お一人様でしょうか？」

　と畏かしこまった口調で微笑ほほえんでくる。

「いえ……待ち合わせをしていて、二十時で予約をしている東城です。少し早いけど大丈夫ですか？」

　と刃更が腕うで時ど計けいを見ながら告げると、店員は即そく座ざに予約情報を確認して、

「二十時、二名様でご予約の東城様ですね……ご来店ありがとうございます」

　そうこちらへ恭うやうやしく頭を下げると、

「それではお席へご案内します。お連れ様も、少し前にお見えです」

　と言って、刃更の先を歩き出した。

　刃更が案内されたのは、通常のテーブル席ではなく幾いくつかある個室の一つ。

　そして小上がりの前で靴くつを脱ぬぎ、美しい襖ふすまを開けて中へ入ると、店員が言っていたように室内には待ち合わせ相手の姿があった。

　落ち着いた雰ふん囲い気きながら高級感を湛たたえている室内で、上座の席に座っていた彼は、刃更の姿を確認するなりニヤッと笑って、

「…──よぉ、バサっち」

　いつものように軽い口調でこちらを呼んでくる。

　だから、

「ああ……待たせたな滝川」

　刃更もまたふっと笑うと、滝川八尋の正面の席へと腰を下ろした。

　そしてテーブルの上──滝川の前にはまだ水とおしぼりしか置かれていないのを見て、

「お前も来たばかりだったんだな。まあ、約束の時間には少し早いしな」

「いいや、そこそこ前には来てたぜ」

「そうなのか？　なら、先に飲み物くらい注文していれば良かったのに」

　キョトンとしながらこちらが告げると、

「あのなぁ……今日はバサっちのゴチになる約束だろうが」

　やれやれと滝川は言った。

「こちとら、お前みたいな金満じゃねえんだ。いくら焼き肉屋つったって、こんなクソ高そうな店の勝手は解わからねえよ」

「俺だってこんな店に来るのは初めてだよ。ただ、食べ飲み放題のコースでお願いしてあるって言ってあったよな？」

「ああ。けど下手へたに頼たのんだ後に、もし何かあってお前が来なかったりしたら、この店の金額は俺の財さい布ふが死んじまうレベルなんでな」

「成る程ほど……それで俺が来るまで待っていたって訳か」

　刃更が納なつ得とくの呟きを口にしたところで、女性店員が刃更の分のおしぼりを持ってきた。

　そしてこちらへ手て渡わたすと、畳たたみの上に両手と両りよう膝ひざをついて深々と頭を下げて、

「本日はお越こしいただきありがとうございます。お揃そろいになりましたので、始めさせていただいてもよろしいでしょうか？」

「はい、お願いします」

　と刃更が告げると、

「それでは、すぐに料理の準備を致いたします。先にお飲み物のご注文をお伺うかがいします」

「えっと……俺はウーロン茶をお願いします。滝川は？」

「俺もそれで」

「かしこまりました。それでは、ウーロン茶を二つお持ちします」

　と言うと、個室を出て行った。そして、外からそっと襖が閉じられたところで、

「そういや、ここって食べ飲み放題に幾つか種類つーか、ランクがあったよな。どれにしたんだ、バサっち？」

「それなら、一番高いやつにしてみたけど」

　と刃更が告げると、滝川が驚おどろいたように両眼をパチクリとさせ、

「……おいおい、マジか？」

「まあ、一応な」

「いやだって、松阪牛食べ放題って書いてあったぞ？」

「ああ、楽しみだな」

「飲み放題付けると、ひとり三万越ごえって……前に奢おごって貰もらった店の十倍以上だぞ」

「良いさ。お前には、これまで何度も助けられているし」

　刃更は苦く笑しようしながら言った。

　──滝川のお陰かげで、刃更が命を拾う事ができたのは一度や二度ではない。

　この程度の事で返せるようなものではないのだ──滝川への恩は。

　とはいえ、返せないと開き直るのも違ちがうだろう。何せ、

「これからも、色々と世話になるんだからな」







　…──今日のこれは、斯波との決戦を前に《里》で別れる時にした約束の焼き肉である。

　斯波との決戦から一ヶ月半近くが経たってしまったが、ようやくこうして実現できた。

　時間が掛かかってしまったのは、始業式と入学式があったあの日──屋上で刃更と滝川の二人で交かわした密約があったからだ。

　魔ま族ぞくや勇者の一族の政治的な思おも惑わくから切り離すため、穏おん健けん派・現魔王派連合は刃更達を聖域とする事を提言してくれていた。しかし斯波との決戦後、刃更はそれとは真逆の方針を滝川に提案した。それは刃更達が、魔族サイドと勇者の一族サイド、それぞれと同盟関係を結ぶというものだ。

　勇者の一族と魔族との間で新たに結ばれる休戦協定──それを刃更達が仲立ちするという、一見すると荒こう唐とう無む稽けいな刃更のこのアイディアは、しかし上手うまく行けば最も争いをなくす事ができる。それは新たな調和を生み、各勢力同士の争いをなくす事につながり、ひいては人間界と魔界──二つの世界に平和をもたらせる。

　そして滝川は、そんな刃更の壮そう大だいな計画に協力する事を約束してくれて、穏健派・現魔王派連合がこちらの話に乗ってくるように、色々と動いてくれていた。

　……だから。

　これまでの事と併あわせて、東城刃更は本当に滝川八尋へ感謝している。

　滝川は何度となく刃更達を助けてくれた。もし彼がこちらへ助けを求めるような事があったら、刃更は何があろうと手を差し伸のべるつもりでいる。

　刃更が推おし進めようとしている魔族サイドとの同盟も、今後もし滝川の身に危機が及およんだり、彼の手には余るような事態が生じてしまった際に、刃更達が助けに行けるようにするためでもあるのだ。とはいえ、同盟が実現できたところで、滝川への恩返しのため保険にも使えるというだけで、既すでにある借りを返せる事にはならない。

　よって刃更は、自分や澪ら家族のために不要な贅ぜい沢たくをする事はなるべく避さけるが、滝川に対してだけは金銭を使う事を惜おしまない。

　──無論、金で返せるような恩ではない。

　だが、金を使う事で見せられる誠意もある。ならば、使うべき時には使うべきだろう。

　もちろん、どれだけ高価な食事をご馳ち走そうしたところで、それで滝川の考えが変わるような事はない。しかし、刃更は自分のすべき事は全力で行なうと決めた。

　いざ何か事が起きた時に、もっとやれる事があったのではと後こう悔かいするのはご免めんだ。

　──本当に失われてしまったものは、もう二度と戻る事はない。

　その事を──東城刃更は痛いほど知っている。

　だが今の刃更には、決して譲ゆずれない大切なものが沢たく山さんある。

　……アイツらを失うような事にだけは、絶対にさせない。

　たとえ相手が神であろうと阻そ止ししてみせる。

　──そんな刃更にとって、滝川の存在は特別である。

　大切な命いのち綱づなでもある一方で、同時に危険な命取りへも繫つながるリスクもある。

　味方として協力してくれるならこれ以上に心強い存在はいないが、もし敵に回れば滝川以上に危険な相手はいないからだ。

　だが滝川は、刃更が譲れぬものを守り続けてゆくために必要不可欠な存在である。

　だから滝川に誠意を見せると同時に、そうする事で刃更は己おのれに言い聞かせる。

　滝川八尋という存在の頼もしさと──そして恐おそろしさを。

「……………………」

　心の中で、改めてその事を想おもっていると、

「…──しかし、何だってこんな個室にしたんだ？」

　と滝川が部屋の中を見回しながら言った。

　だから刃更は「ああ」と苦笑して、

「ただでさえ高級店に高校生二人なんて珍めずらしいのに、一番高いコースまで頼んでいたら悪目立ちしすぎちまうだろ。それに、個室なら気き兼がねせずに色々と話せるしな」

「それは解るけどよ……この部屋、二人で使うにはちと広すぎるだろ。もうちょいコンパクトな部屋はなかったのかよ」

「いや……まあ、なくはなかったんだけどさ」

　滝川の言うように、確かに二人で使うには八人用の個室は広い。

　この店には四人用の個室もあるし、人目に付きにくい二人用のテーブル席もある。

　──しかし、刃更はあえて店側に交こう渉しようして、この八人用の個室を押さえた。

　その理由は──数分後に判明した。「失礼します」という呼び掛けと共に、刃更達の個室の襖が開けられると、料理を持って店員が入ってくる。

　それを見て、

「へ────…？」

　滝川が間の抜けた声を上げた──やって来た店員が一人ではなかったからだ。

　まず飲み物を持った店員が来て、続いて焼き肉用の肉を持った店員が入ってきた。

　──それだけなら、そこまでの驚きはなかったかもしれない。

　だが次にカセットコンロを二つ持った者と、異なる鍋なべを二つ持った者が来て。

　止とどめには、その二種類の鍋で食べる肉を、それぞれ別の者が持ってきた。

「おいおいバサっち……何事だよこりゃ」

　あまりの事に、ウーロン茶を受け取ったまま戸と惑まどっている滝川に、

「スペシャル食べ放題だよ。焼き肉に、しゃぶしゃぶとすき焼も付けるって約束してただろ？　だから、そっちの食べ放題も付けて貰った。もちろん全部が松阪牛だ」

　説明する刃更の前で、六名もの店員達が手て際ぎわよく肉と鍋を並べていった。

　この店は焼き肉だけでなく、しゃぶしゃぶとすき焼も提供しており、それらの食べ放題も行なっている。焼き肉同様に肉のランクによってコースが分かれており、一番高いコースはそれぞれ松阪牛のしゃぶしゃぶと、松阪牛のすき焼が食べ放題で楽しめる。

　そして──ほとんど変わらない値段で、その内の二種類を一いつ緒しよにオーダーできるのだ。

　──だが今回は、メニューや店のホームページにはない特別なコースをお願いした。

　それが松阪牛の焼き肉・しゃぶしゃぶ・すき焼の三種食べ放題である。

　そのため四人用個室のテーブルではサイズが足りず、八人用の個室を取ったのだ。

　そして──程なくして全すべての準備が整った。

　テーブルの上を埋うめ尽つくすのは、究極のブランド牛たる松阪牛のオンパレードだ。

　タン、カルビ、ヒレ、サーロイン、しゃぶしゃぶ用の薄うす切ぎり、すき焼用の薄切り。

　それは正しく、壮そう観かんの一語に尽きる光景だった。

　準備を終えた店員達が出て行く中、この部屋のメイン担当と思おぼしき女性店員が、

「良いお肉ですので、あまり焼き過ぎずにお召めし上がりになって下さい」

　こちらへ焼き方のアドバイスをしてくるが、刃更達は返事ができなかった。

　──『美しい肉』、というものを見た事があるだろうか？

　美味おいしい肉でも、美味しそうな肉でもなく──美しい肉。

　それは赤身とサシ──魅み惑わくの紅白が織りなす、食べられる究極の芸術だ。

　これぞ男の究極の肉ロマン。松阪牛の超ちよう絶ぜつ満漢全席。

　そこには、見る者を圧あつ倒とうする絶対的な存在感がある。

　流石さすがの刃更と滝川も言葉が出てこなくなり、

「──────────」

「──────────」

　神々の領域にあった斯波や黄龍と相対し、彼らを撃げき破はした二人でも、ゴクリと喉のどを鳴らして眼めの前にある凄すさまじい光景に戦せん慄りつしてしまう。

　──だが、それすらもまだ甘かった事を東城刃更と滝川八尋は思い知る。

　それは新たに登場した七人目の店員によるもの。

　その手に持った皿の上には、魚ぎよ介かい類るいの王ともいうべき存在──蟹かにの姿があり、

「な、何だそりゃ……俺らは頼んでねえぞ」

　ギョッとなった滝川に、店員は極ごく上じようの微び笑しようを浮うかべながら、

「いえ、これらの蟹は食べ放題メニューに含ふくまれているものです。右が焼いてお召し上がりになっていただくもの、左がしゃぶしゃぶ用のものです」

　そう言ってテーブルの端はしに、大量の蟹を置いていった。

　松阪牛のオールスターでも充じゆう分ぶんすぎだったのに、もはや完全にオーバーキルだった。

「…………なあ、バサっち」

「何だ滝川……」

「これは……流石にやりすぎじゃねえか？」

「…………悪い。俺もまさか、こんな事になるとは」

「……………………………………」

「……………………………………」

「…………しゃ、写真撮とるか」

「そ、そうだな……」

　辛かろうじて声を絞しぼり出した滝川の言葉に、刃更は頷うなずくと──まずは二人して携けい帯たいで撮さつ影えい。

　刃更も滝川もＳＮＳはやっていないが、今この瞬しゆん間かんだけは嵌はまってしまう人達の気持ちが少しだけ理解できた。すると、そんなこちらの様子がおかしかったのか、

「よろしかったら、お料理と一緒にお二人をお撮りしましょうか？」

「あ、じゃあ……お願いします」

　店員に携帯を渡わたし、二人で笑え顔がおを浮かべたところで写真を撮って貰った。返して貰った携帯の画面には、何とか笑おうとして顔を引き攣つらせている刃更と滝川が写っていて、

「………………どうも」

　恐らく撮り直しても同じだろうと判断し、刃更は携帯を学ランの内ポケットへ。

　すると、

「それでは、ごゆっくり。何か追加がありましたら、そちらの呼び出しボタンでどうぞ」

　そうこちらへ告げると、女性店員は個室を出て行った。

　だから刃更達は意を決し、

「行くぞ、滝川……まずはタンからで良いな？」

「お、おお……！」

　完全に腰こしが引けた状態で、それでも勇気を振ふり絞って肉を焼き始めた。







　刃更達の個室を出た女性店員は、そのまま部屋の前で待機していた。

　予約の段階で、スペシャル食べ放題の一番高いコースを、全種類制せい覇はというオーダーがあった事は聞いていた。本来のメニューでは二種類までだ。三種類はやっていない。

　また二人客に、八人用の個室を使わせるのも本来ならば有り得ない事だ。

　──だが、店側は追加料金に加えてかなり割り増しにするという条件付きで受けた。

　政治家や芸能関係者などの可能性を考えたからだ。

　しかし、現われたのは制服を着た高校生の二人組だった。以前、セレブの家に生まれたと思しき子供達がきて、その態度の悪さに辟へき易えきした事があったのだが、

「…………まあ、あの子達は違ちがうわね」

　女性店員はふふっと笑った。

　料理が並んだ時の彼らの反応は可愛かわいらしく、非常に好感の持てるものだった。

　とはいえ時間制の食べ放題だ。いつまでも料理に気け圧おされていたら、彼らは損をしてしまう。せっかく来てくれたのだし、こちらは最高の店のひとつという自負もある。

　彼らには沢山良い想いをして帰って欲しかった。

　だから、

「最初に少しくらい、焼いてあげた方が良かったかしら」

　部屋の中で、いつまでも料理とのにらめっこが行なわれてしまっている可能性を思い、どうすべきか判断を迷わせていた時だった。

　襖ふすまを隔へだてた室内から、

『──────────っ！』

『[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ！』

　まるで悲鳴のような二つの歓かん声せいが外まで聞こえてきた。

　それは飲食店に勤める者にとって、最も嬉うれしい反応で、

「…………良かった、大だい丈じよう夫ぶそうね」

　女性店員は微笑を浮かべると、他ほかの客の料理を運ぶために厨ちゆう房ぼうへと戻もどっていった。





16






　これまでにも、食事で感動する事はあった。

　だが──我を忘れるというのは初めての経験だった。

　刃更と滝川は、夢中になって松まつ阪さか牛を食べまくった。

　焼き肉の口直しにすき焼を食べ、すき焼の箸はし置おきにしゃぶしゃぶを喰らい、しゃぶしゃぶに満足したら再び焼き肉へと戻る、松阪牛のはしご状態──しかも食べ放題である。

　当然ペースなど考える余よ裕ゆうはなく、二人で本能の赴おもむくままに究極の肉を貪むさぼり続けた。

　そして、追加注文と「美味うまい」「ヤバイ」「マジか」などの言葉を連発して一時間以上も食べ続けると、まずは一度目の満腹が訪おとずれた。

　だから二人は一いつ旦たん食べるのを止めて小休止を行なった。

　お代わりした飲み物を一口飲み、虚こ空くうに満足と至福が入り交じった嘆たん息そくを漏もらし、

「限界だ……ちょっと休きゆう憩けいしようぜ」

「だな。で、それから腹と相談して最後の注文をしよう」

　滝川の言葉に刃更は頷いた。そしてスッと眼を細めて、

「じゃあ……それまで、今の状じよう況きようを聞かせて貰もらって良いか？」

　落ち着いた声こわ音ねで問い掛かけたのは、滝川に頼たのんでいる事について。

　刃更達と魔ま族ぞくサイド、穏おん健けん派・現魔王派連合との同盟締てい結けつへ向けた動きについてだ。

「既すでに何度か接せつ触しよくして貰っている事は聞いているけど、可能な限り正確に状況を把は握あくしたいんだ。再さい確かく認にんもしたいし、二度手間になるところも出てくるだろうが、できれば最初から話していって貰って良いか？」

「ま、構わないぜ。んじゃ、頭から説明するとすっか」

　滝川は軽く肩かたを竦すくめると、魔族としての──ラースとしての表情になって、

「バサっちから同盟の話を持ちかけられた後、俺の方はすぐに動こうとした。だが内々に受けた打だ診しんな上に、事が事だったからな。まずはバサっちの要望通り、レオハルトとラムサス殿どののふたりだけに伝える事にしたんだが……これが意外に面めん倒どうでな」

「……お前でも、難しいのか？」

　滝川は、レオハルトとラムサスの両方から信しん頼らいを得ている。

　さらにその任務の特性から、神しん出しゆつ鬼き没ぼつ、どこへでも潜せん入にゆうできるイメージがある。

　そんな滝川を以もつてしても接触が難しいという事は、

「やっぱり、そう簡単に二大勢力はまとまらないか……」

「ああ。連合を組んだとはいえ、それは枢すう機き院の壊かい滅めつによる事後の混乱を突ついてのスピード決定だったからな……時間が経たって落ち着いてくれば、不満を抱いだく者も出てくる」

　だから、と滝川。

「そうしてお互たがいへの警けい戒かいが残った状態で、それぞれの勢力のトップがふたりきりになるなんてタイミングはほとんどない。またトップ同士の独断で事を進められちゃ困る連中もいるからな。たまにあったとしても、その周囲の警備は双そう方ほうの腕うで利ききが入り乱れた厳重なものになっている。そんな所へ、俺だけこっそり忍しのび込める訳がねえだろ」

「？　じゃあ、どうやって話を通してくれたんだ？」

　キョトンとなった刃更に、

「んなモン決まってるだろ……あのふたりだけがいる奇き跡せきみたいなタイミングを狙ねらってこっちが行くなんて真似まねはさっさと諦あきらめて、俺の方がふたりを呼び出したんだよ」

　しれっと滝川はとんでもない事を言った。

　ラムサスがウィルベルトである事を、滝川はその立場から既に知っている。

　つまり滝川は、先代魔王と現魔王の二人を呼び出した事になる。

「そいつは……また無む茶ちやしたな」

「やらせた張本人がよく言うぜ。まあ、レオハルトとラムサス殿をふたりきりにする事には周囲は反対するが、あのふたりが『自分ひとりにしてくれ』って言う要望は通りやすい。配下は主のプライベートを尊重せざるを得ないからな」

　後は、と滝川。

「俺が順番にピックアップをして場をセッティングした。俺の能力は攻こう撃げきだけじゃなく結界にも利用できるんでな。中へ入っちまえば、外から中を認識される心配はない」

　そうして極秘裏に三人だけで話を進めてくれていたという訳だ。

「成る程ほど……それで、二人は何て？」

「あのふたりは、バサっち達を聖域にして事を収めようとしていたからな。真逆の提案を聞いて驚おどろいていたが……お前の考えている事を伝えたら、取り敢あえず納なつ得とくはしていたよ。見た感じ、そう悪い反応じゃなかったぜ」

　だが、と言うと滝川は大きく嘆息を一つして、

「そうやって、せっかく俺が苦労して話をまとめようとしてたってのに……よりにもよってこのタイミングで成瀬達の妊にん娠しんが判明しちまったからな」

　その言葉に、

「…………ラムサスさんか」

「ああ。普ふ段だんから結構な仏ぶつ頂ちよう面づらだが、お前達から成瀬達の妊娠の報告を受けた後に会った時は、明らかにいつもと様子が違っていた。もしあれでご機き嫌げんだったとしたら、顔面の神経が完全にぶっ壊こわれてるよ。つーか、お前達が報告した時はどうだったんだよ？」

　澪達の妊娠は大事な話だ。他から伝え聞かせる訳にはいかない。

　よって刃更は、万理亜とルキア──サキュバス姉妹のホットラインを通じて、澪達の妊娠をラムサス達に報告した。刃更が澪たち全員と結けつ婚こんする事になるという話と一いつ緒しよに。

　すると、

「『そうか……』って、その一言だけだったよ」

　魔法を利用した映像通信で見たラムサスの表情は、それまでと変わらないものだった。

　刃更が正体を見破り、魔界を後にした時と同じように──どこまでも感情の見えない顔で、口にする言葉も最小限だった。

　しかし、

「やっぱり、思うところはあるよな……」

「そりゃ、そうだろうよ。可愛い娘むすめ達の純潔が奪うばわれた挙げ句、他の女達とまとめて一いつ斉せいに孕はらまされちまったんだ。父親感情として、複雑にならねえ方がおかしいだろ」

　と滝川。

「まあ、斯波恭一がそれだけヤバイ相手だったって事は、俺だけじゃなくレオハルトも証言していたし……バサっちの親父おやじさんからもフォローの連れん絡らくが入ったみたいだしな。つーか、連絡取ってたんだな」

「ああ……こっちからじゃなくて、たまに向こうからメールや電話が来るくらいだけど」

　ラムサスに──ウィルベルトに伝えて、迅じんに伝えない訳にはいかない。

　何せ刃更は澪達と結婚する事になるのだから。

　既に澪達と主従誓せい約やくへと至った事は伝えていたが、刃更は改めて澪達の妊娠と、彼女らと結婚する事を迅に報告した。

　すると、

『お前がそう決めたのなら、俺は祝福するだけだよ』

　と言ってくれて──その声の優やさしさと温かさには、思わず込み上げるものがあった。

「…──で、その親父さんはどうしてるんだ？　確か神界に行ってるって話だったな」

　と滝川。

「つーか……神界ってそんな簡単に行けるもんなのか？」

「まあ、あの親父だからな……」

　刃更達には知り得ないような知識や手段があるのだろう。

「それで、行方ゆくえ不明のお袋ふくろさんの手て掛がかりは見つかったのか？」

「ああ。やっぱり神族側の母親が封ふう印いんされた事が絡からんでいたらしい」

「……って事は、つまり相手は十神って事か」

　マジかよ……と呻うめくように言った滝川に、

「長谷川先生が神界を離はなれて以降、十神のメンバーに変化はないらしい。そして、その原因となった俺の母親の封印については、全員一いつ致ちではなく意見が割れていたそうだ」

「その辺の情報は、親父さんも知ってるんだよな？」

「ああ──先生が俺を連れてこっちの世界へ来た時に伝えたらしい」

「じゃあ、まずは封印に反対してくれていた十神を頼たよっていったってところか」

「…──そう思うだろ？」

「？　違うのか？」

　キョトンとした滝川に、刃更は苦く笑しよう。

「味方をしてくれた十神を下手へたに巻き込んで、迷めい惑わく掛ける訳にはいかないから……そっちとは一いつ切さい接触をせずに、封印を決定した十神達に片っ端ぱしから挨拶するってさ」

「片っ端からって……おい、そいつは本当に挨拶なのかよ？」

「俺も心配になったから、大丈夫かってメールしたんだ」

　そうしたら。

「しばらく返事がなかったんだけど……こないだ『大丈夫だ……とりあえず、ふたり倒たおした』ってメールが来てさ」

「………………冗じよう談だんだよな」

「俺達の結婚式に母さんらと一緒に出られるように、なるべく早く片付けるって書いてあったよ」

「…………レオハルトの姉貴といい、これだから化けモンは」

　たまらないとばかりに滝川は言うと、

「そういや、バサっち達の結婚式はどうするつもりなんだ？　重じゆう婚こんどうこう以前に、そもそもお前の年ねん齢れいじゃ、この国の法律だと結婚できねえだろ。かといって十八になるのを待ってたら」

「ああ……澪達の出産の方が早く来てしまう」

　しかし。

「行政上の手続きで認められる事に意味はない。俺達の特とく殊しゆな関係は、こちらの世界では一いつ般ぱんに公おおやけにできるようなものじゃないし」

　大切なのは、あくまで刃更達の気持ちだ。

　だから、

「一応、来月を予定してる……あまり先延ばしにすると、澪達のお腹なかが目立ってきてしまうからな」

「良いんじゃねえの。けど場所はどうするんだ？　こっちじゃ、新しん郎ろう一人に新婦複数なんてのはやれないだろ」

　と滝川。

「魔界ならその辺は大だい丈じよう夫ぶだし、穏健派のメイド連中ならその辺りの事はつつがなくやってくれるだろうけどよ」

「それも考えたけどな……でも皆みなで相談したけれど、式はこっちの世界で挙げるよ」

　何故なぜなら、と刃更。

「俺達の結婚が、また魔界で新たな政治の火種になってしまうのは困るからな」

　もちろん、刃更達の結婚に政治的な意味合いや思おも惑わくが生じてしまう事は仕方がない。

　勇者の一族史上最強の名をほしいままにした戦神ジン・トージョーの息子むすこ、刃更。

　同じく最強と謳うたわれた先代魔王ウィルベルトの娘、澪。

　希代のサキュバスとしてその名を馳はせたシェーラの娘、万理亜。

　この三人が結婚するのだ。

　しかも肩かた書がきだけでなく、刃更達には先の穏健派と現魔王派の決戦での功績がある。

　魔ま神じんケイオスの撃げき退たいを行ない、穏健派と現魔王派の長きに亘わたる両勢力の争いに終しゆう止し符ふを打つきっかけを作り、二大勢力の歴史的な連合確立によって魔界に平へい穏おんをもたらした。

　もはや一大センセーションとなってしまう事は避さけられない。

　……そうなると。

　トップのラムサスやレオハルトの考えや感情とは別に──穏おん健けん派としてはこの結婚を大々的に盛り上げる事で連合における主導権を握にぎろうとするだろうし、逆に現魔王派はこれに強く反発するだろう。勇者の一族の生まれである柚希と胡桃の存在をやり玉に上げて、澪達を裏切り者だと誹ったり、枢機院に名を連ねていたゾルギアの配下だったゼストの過去を引き合いに出して、刃更達への危機感を煽あおるような真似をしてくる可能性もある。

　そうなれば、まだ脆もろさを抱かかえる穏健派と現魔王派の連合は崩ほう壊かいしてしまいかねない。

　……何せ。

　刃更達は幾いくつかのトップシークレットを抱えている。

　刃更の母親がウィルベルトの妹サフィアである事や、もうひとり神族にも母親が──ラファエリーネがおり、彼女が神族最高位の十神だった事。

　万理亜の父親が、ウィルベルトである事。

　そして──長谷川が、元十神である事だ。

　これらが魔界で公になってしまうような事があれば、事態のややこしさはそれこそ完全に収しゆう拾しゆう不可能なレベルになってしまうだろう。

　……そして。

　これは勇者の一族サイドに対しても言える事だ。刃更の出自の秘密はもちろん、ただでさえ片手では足りない数の妻を娶めとる事に生理的・倫りん理り的な抵てい抗こうがあるというのに、澪だけでなく万理亜まで魔王の娘だったと知られれば、危機感を強めて刃更達との同盟に二の足を踏ふんでしまう可能性がある。元十神の長谷川の正体を明かせば反発を抑おさえられるかと言えば、事はそう単純ではない。反発の衝しよう動どうが強まっている状態で長谷川の秘密を軽々しく伝えるような真似をすれば、むしろ刃更が長谷川を無理やり性せい奴ど隷れいにして従わせているとして、致ち命めい的な問題へと発展してしまう恐おそれもある。

「それに……魔界で式を挙げるような真似をすれば、俺達が魔族サイドに偏かたよっているように見えてしまう。それで勇者の一族とは同盟が結べなくなるような事態は避けたい」

　どれだけ愛し合っている者同士の結婚であろうと──祝福されるとは限らない。

　比類のない力を有した者。見上げるような肩書きを持った者。

　そうした者達が結ばれる事に、やっかみや恐れといった負の感情は付き物だ。

　簡単ではないのだ──刃更たち全員の結婚は。

　かといって、自分達の幸せを諦めるつもりは微み塵じんもない。

　だから、式を早めに挙げる事にしたのである。

　……もしも。

　今後の諸もろ々もろを有利に運ぶ事を最優先に考えるのなら。

　魔族サイドと勇者の一族サイド、両方との同盟を無事に締てい結けつまで持って行ってから、勇者の一族と魔族の両勢力のトップや高位の役職についている者達に列席してもらい、新たな人と魔の休戦協定の象しよう徴ちようにすべきだろう。

　だが、二つの同盟がまとまった後に刃更達が結婚して──もし、それによって同盟が破は綻たんするような事態が起きれば、刃更達の結婚は間ま違ちがいだったと言われたようなものだ。

　もちろん、最終的に結婚は自分達が良ければそれで充じゆう分ぶんだし、それ以上は望むべくもない。同盟が上手うまく行かない可能性や、その場合の次の手についても考えてはいる。

　しかし、それでもどこかに後味の悪さが残ってしまう事は避けられない。

　……でも。

　ここまで難しい結婚を強行した上で、それでも勇者の一族サイドと魔族サイドの両方と同盟を結ぶ事ができたなら──刃更達の結婚は、これ以上ないものになる。

　人と魔の長きに亘る争いを、終わらせる事に繫つながるかもしれないのだから。

　迅も、サフィアも、ラファエリーネも。

　ウィルベルトも、シェーラも。修しゆう哉やと薫かおるも。

　刃更達の両親らの世代は、そのために自分達の全すべてを懸かけた。

　その上で、子供である刃更達の幸せを最優先に考えてくれたのだ。

　ならば──自分らの全てでそれに応こたえるのが、刃更達の為なすべき事だろう。

　──だから、刃更達は六月に結けつ婚こん式を挙げる事にしたのである。

　この世界では、六月に行なう結婚には特別な意味がある。

　誰だれからも祝福されるような事は無理だとしても、それでも幸せは諦あきらめない。

　──刃更達は結婚するのだ。

　出で逢あい、愛し合い、結ばれ、ここまで来るのにどれ程ほどの奇き跡せきが必要だったのだろう。

　だが、これは何も刃更達に限った話ではない。

　誰かと誰かが結婚するというのは、きっとそういう事なのだ。

　遊びではない。冗談でもない。

　形だけを取り繕つくろった、記念の思い出で終わらせたりなんかしない。

　絶対と永遠を誓ちかい、そして果たし続けてゆくのだ──今あるこの幸せを。

「だから公には認められる事のないこの世界で──それもこの国で式を挙げるのが、一番だと思う」

「まあ、それが賢けん明めいだろうな……」

　と滝川。

「しかし──そうなると、式場とかはどうするんだ？」

「普ふ通つうの結婚式じゃないからな。大げさな披ひ露ろう宴えんにするつもりはないけど、招待しなきゃいけない人達の身分や事情を考えると、一般的な式場で挙げる訳にもいかない」

　だから、と刃更。

「空間複製型の結界を構築して、その中で開く予定だ。長谷川先生なら、遠く離れた場所とかでも再現できるしな」

　再現する場所の選定については澪達に任せている。

　刃更がこだわりたいのはたった一つ──澪達の幸せだけだからだ。

　よって、澪達が望んだ場所であればそこで良い。

　どうやら幾つかの最終候補にまでは絞しぼれているらしく、もうすぐ決断するとの事だった。

「良いと思うぜ。ラムサス殿どのも納なつ得とくしたのか、最近は落ち着いた雰ふん囲い気きになってるし、招待すれば間違いなく出席する筈はずだ。一度認めちまったら、何だかんだ孫ができたのが嬉うれしいんだろうな」

「そうか……それなら良かったよ」

　ラムサスの態度が軟なん化かしている事は、刃更も感じていた。

　ルキアを通じ、必要なら身の回りの世話をするメイドを派は遣けんすると言ってきたからだ。

　だから刃更達は感謝を述べつつ、もし必要になった時はお願いしますと伝えた。

　……ありがたいな、本当に。

　他ほかに方法はなかったとはいえ、刃更は澪達と主従契けい約やくを結び、最終的には主従誓せい約やくへ至ると共に彼女らを性奴隷にしたようなものだ。

　娘むすめを持つ父親に、それで穏おだやかでいて欲しいと言うのは無理がある。

　それでも──祝福して貰もらえるというのなら、これ以上に嬉しい事はない。

「…──じゃあ、レオハルトの方は同盟については何て言っているんだ？」

「まあ……流石さすがにラムサス殿よりは慎しん重ちようだな」

　と滝川。

「バサっち達を不ふ可か侵しんの聖域にすれば、関かかわり合いがなくなるという事で、リスクはなくなる。だが同盟を結ぶという事は、関係を構築するという事だ。それによってメリットが得られる一方で、リスクもまた生じてしまう事は避けられないからな」

　とはいえ。

「お前達を聖域にする案は、あの斯波って野や郎ろうレベルのヤバイ奴やつが出てくる事までは想定できていなかった。今回はバルフレアの存在を介かい入にゆうの言い訳にできたが、そう毎度都合の良い言い訳がでっち上げられるとは限らない」

「そうだろうな……」

　斯波の叛はん逆ぎやくは最悪の事態だったが、不幸中の幸いの側面もあったという事だ。しかし、

「もしまた、バサっち達がヤバイ状じよう況きように陥おちいったら──恐らくラムサス殿を始めとした穏健派は動かざるを得ないだろう。そうなったら、どうしたって連合に不協和音が生じるし、最悪瓦が解かいしてもおかしくない。下手へたすりゃ、また元の戦争状態へ逆ぎやく戻もどりも有り得る」

　だが、と滝川。

「レオハルトとしても、そんな事態は避けたいと思っている。だからバサっち達との同盟を結ぶ事については異論はないらしい。ただし──一つだけ懸け念ねんがあるそうだ」

「懸念……？」

　眉まゆを顰ひそめてオウム返しに刃更が問うと、

「セリス・レイドハートさ」

　滝川は東城家で暮らしている少女の名を口にした。

「長谷川先生については問題ない。元十神ってのは見過ごせない肩書きだし、他の連中への伝え方は考える必要はあるが……それでも勇者の一族を離り反はんした野中姉妹と同じで、先生も今は神族に属する存在じゃないからな」

　それに。

「何よりも、先生はバサっちと主従誓約を結んでいる。バサっちがコントロールできるのなら、問題ないと判断したんだろう」

　だが、と滝川。

「セリス・レイドハートの事については、レオハルトが少し難色を示していた」

「…………《バチカン》か」

　そう低い声で呟つぶやいたこちらに、滝川は「ああ」と肯こう定ていの言葉を発して、

「あの斯波って野郎の問題には、《バチカン》の過去の行ないが絡からんでいて……それには、レオハルトの副官を務めていたバルフレアも被ひ害がい者しやになっていた。似たり寄ったりの事はこっちの枢すう機き院の連中もやっていたが……連中はもういないからな」

　しかし。

「聖王アルバレオスが失しつ踪そうしたとはいえ、《バチカン》はまだ残っている。それだけでも同盟への障害になるっていうのに、そこに所属しているレイドハートをバサっちは傍そばに置いちまっている。後々になって、彼女の存在が問題になってくるリスクがある現状は好ましくないそうだ」

　強い言い方はしていないが、恐らくレオハルトはこのままでは同盟は結べないと言っているのだろう。枢機院のような存在がどれだけ厄やつ介かいかは、連中に魔王として祭り上げられていたレオハルトが最も理解しているからだ。

「その事なんだが……」

　と刃更は滝川に言った。

「実はこの後──俺は、七緒とセリスの二人とも主従契約を結ぶ事になっているんだ」

「おいおい……まだハーレムを拡大する気かよ。大たい概がいだなバサっちは」

　呆あきれたようにこちらを見る滝川に、

「別に、そういうつもりじゃないんだけどな……」

　と刃更は苦く笑しようした。

　とはいえ、少なくとも七緒は、澪達と同じく刃更と生しよう涯がいを共にする事になる。

　その事は七緒自身も了りよう承しよう済みだし、彼女もそれを望んでくれている。

　……でも。

　セリスとの主従契約がどういう形になるかは、まだ最終結論は出ていない。

　澪達は、セリスもサキュバスの魔ま力りよくで主従契約を結んであげるべきだと思っている。

　一方──刃更としては、セリスの望む形にしてあげたいと考えていた。

　……だから。

　今朝、地下の寝しん室しつで澪と胡桃を抱だいていた時も、大型浴室で長谷川と交わっていた時も、放課後の空き教室で柚希をハメ撮どりしていた時も、刃更はセリスが見ていた事には気が付いていた。澪達は、セリスが自分の気持ちへ素す直なおになれるように、わざと見せつけていたようだが、あれが澪達なりのセリスへの思いやりの形なのだろう。

　だが刃更は、澪達とは違う理由から自分達の淫みだらな性せい行こう為いをセリスへと見せた。

　それは──刃更とサキュバスの魔力で主従契約を結ぶという事が、一体どういうものなのかをきちんと教えるためだ。そうした真実を知った上で、セリスが決めた事ならば、刃更は可能な限りそれを尊重してあげたいと思っている。

　とはいえ、主従契約を結ぶ事に代わりはない。

　よって、

「長谷川先生と同じように、セリスも俺の支配下に置く形になるって事で、レオハルトを納得させる事はできないか？」

　と刃更が問うと、

「どうだろうな……レイドハートが野中達みたいに勇者の一族を抜ぬけているっていうなら、恐おそらく問題はなくなる。だが、現状の所属は《バチカン》のままだろう。あれだけの事があったっていうのにな。だとしたら主従契約を結ぶ事が、かえって状況を難しくするかもしれないぜ」

「……どういう事だ？」

「バサっちがどんな奴かを、もうレオハルトもある程度は理解しているって事さ」

　と滝川。

「お前は、自分の譲ゆずれないもののためなら手段を選ばない。そして、その中にはお前の大切な存在だけでなく、そいつらが大切にしているものも含ふくまれる」

　だから。

「バサっちがレイドハートと主従契約を結ぶ事が、間接的とはいえ《バチカン》に利する事に繫がりかねないって思われちまう可能性がある」

「…………………………」

　滝川の言葉に刃更は無言になった。それは相手の言葉を否定しきれない沈ちん黙もくだ。

　セリスが刃更達の下へ来たのは彼女の意志だが──何かの経けい緯いはあったにせよ、最終的に《バチカン》はそれを認めている。既すでにアルバレオスはいないとはいえ、《バチカン》とは長きに亘わたってアルバレオスの指示の下に動いていた組織だ。

　用心深いアルバレオスはナンバー２を置く事はせず、彼に反発する気持ちを抱いだいていた者も相当いたというが──逆にアルバレオスに心しん酔すいし、彼と思想を同じくしていた者もいただろう。アルバレオスがいなくなり、彼の犯おかしていた数々の禁きん忌きが明らかになった今、表立って彼を支持するような真似まねはしないだろうが、裏ではどうしているかは解わからない。

　……それに。

　おおよそだが──刃更は、セリスを寄よ越こした《バチカン》の思おも惑わくを理解していた。

　よって、刃更達が推おし進めようとしている勇者の一族との同盟は、そうした悪意が二度とこちらへ向く事がないようにするためでもあるのだ。

　しかし──レオハルトにその理解を求めるというのは無理があるだろう。

　そんな回りくどい真似はせず、将来への禍か根こんやリスクを根絶やしにすべきと考える筈だ。

　同じ立場なら、刃更も間ま違ちがいなくそう考える。

　現に──刃更は枢機院の長だったベルフェゴールを暗殺している。つまり、セリスが勇者の一族を抜けるか、《バチカン》を潰つぶさない限りはレオハルトとの話は進まない上に、

　……このままセリスと主従契約を結べば。

　東城刃更は理解する。

　最悪の場合──魔族サイドとの同盟の可能性が失われてしまいかねないのだと。
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　…──結局、刃更達が食べ放題の肉を追加する事はなかった。

　今後の事について、相談しておいた方が良い懸けん案あん事じ項こうが多かったからだ。

　それでも刃更達は、充じゆう分ぶんすぎるほど満足できていた。

　そして店を出たところで、滝川とは別れた。刃更と違って、滝川は電車を使う必要がないからだ。夜の雑ざつ踏とうの中へと消えてゆく背中を見送りながら、

「…………………………」

　刃更は改めて滝川について思った。

　──魔族である滝川は、普ふ通つうの人間の眼めには見えなくなる事も可能である。

　よってその気になれば、幾いくらでも悪行を重ねる事ができる。

　それこそ今日の店だって、滝川なら料金を支し払はらわずに済ませるのは簡単だ。

　しかし──人間界に長く留とどまりながらも、滝川はそうした真似はしてきていない。

　その理由は恐らく二つ。

　一つは、人間界に被ひ害がいを及およぼすような真似をすれば、勇者の一族が動き出してしまう可能性がある事。澪の監かん視しは極ごく秘ひ任務だ。勝手な真似をして、勇者の一族に眼を付けられるのは避さけなければならなかったのだろう。

　……それに。

　恐らくは、現魔王のレオハルトが不正や卑ひ怯きような真似を禁じていたのだろう。

　──たとえ、それが人間相手であろうとだ。

　レオハルトの方針は、様々な政治的思惑によって擁よう立りつされた自分を新たな魔王として受け入れ、付いてきてくれている配下や兵士達に最大限報むくいるというものだという。

　だがベルフェゴールら枢機院らがのさばっていた頃ころは、連中の贅ぜい沢たくのしわ寄せが税の引き上げなど一いつ般ぱん領民のような弱い者達へと向かってしまっていた。そんな彼らの生活を少しでも楽にできるよう、自分達は不要な贅沢はしてこなかったと聞いている。

　……けれど。

　滝川の所属はレオハルトの直属──それも側近のようなポジションだ。

　澪の監視任務に始まり、現在は穏おん健けん派・現魔王派連合を代表して派は遣けんされている。

　よって、不自由しないだけの報ほう酬しゆうは貰っている筈はずだ。

　……それなのに。

　滝川には贅沢をしている様子は全く見受けられない。

　ここからは刃更の想像だが──きっと最低限必要な分を除いて、残りは全すべて自分を育ててくれた孤こ児じ院いんや、他ほかの戦災孤こ児じのために回しているのだろう。

　恐らく、この推測は間違っていない筈である。

　そんな滝川の本質を知っているからこそ、普ふ段だんどれだけ軽けい薄はくに振ふる舞まおうと、穏健派も現魔王派も彼への信しん頼らいを微み塵じんも揺ゆるがせないのだろう。

　そして──それは刃更も同じだ。

　──とはいえ、盲もう目もく的に全てを信じるという訳にもいかない。

　よって駅へと向かって歩き始めながら、

「…──どう思いました？」

　刃更が独ひとり言のように問うと、ふっと刃更の背後に一つの気配が生まれる。

　──だがそれは刃更だけが認にん識しきできるもので、周囲の人達が気付く事はなかった。

　魔法ではない──完全に『氣き』を絶っているのだ。

　そして、

「そうだね……彼の言っていた魔族サイドの要求は至極真っ当なものだと思うよ」

　笑えみを含んだ声でこちらへ答えたのは、かつて最大の死し闘とうを繰くり広げた青年。

　そして、戦いの後に密かに主従契けい約やくを結んだ相手──斯波恭一だ。

　──現在、刃更は斯波に目的遂すい行こうのために必要な己おのれの暗部を任せている。

　斯波の思考能力の高さは折り紙付きで、今では刃更の陰かげの参さん謀ぼうのようなものだ。

　だから滝川と会って同盟の状じよう況きようについて話すにあたっても、刃更は密かに斯波を隣りん室しつへと控ひかえさせていたのである。

　駅へと向かう坂道を、人波と同じ速度で歩きながら、

「セリスちゃんについて、考えなきゃいけない問題は二つある……一つは彼が言っていたように、魔族にとってセリスちゃんの所属が《バチカン》のままなのはマズイ事」

　そして。

「刃更も解ってると思うけど……もう一つは、セリスちゃん本人の感情についてだ」

「………………………………」

　斯波の言葉に、刃更が無言を返すと、

「セリスちゃんの気持ちを最大限配はい慮りよし、尊重したいっていう刃更の気持ちは解るよ。ただ一方で魔族と同盟を結びたい。勇者の一族との同盟も成し遂とげたい……っていうのは流石さすがに少し欲よく張ばりすぎじゃないかな」

　だって、と斯波。

「今の刃更達と勇者の一族とを繫つないでいる線は、セリスちゃんだけだからね。とはいえ、たとえセリスちゃんが勇者の一族を抜けても、最終的にどちらとも同盟は結べるとは思うよ。セリスちゃんが勇者の一族じゃなくなれば、魔族サイドの問題は解決する。そうして彼らと同盟を結んでしまえば、刃更達の脅きよう威い度は飛ひ躍やく的に上じよう昇しようする。勇者の一族としても、下手へたに敵対するような真似はしたくないだろう」

　ただし。

「そうして結ばれた同盟に、どれだけの意味があるだろうね。恐きよう怖ふは一時的な抑よく止し力りよくにはなるけれど、過か剰じように膨ふくらんでゆけば裏切りなどの悪意へと変化し、最終的にはそれを排はい除じよしようという企たくらみへと繫がってしまうものだよ。現魔王のレオハルトが姉と共に枢すう機き院を始末しようとしていた事や、アルバレオスが僕に対して保険を掛かけていたようにね」

　と斯波。

「密かな悪意は見えにくい、厄やつ介かいなリスクだ。想定し、備えておく事は必要だけれど、理想を言えば──なるべくそうしたものが生じないように手を打ちたいところだね」

「つまり……どれかを諦あきらめろ、と？」

　斯波の言っている事は理解できる。確かに、どれかを諦めれば事は進むだろう。

　──だが、諦める事は簡単である。

　刃更達が今日まで数々の苦難を乗り越こえてこられたのは、足搔あがき続けてきたからだ。

　絶望的な悲劇に押し潰されそうになった事がある。

　絶対的な力に屈くつしてしまいそうになった事がある。

　それでも、刃更達は決して諦める事なく必死に抗あらがい続けた──だから今があるのだ。

　今回も諦める事だけはしたくない。そう想おもいを強くしたこちらに、

「別に諦めろとは言わないよ……ただ、優先順位を付けたらどうかって話さ」

　そう言って斯波は肩かたを竦すくめた。

「ちょっと刃更は、譲れないものが増えすぎてきちゃっていると思うよ。それは君の愛情や優やさしさの裏返しなのかもしれないね。まあ確かに今の君は、人より多くを望める立場だし、それを通せる力も持っている。今回の事だって、全てを上手うまく行かせる方法が絶対にないとは言い切れない」

　でもね。

「それでも君は、全知全能の神様じゃないんだ。多くを望みすぎた者は、大たい抵ていが同じ末路を辿たどる羽目になる──破は滅めつだよ。もちろん頑がん張ばる事は悪い事じゃない。ただ全てを叶かなえようと欲張る時は、全てを失う可能性についても考えておかないと後が怖こわいよ」

「………………確かに、そうですね」

　斯波の言葉に、刃更は理解の呟つぶやきを漏もらした。

　──悔くやしいが、斯波の言っている事は正しい。

　刃更には、譲る事のできないものが──家族が増えた。

　そして澪達が身み籠ごもっている以上、今後はそれがさらに増える事になる。

　彼女達のために、刃更は己の全てを懸かけてゆくつもりだ。

　だが──それで全てを思うがままにできるかといえば、そんなものは不可能である。

　大切な結けつ婚こん式でさえ、結界の中に隠かくれて開かなければいけない。

　それが今の刃更の精せい一いつ杯ぱいなのだ。

　だから斯波の言っている事は正しいと理解はできる。

　しかし、感情はそう簡単には割り切れない。刃更が抱かかえる事を決めたものは、どれも本当に大切で、譲ゆずりたくない──譲れないものばかりだ。

　しかし、その強い想いが危険なのだろう。

　だから、

「…………斯波さんは、どうするのが良いと思いますか？」

　刃更は、己の暗部を担になう青年に助言を求めた。これまでは、長谷川が多くのアドバイスをくれていたが、主従誓せい約やくへと至ったことで彼女もまた刃更に強い想いを抱いだいている。

　よって現在、最も冷静な判断を行なえるのは斯波だろう。

　かつて死闘を演じた相手だけが頼たよれる状況を、皮肉に想いながら刃更が問うと、

「そうだね……セリスちゃんを《バチカン》の所属のままでいさせる事については、あまりこだわらない方が良いんじゃないかな」

　だって、と斯波。

「《バチカン》がセリスちゃんを寄越したのは、言ってしまえば人ひと身み御ご供くうじゃないか。彼女を澪ちゃん達と同じ性せい奴ど隷れいにさせる事で、君との繫がりを作るためのね」

「…………………………」

　斯波の発した言葉に、刃更は沈ちん黙もくせざるを得なかった。

　それは斯波の言っている事が真実だからだ。

　自分達の絶対トップだった聖王アルバレオスを失い、斯波を始めとする禁きん忌きの研究を行なっていた負い目を抱かかえる羽目になった《バチカン》は、刃更に擦すり寄って機き嫌げんを取る事で少しでも状況を改善し、この事態を打開しようとしている。

　そして──その事は当のセリス自身も理解しているようだった。

　……けれど。

　セリスは、こんな事になってもまだ自分を育ててくれた《バチカン》に──勇者の一族である事に、己の存在意義を置いている。《バチカン》には苦楽を共にしてきた友人もいるだろうし、悪かったのはアルバレオスを始めとする上の一部の連中というのがセリスの想いなのだろう。そうしたセリスの気持ちを、《バチカン》は利用しようとしているのだ。

　だから刃更も、セリスの気持ちを優先する事にしたのである。

　しかし、

「大体、気付いている筈だよ刃更……セリスちゃんにとっての最善と、彼女の本当の気持ちが一いつ致ちしている事も。それが君達にとっての最善でもある事についてもさ」

「それは──…」

　と苦い表情になったこちらに、

「確かに今、万理亜ちゃんの魔ま力りよくで主従契約を結べば、そのまま一気に誓約まで行ってしまってもおかしくない。その結果、セリスちゃんは永遠に君に縛しばられる事になるだろうし、性奴隷に堕おちちゃう事も避けられないだろう。それはもう普ふ通つうの関係じゃない」

　でも、と斯波。

「それを言ったら、そもそも主従契約そのものが普通じゃないんだ。セリスちゃんの魔力を使って、石化の呪のろいが発動する状態だって充じゆう分ぶんに異常だよ。催淫の呪いと石化の呪いの間に、貴賤なんてものは存在しない。だったら、まずはセリスちゃんを勇者の一族の呪じゆ縛ばくから解き放ってあげる事を一番に考えるべきだと思うけどね」

　大体。

「このまま僕らが魔族と勇者の一族の両方と同盟を進めれば、セリスちゃんは否いや応おうなく注目される事になる。現状では、彼女は《バチカン》を代表して派遣されているようなものなんだから」

　そして、と斯波。

「刃更も、柚希ちゃんも胡桃ちゃんも、今はもう勇者の一族じゃないんだ。だから《バチカン》はセリスちゃんとの繫がりを残したまま、彼女を君のものにさせる事で、同盟が結ばれた後に、自分達が一役買ったと主張するつもりなんだよ、きっと」

「でしょうね……」

　だからセリスは、万理亜ではなく自分の魔力で主従契約を結ぶと言っているのだ。

　主従契約ならば、《バチカン》が何かを言ってきたら関係を解消するという選せん択たく肢しが存在するが、誓約にまで達してしまったら後あと戻もどりはできない。セリスの貢こう献けんを自分達の手て柄がらでもあると《バチカン》が主張してきたら、それを否定する事はできなくなってしまう。

　そして、

「もしも──俺達の同盟が上手く行かなかった場合は」

「《バチカン》は即そく座ざにセリスちゃんを切り捨て、彼女に全すべての責任を背負わせて自分達の関かん与よは否定するだろうね。まあ、後がなくなった連中なんてのはそんなものだよ」

　とはいえ。

「そもそも、勇者の一族との同盟の話を進められるのは、《バチカン》と《里》が君達に大きな負い目がある所に因よっている。けれど《バチカン》は僕の一件での不始末があるし、《里》だと刃更との距きよ離りが近すぎる。勇者の一族全体との同盟を結ぶのであれば、この二つを窓口にする事は避さけた方が良いと思うよ。他ほかの地区の反感を招いちゃうからね」

　恐おそらく、と斯波。

「理想だけを言うなら、逆に最もこちらへ反感を抱いているところを窓口にすべきだ。その上で、こちらの力を誇こ示じして脅おどすのではなく、同盟を結ぶ事にきちんと意味があると彼らを納なつ得とくさせられれば、形けい骸がい化せずに済む筈はずだよ」

「って事は、米国か中国のどちらかですね……」

「いっそ、話だけは両方に振ふってみるのも良いかもよ？　あそこは以前からお互たがいに反目し合っていたし、《バチカン》と《里》の政治力が低下した今、一族全体の主導権を自分達で握にぎろうと画策しているからね」

「あえて、同じ話を両方にしている事を明かせば、どちらも食い付きが良くなるし……後々になって選ばれなかった方に、遺い恨こんや禍か根こんが生じるリスクも減らせる訳ですね」

　成る程ほど、と刃更が納得の呟きを漏らすと、

「勇者の一族との同盟が上手くいけば、争いがなくなる以外にもメリットがあるよ。柚希ちゃんと胡桃ちゃんは、形の上では既すでに《里》を捨てているから、今は《里》の次期長老の筆頭候補の修哉さんや、その奥さんの薫さんとは距離があるように見せなきゃいけない。アフレイアの高次結界の中で結婚式を挙げる事にしたのは、それが理由の一つでしょ」

「ええ……」

　長谷川の結界内なら、よその勇者の一族に気付かれる心配はない。

　これはラムサスにも──ウィルベルトにも言える事だ。そして、

「刃更……もし君が主導する形で同盟が結ばれれば、柚希ちゃん達の親子関係は元通りとまでは無理でも、今よりもずっと改善される。少なくとも会いたい時に会えるくらいには。それは澪ちゃん達と穏おん健けん派も同じだろう」

　だからこそ、と斯波は言った。

「セリスちゃんの事は良く考えた方が良いよ。恐らく彼女をどうするかで全てが決まる」

　一息。

「意味のある同盟が結べるか否いなかも──君達の望む未来を摑つかめるかどうかも、ね」







　そして──改札を抜ぬけて、刃更が駅のホームで電車を待っていた時だった。

「……ああ、そうそう」

　ふと思い出したように斯波が言った。

「気付いていたと思うけど……ここのところ、君達の周りや家の周辺をウロチョロしていた奴やつの件、昼間に僕の方で対処しておいたよ」

　それはこの数日、刃更達について回っていた気配の事だ。

　当然ながら刃更もその存在には気が付いていたが、相手の思おも惑わくはおろか正体さえ読めなかったため、接せつ触しよくするなど表立って動く事は控ひかえていた。

　──とはいえ、そのまま放置しておく訳にもいかない。

　よって刃更は今朝、斯波に対応を指示していた。

「ありがとうございます……結局、何者でしたか？」

　斯波の仕事の速さに感謝しながら問うと、

「勇者の一族か、もしくはとうとう神族が出てきたのかと思っていたんだけど……何と魔族でね。取り敢あえず、今は僕のマンションに拘こう束そくしてあるよ」

　斯波が住んでいるのは、以前まで長谷川が使っていたマンションだ。

　長谷川が東城家に移り住む事になった際に契けい約やくを引き払はらわず、そのまま斯波の住まいにしていて、澪達に聞かせられないような話をする時に刃更も訪おとずれている。

「魔族ですか……所属はどこです？」

　刃更は怪け訝げんを覚えながら尋たずねた。

　監かん視し役というなら、穏健派と現魔王派連合からは既に滝川が派は遣けんされている。

　両勢力のトップであるラムサスとレオハルトが、こちらへ何の通達もせずに監視役を増やすとは考えにくい。刃更達自身の関係性や、滝川の存在もある。

　向こうとは、ある程度の信しん頼らいは構築できている筈だ。

　すると、

「吐はかせようとしたんだけど、口が堅かたくてね……ただそいつの氣を読んでみたところ、どうも穏健派でも現魔王派でもなさそうな雰ふん囲い気きでね」

　穏健派と現魔王派では、使用する魔力に微び妙みような差がある。

　発生する魔力オーラの色が異なっているのはそのためだ。

　そして氣を自在に操あやつれる斯波は、相手の気配を読む事にも長たけている。

　恐らく相手の気配が、穏健派のものとも現魔王派のものとも異なっていたのだろう。

　──穏健派と現魔王派は、魔界における二大勢力だ。

　両者が連合を組めば、その勢力規模は魔界全土の七割強にも及およぶ。しかし、魔界にはそれ以外の他勢力は存在しているし、独自に暮らしているコミュニティも点在している。

　密ひそかに魔界の覇は権けんを狙ねらっていた第三勢力からしてみれば、穏健派と現魔王派が一いつ緒しよになるのを、指を咥くわえて見ている訳にはいかないだろう。連合成立の鍵かぎの一つにもなっている刃更達に眼めを付けてくるのも、動きとしては理解できるものだ。

「滝川を通じて、穏健派と現魔王派に状じよう況きようだけは伝えておきましょう」

「それは良いけど……だったら伝え方は少し気を遣つかった方が良いと思うよ。できるなら、同盟の話を進めた時みたいに、穏健派と現魔王派のトップだけを呼び出すとかね」

「……どういう事です？」

「そいつはね──どうやら澪ちゃん達が妊にん娠しんしている事を知っていたみたいなんだ」

　という斯波の言葉に、

「………………………………」

　刃更はスッと眼を細めたものにした。

　──澪達の妊娠の事実は、限られた者にしか明かしていないトップシークレットだ。

　刃更達が確かく認にんできているのは、穏健派ではラムサス、ルキア、シェーラの三名。

　現魔王派ではレオハルト、リアラのふたりだけである。

　無論──同盟を進めていく上で、澪達の妊娠や刃更達の婚こん姻いんについては、政治を司つかさどる立場の者達の間では共有される必要のある情報だ。

　どれだけ同盟についての検討を行なったところで、後になって重要な事情や重大な事態が判明してしまえば、状況は簡単に引っ繰くり返り、後には悪感情だけが残ってしまう。

　──しかし、それは穏健派と現魔王派の中に限った話だ。

　他の勢力が澪達の妊娠について知っているというのは見過ごして良い事態ではない。

　考えられるとしたら可能性は一つ。

「恐らく穏健派か現魔王派のどちらかに、他勢力から潜せん入にゆうしているスパイか、もしくは外に情報を流した者がいるんでしょうね」

「ただ……この情報を知る事ができる立場の者は限られている。ちょっと穏おだやかな状況じゃないね。僕が捕つかまえた奴が監視役ではなく、刺し客かくだった可能性だってある訳だし」

　恐らく、と斯波。

「こっちとの同盟に反対している連合内の抵てい抗こう勢力の仕し業わざだろう。澪ちゃん達が妊娠した事を好機と捉とらえて動き出したんじゃないかな。人ひと質じちに取れれば、対応について穏健派と現魔王派の間でも意見が分かれるのは必至だし……上手うまく転べば、混乱の隙すきを突ついて連合そのものを崩ほう壊かいさせられる目も出てくる」

　どうする？

「解わかりやすい形で始末して、死体を送り付けようか。そうすれば、向こうの動きがこちらに筒つつ抜ぬけだって事を伝えられるし、牽けん制せいにもなると思うよ」

　という斯波の提案に、

「…………いいえ」

　刃更は静かに首を横に振った。

「そいつは生かしたまま魔族側に……滝川を通じてレオハルトに引き渡わたしましょう。こちらとしては、あまり挑ちよう発はつするような真似まねをして同盟の話が停てい滞たいしてしまうような事態は避けたいし」

　それに。

「連合の中に裏切り者がいるなら……それは向こうの落ち度です。こちらがそれを押さえて始末も含ふくめてあちらへ渡せば、大きな貸しにできます」

「成る程……でも引き渡すのは連合ではなく現魔王派な訳だ。セリスちゃんに対する矛ほこを収めさせる取り引き材料の一つにするんだね」

　こちらの狙いを即座に理解し、斯波は楽しそうに笑った。

「良いね刃更……どんどん悪い考えができるようになっているじゃないか」

　糸のように細い眼をスッと開いて。

「その残ざん酷こくさを、セリスちゃんを取り巻いている状況にも向けてあげなよ」

「…………………………」

「おっと、これは失言だったかな。ゴメンね」

　ははっと斯波は笑うと、

「さて……そうと決まれば、僕は一いつ旦たん向こうに戻もどるよ。せっかくの利用価値の高い捕ほ虜りよだからね。きちんと拘束して、意識もあと半日は戻らないようにしておいたけれど、万に一つも死なれたり逃にげられたりしないように、体内の氣の流れを断って全身の感覚を完全に奪うばっておかなくちゃ」

　そう言ったところで、駅のホームへ電車が入ってきた。

　刃更が乗る下りの特急電車だ。

　すると、

「じゃあ、僕はここで。ああ、そうそう忘れるところだった」

　斯波が思い出したようにこちらへ紙かみ袋ぶくろを渡してきた。

「…──何です、これ？」

　刃更が紙袋を開けると、中には歯ブラシ、歯は磨みがき粉、口こう臭しゆうケアタブレット、ミネラルウォーターの小型ペットボトル、さらに使い切りの衣服除臭スプレーが入っていて、

「今夜はこれからが本番でしょ。良かったら家に戻る前に使ってよ」

　という言葉に刃更が顔を上げた時には、既に斯波の姿はホームから消えていた。

　だから刃更は苦く笑しようしながらも、さっそく口臭ケアタブレットを幾いくつか口の中へ。

　そしてケースを紙袋へ戻すと、扉とびらが開いた電車へと乗り込んだ。
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　時刻が間もなく二十三時になろうとしていた頃ころ。

　東城家では既に、今夜の主従契約の準備が一通り整っていた。

　──よって刃更が帰ってきたら、いよいよ運命の瞬しゆん間かんが訪れる事になる。

　そんな中──今夜の主役の一人であるセリス・レイドハートは、自分の部屋として使わせて貰もらっている二階の一室で、その時を待っていた。

　刃更が帰宅したら、澪達が刃更に準備が完かん了りようしている事を報告。

　そして澪達の誰だれかがこちらを呼びにきて、共にリビングへと赴おもむき──そこで刃更と顔を合わせたら、すぐに主従契約を行なうという手て筈はずになっていた。

　次にこの部屋の扉がノックされたら、セリスの運命は決まる事になる。

　だというのに、

「っ………………」

　ベッドに腰こし掛かけていたセリスは、膝ひざの上に置いていた両手をギュッと握にぎり締しめた。

　──既すでに下していた己おのれの決意と、一方で心の奥に抱いだいている本当の気持ち。

　その狭はざ間まで、まだ心を揺ゆらし続けていたからだ。

　すると、

「…………レイドハートさん、大だい丈じよう夫ぶ？」

　そんなセリスに、ふと真横から気き遣づかいの声が掛かけられた。視線をそちらへ……隣となりへ向けると、そこにはセリスと同じくベッドへと腰掛けている可愛かわいらしい少女がいた。

　──それは今夜、セリスと共に刃更と主従契約へと臨のぞむ少女。

　ヴァンパイアハーフの橘七緒である。

　だが──七緒の格好は、私服姿のセリスとはまるで異なるものだった。

　女の躰からだを淫みだらに彩いろどる、扇せん情じよう的なビスチェとガーターベルトだ。

　各所にあしらわれた繊せん細さいで緻ち密みつなレースの装そう飾しよく部分は透すけており、七緒の胸や尻しり──さらには股こ間かんなど、大切な場所が薄うっすらと見えてしまっている。

　それは裸はだかよりも遥はるかに淫らな格好で、そんな姿を七緒は受け入れていた。

　七緒が刃更と結ぶ主従契約は、サキュバスである万理亜の魔ま力りよくを用い──さらに柚希の時と同じく、わざと契けい約やく紋もん章しようへのキスを行なわない事が確定しているからだ。

　しかし、

「貴女あなたは……本当にそれで良いんですの？」

　まだ己を決められずにいるセリスは、七緒へと問い掛けを放った。

　刃更との主従誓せい約やくに至っている現在の万理亜の力は、伝説のサキュバスと誉ほまれ高い母親のシェーラの全盛期に勝まさるとも劣おとらないレベルにまで到とう達たつしているという。

　よって──発動する主従契約の呪のろいの威い力りよくは、かつてないレベルになるだろう。

　今夜を境に、七緒が刃更の性せい奴ど隷れいへと堕おちてしまう事はもはや必定だ。

　すると、セリスが向けている視線を受けた七緒は、問い掛けの意図を悟さとったらしく、

「…………うん」

　頰ほおを赤らめながら、それでも穏やかな笑えみと共にコクンと頷うなずいた。

「ボクね……これまでずっと逃げてきたんだ。狙われてしまわないようにヴァンパイアハーフだって事実を隠かくして、男と女の両方の性別を行ったり来たりしている事も秘密にして。多分、周囲だけじゃなくて自分にもずっと噓うそをついていたんだと思う」

　だけど、と虚こ空くうを見上げながら七緒。

　その視線の先に、彼女にとって最も大切な存在を思い浮うかべながら、

「東城君はね……そんなボクを全すべて受け入れてくれて、それでも良いって言ってくれた。これからも友達でいようって。多分、ボクが東城君を本当に意識し始めたのはあの時」

「ですが、刃更は……」

　とこちらが挟はさんだ言葉に、

「うん……東城君には成瀬さん達がいたし、長谷川先生とも秘密の関係だった。その事はある程度教えて貰っていたから知っていたよ。でもね、それでもボクは良かったんだ」

　だって、と七緒は言った。

「成瀬さん達や長谷川先生と同じように──ボクも東城君じゃなきゃ駄だ目めだったから」







　橘七緒は、己の気持ちの変へん遷せんを改めて言葉にしていった。

「東城君の事を意識するようになってしばらくして、体育祭に関かかわった生徒会メンバーだけの打ち上げに、東城君と長谷川先生を招待したの。その時、ボクはまだ性別が完全に定まっていなかったけど、ちょうど女の子の時期でね」

　そして。

「食後に行なった、聖ヶ坂学園の生徒会の伝統のゲームで、ボクは東城君とトイレの中へ二人で入って、着ていた男の服を全部脱ぬがされて、女の子の服を着せられたんだ」

「全部って……」

「うん……あくまで女装って事だけど、ショーツもブラも下着まで全て」

　驚おどろいたようにこちらを見たセリスに、七緒は恥はじらいながらも告白した。

「それから席へ戻ってゲームを続けたら、今度は東城君にキスをされる事になって」

「ちょっと待って……ゲームでキスなんて」

「大人の人達がするゲームの中にはそういうものもあるみたいだけど、ボクらのゲームはそこまで過激じゃなくて、場所の指定はなかったよ。だから唇くちびる同士である必要はなくて、普ふ通つうは手の甲こうだったり、ふざけても頰までだったと思う」

　でも、と七緒。

「…──東城君がボクにしたのは、首筋へのキスだった」

　橘七緒は、そっと右の手で己の首筋に触ふれながら思い出す。

「多分、東城君には特に深い意味はなかったんだと思う。ボク自身も、大した意味があるなんてその時は思ってもいなかったし」

　だけど。

「ヴァンパイアが眷けん属ぞくを──配下を作る時は、首筋に牙きばを立てて相手の血を吸う。そして、それと同時に自分の血を……魔力を与あたえるんだ。言うなれば、それがヴァンパイアの主従契けい約やくなんだよ。そして──半分とはいえ、ボクも歴れつきとしたヴァンパイアだから」

　と七緒。

「吸血行こう為いをした事がなかったボクにとって、東城君にされた首筋へのキスは凄すごく鮮せん烈れつな体験だった……あの日の晩から、ボクの中で東城君は絶対的な存在になっちゃって」

　しかし。

「東城君にはもう、成瀬さん達や長谷川先生がいた。あんな魅み力りよく的な人達にボクなんかが敵かなう訳はないし……中ちゆう途と半はん端ぱなボクに好かれても、東城君の迷めい惑わくになるって思って。だからボクは自分の気持ちに蓋ふたをする事にして、自分で自分に魔眼を使ったの。東城君の事を、これ以上好きにならずに済むように」

　小さく苦笑しながら言ったこちらに、

「……………………」

　セリスがふっと表情を暗いものにしたのを七緒は見た。

　──橘七緒は、その表情を知っている。

　自分自身へと魔眼を使用する前──鏡の前に立ったかつての七緒と同じ顔だった。

　……成瀬さんの言っていた通り、なんだね……。

　放課後の空き教室で、刃更と柚希のセックスを覗のぞいていた時──胡桃が言っていた。

　セリスには、教えなければならない事があると。

　あの時はあまりに淫らな光景に思考が麻ま痺ひしてしまっていて、深く考える事ができなかったが、後で気になって澪にどういう意味なのか解わかるかと尋たずねたら教えてくれた。

　セリスは本当の気持ちを押し殺したまま、刃更と主従契約を結ぼうとしているのだと。

　それは、かつての七緒と同じ行為であり──そして明確な過あやまちだ。

　だから教える。

「でもね、レイドハートさん……ボクの東城君への想おもいは、魔眼の力で抑おさえられるようなものじゃなかったんだ。成瀬さん達や長谷川先生がどれだけ魅力的でも、もしかしたら迷惑になってしまうかもしれなくても……それでもボクは、東城君が好きだったの」

　よって。

「表層意識までは誤ご魔ま化かせても、深層心理はそうはいかない……だから心の奥底で東城君への想いを募つのらせたボクの躰は、女の子のままになって」

　それから、と七緒。

「三学期の修しゆう了りよう式の後……魔眼の催さい眠みん効果で記き憶おくを封ふうじ込めていたボクは、とうとう東城君に助けを求めた。そうしたら東城君は、ボクときちんと向かい合ってくれて……梶浦先せん輩ぱいを巻き込みかけても、長谷川先生と一いつ緒しよにフォローしてくれた」

　そして。

「その後……ボクが自分自身にした事を長谷川先生は見み抜ぬいて、そんなボクの気持ちをそれでも東城君は受け止めてくれたの」

　だから、と七緒は告げる。

「ボクはもう──自分の気持ちに噓をつけなくなった」

　そして七緒達は、そのまま筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたいほど淫らな行為へと突とつ入にゆうしていった。

　既に自身を刃更の性奴隷として定めていた長谷川が示した手本通りに、七緒もまた刃更へと淫らな性せい奉ほう仕しを行なって──さらに刃更からも滅め茶ちや苦く茶ちやに求められた。

　最後の一線こそ越こえなかったが、ショーツの中にまで刃更のモノを挿そう入にゆうされ、己の女の入り口をいやらしく擦こすられて──そして七緒は、完全に女として生まれ変わった。

「そして春休みが終わって、進級して……東城君達が生徒会に入った後。東城君から聞かされたの。斯波恭一っていう人との凄い戦いがあった事や、成瀬さん達との主従誓約の事、それと今後起きうる様々なリスクについて」

　その中には、刃更達の敵に七緒が狙ねらわれてしまう可能性も含ふくまれていた。

　だが、

「それを聞いて、ボクはすぐにお願いした。もしも東城君や成瀬さん達が許してくれるなら……ボクも東城君と主従契約を結ばせて欲しいって」

　刃更達が魔界へ赴いた時も、七緒は黙だまって見送る事しかできなかった。

　その頃はまだ澪達に正体を──ヴァンパイアハーフという事実を隠していたからだ。

　──しかし、魔界から戻もどってきた刃更は、どこか雰ふん囲い気きが変わっていた。

　信じられないような死し闘とうがあったであろう事が、すぐに察せてしまう程ほどに。

　……だけど。

　春休みが終わって始業式の日に久しぶりに会った刃更は、さらなる変へん貌ぼうを遂とげていた。

　より逞たくましく魅力的になった一方で──どことなく暗く冷たい雰囲気へと。きっとまた、想像を絶するような死闘に勝利するために、刃更は何かを失ってきたのだろうと思った。

　そのため堪たまらない気持ちになって──思わず七緒は、スーパーのトイレの個室へ刃更を連れ込み、彼にいやらしい性奉仕を行なった。

　それくらいしか、七緒にはしてあげられる事がなかったからだ。

　だから、現在の刃更達が置かれている状じよう況きようと共に、主従契約と主従誓約について聞かされた七緒は、即そく座ざに自分とも結んで欲しいと懇こん願がんした。

　──これ以上、役立たずのままでいるのは絶対に嫌いやだった。

　すると──そんな七緒の気持ちを、刃更だけでなく澪達も受け入れてくれた。

　ヴァンパイアの血を引いている七緒は、勇者の一族から──それも《バチカン》や米国などから狙われやすい存在だったからだ。もし同盟を結んでからでは、《バチカン》や米国が七緒の存在を知って攻こう撃げきを仕し掛かけた時──政治的な理由から刃更達は手出しできない状況になる危険性も出てきてしまう。

　よって七緒を守る為ためにも、刃更達は主従契約を結ぶ事を許してくれた。

　七緒の存在が、勇者の一族との同盟の足あし枷かせとなりかねないにも拘かかわらずである。

　──そんな七緒が刃更達の役に立つには、一刻も早く誓約へと至るしかない。

　戦せん闘とう力の面では、ただでさえ差があったのに──誓約によって刃更や澪達はさらなる次元へと到達している。ただ主従契約を結んだだけでは大した意味はないし、たとえ誓約まで行けたとしても、どこまで追い付けるかは未知数だ。

　……でも。

　長谷川の話では、ヴァンパイアの血を引いている七緒は、主従誓約へと至る事で新たな能力は高次の存在へと覚かく醒せいできる可能性があるのだという。

　上手うまく行けば、それこそ今の澪達に匹ひつ敵てきするレベルにまで、戦闘力を高められるポテンシャルを秘ひめている……そう言われれば、その可能性に賭かける以外の選せん択たく肢しはない。

　だから刃更達が奇き跡せきの主従誓約へと至れたのと同じ、万理亜の──サキュバスの魔ま力りよくで主従契約を結ぶ事にしたのである。

　そうしたこちらの告白に、

「……………………………………」

　セリスはいつしか完全に黙り込み、視線を伏ふせたものにしていた。

　その横顔に見える瞳ひとみは切なげに揺ゆれていて──だから七緒は確信する。

　……やっぱり、迷っているんだねセリスさん。

　澪達と同じくサキュバスの魔力で刃更と主従契約を結ぶ七緒と違ちがい、セリスは自身の魔力を使用するつもりだという。

　──セリスが生き真ま面じ目めな性格なのは、この一ヶ月半ほどの付き合いで既すでに明らかだ。

　だから、初めてセリスの主従契約について聞いた時は、彼女の性格なら催淫特性を用いるのには抵てい抗こうがあるのだろうと素す直なおに理解する事ができたし、それについて七緒が何か意見するつもりもなかった。

　……けれど。

　主従契約は──良くも悪くも人生を変えてしまうものである。

　セリスが刃更と主従契約を結ぶ事を決めたのは、刃更達の足あし手で纏まといにならずに済むようになるため。それは、七緒の理由と近しいものだ。

　……それに。

　これまでは学校での交流がほとんどだが、生徒会の仕事を手伝ってくれている事もあり、七緒はセリスとよく顔を合わせている──そして、だからこそ気付いている。

　刃更を見み詰つめるセリスの瞳が、七緒や澪らと同種のものであるという事は。

　──無論、それだけで自分達と同じ催淫特性で主従契約を結べと言うつもりはない。

　主従契約に強さを求めるのであれば、主となる刃更への屈くつ服ぷくを深めてゆく必要がある。

　よって催淫特性での主従契約を結べば、最終的には澪達と同じ性せい奴ど隷れいへと堕おちてしまうだろう。普通に考えれば、真面目なセリスにその状況は受け入れがたいに違いない。

　一人の少女として、本気で刃更を好きだからこそ──一対一の関係を求める。

　それが自然な感情だ。

　……でも。

　刃更には澪達がいる。彼女達もまた、刃更しか有り得なかったのだ。

　それをお互たがいに理解していたからこそ、澪達は刃更を独ひとり占じめする事を諦あきらめた。

　……ううん、違う。

　諦めたのではない。誰だれ一人ひとりとして、諦められなかったのだ。

　刃更のすぐ傍そばで生きてゆく事と──彼と添そい遂げ、幸せになる未来を。

　だから澪達は、皆みなで刃更と生きてゆく道を自然と望むようになっていったのだろう。

　──そんな澪達に、七緒も一度は身を引こうと考えた。

　けれど駄だ目めだった。そんなのは無理な話だった。

　……だって。

　橘七緒はもう、東城刃更以外の存在など考えられなかった。

　──澪達と共にいる刃更は眩まぶしくて、どこか遠くに感じてしまう事が何度もあった。

　その度たびに胸が切なくなって、おかしくなりそうだった。

　いっそ全すべてを忘れてしまおうとした。

　……だけど。

　そうして危あやうく七緒の方から離はなしかけた手を、それでも刃更は握にぎってくれた。

　刃更を遠くに感じていたのは勝手な思い込みで……刃更はちゃんと手の届く場所にいて、七緒の事を見てくれていたのだ。

　だから今──橘七緒はここにいる事ができている。

　澪達と同じく、刃更と共にこれからを生きてゆける。

　その未来の入り口へと立っている。

　……もしも。

　セリスが刃更を恋れん愛あい対象として──自分の全てと、これからの生しよう涯がいを捧ささげる相手として諦めたいと本気で望んでいるのなら、このまま自身の魔力で主従契けい約やくを結べば良い。

　だが──もし澪達の言うように、セリスが自分の本当の気持ちを偽いつわっているのなら。

　かつての七緒と同じように、何かしらの理由で自分の気持ちを押し殺しているのなら。

　刃更とこのまま主従契約を結ばせるのは絶対に間違っている。

　セリス自身にとっても──刃更や七緒達みんなにとっても。

　だから、

「ボクは東城君と出会って、彼と一緒に過ごす事で、自分が本当はどう生きたかったのか自覚する事ができたよ。東城君と催淫特性で主従契約を結びたいって心から想ってる」

　橘七緒は、眼めの前の少女へと告げた。

　そして、かつての自分を見詰める瞳で問う。

「セリスさん……セリスさんは、本当はどうなりたいの？」
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　己おのれの本心を問われたセリスは、

「…────私は」

　口にしかけた想おもいを、しかしそこで吞のみ込んだ。

　自分が本心ではどうしたいかが、本当に解わからなかったからだ。

　刃更が好きだ──それは間違いなく断言できる。

　刃更にならセリスの全てを捧げたいし、彼が望むなら性奴隷になったって構わない。

　刃更と一緒なら、地じ獄ごくだろうと喜んで堕ちる。

　本当だ。

　……でも。

　そんな真似まねをすれば、《バチカン》の思う壺つぼになってしまう。

　刃更達の足手纏いにならないために主従契約を結ぼうとしているのに、その主従契約のせいで刃更達の足枷となってしまいかねない。

　そんな事になるのだけは絶対に嫌だった。

　だからこそ、セリスは自分の望みではなく、刃更を優先して考える事にしたのだ。

　……それなのに。

　刃更は、セリスが本当に望んでいる方法でなら主従契約を結ぶと言った。

　──まるで、セリスの気持ちを見抜いているかのように。

　そして澪達は、彼女らと同じく万理亜の──サキュバスの魔力で刃更と主従を結ぶべきだと主張している。それがセリスの本当の願いの筈はずだから、と。

　そして今──セリスは七緒に問われている。

　本当はどうしたいのか、と。

　だが、

「っ…………ごめんなさい」

　こんなに頭を働かせているのに。こんなに自分の心に問い掛かけているのに。

　こんなにもどかしくて──おかしくなりそうなのに。

　優先すべきは刃更か己か、どちらが自分の本当の望みなのか答えを出せなかった。

　そうして力のない謝罪の言葉を絞しぼり出したセリスは、

「…────あ」

　とっさに驚おどろきの声を漏もらした。それは不意の抱ほう擁ようによるもの。

　七緒が横からそっとこちらを抱だき締しめてくれていて、

「謝らなくても大だい丈じよう夫ぶだよ……言ったでしょ、ボクも一人じゃ答えを出せなかったって」

　と優やさしい声で七緒。

「自分の気持ちが、自分でも解らなくなっちゃう事ってあると思う。大切な想いが二つ以上あった時……どちらも諦めたくなくて、心が引き裂さかれちゃうよね」

　だけど。

「一人で苦しまなくて良いんだよ。だって皆いるんだから。だからセリスさんは、どうか抱かかえている想いを全部言って」

　そうしたら、と七緒。

「きっと、セリスさんと皆にとって一番良い答えを見つけられるよ」

　だって。

「セリスさんの傍には居るから……ボク達も、東城君も」

　そんな七緒の想いに触ふれて、

「橘さん……」

　抱き締められた腕うでの中で、セリスが声を震ふるわせていると、

「七緒で良いよ……だってボクもう、セリスさんって呼んじゃってるもん」

　優しくこちらの背中を撫なでてくれながら七緒がそう言った時だった。

　──一階の方からある音が聞こえてきた。

　リビングの扉とびらが開けられた音だ。

　そして幾いくつかの足音が玄げん関かんへと向かった直後──玄関の扉が開けられた音がして、

『…──お帰りなさいませ、刃更様』

『刃更兄ちゃん、お帰り』

　ゼストと胡桃が、この家の──否いな、彼女達の主を出で迎むかえた声が聞こえてくる。

　そして、

『…──ああ、ただいま』

　階下から微かすかに聞こえてきた刃更の声に、

「っ──────…」

　セリスは思わず息を吞んで身を硬かたくした。

　とうとう、その時が訪おとずれたからだ。

　刃更達の足音がリビングの奥へ消えてゆくのを聞き、一気に緊きん張ちようを募つのらせたセリスに、

「大丈夫……大丈夫だよ、セリスさん」

　七緒はこちらを落ち着かせようと、ギュッと抱き締めててくれる。

　すると七緒の胸がセリスの耳元へと押し付けられる形になり、

　……あ……七緒さん……。

　彼女が胸の鼓こ動どうが、こちらと同じく早はや鐘がねのようになっている事にセリスは気が付いた。

　たとえどれだけ心を決めていようと、七緒もまた緊張していたのだ。

　それなのに──彼女は真しん剣けんにセリスと向き合い、安心させてくれていたのである。

「──────────」

　泣きそうになったセリスにできる事は、自分からも彼女を抱き締め返す事で。

　刃更と主従契約を結ぶ者同士──しばし二人で互いに抱き締め合った。

　…──そして、永遠にも思える十分が過ぎた頃ころ。

　リビングから出てきた複数の足音が階段を上ってきた。

　ゆっくりと自分達の運命が近付いてきている──その事実に、セリスと七緒は息を吞んで部屋の扉を見詰める。

　すると足音はセリス達の部屋の前に来た所で止まり、扉がノックされた。

　だからセリスは七緒と共にベッドから立ち上がり、

「………………ど、どうぞ」

　こちらが震える声こわ音ねで入室を促うながすと、ガチャリという音と共に扉が開いた。

　そして──室内へと入ってきたのは三人だった。

　優しい表情をしている澪と長谷川。

　それと、

「…────東城君？」

　本来なら、リビングへと降りてから顔を合わせる筈だった刃更の姿がある事に、セリスの隣となりにいる七緒が驚きの声を漏らした。

「どうしたの……何か問題があったの？」

　呼びにくるなら一人で充じゆう分ぶんだというのに、やって来たのは三人で──さらには刃更もいる状じよう況きように何事かと七緒が問うと、

「いいや。ただ、ちょっとセリスと先に話しておいた方が良い事があってさ」

「…………………………」

　刃更の言葉に、セリスは必然ともいうべき沈ちん黙もくを放った。

　──セリスが刃更と主従契約を結ぶためには条件がある。

　セリスの本当に望んでいる方法で行なうという事だ。

　セリスはまだその答えを刃更に伝えていない。

　当然だ。セリス自身の中でも、その答えは出ていないのだから。

　黙だまり込んだこちらに、

「セリスさん……」

　心配そうに七緒が声を掛けてくれる。

　そんな彼女へ、

「七緒……お前は、澪と先に行って待っていてくれ」

　刃更が穏おだやかな口調でそう告げた。すると、

「…………うん、解った」

　主となる刃更からの頼たのみに、七緒は頷うなずく以外の事はできない。

　だから七緒は澪の下へと向かって歩き出し──その刹せつ那な、

「…──大丈夫だよ。信じて」

　そっとこちらにだけ聞こえるように言った。

　──それはきっと、先さき程ほどセリスにくれた促しの言葉の念押し。

　自分の抱えている気持ちを全すべて言うようにというもので、七緒が澪の隣へ行くと、

「じゃあセリスさん、あたし達は先に行って待ってるから」

　そう澪が言った瞬しゆん間かん──セリスは彼女と眼が合った。

　澪はどこまでも優しい笑えみを浮うかべていて、

　……澪……？

　その笑顔の意味が理解できないままでいるこちらに、しかし澪は構う事なく七緒を伴ともなって部屋を出ると、扉を閉めて一階へと降りていった。

　それから──二人の足音が完全に聞こえなくなった後。

「…────セリス」

　こちらへと向き直った刃更に名前を呼ばれながら見み詰つめられ、

「っ…………」

　反射的にセリスはピクンと身を反応させた。

　その理由は緊張だ。すると、

「俺とセリスの主従契約は……セリスが本当に望む形で、という条件を付けていた。俺がその条件を口にする前、セリスは自分の魔ま力りよくを使用したいと主張していたけれど」

　そこまでを言うと、刃更はジッとこちらを見詰めて、

「これは最後の確かく認にんだけど──その気持ちは今も変わっていないか？」

　という問い掛けに、

「…────私は」

　セリスは答えを返そうとしたが、それ以上の言葉を詰つまらせた。

　──セリス・レイドハートにとって、最も大切なのは一体どちらか？

　刃更を恋こい慕したう自分の気持ちか。それとも、より刃更の役に立つ事か。

　……どうして、ですの？

　主従契けい約やくを自ら願い出た時は、迷いなどなかったのに。

　皆みなから素す直なおになって欲しいと言われる内に、どうすべきか解らなくなってしまった。

　だから、




「どうすれば良いのか……何が正しいのか解らないんですの」




　俯うつむきながら、ようやく絞り出したもの。

　──それは、刃更の問い掛けの答えにはなっていないかもしれない。

　だがセリスが口にしたのは、偽いつわらざる本音だった。

　そして黙り込んだこちらに、

「…………そうだよな、解わかるよ」

「え───…？」

　苦く笑しようを含ふくんだ刃更の声がして、セリスはとっさに顔を上げた。

　すると、すぐ眼めの前に刃更が佇たたずんでいる。

　どこまでも優しい笑顔を浮かべて。







　東城刃更は、驚きの瞳ひとみで見詰めてくるセリスに言った。

「俺もだよ……何が本当に正しいのかは、俺にも解らない。どれだけ考えてもな」

　だから。

「自分にとって絶対に譲ゆずれないものは何なのか──それを考えるようにしたんだ」

「譲れないもの……」

　オウム返しに呟つぶやいたセリスに刃更は「ああ」と頷くと、部屋の壁かべに背を凭もたれさせている長谷川を横目で見た。

　──この思考法は、かつて悩なやんでいた刃更に長谷川がアドバイスしてくれたものだ。

　そうして自分と向き合う事で、自分の本当の気持ちに気付けただけでなく、眼の前の状況にどう相対すべきかも定まり、数々の苦難を乗り越こえる助けとなったし、

「だから今、俺はこの家でみんなと暮らしているし、これからも一いつ緒しよにいる。そして、そうした日常を守っていくつもりだ」

　そして、と刃更。

「これは俺の想像なんだけど……セリスにとって譲れないものって、自分の中にある正義なんじゃないかって思うんだ」

　よってアルバレオスがやっていた事は許せないが、自分を育ててくれ、友人もいる《バチカン》そのものはなくしたくないと考えている。

　刃更達を大切に想おもってくれているが、主従誓せい約やくにまつわる関係については──やむを得ないと考えつつも、自身の価値観に基もとづく理性や倫りん理りから正しいとは思えずにいる。

　……だから、きっとセリスは。

　自分の中にある正義に従って、自分の魔力で主従契約を結びたいと言ったのだ。

　その気持ちは理解できる。

　だが、その上で刃更は自分の本心を伝える事にした。

「自分で己自身を戒いましめるのは、聖せい騎き士しにまで上り詰めたセリスの、勇者の一族の正義としては正しいものなんだろう。それを否定するつもりはないよ」

　でも。

「俺は、お前の命が直接的な危険に晒さらされてしまうリスクが大きい主従契約は、行ないたくない──それが俺の本音だ」

「刃更──…」

　こちらの本心を知って、どう言えば良いのか解らない顔をしているセリスに、

「正しい行ないをして……少しでも間ま違ちがいをなくしたい。お前の生おい立ちや、性格を考えればそう考えてしまう気持ちは理解できる」

　これまで黙っていた長谷川が、静かに口を開いた。

「だが主従契約は本来、既すでに主と配下の関係にある者同士を対象としている。それは既に確立されている絶対的な主従関係の下に、互たがいの力を強化できるからだ。捕ほ虜りよにした敵を強制的に配下にするために強ごう引いんに主従契約を結ぶ例もあるが、それはいざという時に死んでも構わないと考えているからに過ぎない」

　そして。

「セリス……お前と刃更は幼おさな馴な染じみだ。魔法で主従契約を結んだとしても、これまでの関係がゼロになる訳じゃない。呪のろいはふとした瞬間に、何気ない事をきっかけに発生するリスクが付きまとう」

　おまけに、と長谷川。

「何よりも性格の問題がある……お前の本質は真ま面じ目めすぎるんだ。良くも悪くもな。だから、刃更と私達の関係を仕方なく認めているものの、正しいものとは考えていない」

「それは──…」

　と申し訳なさそうな顔になったセリスに、長谷川は苦笑して、

「良いんだ。その考えは間違っていない。刃更と私達との関係は、普ふ通つうの者からしてみれば異常としか思えないだろう」

　しかし。

「主が間違っているなどと思えば、即そく座ざに呪いが発生してしまう。だから刃更と主従契約を結んだら、お前は私達の関係を心の底から正しいものと思わなくてはならない。だが、お前にそんな真似まねが可能か？」

「…………すぐに、というのは難しいかもしれません」

　と、長谷川の指し摘てきに素直にセリスは言った。

「ですが……少しずつ理解はしてゆけるのではと」

「その殊しゆ勝しような気持ちは買うがな……お前の魔力で主従契約を結べば、生じる呪いは石化なんだぞ」

　と長谷川。

「生じる呪いの威い力りよくは、主に対して抱いだいた後ろめたさや背徳感の強さに比例する。一ヶ月半近く共に過ごして、かなり免めん疫えきはできただろうが……それでも生い立ちや性格によって培つちかわれた価値観や倫理観は非常に強固だ」

　よって。

「呪いはお前の心の変化を待ってはくれない。今のお前のままでは、主従契約を結んだところで、この家で共に暮らす事など不可能だろう」

「そ、それは……でも」

　と反論するようにセリス。

「慣れるまでの間は、アフレイア様の助けをお借りしてはいけませんか？　十神の力を取り戻もどしている貴女あなたなら……深刻な主従契約の呪いが発生しても対処が可能な筈はずです」

　という訴うつたえに、

「やはりそんな事を考えていたのか……」

　やれやれ、と長谷川が言った。

「セリス……残念だが、それは不可能だ」

「な、何故なぜですかっ？」

　驚おどろきを露あらわにして詰め寄るように言ったセリスに、

「解らないのか？　私は刃更と主従誓約を結んでいるんだぞ」

　と長谷川。

「もしお前に主従契約の呪いが発動したら、それは刃更に対する何らかの裏切りによるものだ。主である刃更のために発動している呪いを、配下である私にどうにかできる筈がないだろう」

「そんな……」

　セリスが呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしたのを刃更は見た。

　──セリスが、長谷川の指摘した事に思い至れなかったのは無理もない。

　主従契けい約やく魔法は、あくまで階級社会である魔族が行なっているものである。

　勇者の一族では、精せい霊れいや聖せい獣じゆうなどと契約を結ぶ事はあっても、人同士の主従契約などは行なわないため、どうしても細かいところまで理解が及およびにくいし、

　……それ以上に。

　勇者の一族にとって、十神という存在は絶対的なのだ。

　その崇すう敬けいの念が、長谷川への確固たる信しん頼らいとなってセリスの思考をそこで停止させてしまったのだろう。何よりも──セリスにとって、刃更は身近な幼馴染みなのだ。

　見込みの甘さを指摘され、言葉を失っているセリスに、

「どうする？　最悪、命を落とすかもしれないリスクを抱かかえる事になっても主従契約を刃更と結ぶか？」

　そう長谷川が問い掛かけると、

「も、もちろん、私は何があろうと絶対に刃更と主従契約を結びますわ。それだけは絶対に譲れません。そうでなければ、私は皆の足あし手で纏まといに──…」

　反射的にセリスは肯こう定ていの言葉を口にしようとして、

「…──だとしたら、やはり万理亜の魔力で結ばなければ危険すぎるよ」

　それを遮さえぎるように、長谷川が断じる口調で言った。

　対するセリスは納なつ得とくできないとばかりに、

「どうしてですか、アフレイア様……私は死を恐おそれてなど」

「もちろん。お前の正義や勇気を疑っている訳じゃない」

　だが、と長谷川。そこで声を冷え切ったものにして、

「お前が主従契約の呪いで死ねば、それはもはや足手纏いどうこうの話ではない。迷めい惑わくですらない。最大の過あやまちであり悲劇だ。自分の力をコントロールできずに、悲劇を深刻化させてしまった十じゆう字じ架かを背負い続けている刃更に、お前はさらなる後こう悔かいを与あたえるつもりか？」

「っ──────…!?」

　ギョッとなって、セリスがこちらを見た。

　自分の正義感でしようとしていた事が、刃更に何をもたらすのか理解したのだろう。

　──しかし、刃更はあえてセリスとは視線を合わさなかった。

　優やさしい言葉に厳しい言葉。穏おだやかな苦笑に無表情。

　どのような反応をしたところで、今のセリスにとっては酷こくにしかならないからだ。

　だから刃更は、あえてセリスとは視線を合わさず、

「…………先生」

　まずは長谷川へ、それ以上セリスへの追つい及きゆうをしないよう静かに窘めた。

　セリスは悪くないと教えるために。

　すると長谷川はこちらに従うように、それ以上の言葉を控ひかえてくれる。

　そして、

「セリス──…」

　刃更はセリスのすぐ眼の前へと歩み寄り、彼女の肩かたにそっと手を置いてやると、

「…………………………」

　セリスはすぐに言葉を発する事はなかった。

　項うな垂だれている彼女は、今にも泣き出しそうな顔をしていて、

「………………刃更、貴方あなたなら気が付いていますわよね」

　と、悲しげな声でセリスは言った。

「《バチカン》がなぜ、私が貴方の下へと行く事を許したのか」

「…………ああ」

　とこちらが低い声で頷うなずきを返すと、

「むざむざ《バチカン》の目もく論ろみに乗るつもりですの？」

　ジッと上うわ目め遣づかいでこちらを見てきたセリスに、刃更は首を左右に振ふった。

「そうじゃない。ただ、《バチカン》の狙ねらいを阻そ止しするために、俺達にとっての最善を諦あきらめる必要なんてないって事だよ。俺らは自分達にとっての最善を貫つらぬいて──その上で《バチカン》の目論みを潰つぶしてやれば良いだけの話だ」

「……では、私もサキュバスの催淫特性で貴方と主従契けい約やくを結ぶのが最善だと？」

　というセリスに、

「どうしても俺と主従契約を結ぶというなら──そうだ」

　東城刃更はそう断言した。

　予想外の返答だったのだろう。

「──────────」

　思わず眼めを丸くして絶句したセリスに、

「ただし、これは俺が一方的に決めた事だ。お前は俺に強引に求められて、仕方なく従うんだよ。だから、その結果どうなろうとお前のせいじゃない。全すべては俺の責任だ」

　たとえ後になって《バチカン》が何を言ってこようと、それはセリスの責任ではない。

　全てを承知で、無理やりセリスと催淫特性で主従契約を結んだ刃更のせいだ。

　もちろん状じよう況きようは好転しないが、少なくともセリスの心は救ってやれるし、

　……それに。

　これなら他地区の勇者の一族による、過か剰じような《バチカン》への追及も阻止できる。

　無論、刃更が望んだという事にすれば、余計に強く《バチカン》との間に関係性が生じてしまう事は避さけられない。今のセリスは《バチカン》を代表して刃更の下へ来ているのだ。よって《バチカン》に、刃更がセリスとの主従契約を結んだのは、《バチカン》との関係性を強めたいからと主張する材料を渡わたしてしまう事になる。

　そうした状況をセリスもまた理解しているようで、

「…………私は、勇者の一族として生きる事を止めるべきなのでしょうか」

　という彼女に、

「それも一つの選せん択たく肢しだって事は否定しないよ」

　刃更はそう言って、セリスにある事を伝えた。

　──それは、刃更達との同盟について魔族側が難色を示している事実。

　そのネックとなっているのが、《バチカン》に所属するセリスの存在だという話だ。

「そんな……私は既に刃更達の足手纏いになって？」

「気にしなくて良い。問題なのはセリスじゃない──《バチカン》だ」

　狼狽うろたえるように言ったセリスに、東城刃更は言って聞かせる。

「それに──方法はあるんだよ。セリスが勇者の一族のまま、魔族との同盟に生じている問題を解決し、さらに《バチカン》の目論みを潰す方法が」

　それは何か。

「俺と主従契約を結んだ上で──セリスが《バチカン》のトップに立つんだ」
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　…──この世界を、魔族や魔ま獣じゆうを始めとする敵から守りぬく。

　それこそが、本来の勇者の一族が担になうべき使命だ。

　だが、ただ剣けんを持って戦うだけではいつまでもこの使命を果たす事はできない。

　その事は、これまでの歴史が証明している。

　だが──刃更が魔族の最大勢力と、勇者の一族サイドの両方と結ぶ同盟は、長きに亘わたる勇者の一族と魔族の争いに終しゆう止し符ふを打つ事へと繫つながる可能性を秘ひめている。

　だから、刃更達の事を信じてくれたセリスと同じように、そうした勇者の一族本来の使命を大切に想おもう者達だけをまとめて、新たな《バチカン》を組織するのである。

　──魔族サイドが同盟に難色を示しているのは、これまでの《バチカン》なのだ。

　その問題も、これならクリアできる。

　そして。

　刃更が主従契約でセリスの主となり、彼女の上に立つのは他地区への牽けん制せいのためだ。

　アルバレオスの一件がある以上、権力の暴走を避けるために聖王位は廃はい止しされる可能性が濃のう厚こうなのだという。欧おう州しゆう管かん轄かつにして勇者の一族の中ちゆう枢すうを担い、各地を率いていた《バチカン》が持っていた権力は強大だ。米国や中国を始めとする他地区は、《バチカン》の解体と吸収を図はかって動き出しているだろう。

　──だが、欲よくに塗まみれた過去の遺物などくれてやれば良い。

　本当に大切なものは、もっと他ほかにあるからだ。

「その大切なものを──仲間を、お前が率いるんだ」

「そんな事が……」

　とにわかには信じられないセリスに、刃更は頷いた。

「確かに簡単じゃないかもしれない。でも諦める必要は絶対にない。挑ちよう戦せんしてみる価値は充じゆう分ぶんにある」

　こちらの動きを危険視した連中が、妨ぼう害がい工作をしてきたり、或あるいは懐かい柔じゆうして取り込もうとしてくるかもしれない。

　だが──刃更達がセリスの後ろ盾だてになれば、他地区もおかしな手出しはできなくなる。

　生き意地の汚きたない《バチカン》の老害達に、セリスの正義感を利用などさせない。

　刃更とセリスの主従契約を、全てを好転させるための鍵かぎにしてやるのだ。

「付いてきてくれるのは数人かもしれない。集まるのはちっぽけな力かもしれない。でも、それでも構わないだろう。セリスが守りたいのは、《バチカン》という容いれ物じゃないんだから」

　正義を同じくしている者達と──彼らや刃更達と共に作ってゆくこの世界の平へい穏おん。

　それがセリスの守りたいものの筈だ。

　ならば、そうした想いを同じにする者だけがいればいいし、

「もちろん──そのために俺達も力を貸すよ」

　勇者の一族という肩かた書がきにこだわる必要はない。

　何もかもを守ろうとしなくて良い。

　自分にとって決して譲ゆずる事のできない、大切なものだけを守れば良い。

　勇者の一族じゃなくても──この世界を守る事はできる。

　その事を、東城刃更は知っている。

　だから、

「大だい丈じよう夫ぶだよセリス。だから、どうか自分自身の事をもっと信じてくれ。勇者としての肩書きなんかなくても、お前の中にある意志と力で何だってできるよ」

　そう告げた時にはもう、セリスは瞳ひとみの端はしから涙なみだを溢あふれさせていて、

「…………刃更……っ」

　こちらの胸へと縋すがり付いてきた彼女を、刃更はそっと抱だき締しめた。

　そして、そっと背中を撫なでてやっていると、

「真ま面じ目めなお前は、どうすれば刃更の足手纏いにならないか、そればかり考えていたな」

　こちらの隣となりへ来た長谷川が、温かい声こわ音ねで言った。

「だが、《バチカン》というしがらみや、勇者の一族という立場を切り離はなして、どうすれば刃更の役に立てるか、どうすれば最も刃更を悦よろこばせる事ができるか……それを考えてみれば良かったんだ」

　そうだろう。

「きっとそれは──お前が言えずにいた本当の気持ちと同じだった筈はずだ」

「アフレイア様……」

　と涙を流しながら長谷川を見たセリスに、美しき元十神は告げる。

「生まれや肩書きに縛しばられるな。お前の中にある本当の気持ちを大切にしてやれ。勇者の一族、魔王の娘むすめ、魔導生命体、ヴァンパイアハーフ、元十神。今ここにいるのは、そうした自分の生おい立ちや価値観に囚とらわれなくなった者達だ」

　だが。

「私達のしている事が絶対的な正義ではない。私達の関係は普ふ通つうと比べれば異常だし、間ま違ちがっている事を忘れてはいけない」

　と長谷川。

「過あやまちは犯おかさない方が良い。絶対に犯してはならない事もある。だが、私達の過ちは……私達の中だけで収める事ができるものだ。そして私達が刃更との関係や、お互たがいの絆きずなを深め合う事ができた最大の理由は──同じ過ちを、秘密として共有できたからだよ」

　そして。

「それが私達に大きな力をくれて、こうして今ここにいる事ができている。私達は間違えられたからこそ、生き抜ぬく事ができたんだ」

　そうした長谷川の言葉は、刃更達にとっての真実であり全てだった。

　伝えるべき事は伝えたという事だ。

　だからもう後は問うだけ。

「なあセリス──お前は、本当はどうしたい？」

　そう刃更は穏おだやかに尋たずねた。

　するとこちらの腕うでの中にいる少女は、ゆっくりと自分の気持ちを口にした。

「…………私は……ずっと貴方達と共に、同じ道を歩みたいです」

　言葉にして紡つむがれたのは、ずっとひた隠かくしにされていたセリス・レイドハートの真実。

　そして──東城刃更は、とうとう彼女の本当の気持ちを聞いた。

　ギュッとこちらへと抱き付くと、セリスは確かな声で言った。

　懇こん願がんするように。

「お願いです刃更……私も皆みなと同じように、貴方あなたのものにして下さい」
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　そして──セリスは、刃更と長谷川と共に部屋を出た。

　刃更が先頭を行き、その次にセリスが、そして最後に長谷川が続く。

　二階の廊ろう下かを歩いている時も、階段を下りている間も、誰だれひとり口を開かなかった。

　──もはやセリス達の間に、余計な言葉は必要ない。

　これからセリスは刃更と主従の契ちぎりを結ぶ。

　そして、それが淫みだらを極めたものになる事は確定しているのだ。

　だからセリス達は何も言わずに、ただ気持ちだけを昂ぶらせてゆく。

　それでも──一階に降りたセリスは、ふと声を発した。

「…………リビングで行なうのでは、ないんですの？」

　先を行く刃更の向かう先が、話に聞いていた場所と異なる事に戸と惑まどいの声を上げると、後ろを歩いている長谷川が笑えみを含ふくんだ声で、

「ああ……お前と七緒の主従契約は地下で行なう。現在の万理亜の力を考えると、お前達が発動させる主従契約の呪のろいによる催淫の強さは相当なものだ。そんなお前達を刃更が屈くつ服ぷくさせるには、地下の方が色々と都合が良い」

　何せ、とこちらの両りよう肩かたに手を置くと、そっと耳元へ囁ささやくように、

「あそこなら、どれだけ乱れようと外に声が漏もれる心配はないからな」

「………………っ」

　どこか潤うるんだ声で長谷川に言われたセリスは、ごくりと喉のどを鳴らした。

　──刃更達が地下で毎日、何をしているかをセリスは知っている。

　今朝も万理亜を呼びに行った時に、それをまざまざと目まの当たりにした。

　だが──これまで足を踏ふみ入れても、セリスはあくまで傍ぼう観かん者しやの立場だった。

　……でも。

　今はもう違う。これからセリスは当事者となるのだ。

　すると──地下へと続く階段の前に来たところで、背後を歩いていた長谷川がセリスの両肩を摑つかんで、こちらの足を止めた。

　そして、

「刃更……すぐに行くから、先に一人で行っていてくれ」

　と前を歩く刃更へと告げる。

「……アフレイア様？」

　キョトンと振ふり返ったセリスとは対照的に、刃更は特に驚おどろいた様子もなく、

「…──そうですか、解わかりました」

　そう言うと、一人で地下への階段を下りていった。

　刃更の姿が地下フロアへと続く扉とびらの向こうへ消えた後。

「その格好では七緒と差がありすぎて気の毒だからな……」

　笑みと共に長谷川がパチンと指を鳴らすと、長谷川とセリスの着ていた服が光の粒りゆう子しへと変わり、次の瞬しゆん間かんには別のものへと変わっていた。

　それは色こそ異なるものの、七緒と同じデザインのビスチェとガーターベルトで、

「あ、アフレイア様……これって」

　己おのれの胸や尻しり、股こ間かんが透すけている事にセリスが頰ほおを赤く染めながら言うと、

「今夜、この先に足を踏み入れるならばドレスコードを守らないとな」

　そうだろう、と同じ姿で長谷川は艶なまめかしい笑みを浮うかべた。

「今のお前に、これ以外に相応ふさわしい格好はないよ」

　そう断言するように言われたセリスは、

「………………はい」

　頷うなずきと共に、長谷川の言葉を受け入れた。

　──もちろん恥はずかしさはある。

　鼓こ動どうが速くなり、躰からだの奥が熱を持ってしまっている。

　だが──これからセリスは、七緒と共に催淫特性で刃更と主従契けい約やくを結ぶのだ。

　よって長谷川の言うように、今のセリスにこれ以外の格好は有り得ない。

　この裸はだかよりも淫らな下着が、セリスにとっての正装なのだから。

「…──さあ、行くとしよう」

　こちらの横を通り抜け、先導するように歩き出した長谷川の後に続く形で、セリスは地下への階段を下りていって。

　そして──扉を開けて、地下フロアへと足を踏み入れた。







　…──地下フロアは、今朝来た時よりも照明が薄うす暗ぐらく設定されていた。

　とはいえ視界はハッキリしていて、セリスは長谷川の後について歩いてゆく。

　すると──程ほどなくセリスは刃更と主従契約を結ぶ場所へと辿たどりついた。

　だが、それは巨きよ大だいベッドのある寝しん室しつではなかった。

　東城家が誇ほこる大型浴室だ。

　──仄ほのかに湯気の漂ただよう空間には、この家に暮らす全員が集つどっていた。

　長谷川の「ドレスコード」という言葉の通り、澪達は全員いやらしいデザインの下着を纏まとって佇たたずんでいた。一方、刃更だけは普通の服を着たまま、浴室に置かれた休きゆう憩けい用の椅い子すに腰こし掛かけていて、その差が刃更と澪達との主従関係をこの上なく物語っていた。

　そして、セリスよりも先に地下室へと降りていた七緒は、

『……………………』

　淫らな下着を完全に着こなしている澪達に囲まれ、まだ恥じらいに背中を少し丸めているものの、その顔には僅わずかながら笑みを見せていた。

　どうやら澪達が緊きん張ちようを和やわらげてあげていたらしい。

　そうして眺ながめていたセリスに、最初に気付いたのは澪だった。

　七緒を囲んでいた円から離れると、セリスの方へと歩み寄ってくる。

　──すると自然と、その場にいた全員の視線がセリスへと集まった。

　いやらしい性せい奴ど隷れいのような下着姿を皆に見られて、

「────────」

　セリスが羞しゆう恥ちを募つのらせていると、こちらの眼めの前にきた澪が、

「来たわねセリス……待ってたわ」

　これまでとは異なる呼び方で、微笑ほほえみかけてきた。

　それは客人から仲間へと変わった事を示すもの。

　だから、皆に注目されている事を感じて頰を赤らめていたセリスは、

「ええ澪……お待たせしてしまいましたが」

　それでも澪へと微笑み返しながら頷いた。

「来ましたわ。貴女あなた達に追い付き、そして同じになるために」

　そう己の覚かく悟ごを告げると、七緒が嬉うれしそうにこちらへとやって来て、

「セリスさん……良かった」

「ご心配をお掛かけしました……でも、もう大丈夫です」

　安あん堵どの表情を浮かべた七緒に、セリスが感謝の気持ちと共に告げると、

「ふふ、セリスさんがご自分の気持ちに素す直なおになられたようで安心しました」

　万理亜が艶つやっぽく笑いながらこちらへとやって来て、

「では──気持ちが変わらない内に始めるとしましょうか」

　そう言うと同時、浴室に複雑なルーンで構築された巨きよ大だい魔ま法ほう陣じんが生み出された。

　淡あわく発光している魔法陣は広い床ゆかだけでは足りず、壁かべや天てん井じようまでをも覆おおい尽つくすように展開され、まるで蠢うごめいているかのようにルーンが回転を行なっていて、

「これが主従契約の──…」

「…………こんなに凄すごいなんて」

　圧あつ倒とうされたセリスと七緒が眼を見張っていると、

「主従契けい約やく魔法は、契りを結ぶ主と配下の強さによって大きさや構造が変わるんだって」

　と胡桃が楽しそうに言った。すると長谷川も「ああ」と頷いて、

「恐おそらく最初に澪と結んだ時とは比べものにならないだろう。要はそれだけ今の刃更の力が凄すさまじいという事だ」

　そう言って胡桃と長谷川は背後を──壁かべ際ぎわの椅子に腰掛けている刃更を振り返る。

　釣つられる動きで、セリスは七緒と共に刃更を見た。

　すると彼と眼が合って、

「…………………っ」「っ──────…」

　セリスと七緒は思わず息を吞のんだ。これから刃更と主従契約を結ぶ事を──そして自分達がどうなるかを改めて想像してしまったのだ。

　しかし、そんなセリス達に構う事なく、柚希が刃更の傍かたわらへと移動して、

「刃更……これを」

「…………ああ」

　刃更は頷きと共に、柚希から白い小こ瓶びんを受け取った。

　──セリスは、その小瓶が何なのかを知っていた。

　万理亜と長谷川が共同で作り上げた、特別製の精力強きよう壮そう作用持続剤ざいだ。

　ただでさえ澪達六人全員を屈服させられる桁けた外はずれの精力を有している刃更が、ほぼ無む尽じん蔵ぞうに射精を行なえるようになる代しろ物もので、

「─────────」

　刃更はコルクの蓋ふたを抜くと、呷あおるように中身を一気に吞み干した。

　喉のど仏ぼとけの動きに合わせて、究極の精力剤が刃更の体内へと流れ込んでゆく。

　そして小瓶を柚希に返した刃更がゆっくりと椅子から立ち上がると、

「刃更様……お召めし物を失礼します」

　ゼストが慣れた手付きで、刃更の服を脱ぬがしていった。

　その動きには一いつ切さいの迷いも淀よどみもなくて──まずは刃更の上半身を裸にすると、そのままベルトを外してズボンを下ろしていった。

　すると、

　……あ……。

　そこでセリスはある事に気付き、とっさに小さく息を吞んだ。

　強壮剤は即そつ効こう性だったらしく、刃更の穿はいているボクサーパンツの股間部分が、信じられないほど膨ふくれ上がっていた。

　そして──そんなパンツをゼストが脱がすと、刃更のそこが露あらわになった。

　巨大な刃更のモノはエナジードリンクの缶かんのような太さをしていて、その先せん端たんは鍛きたえられた腹筋の中央にある臍へそよりも高い位置にまで達している。

　そんな刃更のペニスの迫はく力りよくに、

「────────」「────────」

　圧倒されたセリスと七緒は思考を完全に停止させ、眼を離はなす事もできなくなった。

　そうして立ち尽くしているこちらに、刃更はゆっくりと歩み寄ってきて──そしてセリスと七緒の正面に来たところで足を止めた。

　すると万理亜がセリスと七緒の間へ入り、二人の手を握にぎってきて、

「では──始めますね」

　そう告げた瞬間──セリス達の主従契約が始まった。

　まずはセリスと七緒の躰が光を発するようになり、続いて刃更の身体も同じ光を輝かがやかせ始めて──そして刃更の両手の甲こうに、それぞれ魔法陣が浮かび上がった。

　──あの契けい約やく紋もん章しようにセリスと七緒がキスをすれば、問題なく主従契約は終しゆう了りようする。

　だが、

「────────っ」

「……………………っ」

　セリスも七緒も、その場を動く事はなかった。

　予あらかじめ決めていたからだ。その結果、どういう事になってしまうかも聞いている。

　──それでもセリス達は、澪や柚希と同じ方法で主従契約を行なう事にこだわった。

　自分達も、澪らと同じに──仲間になるために。

　そして程なくして、

「…──そろそろです。覚悟は良いですね」

　万理亜がそうこちらへ言うと──刃更の両手に浮かんでいた魔法陣が消えた。

　と同時、セリス達は一気に体温の上じよう昇しようを感じ、

「っ────…！」

　とっさに息を吞んだ瞬間、躰の奥から沸わき上がるようにしてそれはやって来た。

　下腹部の奥──子宮から膣ちつ口こうまでが、まるで心臓のように甘く淫みだらに脈動している。

　その感覚は、東城家に来た日に万理亜から浴びたサキュバスの洗礼など比べものにならないほど凄まじいもので、

「やっ……はぁ……んっ、あぁ……ふぅ……ぁ♥」

「んっ……ぁ……はぁ、やぁ……あぁ……んぅ♥」

　どんどん膨れ上がる官能の波動は、とても立っていられるようなものではなくて、セリスと七緒は悶もだえながら浴室の床に両りよう膝ひざをついた。そして床へ視界を彷徨さまよわせていると、

「さあ刃更さん……お願いします」

　万理亜が笑えみを含ふくんだ声でそう言って……直後、セリスはあるものを聞いた。

　それは、

「七緒────…」

　という刃更の低い声と──次の瞬しゆん間かん、

「やっ、んぅぅぅうぅぅぅぅ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ♥」

　隣となりにいる七緒が発した、くぐもったような甘い呻うめき声だ。

　──しかし、何が起きているのかをセリスは理解できなかった。

　その頃ころにはもう、正規の方法での主従契約を放ほう棄きしたために強きよう烈れつに発動した呪のろいによって、セリスは前後不覚になるほどの凄まじい催淫状態に陥おちいっていたからだ。

　だから、

「…………は、ぁ……七、緒さん……？」

　とろんとした瞳ひとみでセリスは七緒がいる筈はずの自分の隣を──左を見ようとして、しかしできなかった。顎あごを摑つかまれて正面を向かされ、グイッと持ち上げられたからだ。

　それだけで、

「んっ……はぁあっ♥」

　強烈な快楽を得てしまったセリスは、ピクンと躰からだを震ふるわせながら甘い声を漏もらした。

　──今のセリスは既すでに、触ふれられただけで軽く達してしまうほど敏びん感かんになっていた。

　そうして官能にとろけきった瞳は視界をぼやけさせていて──それでも、眼の前にある顔だけはハッキリと認にん識しきする。

　そこに居たのは、セリス・レイドハートが絶対の忠誠と服従を誓ちかう青年で、

「っ……ぁ、はぁ……刃更……」

　激しい官能の熱に冒おかされながら、セリスがその名を口にすると、

「セリス……行くぞ」

　刃更はそうこちらへ告げてきて──次の瞬間、セリスは彼に唇くちびるを奪うばわれた。

　東城家の地下の大型浴室で、今朝の夢と同じく奪われるようにして。

　それが、セリス・レイドハートの本当のファーストキスで、

「──────────…」

　セリスの思考は、そこで一いつ旦たんブツンと途と切ぎれた。

　…──そして。次にセリスが意識を取り戻もどした時。

「はぁ……んちゅ、ぷ……れろ……んぅ……ちゅっ♥」

　セリス・レイドハートは──万理亜と七緒の二人と共に、刃更のモノへ群がるようにして淫らなフェラチオに溺おぼれていた。とろんとした瞳で見れば、万理亜と七緒の顔は既に白はく濁だく液がたっぷりと掛かった状態で、何度か刃更を射精へと導いている事が解わかる。

　刃更のペニスへ舌を這はわせる度たびに口の中いっぱいに幸せな味が広がり、たまらない気持ちになったセリスは、万理亜や七緒と競きそうように刃更のモノを舐なめしゃぶりながら、

　……あ、れ……私……？

　ぼんやりとした思考で、セリスは自分がこんな事をしている理由を考えた。

　確か──自分は刃更と主従契けい約やくを結んでいた筈だ。

　当初の予定通り正規の方法で契約を終わらせず、催淫の呪いを発動させた。

　そして刃更に、キスをされて、

　……あ……。

　そこまでの記き憶おくを辿たどったセリスは──その後にあった事を思い出す。

　──強烈な催淫状態にあったセリスは、キスだけで激しく達してしまった。

　それこそ、たった一回で刃更に心の底から服従を誓ってしまう程ほどに。

　そう──セリスの主従契約の呪いは、一旦そこで解けていた。

　だが、余りに凄まじいその絶頂は、セリスの躰から力という概がい念ねんを根こそぎ奪い去っていて……完全な脱力状態に陥ったセリスは、自分の生理現象を止められなかった。

　それは先に同じ事をされた七緒も一いつ緒しよで──やがて激しい絶頂から正気を取り戻したセリス達は、自分達が失禁してしまった事に気が付き、凄まじい羞しゆう恥ちと後ろめたさを沸わきき上がらせて、再び主従契約の呪いを発動させて催淫状態へと逆戻りしたのである。

　すると、そんなセリスと七緒を澪達が優やさしくシャワーで洗い流すと、ビスチェを脱がして裸はだかにした──そして、

『ほら二人共……いつまでも刃更さんに我が慢まんさせていては駄だ目めですよ』

　セリス達を窘めるように言った万理亜が、

『…──さあ、私と一緒に刃更さんにご奉ほう仕ししましょう』

　そうこちらを促うながすと、幼いサキュバスは率そつ先せんして刃更の勃ぼつ起きしたままのペニスに対して舌を這わせ始めた。

　嬉うれしそうにフェラチオを行なう万理亜の姿は信じられないほど淫らで、

『…………………………』

『…………………………』

　しばし見み惚とれたままでいたセリスと七緒は、やがてどちらからともなく四つん這ばいの体勢で刃更へと近寄り、万理亜と共に三人での口淫による奉仕を開始した。

　万理亜だけでなく七緒もフェラチオの経験はかなり豊富で、それこそヴァンパイアの血を引いている七緒は、尖とがった牙きばを巧たくみに使って刃更を何回も果てさせた。

　その度に七緒は刃更に頭を撫なでられていて……段々と悔くやしさを募つのらせたセリスは、万理亜と七緒にフェラチオの手解きを懇こん願がんし、己おのれの舌と唇で必死に刃更に奉仕していった。

　そして──ついに刃更を射精へと導く事に成功したセリスは、口に中へ勢い良く解き放たれた精液を吞のみ干した。そして最後の一いつ滴てきまで残さず吸い上げると、とうとう刃更がセリスの頭を撫でてくれて、

『…………ありがとな』

　お礼を言われた瞬間、震えるような幸せが沸き上がり──セリスの中で何かが弾はじけて。

　いつの間にか万理亜が離れた事に気付かずに、セリスは七緒と共に、ひたすら刃更への性奉仕に夢中になった。刃更を射精に導く度に、催淫状態のセリスと七緒は悦よろこびを得て軽く達し、秘ひ裂れつからどんどん女の蜜みつを溢あふれさせて内うち股ももをいやらしく濡ぬらしていった。

「────────」

　そうして、これまでの事を完全に思い出したセリスは、

「…………あぁ……ん、ふぅ……刃更ぁ……んっ、はぁ……ちゅぷっ♥」

　淫らな己への羞恥に興奮を昂ぶらせ、より一心不乱に刃更への性奉仕に溺れた。

　それがサキュバスの催淫特性で刃更と主従契約を結び、彼に屈くつ服ぷくする事を選んだセリスのするべき事だと思ったからだ。
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　そんなこちらを見て、

「見てよ千里さん……セリス姉ってば完全に火が付いちゃったみたい」

「ああ、とてもじゃないが今日初めてフェラチオを知ったとは思えないな」

「ふふっ……嬉しそうですね、澪様？」

「うん。でも貴女あなたもでしょゼスト。セリスが、あたし達と同じだって解ったんだもの」

「万理亜……ちゃんと撮とってあげて」

「任せて下さい柚希さん。バッチリ録画してます」

　湯船の中や、洗い場、壁かべ際ぎわの椅い子すの方から楽しそうな声が聞こえてきた。

　さらに、

「はぁ……セリスさん、凄すごい……」

　官能に潤うるんだ瞳で、うっとりしたように七緒が褒ほめてくれたのが嬉しくて。

　セリスは唇や舌の動きをさらに激しくした。そんなセリスのフェラチオに快楽を強めたのか、セリスの口の中で刃更のペニスが少しずつ膨らみを増し始める。

　それは刃更の射精が迫せまっている合図で、

「っ…………そろそろ、また出すぞっ」

　刃更にそう言われた瞬間──セリスはわざと刃更のモノから口を離した。

　するとセリスと七緒は、顔にたっぷりと刃更の精液を掛かけられる格好になり、

「あ……はぁ……ぁ……っ♥」

「んぅ……熱い……あはぁ♥」

　白濁液の淫らなシャワーを浴びたセリス達は、ぶるりと腰こしから尻しりにかけてを震わせた。

　刃更の顔射を受けてイッたのだ。

　そして、

「はぁ……ぁ……♥」

　刃更の精に汚よごされた悦びに、セリスが恍こう惚こつの表情を浮うかべながら浸ひたっていた時だった。

「んっ……東城君、お願い……ボク、もう……っ」

　とうとう耐たえきれなくなったとばかりに、七緒が甘えた声で刃更へと懇願した。

　──主従契約の呪いによる強い催淫に、限界を迎むかえてしまったのだろう。

　見れば七緒は、左手で自分の胸を揉もみしだきながら、右手を股こ間かんへ持っていっていた。

　それが何を意味しているかなど、もはや言うまでもなくて。

「解った……」

　刃更はそう静かに頷うなずくと、チラリとセリスの方を見てきた。

　それはこちらに了りよう解かいを求めるものだった──だから、

「私はまだ大だい丈じよう夫ぶです……どうか七緒さんを先に」

　主従契約の呪いがまだ発動しているセリスは、それでも笑顔で刃更へそう告げた。

　刃更と主従契約を結ぶ事を決めたのは──七緒の方が先なのだからと。
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　…──主従契約を結ぶだけなら、最後の一線を越こえる必要はない。

　それでも橘七緒は、刃更に抱だかれる事を望んでいた。

　もう限界だったからだ。

　それは主従契約の呪いによる強烈な催淫だけが理由ではない。

　──昨年度の修しゆう了りよう式の日、保健室で。

　七緒は保健室で、刃更と長谷川によって性別を完全に女へと確定して貰もらった。

　刃更と長谷川の二人に全身を──胸や尻などをくまなく愛あい撫ぶされて、七緒は女の快楽をたっぷりと教えられた。さらに長谷川の刃更へのフェラチオを見せられた七緒は、同じ事を刃更にしてあげて──ヴァンパイアハーフの七緒にしかできない、牙による甘あま嚙がみを駆く使しした究極のフェラチオで刃更を果てさせた。

　すると、そのお返しに刃更は七緒の秘裂を徹てつ底てい的に指先で攻せめまくり、七緒に無数の絶頂を刻んでいって──最後はショーツの中に挿そう入にゆうされた刃更のモノで秘裂を直接擦こすり上げられた七緒は、止とどめに一番弱い首筋に歯を立てられて盛大に絶頂した。

　そのまま春休みに突とつ入にゆうしてしまったため、しばらくは会えなかったが、始業式の日にスーパーで再会してからは、七緒は刃更と秘密の男女関係になった。

　春休みの間に別人のように逞たくましく──そしてどこか冷たい迫はく力りよくを有していた刃更の心を、少しでも癒いやしてあげたかったからである。

　もちろん、その役目はとっくに澪達が担になっていたが、彼女達との行こう為いは既に刃更にとって当たり前になっていた。だから七緒は、自分が刃更にとっての刺し激げきや気分転てん換かんになってあげられればと考えたのだ。

　そうでもしなければ七緒は刃更にとって、ただの友人になってしまう。

　だが刃更によって女として生きてゆく事を定めた七緒は、それだけでは嫌いやだった。

　そして刃更も──七緒の性を女にした責任をきちんと取ってくれた。

　澪達には秘密にしたし、事情を知っている長谷川は気付いていたようだが、特に何も言ってはこなかった。

　──七緒と刃更が二人きりになれる機会は限られている。

　だから体育の時間の前後や、生徒会で一緒に出で掛かける用事がある時。そして刃更がトイレに行く時などは一緒に行動するようにし、体育倉庫や男子トイレの個室で刃更に数々の性奉仕を行なった。今日の放課後、空き教室で刃更と柚希がしていたような事を、七緒もしていたのである。

　しかし──そこには絶対ともいうべき差があった。

　七緒と刃更は、最後の一線だけは越える事はしていなかった。

　七緒自身は、構わないと思っていた──むしろ、刃更に抱かれたいとすら思っていた。

　──だから、恥はずかしいのを堪こらえて刃更に最後まで行って欲しいと伝えた事もある。

　だが──刃更はその一線を越える事はせず、代わりに春休みの間に変へん貌ぼうを遂とげた澪達との関係について教えてきた。

　それが主従誓せい約やくと完全なる性せい奴ど隷れい化だ。信じられないようなその関係は、しかし春休みにあった激げき闘とうを潜くぐり抜ぬけるためにはどうしても必要だった事を聞かされた。

　だから七緒のためにも、セックスだけは軽々しく行なう事はしないと。

　しかし──現在の刃更達の置かれている状じよう況きようには、まだ様々なリスクが存在している事を知った七緒は、むしろ刃更との主従契約を望んだ。

　ヴァンパイアハーフという正体を隠かくさなければいけない、刃更にとってのリスクである現状から、刃更達の戦力に──本当の仲間となりたいと。

　その気持ちに偽いつわりはない。

　基本的な戦闘力で劣おとる七緒が足あし手で纏まといにならないよう、主従誓約へと至る事を前提に、万理亜のサキュバスの催淫特性で契約する事にしたのもそのためである。

　とはいえ──刃更に抱かれたいという想おもいが一いつ切さいなかったと言えば、それは噓うそだ。

　──橘七緒は、東城刃更の役に立てるようになりたいと思っている。

　しかし、それと同じくらい七緒は刃更に抱かれたかった。

　そして今──ついにその両方が叶かなおうとしていて、

「七緒──…」

　主従の契ちぎりを交かわした浴室の中央で、刃更は七緒を床ゆかへ仰あお向むけにしようしてくる。

　それが正常位で行なうためだと解わかった七緒は、

「んっ……東城君、待って……」

　主従契けい約やくの呪のろいが──催淫が発動している事を表す痣あざを喉のど元もとに浮かばせながら言った。

「前に、保健室でボクを完全な女の子にしてくれたでしょ……できれば、あの時みたいにして欲しいの」

「……長谷川先生と一緒にって事か？」

　と刃更が言うと、

「私は構わないが……七緒、そういう意味ではないのだろう？」

　湯船から上がって涼すずんでいた長谷川が、笑えみを含ふくんだ声でこちらへ言ってきて、

「あぁ……そ、それは……」

　と催淫に躰からだ中を熱くしながら言葉を濁にごらせた七緒に、

「七緒……貴女は刃更と主従契約を結び、誓約へと至るつもりの筈はず。だったら、自分を偽るような噓はついては駄目。ちゃんと本当の事を言って」

　そう柚希に窘められ、七緒は己の願望を口にした。

「…………っ、東城君、ボク……後ろからして欲しいの」

「……俺に見られているのが解ると、恥ずかしいか？」

「う、うん……もちろん恥ずかしいんだけど、でもそれが理由じゃなくて」

　あのね、と七緒は前置きをして、

「見えている状態だとボク……無意識に東城君へ魔ま眼がんを使っちゃうかもしれないから」

　七緒の魔眼は意識操作の力を持っているのだ。

　だが七緒は、自分にとって都合の良い刃更ではなく、本当の刃更に抱かれたかった。

　すると、

「私達と誓約を結んでいる刃更さんには、恐おそらく七緒さんの魔眼が効く事はないと思いますけど……」

　という万理亜に、

「万理亜……七緒くんは、そういう可能性が少しでもあるのが嫌なのよ」

　澪がこちらの気持ちを代弁した。

「それに──刃更に魔眼を使ってしまうかもしれない、そんな自分を許したくないんだわ。きちんとお兄ちゃんに屈服するためにね」

「ふふっ……七緒先せん輩ぱいって、本当に健けな気げだね」

　可愛かわいい、と胡桃が楽しそうに笑うと、

「それでは刃更様……背面座位でなさってはいかがでしょう」

　こちらを見ていたゼストが提言した。

「背後からの体位は、後背位を含めて幾いくつかありますが……七緒さんの弱点は首です。恐らく背面座位が、最も七緒さんを屈服させてあげられるかと思います」

「…………そうだな」

　ゼストの言葉に刃更は納なつ得とくの頷きを放つと、

「それじゃあ、向こうでしよう──…」

　そう言って、七緒を導いたのは壁かべ際ぎわに置かれている一人掛がけの防水ソファだ。

　そして刃更は先に腰こし掛かけると、

「…────七緒」

　彼の大きな勃ぼつ起きペニスを見せながら、こちらを促うながすように言った。

「っ…………うん」

　だから七緒は瞳ひとみを潤ませながらごくりと喉のどを鳴らすと、立ったまま刃更に尻を向けてゆっくりと両りよう脚あしを開いた。すると刃更が手で自分のペニスの位置を調整し、後は七緒が腰を下ろして跨またがるだけの状態にしてきて、

「……ぁ……あぁ……っ」

　まだ挿入されていないのに。己おのれの秘ひ裂れつへと刃更のペニスの先せん端たんが向けられた状態だけで、七緒は己の股間をどうしようもなく熱くして、ぶるりと腰を震ふるわせていると、

「どうする七緒……自分でするか？　それとも、俺にされたいか？」

　刃更が背後から問い掛けを放ってきた。

　──その問いに対する答えは決まっていた。

　考えるまでもなかった。だから橘七緒は肩かた越ごしに振ふり返り、素す直なおな想いを口にした。




「東城君はどうしたいのか教えて……それがボクのしたい方だから」




　既すでに自分は刃更の配下なのだから──そう想いを込めて告げると、

「………………解った」

　刃更はそう言って……その直後だった。

　七緒が自分から腰を下ろすか、刃更がこちらの腰を摑つかんで彼の上に下ろすのか。

　その二択たく以外の答えを刃更は出した──立ち上がったのだ。

　両脚を開きながら刃更の答えを待っていた七緒が、その事に気付いたのは、自分の股間辺りから「ちゅぷっ♥」という音が聞こえてきた瞬しゆん間かんだった。

　そして、

　……え……？

　突とつ然ぜんの事に七緒が思考を戸と惑まどわせた時にはもう──七緒の秘裂を押し開いた刃更のペニスの先端がこちらの膣ちつ内ないへと埋まい没ぼつし、処しよ女じよ膜まくへと到とう達たつしていて、

「…────行くぞ」

　そう耳元で刃更が囁ささやいた事を認にん識しきした七緒が、思わず声を上げようとしたが遅おそかった。

　七緒にできたのはその予備動作──息を吞のむ事だけで、

「っ──────…」

　とっさに自分が何を言おうとしたのか、七緒がそれを知る事は永遠になかった。

　答えが出るよりも先に、刃更が腰こしをさらに突つき上げてきたからだ。

　澪達を性奴隷にして快楽の虜とりこにした刃更の凶きよう悪あくなペニスの前に、七緒の処女膜など全くの無力で──理性よりもあっさりと、ぷつんと押し切られていった。

　ずっと催淫状態に陥おちいっていたからか、七緒の膣内は初めて男の侵しん入にゆうを許したとは思えないほど柔やわらかく蕩とろけ、どこまでも熱く濡ぬれていて。

「あ……あぁ……ああぁあぁっ」

　七緒の秘裂はズブズブと、一番奥まで吞み込むように刃更のペニスを受け入れた。

　だが刃更のペニスは、七緒の膣内をみっちりと埋うめ尽つくすには充じゆう分ぶんすぎるほどの圧あつ倒とう的な大きさをしていて──七緒は己の膣ちつ壁へきをあます所なく擦られてしまう。

　──そして今の七緒は、主従契約の呪いが発動していた。

　それも現在の万理亜の魔力で、現在の刃更と結んだ主従契約による催淫だ。

　だから、

「やぁっ……あぁあっ、はぁああぁああああぁぁああぁぁああぁあぁあぁぁあっ♥」

　凄すさまじい快楽の奔ほん流りゆうに、七緒は盛大に絶頂して浴室内に甘い嬌きよう声せいを反はん響きようさせた。

　ビクンビクンと全身を甘く痙けい攣れんさせると同時、視界を真っ白に染められた七緒は、そのまま意識を持って行かれそうになる。

　しかし──七緒が気を失う事はできなかった。

「まだだ……もっと俺を感じてくれ」

　七緒をいやらしく貫つらぬいた刃更が、こちらを背後から抱だき竦すくめて──挿そう入にゆうしたままの状態で椅い子すへと腰を下ろしたのである。

　──立った状態でも、刃更のペニスは七緒の一番奥まで到達していた。

　それが座った事でより深い挿入が可能となった結果、子宮が持ち上げられるような感覚を七緒にもたらして、

「────────っ♥」

　女の器官を揺ゆさぶらされた七緒は、再び至高の絶頂を刻まれてしまう。

　──これまでにも、刃更にイカされた事は何度もあった。

　その度たびに、七緒は意識が蕩けそうな程ほどの絶頂感を味わってきている。

　だが──究極レベルの催淫によって、官能の炎ほのおに心と躰を甘く熱され続けていた七緒が、刃更にペニスを挿入された事で至った快楽の境地は、もはや異次元のものだった。

　七緒の中から、理性や正気といった類たぐいを全すべて奪うばい去るには充分すぎる程に。

　だから、そこから先はもはや必然で──刃更が下からの突き上げを開始すると、

「やあっ、はぁん♥　んふぅっ、ふぁあぁっ♥　はあぁ、凄すごいっ……東城くぅん、スゴぉい……はぁああぁぁあぁぁっ♥」

　快楽に陶とう酔すいしきった嬌声を上げ、くねらせた腰を淫みだらに振る事へと夢中になった。

　膣内での深い絶頂を得ていた七緒は、刃更に奥まで突かれる度に、驚おどろくほど簡単にさらなる絶頂を連ならせてゆく。官能に溺おぼれた瞳はとろけきっていて、七緒はひたすらに刃更が自分を女にしてくれた事を躰中で悦よろこんでゆく。

　刃更のペニスで突かれている七緒の秘裂からは「くちゅ♥　くちゅ♥」と艶なまめかしい水音が鳴っていて、刃更が腰を引く度に搔かき出された大量の愛液によって、瞬またたく間にその音をジュプっ、ジュプっという淫らな洪こう水ずいの音へと変えていった。

　すると──刃更は剛ごう直ちよくでこちらを貫きながら、背後から脇わきの下を通して前へと回された左手で胸を滅め茶ちや苦く茶ちやに揉もみ始め、同時に右手で七緒のクリトリスを弄ってきて、

「はぁあぁあっ♥　やあっ……東城く……ふぁあんっ♥　あぁあっ、やぁん……あっ、ぁはぁああっ♥　はあぁっ、東城く……はぁ、刃更ぁ……刃更ぁああぁあっ♥」

　別次元の淫悦にさらされた七緒は──刃更の名を呼びながら腰をビクンと仰け反らせ、何度となく達して盛大に女のシャワーを迸ほとばしらせていった。

　──それでも、七緒の膣内には刃更のペニスが刺ささったままだった。

　七緒の腰の両サイドをぐっと摑んだ刃更が、離はなれられないようにしていたからだ。

　刃更は、そのまま腰を動かし続けていて──それでも、

「っ……ぅ……ぁあぁ……くっ」

　七緒の背後で、刃更の呻うめくような声が生まれた。

　七緒が達した至上ともいうべき絶頂によって、膣内が極限まで収縮していて──その状態でペニスの抽ちゆう挿そうを行なった事で、射精感を高めたのだろう。

　絶頂中の膣内で刃更の剛直が膨ふくれ上がり──七緒はまるで下腹部が中から膨れ上がったかのような感覚を得る。

　そして、

「七緒……そろそろ、出すぞっ」

　刃更の余よ裕ゆうのない声を辛かろうじて聞き取った七緒は、

「ぁあっ……ふぁあっ、う、うん……出してぇ♥」

　肩越しに刃更を振り返りながら言った。

「お願い……このままボクの膣なかに、刃更のをいっぱい……はぁぁあぁあぁっ♥」

　そう七緒がはしたなく懇こん願がんした直後──ついにその時が訪おとずれた。

「っ……七緒っ……ぁあぁああっ！」

　こちらを呼びながら、刃更が一番奥まで突き入れてきた。

　──それが、橘七緒が生まれて初めて中なか射だしされた瞬間だった。

　盛大に射精した刃更のペニスが七緒の膣内で暴れ回るように激しく脈動し、

「ぁあっ────あ、ぁ、ぁああぁあぁああぁぁああぁあぁあぁぁあ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ♥」

　子宮の入り口へ大量の白はく濁だく液をぶちまけられ、橘七緒は己を滅茶苦茶に極きわまらせた。

　そして──膣から子宮の奥まで一気にいっぱいにされて逆流してきた大量の精液が、七緒の秘裂へと突き入れられている刃更のペニスの根元周囲からゴバッと吹ふき出す。

　…──それで終わって充分の筈はずだった。

　七緒は完全に刃更へと屈くつ服ぷくし、主従契けい約やくの呪のろいは間ま違ちがいなく解けていた。

　しかし、七緒の主は──刃更はさらなる服従を七緒へと求めてきた。

「──────っ！」

　射精しながら、七緒の首筋に歯を立てて、そのまま強きよう烈れつに吸い上げてきたのだ。

　それは、ヴァンパイアが配下を作る行こう為い。

　吸血と同時に己の力を──血を送り込むというものとほぼ同じ。

　──違っているのはただ一つだけ。

　刃更が七緒へ送り込んだのは、上の口からではなく下の口から。

　そして与あたえたのは血ではなく──大量の精液だった。

　しかし……否いや、だからこそ、七緒は刃更と二つの主従を果たす事に成功する。

　女としてだけでなく、ヴァンパイアハーフとしても。

　身も心も──種族としての根源さえも刃更へと屈服した。

　だから。

「あぁっ……刃更ぁっ♥　やっ……ぁ、んぅっ♥　ふぅ、ああっ……刃更ぁああぁ、ああぁぁああああああぁあああぁあぁ──────っ♥」

　橘七緒は全身を激しい快楽に打ち震わせながら、官能と背徳に満ちた産うぶ声ごえを上げた。

　──と同時、七緒の首から主従契約の呪いの痣あざが弾はじけるようにして消え去った。

　それは純然たる事実を告げるもの。

　澪達六人と同じ──新たな誓せい約やくの性せい奴ど隷れいが誕生した事を意味していた。
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　セリス・レイドハートは、七緒が刃更との誓約へと至った瞬間を見た。

　刃更に大量に中なか射だしされた七緒が、究極の絶頂を得てしまっているのは明らかで、

　……あんなに……凄い……。

　刃更と七緒の激しい生セックスを目まの当たりにして、セリスはごくりと喉を鳴らした。

　──刃更が、澪達と淫らに交わっているところは、これまでにも見ていた。

　だが、こんな至近距きよ離りで見たのは初めてで──眼めの前で繰くり広げられた淫いん猥わいを極めた光景に、口の中に溜たまっていたトロリとした唾だ液えきを吞み干すと、背筋から腰にかけてゾッとするほど心地ここち良い寒気が走り、浴室の床ゆかにへたり込むように乙女おとめ座りをしていたセリスは、

「んっ……はぁ……ぁ……♥」

　甘い吐と息いきと共にいやらしく尻しりを震わせる。

　失禁による羞しゆう恥ちの後ろめたさで生じてしまった催淫は、万理亜と七緒の二人と共に刃更へ淫らなフェラチオを行なった事で屈服できていたのか、和やわらぎつつあった。

　…──つい先刻までは。

　だが、刃更の極太ペニスに奥深くまで突かれて悦ぶ七緒の姿は、セリスの思考と瞳ひとみを釘くぎ付づけにしてしまうほど艶めかしく官能的で、セリスは完全に見入ってしまった。

　そして刃更とのセックスで七緒が快楽を深めてゆくにつれ、見ていたセリスもまた躰からだの奥からどんどん甘い熱を湧わき上がらせて──気が付いた時にはもう、先程の七緒と同じになっていた。

　もはや刃更に滅茶苦茶に抱かれないと、おかしくなりそうな状態へと。

　──それは主従契約の催淫だけではない。セリス自身が湧き上がらせた淫いん欲よくだった。

　その二つを掛かけ合わせたセリスの前で、刃更の剛直が七緒の秘ひ裂れつからゆっくりと抜ぬかれた。と同時、刃更の極太ペニスで栓せんをされていた七緒の膣から、大量の白濁液がいやらしく滴したたり落ちる。とてもじゃないが精液とは思えない、焼く前のホットケーキの生き地じのような大量のドロリとした白濁液が、浴室の床に丸い形状の淫らな水みず溜たまりを作る。

　剛直で搔き回されて混ざり合った刃更の精液と七緒の愛液のカクテル──その中には、僅わずかにベリー系のソースのような赤が混ざっている場所があった。

　それは七緒の処女が刃更に奪われた事を確かに示すいやらしい証しよう拠こだ。

　そして背面座位で乗せられていた刃更の膝ひざ上うえから、そっと下ろされた床に俯うつぶせで寝ねかされた七緒は、

「…………っ……はぁ、ん……ふぅ……はあ……ぁ……っ♥」

　すっかり陶酔しきった顔で、甘い吐息を漏もらしている。まだ絶頂感の余よ韻いんが残っているのか、時折ビクンと尻が震ふるえるのがたまらなく淫らだった。

　そんな七緒の姿を見ていた万理亜が、

「ふふっ……おめでとうございます七緒さん。無事に刃更さんとの誓約まで行けましたね。これで貴女あなたも、私達と同じです」

　と祝福の言葉を掛けた。

「しかし、刃更さんに一度中なか射だしされただけで誓約まで行ってしまうなんて……七緒さんは、澪様と同じくらいちょろいんじゃないですか？」

「別に良いじゃない。それだけお兄ちゃんに屈服できていたって事よ」

　からかわれても、艶めかしい笑えみを浮うかべながら悠ゆう然ぜんと澪が言った。

「それに、あたしや七緒くんよりも上がいるわ……ゼストなんて、お兄ちゃんに挿入されただけで誓約しちゃったんだもの。ねえ？」

「……もう澪様、意地悪ですね」

「あ、ゼストってば照れてる……可愛かわいい」

　恥はずかしげに言ったゼストへ、胡桃が横から抱き付いた。

「……………………」

　そうして湯船の周りで楽しそうにしている澪達を、セリスは呆ぼう然ぜんとしながら見る。

　あんなにも淫らなセックスだったのに。

　あんなにも激しい官能に満ちていたのに。

　七緒が己おのれの全てを捧ささげ、永遠の服従を誓ちかい、性奴隷へと堕おちてしまったというのに。

　澪達はそれを、当然の事のように受け止めていた。

　そんな中、長谷川が七緒の下へと向かいながら、

「まあ、あまり七緒をからかってやるな。七緒と私達とでは、主従誓約を結んだ時の状じよう況きようが──刃更が違っているんだから」

　何せ。

「最初に結んだお前達五人によって誓約の五行相生が行なわれ、そこへ私が加わった事で刃更は陰いん陽よう五行による究極の主従誓約の力を得ている。先程までの七緒では、本能的に絶対の服従を誓ってしまっても不思議はないよ」

　そう苦く笑しようしながら言うと、長谷川は床の七緒を軽々と抱かかえ上げた。

　そこへ柚希がそっと歩み寄り、長谷川の腕うでの中の七緒を優やさしい瞳で見み詰つめて、

「たっぷりと味わって七緒……刃更と誓約を結べた幸せと、性奴隷になれた悦びを」

　艶めかしい笑みと共にそう告げると、シャワーの近くに置かれているマットへと七緒を運ぶ長谷川とは逆に、柚希は壁かべ際ぎわの防水ソファに腰こし掛かけている刃更の下へ歩を進める。

　そして彼の前に跪ひざまずくように四つん這ばいになると、

「刃更……綺き麗れいにしてあげる」

　柚希はセリスの見ている眼の前で、当然の事のようにお掃そう除じフェラを開始した。

　ねっとりと舌を這はわせて、亀き頭とうや竿さお、睾こう丸がんにたっぷりと付いていた刃更と七緒の性のカクテルを一いつ滴てき残らず舐なめ取ってゆく柚希の顔は恍こう惚こつとしていて、

「んっ……ちゅぷ……はぁ、ちゅる……んぅ……れちゅ……んふぅ♥」

　官能の興奮を高めたのか、柚希の白い尻が淫らな動きで揺ゆらめき始めていった。

　すると、柚希が着ているビスチェの股こ間かん部分……クロッチの脇から、溢あふれ出すようにして女の蜜みつがいやらしく内うち股ももを伝ってゆくのが見えた。

　それは、誰だれがどう見ても立派な性奴隷の姿で、

「んふぅ……はむ、ちゅっ……刃更、気持ち良い……？」

「…──ああ、続けてくれ」

　淫らに奉ほう仕ししながら女の悦びを得て尻を振ふっている柚希の頭を、刃更は愛いとしそうに撫なでていた。そんな二人を目の当たりにしたセリスは、

「……は……あぁ……刃更……柚希……ん、ぁ……はぁ……っ」

　ますます堪たまらない気持ちになり、膨れ上がる甘い切なさに腰こしをくねらせていると、刃更のペニスから口を離はなした柚希がこちらを振り返り、

「セリス……どうして欲しいか言わないと、このまま私が刃更をイカせる」

　いやらしい手の動きで、くちゅくちゅと刃更のモノをしごきながら言った。

　そうしてこちらへ見せつけてくる柚希に、

「…………や、あぁ……っ」

　声を震わせながら切ない声を漏らしたセリスは、そのまま刃更を見た。

　すると、刃更はジッと見み据すえる瞳でこちらと視線を合わせて、

「セリス──……言ってくれ、お前の本当の望みを」

　確かな声こわ音ねで、再びセリスに本心の告白を促うながしてくる。その求めに、

　……あ、あぁ……っ。

　理性と我が慢まんの限界をとうに迎むかえていたセリスは抗あらがえなかった。

　──湧き上がる催淫の甘い熱で、今にもおかしくなりそうだった。

　だから、既すでに主従契約を交かわして主となった刃更と──己の淫欲にどこまでも従順になると、セリスは浴室の床へ仰あお向むけになる。

　そして、自分のそこが刃更に見えるように、ゆっくりと両りよう脚あしをいやらしく開いてゆき、

「っ……お願いします刃更、どうか私の事も……滅め茶ちや苦く茶ちやに抱だいて下さい」

　セリス・レイドハートは、自分の心を支配しているいやらしい望みを口にした。

　──その表情には、もはや《バチカン》の聖せい騎き士しの面おも影かげは微み塵じんもない。

　あるのはただ、刃更の性奴隷になる事を望む、いやらしい雌めすの本ほん性しようだけだ。

　そうして痴ち態たいを晒さらしたセリスに、柚希が刃更のペニスからそっと手を離して、

「刃更……セリスはちゃんと素す直なおになれた。ご褒ほう美びをあげて」

「…──ああ、もちろんだよ」

　刃更は頷うなずくと、防水ソファから立ち上がってセリスの下へとやってきた。

　そして、仰向けで両脚を広げているこちらへと覆おおい被かぶさってきて、

「セリス──…」

　優しい声と共に、セリスは刃更にキスされた。

　当然のようにぬるりとした舌が挿そう入にゆうされて、

「んぅ……ちゅ、はぁ……刃更……んふぅ……ちゅる、れちゅ……っ♥」

　セリスは刃更の首の後ろに両手を回すと、自分からも舌をいやらしく絡からめて、刃更との濃のう厚こうなキスに溺おぼれていった。

　するとキスをしながら、刃更が彼の剛ごう直ちよくの先せん端たんをこちらの入り口へと押し当ててきて、

「あぁ……ん、刃更……ふふっ、そこは……違いますわ」

　セリスは思わず艶なまめかしい笑みと共に腰をくねらせた。

　──刃更が誤って、セリスの後ろの穴へと入れようとしていたからだ。

　澪達六人を──否いや、七緒も加えて七人もの乙女を性奴隷にした刃更でも、こんな間違いをしてしまう事があるなんて……そんな刃更の可愛らしさに、愛いとしさを込み上がらせていたセリスは、

「…………刃更？」

　次の瞬しゆん間かん、思わずキョトンと問い掛けていた。

　眼の前の刃更の表情が、女の入り口を間ま違ちがえた者のそれではなかったからだ。

　だから──セリス・レイドハートは即そく座ざに刃更の意図を理解して、

「あ、あぁ……そんな……刃更、なぜですの……？」

　初めてなのに、アナルセックスから始められようとしている事に戸と惑まどいの声を上げると、

「…──普ふ通つうに主従契けい約やくの呪のろいを解くだけなら、もちろん普通に前ですれば充じゆう分ぶんだ」

　でも、と刃更。

「もしセリスが俺との誓約を望んでいるなら──お前はこっちからした方が良い」

「ど、どうして……？」

「セリスさんは、私達と刃更さんのセックスを何度も見ていましたからね……」

　困こん惑わくの声を上げたセリスにそう答えたのは、離れた場所にいる万理亜だった。

「さらに、たった今……七緒さんが抱かれているところも間近で見た事で、気付かない内に精神的な免めん疫えきと耐たい性せいができてしまっています」

「それに……お前の真ま面じ目めさは、私達の中でも最も強固だからな」

　と言葉を継つぐように長谷川が言った。

「刃更に屈くつ服ぷくするには、そうしたお前の常識や価値観を完全に破は壊かいする必要がある。ならば普通にやるよりも、背徳感の強いアナルセックスを初体験にした方が、お前を根底から屈服させるには有効という刃更の考えは正しい」

「で、ですが……何の準備もせずに後ろでするなんて」

「大だい丈じよう夫ぶですよ、セリスさん……何も心配はいりません」

　狼狽うろたえの言葉を口にしたこちらに、笑みと共にゼストが言った。

「セリスさんはもう一ヶ月以上も、私達と同じ食事を召めし上がっています。もうセリスさんのお尻しりは、刃更様が使われてもリスクがないようになっていますよ」

「っていうか……セリス姉に刃更兄ちゃんがやろうとしている事を拒きよ否ひする権利はないと思うんだけど」

　まあ、と胡桃。

「形だけで済ませられる主従契約だけで良いのなら構わないけど、もし本当にあたし達と同じになりたいって……主従誓せい約やくへと至りたいって望んでいるのなら、刃更兄ちゃんへの絶対服従は最低条件だよ」

「それは……でも、私だけ後ろで主従誓約を結ぶなんて」

「その事なら大丈夫。私が刃更との主従誓約に成功したのも、アナルセックスだった」

　と、まるで当然の事のように柚希が言った。

「今のセリスなら、間違いなくお尻でも滅茶苦茶に感じる筈はず」

「それに……セリス、心配しなくても大丈夫よ。お兄ちゃんは後ろだけじゃなく……きちんと貴女の前の処女も奪うばってくれるわ。絶対にね。だから安心して、お兄ちゃんに全すべてを委ゆだねて」

　だって、と澪。

「大切な貴女の気持ちを──本当の望みを、お兄ちゃんが解わかっていない筈ないでしょ」

「───────」

　こちらを安心させるように諭さとす澪の言葉に、セリスはハッとなって刃更を見た。

　──刃更は穏おだやかな表情をしていた。

　それでもセリスを見詰める瞳ひとみは力強いもので、そこに込められた確かな意志を伝えてくる──何があろうと、セリスを主従誓約の頂きへと連れてゆくと。

　……そう、ですわ……。

　セリス・レイドハートは、催淫に意識を蕩とろけさせながら、それでも思い出す。

　──今回の件では、刃更はずっとセリスの本当の望みを最重視してくれていた。

　セリスの本当の気持ちと、セリスでは想像も及およばないような未来の形まで考えてくれていた。そんな刃更だからこそ──セリス・レイドハートは彼と主従契約だけでなく、誓約にまで至りたいと心の底から思ったのだ。

　──刃更は嫌いやがらせをしようとしている訳ではない。

　セリスの事をセリス以上に考え、セリスにとって最善となる結論を出してくれたのだ。

　だから。

「セリス……俺を信じて、お前の全てを俺に委ねてくれるか？」

　という刃更の問い掛かけに、

「………………はい」

　コクンと頷いたセリスは、仰向けになっていた床ゆかから立ち上がると、ある場所へと向かった。先さき程ほどまで刃更が七緒とセックスしていた、一人掛がけの防水ソファだ。

　セリスはソファの前に腰を下ろすと、上半身を前へと傾かたむけて座面に乗せた。

　その状態で、膝ひざ立だちを行なう事で尻をいやらしく高い位置へと上げると、

「………………っ」

　両手を後ろへと回し、己おのれの左右の尻たぶを摑つかんでゆっくりと割り開いていった。

　そうして秘ひ裂れつと共に、後ろの窄つぼまりまでいやらしく晒して、

「…………どうぞ、刃更」

　アナルセックスを行ないやすい体勢を取ったセリスは、肩かた越ごしに刃更を振り返った。

　すると、

「────────」

　刃更はスッと眼めを細めて……そして、ゆっくりとこちらへと歩み寄ってきた。

　こちらのすぐ真後ろへ来た刃更は、セリスの腰のくびれの下辺りを左手で摑むと、右手で彼のペニスを挿入しやすい角度にした。

　そして──セリスは己の後ろの穴に刃更の剛直の先端が押し当てられたのを感じて、

「……ん、あぁ……っ」

　間もなく訪おとずれる奈な落らくのような背徳の瞬間に、ぶるりと身を震ふるわせる。

　──だが、セリスはもう抵てい抗こうはしなかった。

　これから行なわれる事は、セリスにとって……そして刃更達にとっても、最善となる事が確信できていたからだ。

　よって、

「…──セリス、入れるぞ」

　己への呼び掛けに、セリス・レイドハートは艶めかしい笑えみを浮うかべて頷いた。

「ええ刃更……どうか私の初めてを奪って下さい」

　そう口にしたセリスの願いを、刃更は叶かなえてくれた。

　ゆっくりと腰を前へと──こちらへと進めていったのだ。

　すると柚希のお掃除フェラで、刃更のペニスは唾だ液えきのローションを纏まとっていた事もあり、セリスの後ろの窄まりは、初めてにも拘かかわらず刃更の剛直を吞のみ込んでいった。

　そのいやらしい光景を、しかしセリスは最後まで見届ける事はできなかった。

　──それは、柚希が先ほど言った通りの事が起こったため。

　強きよう烈れつな催淫の呪いでセリスは躰からだ中の性感帯が極限まで敏びん感かんになっていて──それは男を知らない純真なアナルであろうと例外ではなく、

「や……ぁあっ、ぁああぁああぁああぁああぁあ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ♥」

　侵しん入にゆうしてきた刃更の極太ペニスで後ろの穴を犯おかされたセリスは、尻の奥で生まれた背徳の官能に、悲鳴のような嬌きよう声せいを上げながら激しく快楽を極きわまらせた。と同時、セリスの膣ちつから子宮にかけてが淫みだらに反応し、秘裂から大量の愛液が洪こう水ずいのように溢あふれ出し、

「あぁ、う、噓うそ……私、お尻でこんな……や、あぁああぁっ……♥」

　内うち股ももをいやらしいシャワーで濡ぬらしてしまったセリスに対し、しかし刃更は構う事なく腰を前に突つき出し、彼の剛直をセリスの尻の奥へ奥へと押し進めてきて、

「んぅっ……刃更、待っ……ぁはあぁあぁぁあぁあっ……♥」

　絶頂中だったセリスはより強い快感に襲おそわれ、強制的にさらなる高みへと昇のぼらされる。

　そして──とうとうセリスの尻は、刃更のペニスを根元まで完全に受け入れて、

「ぁ、やあぁ……どうしてぇ、初めてなのに……私のお尻、こんな……刃更のを全部、吞み込んでぇ……んっ、はぁああぁぁあぁぁああぁあぁっ♥」

　片手で握にぎろうとしても指が回りきらず、フェラチオをしようとしたら顎あごが外れてしまいそうなほど刃更のペニスは太いのに……そんな刃更の剛直を自分の尻が受け入れ、さらに信じられないような快楽まで感じてしまっている事に、セリスはアナルセックスの行こう為いそのもの以上の背徳感を得て、禁断の絶頂を極まらせる。

　だが、それで終わりではない。

「…………動くぞ、セリス」

　背後で刃更がそう言った──それが本番の始まりの合図だった。

　こちらの腰こしを摑んだ刃更が、柚希のアナルに突き刺さしていたペニスの抽ちゆう挿そうを開始した。

「やっ……ふあぁっ、あぁんっ♥　あぁ……だっ、刃更ぁぁっ♥　はあぁっ……やぁっ、刃更ぁっ……あぁんっ♥　んっ、はぁ……あぁっ、ぁああぁあぁ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ♥」

　初めてのセックスだというのに。

　それもアナルでしているというのに。

　おかしくなりそうな程に感じてしまう自分が信じられなくて──それでもセリスは少しでも刃更に屈服しようと努めた。より深くまで刃更のペニスを迎むかえ入れられるように、刃更の突き入れる動きに合わせて、自らも彼の方へと尻を押し付けるようにいやらしく腰を振ふり始める。すると、より深い挿入感と共に快楽も膨ふくれ上がって、

「あ、ふあぁっ、刃更ぁ……あぁんっ、刃更ぁ……ぁはああぁぁあぁあぁぁぁぁあ♥」

　セリスはソファの座面に置いた上半身をいやらしく暴れさせながら、禁断の絶頂を重ねていった。そうして快楽を極める度たびに、セリスの尻の熱い粘ねん膜まくがキュウキュウと挿入されているペニスをしゃぶるように締しめ上げていると、少しずつ刃更の剛ごう直ちよくが膨ぼう張ちようを始めた。

　そして、

「っ…………セリス、出すぞ」

　背後の刃更が、呻うめくような声で言ってくる。

　しかし──セリスはそんな刃更の忠告を聞く事ができなかった。

「あぁっ……はぁっ、やぁあん♥　ふぁあん、刃更ぁ……やっ、はぁあっ♥　んっ……私、こんなに……お尻でぇ、ぁはあぁああぁあっ♥」

　催淫アナルセックスの異次元の快楽に、セリスは完全に意識を奪われていた。

　だから、

「セリスっ……く……ぁ……ぁあぁっ！」

　背後で限界の声が上がると同時──尻の奥へ押し寄せた熱の奔ほん流りゆうは完全に不意打ちで、

「やっ、刃更ぁあぁっ────あぁぁあぁぁぁああぁああぁぁあぁああぁぁぁっ♥」

　アナルに大量に中なか射だしされながら、セリスは罪深い官能の深しん淵えんへと堕おとされた。

　それでも、サキュバスの強きよう壮そう剤ざいを飲んでいる刃更の精力は微み塵じんも衰おとろえる事はなくて、中なか射だしされてドロドロになった尻の中で熱い肉の塊かたまりが脈動している感覚に、

「ぁ……はぁ……っ、刃更……ぁ……ん、はぁ……♥」

　セリスが恍こう惚こつの声を漏もらしながら、甘い背徳の余よ韻いんに浸ひたっていると、

「……………………」

　刃更がゆっくりと、セリスの尻に突き入れていた彼のペニスを抜ぬいていった。

　すると、すっかり熱くなっていた尻の粘膜がいやらしく擦こすられて、

「はぁ……んっ……ぁ……やぁ……っ♥」

　甘美な快感を得て、尻から腰にかけてを淫らに震わせていたセリスは、

「…────待たせたな、セリス」

「…………ぁ……んぅ、刃更……？」

　背後でした穏やかな声に、とろんとした瞳で振り返った。

　すると──セリスの尻から抜かれた刃更のペニスの先せん端たんが、そのまま会え陰いん部ぶを伝って僅わずかに下へと降りて止まった。そこにあるのは、催淫アナルセックスによって至った無数の絶頂によって、トロトロにとろけきったセリスの淫裂だ。

　そんなセリスの膣口へ、刃更が尻の中で射精した白はく濁だく液をまとわりつかせている彼の剛直を押し当てると、「くちゅっ♥」といやらしい音が生まれる。

　そして──ゆっくりと刃更のモノの先端がセリスの膣内へと埋まい没ぼつしてゆき、

「あ……やぁっ、んっ……はぁあ……ぁ♥」

　男を知らなかった秘裂の入り口が、刃更の剛直によっていやらしい形に押し広げられ、噓のように極太のペニスを淫らに吞み込んでいって──途と端たんに股こ間かんに生じた熱い快感に、震えるような甘い声を漏らしたセリスは、

　……あ……。

　ふと刃更のペニスの挿そう入にゆうが止まった。

　セリスの膣内に、異物が侵入してくるのを押し止とどめるものがあったからだ。

　それは、今までずっと大切にしてきた純潔の象しよう徴ちよう。

　セリス・レイドハートが乙女おとめである事の証あかし──処しよ女じよ膜まくだ。

　──だが、最も早はやそこは純潔としての意味を持っていない。

　セリスは既すでに、アナルセックスで後ろの処女を刃更に捧ささげ、さらに何度となく背徳の絶頂をたっぷりと刻まれてきた。フェラチオもして、手でもたっぷりと性せい奉ほう仕しした。

　もう自分を処女だなどと主張する事はセリスにはできない。

　それでも、セリスのそこを刃更に捧げる事には、確かな意味がある。

　主従契けい約やくのその先へ──奇き跡せきの誓せい約やくへと至るために。

　そして、

「セリス──今から俺は、お前を貰もらうよ」

　刃更が確かな声でこちらへと言い放った。それは絶対の意味を持つ宣言だ。

　それを断る術はなかった──否いな、今のセリスは悦よろこぶ以外の感情を持たなくて、

「はぁ……ん、お願い……刃更……早くそれを破って……んぅっ」

　セリス・レイドハートは肩越しに背後を振り返り、己の主に淫らにおねだりした。

「そして……どうか私を堕として、何もかも貴方あなたのものに……っ」

　そんなこちらの懇こん願がんに、刃更は行動で応こたえてくれた。

　──真ま面じ目めで頑がん固こな性格をしたセリスの処女膜だ。

　よって、もしかしたら自分と同じく強ごう情じようで、そう簡単には破れないのではとセリスは思っていた。だが──そんな事は全くなかった。

　アナルセックスによる快楽と絶頂で、膣内に洪水を起こすほど分ぶん泌ぴつされていた大量の愛液で濡れたセリスの処女膜は、官能の熱でたっぷりと煮に込こまれトロトロにとろけきっていたからだ。

　よって──躰の奥で何かが切れるような音がする事はなかった。

　股間が裂さけるような感覚や、痛みを得る事もなかった。

　刃更が腰を前に進めて剛直を押し込むと、驚おどろくほど簡単に──刃更のペニスの熱で溶とけるみたいにして、セリスの処女膜は破れていった。

　だからセリスの膣は、いやらしく刃更のモノを吞み込んでいった。

　そのためセリスに自分の処女喪そう失しつを実感させてくれたのは、たっぷりとした量感のある刃更のペニスが己の膣内をみっちりと満たし、灼やけそうなほど熱い先端が子宮の入り口を淫らに押してくる感覚で、

「ぁ……あぁ……っ、はぁあぁああぁああぁぁぁあぁあぁぁぁっ♥」

　己の前と後ろ──両方の処女を刃更に捧げられた達成感と、それによって性的な行為でまた一つ澪達に追い付く事ができた悦びを一気に膨れ上がらせて、セリス・レイドハートは滅め茶ちや苦く茶ちやに絶頂した。アナルセックスで至るのが異次元のような絶頂なら、膣内をいやらしく犯されて至る絶頂は、それこそ別次元のような凄すさまじさで──激しすぎる快楽にセリスの膣内が限界まで収縮しようした。

　──だが、できなかった。

　至上の絶頂へと誘さそった刃更のペニスの硬かたさと逞たくましさに、セリスの膣は敵かなわない。

　キュウキュウと淫らに食い締めるのが精せい一いつ杯ぱいで、セリスの秘ひ裂れつはまるで愛いとおしむように刃更の剛直を覆おおい包み、いやらしい粘膜で抱だき締める事しかできない。

　そうして自分の全すべてを奪うばった圧あつ倒とう的な刃更のペニスの逞しさに、

「んっ……あぁっ、ぁはあぁああぁ……んぅ♥」

　ソファに上半身を預けていたセリスは、ずるずると座面から床ゆかへと落ちた。

　──だがセリスは、浴室の床へ俯うつぶせに倒たおれる事はできなかった。

　刃更の剛直が、セリスの秘裂に挿入されたままだからだ。

　そして雌め豹ひようのように──否、雌めす犬のようにいやらしく床に這はいつくばる体勢になったセリスは、既に新たな快楽の虜とりことなっていた。

　刃更が後ろから抽挿を再開し、さらに右手を腰に沿って回すようにこちらの股間へと伸のばしていて──人差し指・中指・薬指の三本を交差させてトライアングルを作り出した指先で、セリスは愛液でぐしょ濡れになっていたクリトリスをくちゅくちゅと弄られ、

「ゃあぁあ……んあっ……ぁはぁっ♥　はぁ、刃更ぁ……凄すごい、ぁあっ、凄ぉい……やあぁあぁっ♥　ぁはぁっ、刃更ぁ……はぁあぁっ、刃更ぁあぁっ……ぁああぁあっ♥」

　腰をぶつけられる度に、セリスの尻しりはいやらしく波打ち、その衝しよう撃げきに躰が前後する事で敏感なクリトリスへの刺し激げきが複雑になって──セリスはひたすら極まった絶頂の連れん鎖さへと追いやられていった。

　──と、その時だった。

　セリスの首元から、主従契約の首輪の痣あざが弾はじけるようにして消えたのは。

　セリス・レイドハートと、東城刃更の主従誓約が果たされたのだ。

　だが、セリスを滅茶苦茶に抱いている内に、刃更もまた理性を飛ばしていて、

「まだだっ──セリス、もっと尻を上げろっ！」

「あぁっ、はぁ……ん、は……はいっ……刃更ぁっ♥」

　より腰の動きを激しいものにしながら命じてきた刃更に、セリスは淫らに応じた。

　そうして至った激しい抽挿は、セリスだけでなく刃更の興奮と快楽も高めてくれて、

「っ……このまま出してやる……良いなっ！」

　有う無むを言わせないような強い声こわ音ねが叩たたき付けられた。だが──自分を望んでくれる刃更の言葉は、彼に屈くつ服ぷくしたセリスにとっての悦びで、ゾクゾクと躰を震ふるわせながら、

「はいっ……どうぞ刃更っ、私の膣なかにいっぱい……出してぇ……はぁああっ♥」

　絶頂の海に身も心も溺おぼれさせたセリスは、心から刃更に膣奥への中なか射だしを求めて。

　そして──とうとうその瞬しゆん間かんが来た。

「くっ……セリスっ、ぅ……ぁああぁっ！」

　限界を告げる声と共に、一番奥まで刃更の剛直が突つき入れられて──セリスはその瞬間、大量の精の奔流が解き放たれる未来を思った。

　しかし──セリスが全てを捧げる事を決めた青年は、そんなセリスの未来予想をあっさりと上回る。右手はセリスのクリトリスを弄りながら、姿勢を安定させるためにこちらの腰のくびれ部分を鷲わし摑づかみにしていた左手──それを刃更は刹せつ那なにスライドし、その親指をセリスの後ろの穴へと容よう赦しやなく突き入れた。

　クリトリス、秘裂、そしてアナル──刃更はその三つを同時に激しく攻せめてきて、

「──────────」

　完全に不意打ちで背徳の快楽が重ねられたセリスが、思わずビクンと躰からだを震わせたのと、

「ぐっ────ぁああああっ！」

　刃更が盛大にセリスの膣内へ射精したのは同時だった。

　膣奥へと解き放たれた熱い刃更の精液は、白濁の津つ波なみとなってセリスの子宮内へと押し寄せると、子供を育てる神聖な空間を瞬またたく間にいっぱいにして、

「ああぁっ、刃更ぁっ……ぁはああぁあぁああぁぁあぁぁあ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ♥」

　逆流した大量の精液を、刃更のペニスが挿入されたままの秘裂から大量に噴ふき出しながら、膣と子宮への激しい中なか射だしの快楽で盛大に己おのれを極きわまらせた。

　セリスの下腹の奥では、刃更のペニスが射精を続けていて、

「や……ぁ……んぅ、まだ出て……あ……はぁ……っ♥」

　いやらしく背中を仰け反らせながら、セリス・レイドハートは絶対と永遠の忠誠を誓ちかった刃更に中なか射だしされた淫みだらな悦びを得て、艶なまめかしい笑えみと共に甘えた声を漏らした。
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　そして──東城刃更は、ゆっくりとセリスの秘裂から己のペニスを抜いていった。

　すると、

「んっ……はぁ……ぁ……んぅ♥」

　セリスは、刃更の剛直が挿入されていた事でいやらしく上げる事のできていた尻を、陶とう酔すいを含ふくんだ吐と息いきと共に下ろしてゆく。

　と同時、セリスの下の口からはトクトクと刃更が放出した白濁液が溢あふれ出した。

　──それも、秘裂とアナルの両方からだ。

　淫らな双穴から精液を垂れ流しながら、官能の恍こう惚こつに浸ひたっているセリスの姿と表情は淫いん猥わいを極めていた。

　だから──そこにいたのはもう《バチカン》の聖せい騎き士しではない。

　こちらへ永遠と絶対の服従を誓った、刃更の新たな性せい奴ど隷れいだ。

　そうして七緒と同じく、自分の全てを捧げてくれたセリスを刃更が見み詰つめていると、

「…──お疲つかれ様でした、刃更さん」

　笑みを含んだ声と共に、万理亜がゆっくりとやって来た。

　そして刃更の隣となりへ来ると、恍惚としたままのセリスを艶めかしい瞳ひとみで見てから、

「凄いですね……七緒さんはまだしも、セリスさんは同居初日の夜以外に性的な行こう為いはしていなかったのに。こんなにも早く主従誓約へと至れてしまうなんて。セリスさんの素質が素す晴ばらしいのか、千里さんの言うように、先に結んだ私達との誓約によって刃更さんの力や主としての格のようなものが、それだけ凄まじいものになっているのか──…」

　それとも、と笑みを浮うかべながら万理亜はこちらを見上げてくる。

「もしかして刃更さん……主従誓約のコツとか摑つかんでたりするんですか？」

「勘かん弁べんしてくれ、そんなものが解わかる筈はずないだろ」

　と刃更は苦く笑しようしてから、セリスへと穏おだやかな瞳を向けながら、

「でも──俺に全てを捧げる覚かく悟ごをしてくれた相手に対して、どう応えるべきかは理解しているつもりだ。そして、それはお前達との誓約のお陰かげなのは間ま違ちがいないよ」

　たとえ永遠に自分へ縛しばり付ける事になってしまおうとも。

　たとえ淫らな性奴隷へと堕おとす事になってしまおうとも。

　それら全ての行為の責任を背負い、それでも相手の全てを自分のものにする。

　永遠に全てを奪い続けながら、永遠に全てを愛してゆく。

　その覚悟こそが、主従誓約に必要な主としての在り方だと刃更は思う。

　そして刃更には、セリスと七緒を自分のものにする確かな覚悟があった。

　…──そこには一いつ片ぺんの迷いもない。

　だからこそ──刃更は彼女達とも主従誓約へと至る事ができたのだろう。

「…………成る程ほど、大切なのは心構えという事ですね」

　と納なつ得とくしたように万理亜。

「ところで刃更さん……二連続で誓約へと至ったばかりのところ申し訳ないんですが、ちょっとお願いが」

「？　どうした？」

　改まった口調で言われ、刃更が何事かと問うと、

「いえ……刃更さん達がしているところをずっと見せていただいていたじゃないですか。そのせいで、少し前からみんな収まりが付かなくなっちゃったみたいでして」

　そう言って背後を振ふり返った万理亜に、刃更が同じ方へと視線を向けると、

『…………………………』

　そこには完全に発情した瞳でこちらを見詰めている澪達の姿があった。

　──この距きよ離りからでも解るほど、澪達はいやらしく股こ間かんを濡ぬらしてしまっていた。

　刃更に滅茶苦茶に抱かれる事を心待ちにしているのは明らかだ。

「────────」

　そんな澪達を見た刃更は、一気に興奮を昂ぶらせた。

　セリスと七緒との連続誓せい約やくを果たしてもなお、刃更は性せい欲よくを滾たぎらせたままだった。

　当然だ。そもそも刃更は、セリスと七緒の主従誓約が終わった後は、時間と体力の許す限り澪達を抱くつもりだった。だからゴクリと喉のどを鳴らすと──セリスの膣内に大量に射精したばかりのペニスを再び限界まで漲みなぎらせながら、

「…………解った。誰だれからが良い？」

　澪達を見み据すえながら問うと、

『────────…っ♥』

　途と端たんに澪達に変化が訪おとずれた──刃更が性的興奮を得た事で生じる主従誓約の呪のろいだ。

　その催淫の威い力りよくは、先程までセリスや七緒が得ていた強さを遥はるかに上回るもので、

「おっと……流石さすがにこれは困りましたね。一人ずつ順番にして貰もらうのを待っていると、後の方の人は少しキツイかもしれません」

「悪い……四人までなら同時にしてやれるんだけどな」

　この状じよう況きようをむしろ楽しむように言った万理亜に、刃更もまた苦笑した。

　ペニスで一人、左右の手で一人ずつ、そして口で一人……それが今の刃更の限界だ。

　だから──刃更はいつものように助言を求める。

「…──万理亜、良いアイディアは？」

「うふふのふ。もちろん、ありますとも。お任せ下さい」

　と万理亜は笑うと、ビスチェの胸むな元もとに隠かくし持っていた小こ瓶びんを取り出して、

「これをどうぞ刃更さん。私の方で作った、お母さんの分身薬の強化版です」

「それはまた……凄そうだな」

　万理亜の意図を理解した刃更は、渡わたされた瓶の蓋ふたを開けて中身を飲み干した。

　すると刃更の肉体が極ごく彩さい色しきに輝かがやき出し、そのまま広い浴室を眩まばゆい光が覆い尽つくす。

　そして──その閃せん光こうが収まった時。

　東城刃更は八人になっていた。本体は一人──七人は分身だ。

　そして分身達は一人ずつ、催淫状態の澪達の下へと赴おもむくと、それぞれの弱点を攻めやすい体位で彼女達と淫らに交わり始めた。

『っ────────…♥』

　浴室に淫らな嬌きよう声せいが次々に生まれてゆくのを、刃更は残る二体の分身と共に見た。

　すると隣の万理亜が、

「分身達の精力や性的なテクニックは、本体の刃更さんと同じに設定されています……これで澪様達は大だい丈じよう夫ぶな筈です」

　という説明に刃更は納得を得た。

　しかし──今度は刃更自身の収まりが付かない。だから、

「…──それなら、俺の相手は万理亜がしてくれるのか？」

　と刃更が視線と共に性的欲よつ求きゆうを向けながら問うと、

「やっ……はぁ、んぅ……それは魅み力りよく的な、アイディアですね……んっ♥」

　誓約の催淫に陥おちいりながら、それでもサキュバスとしての耐たい性せいがある万理亜は余よ裕ゆうを残しながら笑って、

「でも……私も分身で大丈夫です。澪様達だって可能なら刃更さんに抱だかれたいのに、発案者の私が抜ぬけ駆がけをするのは嫌いやですので」

　それに。

「今日は金曜日です……週末という事で時間はまだまだ沢たく山さんあります。ひとまず今夜のところは、刃更さんは誓約を結んだばかりのお二人に集中してあげて下さい」

　そう言って視線を向けたのは、ビニール製のプレイマットの上だ。

　すると──そこではいつの間にか意識を確かなものへと回復させた七緒が、浴室内で繰くり広げられている淫らを極めた乱交に呆ぼう然ぜんとなっていた。

　だが、刃更の分身と澪達とのセックスを見詰める赤い瞳は興奮に潤うるみ、眼前の光景にすっかり目を離はなせなくなってしまっていて、

「誓約を結んだばかりで、まだ戸と惑まどっているところもある筈です…ですから、自分がどうなったのかを、刃更さんがたっぷりと教えてあげて下さい」

　そして。

「七緒さんが意識を飛ばす頃ころには──セリスさんが回復している筈です」

　そう万理亜が言うと、残っていた分身の内の一人が床ゆかのセリスを起こして、シックスナインの体勢を取った。すると分身の上に乗せられたセリスの顔の前に、刃更と全く同じサイズの逞たくましい剛ごう直ちよくがそそり立つ格好になり、

「あ……はぁ……刃更ぁ……ん、ちゅ………れろ……ちゅぷ♥」

　まだ激しい絶頂の余よ韻いんに思考を蕩とろけさせたままのセリスは、それでも恍惚とした表情で分身のモノへ頰ほおずりすると、いやらしく舌を這はわせて舐なめしゃぶり始める。

　その表情は澪達と同じ──立派な性奴隷が見せる艶つや顔がおだった。だから、

「……………………」

　刃更はゆっくりと、プレイマットの上でへたり込んでいる七緒の下へと向かった。

　すると七緒は程なくこちらに気が付き、

「…………刃更……」

　とろんとした瞳でこちらを見上げてくる。

　そんな彼女の眼めの前に立ち、

「七緒────…」

　セリスに中なか射だしした精液を滴したたらせながら、興奮を漲らせたままのペニスを見せ付けるように名前を呼んでやった。すると、

「あっ……はぁ……ん、やっ……あぁ……っ♥」

　乙女おとめ座りをしている七緒が甘く悶もだえ始めた。それは彼女が澪達と同じになっている証あかし。

　誓約の呪いによる催淫だ。

「────────」

　そんな七緒の手を取ると、刃更は熱く滾っている自分のペニスを握にぎらせる。

　すると激しい催淫状態にありながら、七緒は性奴隷としての本能で自分のすべき事を理解して──刃更の剛直を手でクチュクチュとしごき始めると、そのまま唇くちびるも寄せてきて、

「っ……はぁ、む……ちゅる……んふぅ、ちゅっ……れちゅ♥」

　当然のようにフェラチオを行なうと、こちらの竿さおや亀き頭とうについていた精液を唾だ液えきと共に喉を鳴らして飲んでゆく。七緒の口の中は催淫によってねっとりと熱くとろけていて、美味おいしそうに刃更のモノをしゃぶっているその表情はすっかり官能に溺おぼれていた。

　そんな淫みだらなヴァンパイアハーフの表情を見詰めながら、

　……これが、あの七緒なんだな。

　刃更は感かん慨がいにも似た想おもいを抱いだいた。

　──出会った頃の七緒は、気弱で大人しいイメージだった。

　それが、昨年の体育祭で互たがいの正体を知り、そしてクリスマスをきっかけに互いを男と女として意識するようになり、三学期の修了式には淫らな行為へと至って。

　この四月に秘密の関係になると、セックスの手前ギリギリまで行くようになっていた。

　……俺の責任だな。

　七緒の性別を女として確定させた時──刃更には七緒に対する責任が生じた。女として生きていけるようにするために、刃更は長谷川と共に普ふ通つうであれば絶対に得られないような快感を七緒に与あたえてしまったのだ。

　その魔ま性しようの快楽から逃のがれられた者はいない。

　魔王の娘むすめである澪も、勇者の一族だった柚希や胡桃も、魔導生命体のゼストも。

　サキュバスである万理亜や、十神である長谷川ですら、最終的には刃更の性奴隷へと堕ちている。七緒やセリスに抗あらがえる筈がない。

　だから──刃更にできるのは、そうした結果に対して責任を取る事。

　彼女達を性奴隷に堕とした主として、彼女達を犯おかし続けてゆく事だけだ。

　そう刃更が想いを新たにしていると、

「…──さて、お待たせしました～♪」

　ふと背後──入り口の方で明るい声がした。

　何事かと見れば、万理亜がキャスター付きのスチール製ワゴンを押して浴室へと入ってきているところで、

「おい万理亜、それって……」

　ワゴンの上に載のっていたものに、刃更は思わず眼を丸くする。

　万理亜が運んできたもの──それは五段重ねの巨きよ大だいなケーキだ。

　生クリームをたっぷりと使った白しろ化げ粧しように、苺いちご・ラズベリー・ブルーベリーなどの各種フルーツをふんだんに盛りつけ、三段目の側面に立てかけられた大きいチョコプレートには、ご丁てい寧ねいに『祝！　七緒さん＆セリスさん主従誓約』と書かれていて、

「いやぁ～……今回の主従契けい約やくから誓約までの一連を、このお風ふ呂ろでやる事に決めた時から、密ひそかに準備していたんです」

　万理亜はそう言って人差し指で生クリームを掬すくい取り、わざと傍そばにいた自分用の刃更の分身の胸元にべっとりと付けると、舌でそれをいやらしく舐め取って、

「ほら、刃更さんってお風呂場でケーキと女の子を味わうのが大好きじゃないですか」

「人聞きの悪い事を言うな。一度しかやった事はないし……そもそも、あれは俺が買ってきたものを、お前が勝手に持ち込んだんじゃないか」

　悪戯いたずらっぽい笑えみを浮うかべた万理亜に、刃更は呆あきれたように嘆たん息そくした。

　──万理亜が言っているのは、澪と主従契約を結んだばかりの頃の話だ。

　思えば、澪や万理亜と風呂を共にしたのはあれが初めてだった。

　まだ幼い頃に柚希や胡桃と入っていたのとは訳が違ちがう──互いを男と女と認にん識しきした者同士での入浴だった。あの頃の刃更は、まだ淫らな行こう為いへの免めん疫えきがなくて、澪や万理亜に大だい胆たんな行動を取られて理性を飛ばしてしまった。当時の刃更にとっては、女の子と一いつ緒しよにお風呂に入るなんて考えられないような事だったのだ。

　だが──今はもう違う。

　入浴を共にしている女の子達は総勢八人。

　刃更は彼女ら全員の処女を奪うばい、滅め茶ちや苦く茶ちやに抱いて性せい奴ど隷れいへと堕おとしている。

　その結果が、現在の浴室内で繰くり広げられている状況だ。

　万理亜と話している刃更は、先さき程ほどから己おのれの剛直を七緒にフェラチオさせていて、

「ん……ちゅぷ……はぁ、ん……れろ……ちゅっ♥」

　うっとりとしている瞳ひとみの七緒は、もはや完全に思考を官能にとろけさせている。

　さらに──その背後では、

『────────…っ♥』

　催淫状態に陥った澪達が、刃更の分身に犯されて、秘所へと剛直を突つき入れられる度たびにいやらしく躰からだをくねらせ、甘い嬌声を上げ続けていた。

　そうした状況を異常と思いながら、それでも刃更は平然と受け入れていた。

　万理亜はむしろ喜んでいた。

　澪達も、異常を極きわめている淫らな状況に酔よいしれていた。

　この密室の地下大型浴室で繰り広げられている官能の饗きよう宴えんを。

　そして。

「さあ刃更さん、どうぞ召めし上がって下さい」

　刃更のすぐ隣となりにまでケーキを運んできた万理亜が言った。

　どこまでも艶なまめかしい笑みを浮かべて。

「味は最高だと保証します……ケーキも、私達も」
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　…──それから刃更は、地下の大型浴室で澪達を滅茶苦茶に抱きまくった。

　時間を忘れ、ただひたすらに快楽に溺れれば──官能の奈な落らくへと堕ちるのは必然で。

　澪達は万理亜が用意した巨大ケーキの生クリームを自分らの躰にいやらしく塗ぬりたくり、そんな彼女達を刃更は貪むさぼるように味わって、そして彼女達をいやらしく犯していった。

　万理亜はケーキだけでなく、ゼストと協力して翌日の食事の準備まで完全に済ませていて、刃更達は全すべてを浴室で完結する事ができた。

　だが──そんな刃更達も永遠に交わり続ける事はできない。それは本気で求め合い続け、数え切れない程の絶頂へと至ったからこそ訪おとずれる、体力と精神力の限界だ。だから己の極限まで澪達を抱き続けて──刃更は、柔やわらかな温ぬくもりに包まれながら眠ねむりについた。

　そして。

「…────ん」

　東城刃更はふと、心地ここちの良い微睡まどろみから眼を覚ました。

　──刃更が横になっていたのは、地下浴室の床ではなかった。

　隣りん接せつしている寝しん室しつに置かれている巨大ベッドの上だ。

　服は着ていない。刃更は裸はだかだった。

　そうして仰あお向むけになっている刃更の視界に、一人の少女が横から入ってきた。

　彼女もまた刃更と同じく裸で、

「…────お兄ちゃん」

　そうこちらを愛いとおしそうに呼んだ少女の瞳は潤んでいて、そして彼女の──澪の顔がゆっくりと刃更へと近付いてきて、そのままキスをしてきた。

　そんな澪に、刃更もまた己の唇と舌で応こたえてやった。当然の事のように澪の口の中へ舌を滑すべり込ませて、ねっとりとした互いの粘ねん膜まくを絡からませてやると、

「んむ……ちゅ、はぁ……お兄ちゃん……んふ……れちゅ♥」

　澪はうっとりとした声を漏もらしながら、こちらへ肌はだを重ねてきた。

　すると、澪の躰はまだ官能の熱を帯びていて──刃更へと押し付けられた大きな胸はとろけそうなほど柔らかく、乳ち首くびは乳輪ごと淫らに膨ふくらんでいる。

　いやらしく開発された肢し体たい──だがこの躰はもう澪のものではない。

　刃更のものだ。だから刃更は、そんな澪の胸を己の欲よく望ぼうのままに揉もんだ。

　すると、

「んっ、ふあぁん……はぁっ、あぁ……お兄ちゃん……っ♥」

　途と端たんに澪は甘い声を上げながら、嬉うれしそうに躰をくねらせ、こちらへ脚あしを絡めてくる。

　そんな澪にキスしていた唇を離して、

「……俺はどれくらい寝ねていたんだ？」

「ん……二時間くらいだと思う。だから、もっと眠って良いよ。セリスや七緒くんとだけじゃなく、あたし達までいっぱい愛してくれて疲つかれたでしょ？」

「でも、それ以上に幸せだったよ」

　甘い気だるさを得ながら、己の本心を刃更が告げると、

「……ん……お兄ちゃん……」

　澪はたまらなそうに抱だき付いてきて、刃更は彼女の腰こしを抱いてやりながら、

「他ほかの皆みなはどうしてる？」

　ベッドには自分達しかいない事に刃更が問い掛かけると、

「皆なら……まだお風呂よ」

　そう言って澪が視線を向けたのは、浴室へと続く脱だつ衣い所の入り口。

「万理亜の薬、本体の刃更が休んでいるのに消えなくて……折せつ角かくだから、誓せい約やくのお祝いに六体をセリスと七緒くんに使って、二人を滅茶苦茶にしてあげているの。他の皆は残る一体の分身を使って皆でする奉ほう仕しの練習をしながら、セリスと七緒くんにもしもの事がないように傍で見てあげているわ。あたしは、刃更が風邪かぜを引かないように一緒に寝る係よ」

　と澪。

「セリスも七緒くんも凄すごく健けな気げでね……最初は戸と惑まどっていたのに、あたし達がみんな複数同時にされるのを経験しているって知ったら、すぐに受け入れたわ。今いま頃ごろは二人とも、すっかり夢中になっちゃっているんじゃないかしら」

　と艶めかしい笑みを浮かべながら言った澪に、

「なあ澪……セリスと七緒は？」

　刃更はずっと気になっていた事を尋たずねた。

　すると、

「長谷川先生が確認したわ……大だい丈じよう夫ぶ、ちゃんと二人とも妊にん娠しんしてるって」

　澪は笑みと共に、刃更の望みが叶かなった事を伝えてきて、

「…………そうか。良かったよ」

　刃更は静かに胸を撫なで下ろした。

　──主従契約と誓約だけではない。

　妊娠中の澪達に代わって戦力になりたいと願っていたセリスには悪いが──刃更は今回、何としてもセリスと七緒の二人も妊娠させたかった。

　それはセリスが東城家へ来る事が決まった時から、密かに刃更が望んでいた事だ。

　そのためセリス達に内ない緒しよで、万理亜が作ったサキュバスの強制排はい卵らん薬まで使用していた。

　出産時期についても合わせられる。長谷川がその気になれば、展開した結界内の時間の流れを操あやつる事ができるからだ。

　──これで勇者の一族も魔族も、澪達と同じくセリスと七緒には手出しできなくなる。

　彼女達は単なる刃更の配下ではない──愛する妻となる存在になったからだ。

　もし危害を加えれば、八つもの主従誓約を手にした刃更に対する最大の敵対行為となる。

　それに、強くなったのは刃更だけではない。

　主である刃更がセリスと七緒の二人との誓約でさらなる力を手にした事で、配下である澪達も力を増している──もちろん、セリスと七緒も同様である。

　──主従契約だけではない。

　主従誓約もまた、その数が増えれば主と配下達の力は増加してゆくのだ。

　……これで。

　魔族と勇者の一族との同盟にまつわる障害は、ほとんどクリアできる筈はずだ。

　もう少しで刃更の最も大切なものに、誰だれも手出しはできなくなる。

　妹であり、幼おさな馴な染じみであり、メイドであり、教師でありながら──家族であり、性奴隷であり、そして妻となる彼女達を何者も害する事ができなくなる。

　それでも──斯波が捕つかまえたような反同盟勢力が、まだこちらを狙ねらってきたら。

「──────────」

　その時はもう容よう赦しやしない。

　殺してやる。それがあのケイオスを超こえる魔ま神じんであろうと。

　神族の最高位である十神をも上回る、絶対神のような存在であろうと。

　自分達の平へい穏おんな日常を──当たり前の幸せを侵おかすような者は敵だ。

　この世の全てをゼロ次元へと送る、《無次元のバニシング・執行シフト》で跡あと形かたもなく消し去ってやる。

　それが──東城刃更の絶対に譲ゆずれぬものに手を出すという事なのだから。

　──そして、刃更はそのための覚かく悟ごを形にしたものを用意していた。

　だから、ベッドの宮台に設けられている引き出しを開けた。

　そこには、セリスと七緒の主従の儀ぎ式しきを始める前──長谷川とセリスを置いて先に地下へと下り、澪達が既すでに浴室で待機していた時に密かに入れておいたものが入っている。

「…………お兄ちゃん？」

　澪がキョトンとする中、刃更が取り出したのは装そう飾しよくが施ほどこされたスカイブルーの箱だ。

　蝶ちよう番つがいの逆側に手をかけて蓋ふたを開けると、そこには中央の一つを取り囲むように、八つの指輪が収められている。

　そして刃更が中央の指輪を取り出すと、自分の左手の薬指に嵌はめたのを見て、

「お兄ちゃん……それって」

　驚おどろきと共に眼めを丸くした澪に、刃更は八つの指輪の中から一つを──澪のために誂あつらえたものを取り出して、

「澪、左手を出してくれ──いや、左手を出すんだ」

　途と中ちゆうで言い直す形で命令した。

　それは主として生きてゆく覚悟の表れだ。そんなこちらに、

「……………………っ」

　澪は感極まったように口元を両手で押さえ、瞳の端はしに涙なみだを浮かべていた。

　それでも、

「…────澪」

　確かな声こわ音ねで刃更が再び呼ぶと、澪はゆっくりとこちらへと左手を差し出してくる。

　そんな澪の左手を取ると、刃更は彼女の薬指へそっと指輪を嵌めた。

　そして、

「改めて誓ちかうよ。俺はお前を……皆を、永遠に愛してゆくと」

　だから、と刃更は言った。

「もう一度、お前も誓うんだ澪……神様なんかにじゃなく、この俺に対して」

　そして澪の顎あごを右手でクイッと持ち上げてやる。

　すると、

「………………はい」

　澪は涙をこぼしながら、コクンとこちらへ頷うなずいて、

「あたしは……成瀬澪は、永遠に東城刃更の……お兄ちゃんのものです」

　そう言って澪はそっと瞳ひとみを閉じた。

　だから刃更は──黙だまって彼女の唇くちびるを奪うばった。そして舌を挿さし入れてやると、

「んぅ……ちゅっ、はぁ……お兄ちゃん……んふぅっ♥」

　澪は縋すがり付くようにこちらへと抱き付き、自分からも舌を絡めてくる。

　その時だった──澪の乳首の先から、トクンと白はく濁だくの液体が溢あふれ始めたのは。

「…………あ……お兄ちゃん、これって……」

　突とつ然ぜん、自分の躰からだに起きた事に戸惑いの顔でこちらを見た澪に、

「ああ……お前も出るようになったみたいだな」

　これまで長谷川以外には見られなかった現象が澪にも現われた事実を、刃更は穏おだやかな笑えみと共に教えて、

「…──飲ませて貰もらうぞ」

　当然の事のように言ったこちらに、

「うん……お兄ちゃん、あたしの初めての母乳……飲んで」

　澪は艶なまめかしい笑みを浮うかべながら、両手を浅く広げて刃更の飲乳を歓かん迎げいした。

　だから──刃更はゆっくりと澪の左の乳首へと唇を寄せ、乳輪ごと口に含ふくんだ。

　すると、口の中に温かな液体が広がった。澪の母乳は長谷川のものと同じく仄ほのかな甘みがあるものの、それでも味は僅わずかに異なっていた。

　その味をもっと堪たん能のうしようと刃更が吸い上げ始めると、

「んっ……あぁ、お兄ちゃん……お兄ちゃぁん……はぁああぁっ♥」

　単に乳首を吸われるだけでなく、自分が溢れさせた母乳まで飲まれている状じよう況きように、澪は一気に興奮を昂ぶらせて刃更の頭を搔かき抱いだいてくる。

　そして──そのまま飲み続けていると、澪の母乳の味が徐じよ々じよに濃こくなり始めた。

　──それはきっと、官能の背徳と甘い罪の味。

　刃更が飲むのに合わせて、澪は「んぅっ♥　んぅっ♥」と甘い声を漏らしてピクンピクンと躰を震ふるわせていて──乳首を吸われる度たびに、澪が軽くイッているのは明らかだった。

　そうした澪の淫みだらな様子に、刃更が反応してしまうのは必然で──澪の母乳を飲みながら、刃更は己おのれのペニスを膨れ上がらせる。

　そんなこちらに、澪はすぐ気が付いて、

「んっ……ふふっ、お兄ちゃん……あたしの母乳で、こんなに大きくしてる」

　こちらのモノへ右手を伸のばすと、くちゅくちゅとしごき始めた。すると優やさしい動きをしていた澪の手は、少しずつ淫らなものへと動きを変えると、そのスピードをどんどん加速させていって──刃更はペニスの大きさと硬かたさを限界まで高められてしまう。

　だからもう、刃更も澪も止める事はできない。

「澪────…」

　乳首から口を離はなした刃更が、興奮を昂ぶらせた瞳で見み詰つめると、

「うん……良いよお兄ちゃん。あたしのこと好きなだけ犯おかして」

　澪は艶めいた顔で微笑ほほえんで、ベッドの上で仰あお向むけになった。

　そして両りよう脚あしを開くと、両手で自分の秘ひ裂れつをいやらしい形へと開かせて、




「お願いお兄ちゃん……あたしも、欲しくて堪たまらないの。だから今度はあたしのここに、お兄ちゃんのをいっぱい飲ませて」




　そう言って、澪はどこまでも淫らにこちらを誘さそった。

　そんな澪を見ながら、刃更は思う。

　もう自分達に、普ふ通つうの人と同じ幸せを得る事は難しいのかもしれない。

　それでも……否いや、だからこそ。

　東城刃更は自分の大切な少女達に、家族として、妻としての幸せを感じさせてゆく。

　たとえそれが──どこまでも背徳に満ちた、淫らなものであったとしても。

　たとえこの先、どのような眼で見られる事になろうとも。

　それでも共に生きてゆける──この日常を続けてゆける事が幸せだと信じて。

　だから。

「ああ、解わかった──今、楽にしてやる」

　東城刃更は頷くと、熱くとろけている澪の膣ちつ内ないへ躊躇ためらう事なく己のペニスを挿そう入にゆうした。

















あとがき






　既すでに本編をお読みの方も、これから読まれようとしている方も、本書を手に取っていただきましてありがとうございます。上うえ栖す綴てつ人とです。

　さて、まずはお詫わびから！　十一巻のあとがきで、この十二巻は特典小説も収録したシリーズ最終巻となるとお報しらせしていたのですが、すみません……短編の予定だった後日譚たんが、中編どころか長編の量になってしまいまして、特典小説まで入りませんでした。というか、改めて全すべての特典小説の総量を調べたところ、それだけで既に１冊分くらいありまして、そちらは一部改かい稿こうなど行おこなった上で、次の巻にまとめてお届けする予定です。

　さて今回の内容ですが、本編ラストの十一巻で展開上飛ばしていた長谷はせ川がわとの主従誓せい約やくの話と、本編の後日譚でした。後日譚の内容を要約すると『既に刃バ更サラの性奴ど隷れいになって妊にん娠しんまでしているヒロイン六人が、新たに刃更と主従契けい約やくを結ぼうとしている二人のヒロインに、自分達の刃更との生セックスを見せつけて、性奴隷仲間に引き込もうとする話』です。狂くるってますよね。著者校正の時に、「台詞せりふ内の『膣』の字には『なか』とルビを振って下さい（以下同）」と書き、「中射し」という単語が「なかだし」と読めるように一つ一つ丁てい寧ねいにルビを書き込む作業をしていた時などは、流石さすがに私も結構な具合でした。

　それでは、そんな最高すぎるこの十二巻にご協力いただいた皆みな様さまに謝辞を。

　ニトロプラスの大おお熊くまさん、今回も極艶イラストを仕上げていただきまして、ありがとうございます！　またＯＶＡの特典小説では、お願いした以上の枚数のイラストを、それも超ちよう絶ぜつクオリティで仕上げていただきました。本当にありがとうございました。みやこ先生と木き曽そ先生、お二人とも連れん載さいでお忙いそがしいところ応おう援えんイラストをありがとうございます！

　アニメスタッフの皆さん、新ＯＶＡの制作ありがとうございました！　この本が出る頃ころには、ソフトも発売になっているかと思います。劇場公開時のものからクオリティアップされているそうなので、既に映画館でご覧になった方も、まだ見た事がない方も、ぜひぜひご購入いただけると嬉うれしいです。そして、今回も私の酷ひどい進行スケジュールにお付き合い下さった担当さんを始め、制作さん、デザイナーさん、校こう閲えつさん、営業さん、その他関係各所の皆さん、本当にありがとうございました。きっと次は大だい丈じよう夫ぶ……な筈はず、です。

　そして、書店さんと本書を購入して下さった皆さんには最大級の感謝を！

　──最後に、今回は後ろの方に【新シリーズの告知】が収録されています。出るのはスニーカー文庫さんからではないのですが、お願いをして掲けい載さいのご許可をいただきました。

　見たら「おっ」と思っていただけるかと。そちらも応援よろしくお願い致いたします。

　では、次こそ本当にシリーズ最終巻──どうかお付き合い下さい！


上栖綴人
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